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第１章 序論 
 

1．研究の背景と目的 

（１）研究の背景 

	 日本人の山への関わり方や見方は、歴史を経て変化を遂げてきた。登山の起源はかなり古く、

少なくとも縄文時代までさかのぼる1と言われている。稲作開始以降、人々は低地に定住し、山

から流れる水は水田に欠かせず、氾濫や水害が引き起こされないよう山の怒りを鎮めるため、

山を崇め崇拝の対象となる。高僧に開山された後も、天平や奈良時代になると朝廷から位階を

与えられ、信仰意識は高まっていく。修験道、講、物見遊山など、様々な登山の形式は生まれ

るが、すべて信仰心に基づいていることが共通している。しかし近代に入り外国からの視点が

入ったことで、「現代的な感覚で2」登山を行うようになっていく。ただし、1000年余り続いて
きた信仰の考え方は簡単に抜け出すことはできず、1905（明治 38）年の日本山岳会から本格的
な登山が始まったとされる3。 
	 風景を見る目も、「歌枕や名所旧跡といった伝統的風景4から、-略-地形・地質・などといった

近代的風景へ移行していく5」。外国人を中心とした科学者や外交官が登山の先駆者6となり、探

検心、冒険心からの近代登山が始まり、新たな視点が日本にもたらされた。自然風景の観点か

ら見ても、1931（昭和 6）年に国立公園法制定、24年から 36年にかけて選定され、1957（昭
和 32）年には自然公園法として公布された。「優れた自然風景地を選定し、その保護と利用の
増進及び国民の保健、休養、強化に資する目的で制定されている法律7」であり、1872年にアメ
リカに設置された国立公園の考え方である。ここに歌枕や名所、信仰としての意味合いは薄い。

地形や地質といった自然科学的な自然の評価は、人々が生活、宗教、行動などの意味をこめて

きた「空間の履歴」の消去を内包している8。ただ、1990年代からは、世界遺産で生物多様性と
文化的景観という概念がうまれ、里山や湿地、農業景観、生業景観という、「自然が内包する人々

の歴史性・文化性に着目した人類史の尺度へのシフトがはじまった9」。日本でも 2005（平成 17）
年には景観法とともに文化財保護法の中に文化的景観が追加され、既存の文化財保護法には含

まれなかった、「地域における人々の生活又は生業及び当該地域の風土により形成された景観地」

に文化財的な価値を持つようになった。 
また、ジオパークという概念が誕生したのも最近である。2000（平成 12）年のヨーロッパジ

オパークネットワーク設立が始まり、2004（平成 16）年にはアジア太平洋及び世界ジオパーク

                                                   
1 小泉武栄(2001)：登山の誕生, 中公新書, 75 
2 前掲 1) 小泉武栄(2001),133 
3 前掲 1) 小泉武栄(2001),133－135 
4 西田正憲(1999)：瀬戸内海の発見, 中公新書, 235-236 の中で、オギュスタン・ベルク（「日本の風景・
西欧の景観」1990）、ケネス・クラーク（「風景画論」1976）、柄谷行人（「日本近代文学の起源」
1980）の指摘から、「『風景』は近代の産物であるという捉え方」があるが、これは西欧の近代で客体で
ある自然と主体である人間が分化し自然が対象化されたことで「風景」概念が生まれたことを意味して

いると述べた上で、西欧の近代におけるまなざしが捉えた「風景」以前の日本の風景概念を伝統的風景

と呼んでいる。 
5 前掲 4) 西田正憲(1999), 148  
6 前掲 1) 小泉武栄(2001), 153 
7 岡本伸之(2006)：観光学入門, 有斐閣アルマ（初版は 2001年）, 140 
8 桑子敏雄(1999)：環境の哲学, 講談社学術文庫, 195 
9 西田正憲(2011)：自然の風景論, アサヒビール, 315 
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ネットワークが設立、日本でも 2009（平成 21）年に日本ジオパークネットワークが設立され、
2015（平成 27）年からは世界ジオパークネットワークは「国際地質科学ジオパーク計画」とし
て、ユネスコの正式事業となった10。ジオパークは、「大地（ジオ）に広がる動植物や生態系（エ

コ）の中で、人々（ヒト）の生活し、文化、産業を気づき歴史を育んでいる」ことを前提に、

「ジオ」「エコ」「ヒト」の 3 つの要素の繋がりを知ることで、教育、観光に活かし地域振興へ
とつなぐものであるとされ11、世界的に、自然科学的な自然史だけでなく、人々の営みの歴史を

も評価する時代へと変化している。 
 
	 こうした状況の中、日本では山の風景のどのような点に目を向けて評価しているのか。例え

ば世界文化遺産として 2013（平成 25）年には、日本を代表する山である富士山が、「富士山—
信仰の対象と芸術の源泉」として登録された。富士信仰は江戸や関東、東北など広い範囲に及

び、様々な芸術の対象となってきたという 2 つの点が評価された。しかし日本の山として評価
されるべきものはこの 2 点だけなのだろうか。人々は山をどのように認識してきたのか。その
認識はどのように継承され変遷を遂げてきたのか。山を評価するにはこれらを今一度把握し、

理解する必要がある。 
本論文では山の風景に焦点を当て、以上について調査し考察する。 

 
（２）研究の目的 

山の風景には何が重要なのかを明らかにするため、山への認識や見方の変化、そして現在行

われている景観保全の実態を把握する。そのため、本論文では以下の 3点を目的とする。 
①参拝登山および観光登山の変遷を、当時の社会情勢と結びつけながら明らかにする。 
②人々が山に対して感じてきたイメージを明らかにする。 
③山の景観保全制度の現状と課題を明らかにする。 
以上 3点で明らかになった結果を踏まえ、今後我々は山とどう関わりを持つべきなのかを考

察する。 

 

（３）研究対象地 

本研究は茨城県つくば市に所在する筑波山を対象とする。その理由は下記の３点である。 
 

①歴史が古く、「伝統的風景」を把握することができること 
②外国の自然概念を含む「近代的風景」のひとつでもある国立公園／国定公園に指定されてい

ること 
③現在景観保全が実施されていること 
各時代で人々が行ってきた山への価値づけがより多い山の方が風景の変容を明確に把握する

ことにつながり、そのためには人々の関わりが長い歴史をもつ山であることが必要である。 
 

                                                   
10 日本ジオパークネットワーク http://geopark.jp/about/pdf/press_release20151113_01.pdf（20161114
閲覧） 

11 日本ジオパークネットワーク http://geopark.jp/about/（20161114閲覧） 
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筑波山は茨城県つくば市の北端に位置し（図‐1）、東に男体山（871m）、西に女体山（877m）
という二峰を持ち（図‐2）、八溝山地最南端の筑波山塊に属する（図‐3）。 

日本最古の歌集であり759年までの約350年間の歌が収録された万葉集では25首に詠まれ、
富士山を詠んだ歌 13首を上回っている。713年に詔により「風土記」が各国編纂されたが、現
存するのはわずか五カ国（「出雲国風土記」「播磨国風土記」「肥前国風土記」「常陸国風土記」

「豊後国風土記」）にすぎず、その中で筑波山が掲載されている「常陸国風土記」が残っている。

さらに、深田久弥は 1964（昭和 39）年「日本百名山」の中で筑波山を選んでいるが、理由とし
て「高さ千メートルにも足りない通俗的な山」だが、「歴史が古い」ことであると述べているよ

うに12、①の条件として適切であると言える。 
また、1969（昭和 44）年には 10年先に指定されていた水郷国定公園に編入され、水郷筑波

国定公園となった。今年（2016年）9月には「筑波山地域ジオパーク」として日本ジオパーク
に認定され、自然をめぐる動きが今まさにある場所であることから、②の条件に当てはまる。 
景観保全の取り組みとしては、茨城県では 2009（平成 21）年に「筑波山周辺地区広域景観形

成プラン」が策定され、筑波山を核とした自然と歴史を総合的に評価する取り組みが行われて

いる。筑波山を擁するつくば市、桜川市、石岡市でも景観計画が策定されており、③の条件に

適合している。 

                                                   
12 深田久弥（1964）：日本百名山：新潮社, 102 
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図- 2 筑波山 
（神郡附近より撮影）	

図- 1 筑波山の位置 

（図中の□は図‐3の位置を示す） 

図- 3 八溝山地の中の筑波山 

（八溝山地は筑波山塊、鶏足山塊、鷲子山塊、八溝山塊から

成る） 
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２．本論文における「風景」の位置付け 

	  
本論文では筑波山の風景を扱うため、本項で風景という言葉の位置付けを明らかにする。 

（１）景観と風景 

「風景」と似た言葉に「景観」がある。その違いは、「未だにその定義や両者の違いについて

統一見解がないのが実情13」と言われており、「『ランドスケープ』の訳語を『風景』と『景観』

のいずれにすべきかの段階で論者の意見が大きく分かれ、議論は混迷の色を深めている14」と言

われている。ただ、「『景観』は環境の客観的でリアルな視覚像、『風景』はリアルな景観に観念

や心情が合成したアクチュアルな視覚像15」であるとか、「景観は土地の地貌であったり、土地

利用の形態であったり、その基盤には地形があり、その上に人間の行為によって様々な要素が

加わって成立している-略-そういう諸要素の積み重ねを客観的に読み取り、判読したものが『景

観』-略-。他方、『景を観る』という行為を美しさの観点から捉えると、それはたぶん『風景』

になるんだろうと思います16」など、研究者による様々な言及がある。いずれにしても共通理解

として、「景観」という言葉は地理学によって発展した言葉であり、「目に見える風景を科学的

に分析するために 1910年以来、‐略‐「景観」という概念17」が生じたのであり、景観は地理

学的な景観の意味合いが強く、風景よりも科学的かつ視覚的で、風景が含む情緒性や審美性を

排除した意味合いが強いと捉えられている。本研究では、山を見るときに人々が持つイメージ

や認識を扱うため、基本的に主観性を伴う「風景」という言葉を用いるが、景観計画などはそ

のまま「景観」を用いる。 
 

（２）本論文における「風景」の捉え方 

風景は、「主体‐まなざし‐客体という構造をもつことによって、成立する18」。そして「単な

る対象物の眺めではなく、社会的文化的に構造化された視線によって見いだされる物19」だとさ

れている。この構造は主観と客観のデカルト的二分法にはじまり、近代性を支配してきたもの

で20、客体である自然と主体である人間が分化し、自然が対象化され、「自然がそれ独自に意味

をもったときに『風景』概念が生まれた」21。 
まなざしについては、ミッシェル・フーコー（「臨床医学の誕生」（1963））は医師が患者の病

気を診断する際の制度化されたまなざしを解き、ジョン・アーリはフーコーの「まなざし」概

念を観光領域に応用したまなざしを語った。アーリはイギリスを舞台に、メディア等の非観光

的な活動によってつくられた非日常の風景や町並みを求めるという、観光者から観光対象へと

向かう観光のまなざしの変容と発展を述べている。ここでまなざしは「社会的に構造化され組

                                                   
13 吉村晶子(2007)：景観・デザイン研究講演集 No.3 December 2007, 76 
14 安彦一恵, 佐藤康邦(2002)：風景の哲学, ナカニシヤ出版, 102 
15 田路貴浩(2015)：生きられる風景とヴィジョン：日本風景史(田路貴浩, 齋藤潮, 山口敬太編), 昭和堂, 5 
16 東京文化財研究所(2005)：“文化的景観”の意義, 67 の本中眞氏の発言より 
17 高橋伸夫, 田林明, 小野寺淳, 中川正(1995)：文化地理学入門, 159 
18 前掲 9) 西田正憲(2011), 324 
19 吉村晶子(2015)：風景論の展開：日本風景史（田路貴浩, 齋藤潮, 山口敬太編）, 昭和堂, 382 
20 オギュスタン・ベルク(1994)：風土としての地球, 筑摩書房, 16 
21 前掲 4) 西田正憲(1999), 235-236 
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織化されている22」、つまり「観光という個人の視覚には、それを取り巻く社会構造や時代背景

が投影23」されるとしている。またベルクは、人間が風景を知覚するとき、「自身の属する文化

に促されて、風景を肯定的にも否定的にも鑑賞・評価」するとし、「文化はわれわれの感覚の生

理学的な能力とは独立に、意識と事物の間にある種のフィルターをいくつか介在させ、それが

情報を通したり、通さなかったりする24」と解説している。齋藤は、山岳を見る場合では植物学

者と画家とでは見方が異なることを例に、風景は「個人の関心に沿って重みづけされた情報を

もとに構成された環境のイメージ25」だとしている。 
研究の背景でも述べたように、風景の自然史的価値だけでなく、空間に蓄積された人々の営

みの歴史にも価値を見出している今、人間が風景に向ける視線には、その時代の文化や社会的

背景、個人の立場や属性などが関係している、とするまなざしの概念は、山の風景の変容を述

べる上で非常に重要な概念である。 
これらの記述を踏まえ、本論文で風景は、主体（人間）が客体（視対象）に対して文化や時代

背景、個人の体験、属性などのフィルターが介在するまなざしによって構築されるもの、と定

義する（図‐4）。 
	 図‐4 のように風景が一個人に発見された後、それは言葉や絵画、詩歌などに表現・表象さ
れ、集団・社会に共有されて、人々は共通の風景的イメージを持つ26。これを中村は「風景の集

団表象27」と呼んでいる。個人で体験しただけで他者に共有されない個人的、主観的な風景とは

区別され、本論文では広く共有されたイメージの風景を扱う。個人による風景の発見から集団

表象に至る経過を、吉村は「発見」「表現」「普及」「共有」「定着」とし28、集団表象が定着して

安定すると風景体験が広く伝播するだけでなく時代をも超えて変容しながら継承されていく29。

この過程を図‐5に示した。ある個人がある山の風景を発見し、表現（図‐5では絵画に表現す
るとした）する。絵画はメディア等を通して普及し人々に共有したイメージをもたらす。人々

は絵画のイメージを定着させることで、その山に対して絵画というまなざしが生じるようにな

る。つまり、集団で定着した風景は、図‐4で示したまなざしのフィルターに投影され、この繰
り返しによって歴史を超える風景的イメージが生まれるのだと考えられる。 
 

                                                   
22 ジョン・アーリ(1995)：観光のまなざし, 法政大学出版局, 2 
23 安村克己(2004)：観光の理論的探究をめぐる観光まなざし論の意義と限界, 「観光のまなざし」の転回, 
春風社, 10 

24 オギュスタン・ベルク(1992)：日本の風景・西欧の景観, 講談社現代新書, 44 （初版は 1990年） 
25 齋藤潮(2006)：名山のまなざし, 講談社現代新書, 207 
26 前掲 4) 西田正憲(1999), 232 , 前掲 19) 吉村晶子(2015), 384-385 
27 中村良夫(1999)：風景学入門, 中公新書, 60（初版は 1982年） 
28 前掲 19) 吉村晶子(2015), 385 
29 前掲 27) 中村良夫(1999), 73 
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図－5 集団表象 

図‐4 風景の概念 
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３．先行研究 

風景観についての先行研究は既に述べてきており、筑波山に関する研究は第3章で述べるた
め、ここでは本論文で取り扱う風景観に関する研究、景観の制度及び計画の研究、山の観光の

変遷に関する研究、文学と風景に関する研究、筑波山に関する研究の5つについてまとめる。 
 

（１）風景観に関する研究 

①新海祥子, 堀繁, 油井正昭(1992)：「日本名山図会」にみる谷文晁の名山観, 造園雑誌55(5), 
49-54 
「日本名山図会」は1812（文化9）年に谷文晁が日本の山89座を描き、近代以降の山の見

方に多大な影響を与えた。従来の名山は名前の通った山だったのに対し、文晁は自分の目で

みた独自の名山を選定し，風景として優れた山を評価していたことを明らかにしている。山

を風景として捉えることを明確にし、新たな名山観の創出が見られる。 
②成瀬不二雄(1998)：日本絵画の風景表現-原始から幕末まで-,中央公論美術出版 
	 霊峰富士山は宗教説話画、仏画、物語絵巻などにも描かれてきた。中国山水図の影響を受

けたものから始まり、四峯型、三峯型という定型が出来上がり、江戸時代には徐々に写生を

伴った実景が捉えられるようになった。本書では、日本の風景を表わした絵画の歴史を、富

士山図を対象に辿っている。 
③西田正憲（1999）：瀬戸内海の発見 意味の風景から視覚の風景へ：中公新書 
	 歌枕、故事、伝説に由来した名所旧跡は伝統的風景であり、欧米人の客観的で科学的な視

線の影響で、近代的風景として日本人が見るようになり、景観認識が明治後期に変わった。

この変化を、瀬戸内海を対象に述べている。 
④齋藤潮(2006)：名山へのまなざし：講談社現代新書 

山岳の形象を、山岳祭祀の拠点、借景庭園、谷文晁による山岳絵画を題材に、地形透視図

を用いて当時の視点を調査し、古人の山岳に対する意味づけを考察している。 
 
以上の研究では、主に日本人が風景及び山を見る認識が従来のものから変化してきたことが

論じられている。その転換期は、③では欧米人の影響によって明治後期からだとされているが、

①と②からは、それ以前にも日本の中で既に変化が生じていたと言える。本研究では、これら

を踏まえ、筑波山の風景を見る転換期はどこにあるのか、筑波山を取り巻く歴史や情勢等の背

景を把握することで明らかにする。 
 
（２）景観の制度及び計画の研究 

⑤小川勇樹, 内田晃, 趙世晨, 日高圭一郎, 鵤心治, 萩島哲(2015)：ドイツ・ドレスデン近郊のピ
ルナでのベロットの里づくり‐景観まちづくりに関する研究‐, 都市・建築学研究28, 11-21 

18世紀にヴェネツィアで宮廷画家として活躍した画家、ベルナルド・ベロットの景観が描
いた小都市ピルナを事例に、ベロットの絵画を活用した景観まちづくりの提案をする研究で

ある。著者らの10年間のピルナ市の現地調査が基となっている。絵画の視点場の特定から、
当時の街並み、視点場が今でも残っていることが景観資源であり、視点場整備や周辺施設の

整備、CGによる町並みの再現、散策ルートの提案がなされている。 
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⑥浅野聡, 橋場徹広, 黒田康史, 上田知美, 肥田真友子, 米澤勇人, 森山貴行(2012)：亀山市景観
計画における眺望景観保全制度に関する調査, 三重大学社会連携研究センター研究報告(20), 
43-48 

亀山市で行った募集等で選定された33か所の眺望景観重点地区の候補地について調査・評
価を行い、景観計画における眺望景観保全制度の提案を行う。視点場、視対象、眺望者それぞ

れの類型を組み合わせにより、11の眺望景観の類型が導き出され、亀山市の眺望景観の特徴
が、地域に根差した景観が多く、山脈等の自然景観の割合が多いことを明らかにしている。こ

れらから視対象、視点場の選定、眺望景観保全地区等の設定の提案が行われている。 
 
⑤では18世紀の一人の画家の絵画から視点場を明らかにしてまちづくりへと役立て、⑥では

眺望景観重点地区の候補地の特徴から眺望景観保全制度運用の検討を行う。歴史のある景観と、

住民が地域にとって重要視する景観から、現在の町並みや景観形成の取組みが行われている。

本研究では、筑波山の歴史を踏まえたまちづくりが行われているのか、現行の景観計画等では

住民の意見が取り入れられているのかを把握する。 
 

（３）山の観光の変遷に関する研究 

⑦小泉武栄(2001)：登山の誕生 人はなぜ山に登るようになったのか：中公新書 
	 西欧では山は悪魔の棲家として忌み嫌われていたが、日本では信仰登山が古くからおこな

われていた。楽しむための近代登山が西欧で発祥し、日本ではその約100年後の明治期に普
及する。経済史、思想史、科学史、文化史等を交えながらその違いについて、山と人の関わ

りの変遷について論じている。 
⑧黒田乃生(2012)：阿蘇山の国立公園指定の経緯と観光登山の変遷：ランドスケープ研究（オン
ライン論文集）Vol.5,55-62 
	 阿蘇山は信仰と修行の場であったが、明治期に外国人の登山が始まり、国立公園指定への

動きが観光地化の大きなきっかけとなった。公園計画や施設整備によって徐々に観光地化し

ていく過程が述べられている。 
⑨金子直樹（1998）：岩木山における参詣登山道の歴史的変遷：歴史地理学45-5(191), 26-46 
	 時代に伴い参詣登山道が変化、及び複数化を遂げ、大戦後には自動車道が開通したことで

従来の登拝習俗に変化をもたらすまでの変遷が述べられている。 
⑩大坪紘子, 堀繁, 竹形顕, 宮澤泰子（2003）：京都伏見・稲荷山の登山道の特徴：ランドスケ
ープ研究 66(5), 655-658 
	 標高233ｍの里山であり、伝統的自然信仰の残る稲荷山を対象とし、急勾配や高低差など、
歩行や登頂の困難性を意識したルートが設定され、遊歩が飽きないよう自然物や人工物（池、

滝など）が配置されていることを明らかにしている。 
⑪山口敬太（2013）：近代における奈良・山辺の道の形成とその背景：ランドスケープ研究（オ
ンライン論文集）Vol.6（2013）, 25-32 
	 皇陵参拝ルートとしていた道は、昭和初期の国民精神総動員運動化においてハイキングが

奨励され、積極的に観光事業が推し進められ、「山辺の道」という名称が定着する経緯を明

らかにしている。 
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	 元々は参拝を目的とする山が、外国人の登山やインフラの整備、観光登山の流行などを契機

に大きく転換させられ、現在我々が認識する「山」となった過程について、⑦では日本の山全

体を、⑧～⑪では各地の山を対象に独自に展開されてきた観光等の変遷について述べられてい

る。本研究では、筑波山を対象にするため、筑波山周辺地域の社会情勢や変化に応じて観光が

どう変化し、山へのまなざしがどのような変遷を遂げてきたのかを把握する。 
 
（４）文学（和歌）と風景に関する研究 

⑫樺沢綾(2014)：歌語「心のすゑ」‐院政期和歌における風景表現の一展開‐, 武庫川国文 (78), 
45-58 
平安末期の和歌には風景と「こころ」を重ね合わせることをより強調する「心のすゑ」とい

う表現が生まれた。「眺望」題が中国詩の影響を受けて和歌にも詠まれるようになり、風景を

描くだけでなく、風景を見つめる「こころ」がどのように動くか、「こころ」の動きを風景の

中に捉えて風景と重ね合わせて「眺望」を表現することを、事例を挙げて調査する研究である。 
⑬浅野則子(2016)：完成された景‐家持の見いだした鶯の景‐, 別府大学大学院紀要(18), 1-10 
	 「万葉集」初期から見られる、春を告げる鳥である鶯の表現は、既に中国文学で春の鳥とい

う認識はあったが、春を告げる鳥という認識を表わしたのは家持が鶯から季節観をみようと

して定着したものである。中国文学を離れ、和歌の世界で鶯の表現が「古今集」へと継承され

ている、という認識の移入と変化を事例から調査した研究である。 
 
平安時代の和歌では風景を見たまま描くだけでなく、自分の感情や季節など別の要素を載せ

て表現されている。筑波山も万葉集の時代から和歌に詠まれているため、本研究ではどういっ

た内容が詠まれてきて、当時定着していたイメージが現在も継続しているのかどうかを把握す

る。 
 
（５）筑波山に関する研究 

⑭木村繁（1959）：筑波山, 朝日新聞水戸支局 
	 筑波山の誕生からはじまり、古来の生活、政治、仏教文化、平氏と源氏の支配、幕末から

明治維新、そして昭和前半の筑波山の現状をまとめた記録である。 
⑮佐々木博（1983）：筑波山門前町の立地生態：筑波大学人文地理学研究（7） 

筑波山神社門前町の産業、土地利用、職業等の変遷を調査し、筑波山門前町の立地生態を、

形態・構造・形成・機能の分析をする研究である。主に交通機関の発達でその形態・構造が

変化し、門前町商店街には民家が介在したり、観光客相手の商店では地元民への日用品供給

機能を兼ねているなど、その構造が複雑化していることを明らかにしている。 
⑯根本由香(2001)：明治に残る江戸風意匠‐柴田是真の「富士と筑波」と「五十の浪」を中心に
－」：服飾美学(33) ，65-80 
柴田是真が下絵を描いた手拭と着物帯の富士と筑波の意匠の成立背景を論じており、江戸

の人々は富士と筑波は江戸の景物として見ていたことが述べられている。	

⑰井田太郎(2005)：富士筑波という型の成立と展開：国華110(10) ，3-26 
富士と筑波を対に扱い、同じ画面で描かれるようになった経緯を、詩歌と絵画の両面から
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追った研究である。江戸の人々は富士は駿河国、筑波は常陸国の景物としてよりも、江戸の

景物として対で見ていたことが明らかになっている。 
⑱蓮香文絵，大澤義明（2002）：山の見えの大きさと校歌に謳われる山との関係：都市計画. 別
冊，都市計画論文集(37) ，973-978 
茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、東京都、千葉県、神奈川県の都立・県立高校を対象に、

校歌に謳われている山を抽出し、その地域から見える複数の山のうち最も高く見える山、独

立して見える山、近い山よりも高く見える山を校歌に謳うことを明らかにした研究である。 
⑲高森賢司，大澤義明，腰塚武志（2011）：山アテ道路景観の地域比較分析 : 筑波山を対象と
し Crofton の定理を用いて：都市計画論文集46（3），379-384 
	 筑波山周辺8市（つくば市・土浦市・かすみがうら市・石岡市・桜川市・筑西市・下妻市・
常総市）における山アテ道路を調査し、筑波山に近い地域ほど山アテ道路の割合が高いこと

を明らかにした研究である。 
⑳西海賢二（2012）：【改訂新版】筑波山と山岳信仰―講集団の成立と展開―：崙書房出版 

筑波山にかかわる民間信仰、筑波講や蚕影山をめぐる蚕影講の組織や機能、地域的展開に

ついて論じている。 
㉑早川公（2012）：再帰的近代における「まちづくり」実践の民族誌―つくば市筑波山麓地域の
開発プロジェクトを対象として―：筑波大学博士（国際政治経済学）学位論文 
著者が実践してきたつくば市北条地区の様々なプロジェクトから、人類学的な観点から

「まちづくり」について考察した研究である。 
 
筑波山に関する研究は、歴史学、民俗学、人類学的な立場から述べる通史が多い。その他は

⑯と⑰では絵画及び和歌から筑波山が富士山と並立される変遷の研究であり、⑱と⑲は景観工

学的に山の景観を論じている。本研究ではこれらの研究を踏まえて、筑波山に関する文学、絵

画、景観計画など、様々な面を調査し、総合的に筑波山の風景について把握する。 
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４．論文の構成と研究の方法 

 
論文の各章の対象年代を表‐1に、構成を図‐6に示した。 
本論文は、第1章を序論とし、論文の背景と目的、風景の概念の位置付け、先行研究と論文の

構成について述べる。 
第2章では、「観光ルートの変遷」と題し、視対象にあたる筑波山の利用の変遷を明らかにす

る。山の利用の歴史で最も古いものは信仰心によるものだと考えられる。近世以前の信仰心に

基づく参拝登山から、現在私たちが想像する観光目的の登山を調査することで、筑波山の利用

の通史を把握し、当時の社会情勢とそれに反映されて人々が筑波山に対して持つ認識の変化を

明らかにすることに繋がる。筑波山の場合、登山道及び山へ至るルート（本論文では合わせて

観光ルートと称した）は、時代を経て変化してきたため、筑波山の信仰及び観光の歴史を3つに
分けて分析を行う。方法は資料調査で、当時の紀行文、旅行誌、町史等を用いた。 
第3章では「イメージの変遷」と題し、人々の筑波山へのまなざしにはどのようなものがある

のか、筑波山にどのようなイメージを持ち、現在までどれだけ継承されてきたのか、もしくは

されていないものは何かを整理する。これによって、現在の筑波山の風景には何が重要なのか

を明らかにすることができる。方法は資料調査で、筑波山に関する書籍、研究、絵画、旅行誌

における写真などを用い、文献と絵画／写真から筑波山の「集団表象」なるものを分析した。 
第4章では「景観に関する制度の現状と課題」と題し、筑波山を擁する3市（つくば市、石岡

市、桜川市）を対象に公園計画、景観計画、都市計画マスタープランにおける規制や制限行為

を整理する。その後東京都、茨城県、栃木県、千葉県、群馬県、神奈川県、埼玉県の市区町村を

対象に、景観計画と都市計画マスタープランにおいて筑波山がどのように扱われているのかを

調査する。制度を分析することは、筑波山の景観のどの部分に価値をおき、いかなる景観を守

ろうとしているのか、という現在のまなざしを明らかにすることである。方法は主に各市区町

村のホームページで公表している諸計画を用いた。 
第5章では以上の2章から4章までの内容を整理し、考察を行う。 
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第 2章 
視対象の利用 

第 3章 
過去から現在までのまなざし 
（文献および絵画／写真から） 

 

第 4章 
景観としての価値

づけ 

図‐6 論文構成 

表‐1 各章の対象年代 
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第 2 章 観光ルートの変遷 

 

1．はじめに 

日本の山は、奈良時代におこったとされる山岳信仰によって各地開山され、平安時代には宗

教と結びつきを強くし、江戸時代には修験道が発達し、各地の山に行者が登るようになる1。筑

波山でも同様の歴史を辿り、現在は観光地としてガイドブックや観光サイトで紹介されている。

現在のガイドブックでは、登山口は山の南側にある筑波山神社とつつじヶ丘の 2 地点が紹介さ

れるのが一般的である。本章では、南側を拠点とする登山が形成されてきた変遷を、社会背景

等を踏まえ明らかにする。 

なお、本論文では、研究方法は資料調査とする。国立情報学研究所の検索サイト CiNiiにて、

「筑波」で検索し、登山道と観光の歴史に関わるものを抽出した。更に日本交通公社の「旅の

図書館」にて雑誌「旅」、「月刊るるぶ」、「ツーリスト」、国立国会図書館のから筑波山に関わる

紀行文や旅行誌を抽出し、引用した。その他、町史（筑波町史、八郷町史など）、「風俗畫報」、

筑波山観光サイト、観光ガイドブックを用いた。 
文献を調査したところ、筑波山へのアクセスと登山道の変化が見られ、観光資源も時代ごと

に変化してきたことが分かった。日本の観光旅行は大別すると 1871（明治 4）年に日本人の国

内旅行が自由化された以前と以降、そして 1945（昭和 20）年以降の 3つに分けられる2。しか

し筑波山では明治 4 年に特に目立った変化はなく、むしろ水戸鉄道水戸線（現水戸線）と日本

鉄道海岸線（現常磐線）が開通し、栃木や東京からも登山客を誘致できるようになった 1889（明

治 22）年頃と、戦中は運休していたケーブルカーが再稼働する 1955（昭和 30年）に区分でき

る。よって本章では「第 1期（近世以前～明治 21年）：信仰」、「第 2期（明治 22年～昭和 29

年）：鉄道の開通」、「第 3期（昭和 30年～現在）観光の大衆化」に時代を 3つに分け、観光ル

ートと観光資源について把握することとする。ここでの観光資源は、本章で用いた参考文献の

中で、現在の観光登山に近い意味合いのガイドブックで最古のものである「筑波山」（東京交通

世界社, 1904）の「第 3章登山の栞」に掲載されているもの（下記参照）を基本に、筑波山近隣

地域の山や神社などの観光地は含めず山中に存在するものとした3。 

                                                   
1 板倉登喜子, 梅野淑子(1992)：日本女性登山史, 大月書店, 13 
2 財団法人日本交通公社(2004)：観光読本（第 2版）：東洋経済, 6 
3 観光資源とは「観光する対象として活用されうる潜在的な可能性を指す」（前掲 2) 財団法人日本交通公
社(2004), 38）。近世以前，登山の目的は参詣であり観光ではなかったので、「観光資源」との表現は正し
くない。ここでは当時から筑波山の特徴的なものであると認識され，後に観光資源としての役割を持つ

ようになったものを挙げた。 
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表- 1 筑波山の観光資源 

一の鳥居、夫女原、亀之丘、御橋、隋神門、拝殿、社務所、古通寺と瀑布、御神水、陽〇華表、櫻塚、 

女男川、連歌嶽、五亭、立身石、布引瀑布、男体山、観測所、御幸原、女体山、天浮橋、大佛石、 

北斗石、大黒石、高天原、体内潜、瓣慶七戻、白瀧、陰〇華表、冬季の奇観、山上の怪物、 

筑波町と物産 

筑波山」（1904）の「第 3章登山の栞」より作成 

 

２．観光ルートと観光資源 

（１）第 1 期（近世以前～明治 21 年）：信仰 

ⅰ）観光ルート	

筑波山に関する最も古い記述は 713（和銅 6）年に編纂されたとされる常陸国風土記である。

これによると男体山は「高くけわしく雄の神と呼ばれており、人の登ることを許さな4」かった

が、女体山は岩石で上り下りには険しいものの、冬も夏も泉が流れ、男女が連れ立って登る場

所だった。奈良・平安時代は男女が集う歌垣5,6、国見7の場として利用されていた。歌垣につい

ては常陸国風土記に「（足柄の）坂から東に在る諸国の男女は、春の花が咲く時期、秋の木の葉

が色づく時節になると、手を取りあって連れだち、食べ物や飲み物を持って、馬に乗ったり歩

いたりして（この山に）登り、終日楽しく遊び過ごす8」とあり、そのとき歌われた歌も記載さ

れている。国見については万葉集に歌が残っている。	

「筑波の岳に登りて丹比真人国人の作る歌一首並びに短歌	

鶏が鳴く	東の国に	高山は	多にあれども	二神の	貴き山の	並み立ちの	見が欲し山と	神

代より	人の言い継ぎ	国見する	筑波の山を	冬ごもり	時じき時と	見ずて行かば	まして恋

しみ	 雪消する	山道すらを	なづみぞ我が来る9」	

男体山と女体山では奈良時代は自然災害を鎮める目的で、筑波山は富士山や赤城山とともに

朝廷から階位が与えられたとされている。筑波山神社の起源は平安時代10に法相宗の僧徳一が中

禅寺を開いたことが始まりとされる11。筑波山の中腹には筑波山を御神体とする拝殿、筑波山神

                                                   
4 秋本吉徳(2001)：常陸国風土記全訳注：講談社学術文庫, 32 
5 「歌垣は春秋の祭りに男女が歌を掛け合わせ，相手の歌に負けると相手の意に従うことになる。」（宮本
千代子(2012)：万葉集にいきる筑波山：新幹社,119） 

6 「春秋の季節には多くの男女が，東の峰（女体山）近くにあって泉が流れ出て一年中耐えることがない
という御幸ヶ原に集まり，歌会をしては遊山した」（西海賢二(2012)：[改訂新版]筑波山と山岳信仰―講
集団の成立と展開―：崙書房出版, 15） 

7 「高いところから人民の生活状態や国情を視察すること」（前掲 5) 宮本千代子(2012), 38） 
8 前掲 4) 秋本吉徳(2001), 32 
9 大意：東国に高い山はたくさんあるが、中でも二神の並んで立つ貴い山で、そこから国見をする筑波山
を、冬はこもって登山しない時節はずれの時期だとて、見ないで去ったなら、いっそう残念だろうか

ら、とても歩きにくい山道だったけれども、行きなやんで難儀しながら、私はやっと頂上まで登ってき

た。」（前掲書 5)，宮本千代子(2012), 35-36） 
10 筑波町史編纂専門委員会(1990)：筑波町史下巻, 667 には 782～806年頃と記載。 
11 筑波山神社(2008)：関東の名山 筑波山 筑波山神社案内記, 11 
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社（図‐1）がある。	

鎌倉期に筑波山信仰が形成されて以降は神仏並立を通常とし、江戸時代は幕府の庇護を得て

参詣登拝者が増加した12。	 奈良・平安時代は国府がある石岡から十三塚を経て登山していたと

されている（図‐2の (1)）。「筑波」の名前の由来は色々あるが、石岡辺りから筑波山を見ると

一峰に見え、「鋭く天を刺しているところから、アイヌ語の『聳え立つ頭』の意のツクバである

13」という一説がある。当時国府があったことを考慮に入れれば、石岡からの眺望から名づけら

れたという説は理解できるものである。 

鎌倉時代以降は土浦から神郡を経て筑波山神社に至る筑波山街道が中心になった14。筑波山は

江戸城から見ると鬼門の方角にあたり、家康の時代からは中禅寺を祈願所とし、家光の時代に

は大御堂15の修築がなされ、その際材木運搬のために作られた「つくば道」（図‐3）がその後参

詣道となった16（図‐2の (3)）。それまでは六所神社を経て女体祠に至る道（図‐2の (2)）を

参道とした。六所神社は明治に入り蚕影神社に合祀されるまで筑波山の里宮であり、毎年春秋

に筑波山神社で行われる御座替祭の神輿は当時この六所神社を出発及び終着点としていた。そ

のため六所から筑波山神社へ通じる道は、つくば道に参詣道が移ってもなお、江戸時代には参

詣者だけでなく住民にとっても重要な道であったと推測される。 

	 筑波山は初めから霊峰ではあったが、標高が低いため早くから人々が登る山でもあった。先

述した国見の歌のように、万葉集では筑波山に登頂して詠んだ歌が残っている。寺の建立後は

筑波山信仰と融合するが、江戸時代以降は中禅寺が幕府の庇護下に置かれ、「民衆の上昇や交通

環境の整備により庶民の社寺参詣が急増17」し、遊楽化が進んだことで門前町が繁栄する。徳川

光圀や吉田松陰など、著名な文人・墨客が参詣した記録が残る18。そして明治初期の廃仏毀釈運

動により神仏習合の中禅寺は仏教要素が排除され19、1876（明治 9）年には現在の筑波山神社の

形が出来上がった20。筑波山神社案内記には筑波山人車の東山に住む屋根葺職、塚本勇吉の日記

で、仏像が焼き捨てられた図が掲載されており、「明治 5年申之八月廿七日。とうのうえにて諸

仏をやくづ」と書かれている21。明治初年には北条へ続く六丁通り・つくば道に、さらには石岡

方面へと続く東山地区の府中街道にもまだ旅館や土産物屋が数多く立ち並んでいた22。これらの

道が参詣道として繁栄していたことを表している。 

	

                                                   
12 西海賢二(2012)：【改訂新版】筑波山と山岳信仰―講集団の成立と展開―：崙書房出版, 19 
13 野村亨(2002)：筑波山の文学, 野村亨, 8 
14 宮田登，宮本袈裟雄（1979）：日光山と関東の修験道：名著出版, 246 
15 現在筑波山神社より南東に位置する筑波山大御堂は 1961（昭和 36）年に再建されたものである。 
16 荒川潤(1950)：筑波の里宮：民間伝承 14（7）, 39 
17 筑波町史編纂専門委員会(1989)：筑波町史上巻, 658 
18 前掲 17) 筑波町史編纂専門委員会(1989), 660 
19 前掲 11) 筑波山神社(2008), 95 
20 前掲 10) 筑波町史編纂専門委員会(1990), 149-159 
21 前掲 11) 筑波山神社(2008), 94 
22 佐々木博(1983)：筑波山門前町の立地生態：筑波大学人文地理学研究（7） 
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図‐1 筑波山神社拝殿（20130809 撮影） 

 
 

	

図‐2 近世以前から筑波鉄道開通までの筑波山へのアクセスルート 

（日本交通公社（1928）：旅 7 月号，30-31 の筑波旧登山道略圖と荒川潤（1950）：筑波の里宮：民間伝承
14（7），279の図を合わせて作成） 
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ⅱ）観光資源	

万葉集には山頂からの眺めを歌った歌23や、既述したように国見にも使われていたことから、

眺望は登山目的の一つにもなっていたと思われる。そして百人一首には男女川が登場する24。男

女川は筑波山山頂から流れる川で、和歌の歌枕にもなり、人々に親しまれていた。 

筑波山が信仰の山であることは既に述べているが、仏教以前の自然信仰のひとつに「石神信

仰」がある25。筑波山でも「巨石の下で祭祀が執り行われたことを推測させる26」7 世紀の土師

器坏が巨石周辺から発掘されており、筑波山頂付近の巨群も石神信仰の対象となっていたと思

われる。1904（明治 37）年の筑波山ガイドブック27にも石の紹介があり、巨石巡りは最も古い

観光資源のひとつと考えられる（図‐4）。 

1755（宝暦 5）年に描かれた筑波山下画図では中禅寺の二王楼門と参詣道橋の脇に「土産物

を売っていたであろう店屋」が描かれている28。参拝客で賑わっていたと思われ、参拝と同時に

観光の側面を持ち始めていた。 

 

                                                   
23 例えば巻十・一八三八，春雑歌「峯の上に降り置く雪し風のむた此處に散るらし春にはあれども」や巻
九・一七一二,雑歌「天の原雲なき宵にぬばたまの夜渡る月の入らまく惜しも」は筑波山に登って詠んだ
歌である。 

24 「筑波嶺の 峰より落つる 男女川 恋ぞつもりて 淵となりぬる」陽成院 
25 小泉武栄(2001)：登山の誕生：中公新書, 80 
26 前掲 11) 筑波山神社(2008), 11 
27 岩上長作(1904)：筑波山：交通世界社, 17-36 
28 前掲 11) 筑波山神社(2008), 20 

図－3 つくば道（20140424 撮影） 
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図－4 山中の巨石（左：裏面大黒、右：弁慶七戻り）（20140614 撮影） 
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（２）第 2 期（明治 22 年～昭和 29 年）：鉄道の開通 

 ⅰ）アクセスルート 

1889（明治 22）年には水戸と小山を結ぶ水戸鉄道水戸線、1896（明治 29）年には水戸から

上野を結ぶ日本鉄道会社海岸線（現常磐線）が敷設され29、東京や栃木からの登山者が増えた30。

常磐線は福岡南部～茨城北部に広がる常磐炭田から東京への石炭輸送を目的としていたが31、結

果として筑波山観光にも役立つものとなった。これらの開通により、下館まで電車で行き、馬

車等で筑波町へ行く方法や32、土浦まで電車で行き、人力車あるいは馬車を使用して北条経由で

筑波山へ行く方法などが紹介されている33。1909（明治 42）年のガイドブックには真壁町方面

から薬王院を経て男体山へ登る北からの道が紹介されているが34、1923（大正 12）年の文献に

は「全く草に埋れてゐる」35と書かれているのでこの頃には利用されなくなっていたと考えられ

る。その理由には今述べたように鉄道開通が理由としてあげられる。	

しかしこれらの鉄道よりも筑波山に大きな影響を与えたのは 1918（大正 7）年の土浦駅と岩

瀬駅を繋ぐ筑波鉄道の開通である36。これにより筑波から土浦まで約 50分で行けるようになっ

た。この敷設には筑波山登山客誘致だけでなく、岩瀬・真壁地方の石材運搬という目的があっ

た37。その目的通り、花崗岩、土管、生糸、焼物、米などが東京に移送され、筑波山観光客増加

にも成功した。7 年後には筑波山神社と御幸ヶ原を繋ぐケーブルカーが開通し（図‐5）、筑波

鉄道筑波駅から筑波町までの交通手段には乗合自動車が利用され38、登山客は大いに増加した39。

徒歩で 3時間かかっていた筑波山神社からの登頂が 8分に短縮され、「東京近郊の好旅行地40」

や、「拜殿には四時人の影を見ぬ日とてはない41」など東京から気軽に行ける観光地として定着

した。	

筑波鉄道開通以降はほとんどが土浦から筑波鉄道で北条もしくは筑波まで行くルートを紹介

している42。その他は復路の経由地として下館43や石岡44を勧める文献がみられる程度である。実

際は北条駅よりも筑波山に近い筑波駅を使う登山客が増え、これによりつくば道の利用客が減

                                                   
29 前掲 22) 佐々木博(1983), 189 
30 木村繁(1959)：筑波山, 311 
31 中川浩一(1980)：茨城鉄県鉄道発達史 上：筑波書林, 34 
32 大町桂月(1912)：筆のすさび：富山房, 209 
33 「上野より土浦線の汽車に乗りて土浦に下車し其れより（中略）筑波町に達す」（博愛館編輯所編

(1910)：東京近傍避暑避寒案内地図：博愛館, 32, 「上野駅より水戸線に由りて土浦まで汽車にて二時間
半，土浦より北條まで四里」 （前掲書 32）大町桂月（1912）, 208 

34 大町桂月(1909)：関東の山水：博文館 106, 及び大塚周作(1918)：筑波登山之友 : 一名・筑波山詳解,  
35 河田楨（1923）：一日二日山の旅：自彊館書店, 378 
36 築地秀晃（1919）：筑波しるべ, 寺田書店, 2 
37 前掲書 10) 筑波町史編纂専門委員会（1990）, 321, 356 
38 日本交通公社(1931)：筑波山麓を巡る旅：旅 1931年 6月号, 137 
39 前掲 30) 木村繁（1959）, 318 
40 日本交通公社（1925）：筑波のケーブルカーを觀る：旅 1925年 11月号, 87 
41 前掲書 38) 日本交通公社（1931）：旅 1931年 6月号, 138 
42 例外として取手と下館を繋ぐ常総鉄道の開通年 1913（大正 2）年の『常総鉄道名勝案内』には下妻か
らのルートが記されている。 

43 谷口梨花（1920）：名所ところどころ：博文館, 124 
44 松川二郎（1925）：土曜から日曜：有精堂書店, 303 
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ったため北条の町は寂れていくこととなった45。一方筑波駅から筑波山神社への道は栄えたもの

の、「昔は参拜登山の客が大勢泊り込んで、随分賑はつたものだそうですが、今は汽車の便がよ

くなつて東京からでも日歸りが出來ますので、泊り客が殆ど無くなつて町は大層寂れました。

46」とあるように、交通機関の発達により滞在時間が短縮され筑波町の旅館は宿泊客が減少した。

筑波鉄道で移動時間が減り、ケーブルカーで登頂時間が減り、大量に登山客を迎え入れること

ができる状況になったものの、筑波山麓の町の繁栄については考慮されていなかったのだろう。 

また、明治期の幾多の鉄道開通に伴い筑波山へのアクセスルートに変化をもたらしたものの、

大正期の筑波鉄道開通後は筑波駅からの入山に集約され、石岡や北部にある薬王院からの入山

についての記述はみられなくなる。  

                                                   
45 前掲書 11）筑波山神社（2008）, 420 
46 西亀正夫（1931）：学習旅行文庫 : 趣味の地理 1（山めぐり）：厚生閣書店, 119-120 

図‐5 現在の登山道と道路交通網 

（NPO 法人つくば環境フォーラム（2012）:筑波山自然観察ハンドブック, 2-3と筑波山ケーブルカ
ー・筑波山ロープウェイ HPの登山マップ（詳細版）〈http://www.mt-tsukuba.com/?page_id=136〉
（2014.12.9参照）より作成） 
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ⅱ）登山道	

明治以降、筑波山頂までは「拝殿より左に男体山へ上りて、女体山より下らるゝが順路なり

47」とあるように、「筑波山神社→御幸ヶ原→→男体山→女体山→白雲橋→筑波山神社」48を辿る

ルートが主流であった（図‐5）。その理由は「女體の道は少し嶮しいので、大抵は先づ男體へ

登つて兩峰の鞍部（御幸ヶ原）を傳うて女體へ行つて、帰りに女體道を都るやうである49」とさ

れている。登山道について記述がある文献 12件すべてにこのルートが示されている。	

1925（大正 14）年には、筑波山観光振興のために地元の資本家たちが筑波山神社から御幸ヶ

原までを繋ぐケーブルカーを敷設させた。この建設には、筑波山神社は神聖な筑波山の神域が

穢されることを、住民は樹木伐採による土砂災害が発生時の農作物被害を想定して反対運動を

起こしたが、当時の権力者の強い意向により工事は決行された50。ケーブルカーは、①御幸ヶ原

コースの行程を時間短縮させるためのものであり、筑波山神社を出発して男体山、女体山を経

てまた神社に戻る従来のルートに変化はなかった51。 

戦争に入ると筑波山でも状況は変わった。戦時中はケーブルカーは不要不急線として 1944

（昭和 19）年に営業廃止となり52、1955（昭和 30）年から再開を果たす。また、男体山山頂近

くには 1902（明治 35）年から観測を始めた筑波山山頂測候所があるが53、戦時中はこの屋上で

防空監視体制がとられた54。山頂は関東平野を見渡せるので平安時代にも国見に使われたが、戦

争にもこの眺望が利用されていた。 

ケーブルカーや筑波鉄道の開通により多くの登山客が流れ込むようになったが、戦争が始ま

るにつれてその動きは終息する。 

 

ⅲ）観光資源 

 1900（明治 33）年の『地理歴史勝地記文』には「賽ス」と同時に「併セテ山中ノ名勝ヲ歴

覧スル者多シ。」とある。文献に多く記載されているのは山頂から関八州が見渡せることであり、

「四面に八州の野を望むべく其威靈其秀美兩つながら55」との記述がある。反対に、「平野の間

に特立した筑波の秀姿は、連山重畳した山峰などよりも早くから旅客の興味を惹いたものと見

える。56」のように、遠方からの眺めも評価され、筑波山から見た風景だけでなくその山容も重

                                                   
47 前掲書 34) 大町桂月（1909）, 108 
48 登山道を明確に説明するため，本文及び図‐5，表‐2では現在使われているコース名を使用した。た
だしこのコース名がいつから使用されたのかは不明である。本研究で用いた文献に記述はなく，最近の

ガイドブックやホームページで使用されている。 
49 松川二郎（1922）：東京近郊写真の一日：アルス, 338 
50 前掲書 11）筑波山神社（2008）, 359, 前掲書 30) 木村繁（1959）, 317 
51 「先づ男體に登つてそれから女體へ廻るのが普通です。」前掲書 46）西亀正夫（1931）, 121 
52 筑波山ケーブルカー・筑波山ロープウェイ HP http://www.mt-tsukuba.com/?page_id=8（2014.11.30
参照） 

53 富山竹次郎編(1919)：筑波登山紀念写真帖, 筑波神社社務所, (14) 
54 前掲 10) 筑波町史編纂専門委員会(1990), 420 
55 光村写真部（1902）：仁山智水帖, 83 
56 田山花袋（1917）：山水小記：富田文陽堂，82 
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要な観光資源であったことがわかる。 

明治から大正にかけての旅行記には、山中にある茶店についての記載が目立つ。特に「御幸

ヶ原の五軒茶屋（五亭）57」と呼ばれる 5軒の茶店58は有名で、「再び五亭に過りて渇を醫し英氣

を蓄ひ、嶝道東を指して歩す59」とあるように、男体山から女体山へ行く際の休憩場所として栄

えた。そこで振舞われる夫婦餅や田楽の味や、五軒茶屋のひとつである依雲亭にて天狗党の藤

田小四郎が刻印した扁額60、61を見せてもらうことも多く紹介されている。今で言う歴史巡りの

片鱗をうかがわせる。五軒茶屋は 1918（大正 7）年には 5 軒が 2 軒62になり 1923（大正 12）

年には 1軒になる63。減少した理由は定かではないが、登山道にも茶店はたくさんできていた64

ため、御幸ヶ原に到達するまでに休養をとる登山者が多く、五軒茶屋の店舗数が減った可能性

がある。 

現在福来みかんとして流通している蜜柑もこの頃から有名であったが、味の評価は良いもの

ではなかった65。旅館は江戸屋をはじめ 4～5軒あり66,67、筑波山に徒歩で登っていた時期には宿

泊して山を巡るスタイルが一般的だったと考えられる68。しかしケーブルカー建設後の文献には

旅館の名は江戸屋しか載らなくなった。先にも述べたように、登山の時間短縮により宿泊客が

減少し閉鎖に追い込まれた旅館があったことの表れだろう。 

妓楼も 6軒あり「山に妓楼あるは天下無類也69」と記されるほど、山にある施設としては異色

だったようだが、明治から大正にかけて存在した。 

	 この時期の筑波山の魅力は、「筑波山の崇はれた源因は凡そ二つあつて、其一は宗教的の意味、

其二は遊び場所としてである70」と書かれている。ケーブルカーができ登山客の大量受入れを可

能にして観光地化が始まったように見えるが、参拝登山の意味合いは残っていた。登山ルート

を見ても、筑波山神社に参拝してから双峰に登頂してそれぞれの祠にお参りし神社へ戻る、と

いう、山への崇拝精神が感じ取れる。その参拝には茶店や巨石巡り、山頂の絶景を楽しむとい

った観光要素が備わっていた。	

                                                   
57 前掲 36) 築地秀晃（1919）, 12 
58 常総鉄道株式会社編（1913）：常総鉄道名勝案内, 53	 にて，五軒茶屋には依雲，迎客，遊仙，向月，
方眼の 5つがあったと記されている。なお，本研究で用いた文献には五軒茶屋の開業年は明らかになっ
ていない。 

59 前掲 27) 岩上長作（1904）, 31 
60 1864（元治 1）年，元水戸藩主で尊王攘夷派（天狗党）の藤田小四郎が筑波山に拠った際，刻印した扁
額とされる。詳細は第 3章に記載。 

61 前掲 53) 富山竹次郎編(1919), (12) 
62 前掲 34) 大塚周作（1918）, 2 
63 前掲 35)，河田楨（1923）, 376 
64 「茶店の多い事も亦夥しいものだ」（前掲書 35)，河田楨（1923）, 375） 
65 「其品質に於て甚だ佳良なるものに非ず」（前掲 27) 岩上長作 1904, 42） 
66 前掲 27) 岩上長作（1904）, 37, 前掲 32) 大町桂月（1912）, 209 
67 本研究の文献の最初に登場する旅館は「江戸屋，結束屋」（前掲 27) 岩上長作（1904）, 41）である。
江戸屋は今も存在し，創業 1628（寛永 5）年と HP（http://www.tsukubasan.co.jp/enjoy3.html2014.9.
22参照）に記載されている。結束屋に関しては現在存在せず創業年については未確認である。 

68 前掲 34) 大町桂月（1909）, 108 
69 前掲 34) 大町桂月（1909）, 106 
70 鳥居竜蔵（1927）：上代の東京都其周囲：磯部甲陽堂，296 



第 2章	 観光ルートの変遷 

24 
 

巨石は、男女川と同じように、明治・大正期でも弁慶七戻り、立身石、胎内潜など、今とほぼ

同じ呼び名で紹介されている。これら山中の自然の産物は明治で既に名所となり、人々を呼び

寄せる観光資源としての役割を担っていたと言える。	

 

（３）第 3 期（昭和 30 年～現在）：観光の大衆化 

ⅰ）アクセスルートの変化 

	 終戦を迎えケーブルカー復旧が再稼働した後は、日曜日ごとに上野－筑波間を「自然科学列

車」が走り、東京から子どもたちを筑波山に運んだ71。おそらく遠足である。筑波鉄道を媒体と

して東京都から観光客を運搬するこうした動きは、時代が昭和 30～40 年代になると観光客の

多くが自家用車を利用するようになった72ことで終わりを迎える。自家用車増加に伴って筑波鉄

道の利用者は減り73、1985（昭和 60）年に廃線となる。その後、筑波山への交通手段はバス等

もあったはずだが、自動車利用客が増え筑波山付近で交通渋滞が起きたため、1965（昭和 40）

年には筑波スカイラインが開通、それと同時につつじヶ丘に駐車場が設けられ、そこから女体

山をつなぐロープウェイ74が完成した。こうして筑波山の入山口は筑波山神社だけでなくつつじ

ヶ丘が追加され、登山客を分散させることとなった。つつじヶ丘は元々茅場で、「山麓の集落の

人々は、ここまで登ってきて茅を刈り、馬に積んで持ち帰り、屋根の修繕に備え75」ていたが、

昭和 40年代頃から生活様式の変化に伴い、茅刈りが行われなくなった。 

また、より広い地域に目を向けると、つくば市（当時は筑波町、大穂町、豊里町、谷田部町、

桜村、茎崎村）における研究学園都市の建設も筑波山への観光客の流入に影響を与えたと言え

るだろう。東京の人口集中を回避するために各機関の集団移転が昭和 50 年代に本格的に開始

され、1985（昭和 60）年、谷田部町を第一会場としたつくば万博開催によって「つくば」とい

う名が筑波山とは別に注目を集めるようになる。万博に合わせ、筑波山の旅館は改修や商店の

整備、万博会場への出店をし、いばらきパビリオンでは筑波山神社のお祭りなどを紹介し76、筑

波山を宣伝した。万博以降、茨城県南部の中心地は土浦からつくばに移行していく。つまり筑

波山へは、明治の日本鉄道海岸線（現常磐線）開通から続いた土浦経由のアクセスは衰えを見

せ、つくば経由が主になっていく。2005（平成 17）年のつくばエクスプレス開通はそれが決定

的なものとなった。 

                                                   
71 前掲 10) 筑波町史編纂専門委員会（1990）, 611 
72 前掲 10) 筑波町史編纂専門委員会（1990）, 611 
73 日本交通公社（1986）：私鉄のある風景 4 筑波鉄道：旅 1986年 5月号, 151-156にて，今年の 9月ま
でに毎日の乗降客を 2000人確保しなければ鉄道開始が決定しており，『みんなで乗ろう・筑波線』を合
言葉に自治体が存続運動を行っていることが記載されている。前掲書 10) 筑波町史編さん専門委員会編
（1990），616には「昭和 40年の旅客数は 412万人であったが，50年には 298万人，60年には 130万
人と減り続けた」との記載もある。 

74 前掲書 10) 筑波町史編さん専門委員会編（1990），612 
資料には「ロープウェー」と記載されているが，本論文内では，筑波山ケーブルカー・筑波山ロープウ

ェイ HPを参考に「ロープウェイ」と記載する。 
75 つくば環境フォーラム(2012)：筑波山自然観察ハンドブック, つくば環境フォーラム , 6 
76 前掲書 18) 筑波町史編纂専門委員会編（1990），619 
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	 また、明治初年には筑波山神社近辺の参道に立ち並んでいた旅館や土産物屋は現在はかなり

減少し、神社周辺に集中している（図‐7右図）。自動車やバスで神社入口まで来られるように

なり、参道と呼べる道はなくなったと言える。 

	 そして 1987（昭和 62）年に筑波鉄道の廃線後はしばらく放置されていたが、1992（平成 4）

からおよそ 10 年かけて自転車道として生まれ変わり、旧駅舎を利用した 6 か所の休憩所を設

けるなどして整備された。1993年には募集した中から「りんりんロード」という愛称をつけら

れ、昨今のロードバイクブームもあり、サイクリングロードを紹介するサイトにもこの自転車

道が紹介されている。2016年 4月には岩瀬駅と土浦市街地を結ぶ県道桜川土浦自転車道線（つ

くばりんりんロード）と、潮来市内と土浦市街地を結ぶ県道潮来土浦自転車道線（霞ヶ浦自転

車道）を接続し、県道桜川土浦潮来自転車道線とすることが認定された（図‐677）。 

	 	

                                                   
77 茨城県 HP https://www.pref.ibaraki.jp/doboku/urado/rinrinroad/rinrin28-4.html（201612014閲覧） 

図‐6 県道桜川土浦潮来自転車道線 



第 2章	 観光ルートの変遷 

26 
 

ⅱ）登山道	

	 戦中に廃線となっていたケーブルカーが 1953（昭和 28）年に再開した後、自家用車利用客

の増加に伴い筑波スカイラインとロープウェイも開通する。これにより、徒歩と交通機関を組

み合わせた「つつじヶ丘→（ロープウェイ）→女体山→御幸ヶ原→男体山→（ケーブルカー）

→筑波山神社」というルートが可能となった。これは比較的緩やかな男体山から登るそれまで

のルートと逆行した形となっている。1980（昭和 55）年の「月刊るるぶ」では、つつじヶ丘大

駐車場からロープウェイで女体山頂に登り男体山には行かずに④おたつ石コースを徒歩で下り、

車で筑波山神社に行くルートが紹介されている。それまで「筑波山神社→①御幸ヶ原コース（も

しくはケーブルカー）→男体山→⑤山頂連絡路→女体山→②白雲橋コース→筑波山神社」が主

流であったので、つつじヶ丘と女体山を繋ぐルートができたことで新たな登山ルートが生まれ

た。 

1969（昭和 44）年には男体山に筑波山の自然観察のための「自然研究路78」が新たに設けら

れた。同年筑波山は加波山地域と共に水郷筑波国定公園に追加され、この頃から「自然豊かな

筑波山」が注目されるようになったと言える。 

つくばエクスプレス開通翌年の 2006年（平成 18）年の記事には、ケーブルカーとロープウ

ェイの利用客が増加したことが79、2009年（平成 21）年の記事にはつくばエクスプレス開通以

前は観光客減少を辿っていたが、開通後は観光客が押し寄せたことが80筑波山旅館組合からの声

として掲載されている81。新たな交通機関の展開により観光客誘致が上手くいっていたのだと思

われる。 

 

ⅲ）観光資源 

戦後の文献で観光資源として目立つのは「がま」関連である。「がま洞窟82」というテーマパ

ークがつつじヶ丘に、口上を見せる「がま公園」が筑波山神社西方に造成される83など、高度成

長期に筑波山に多くの観光施設が建設された。この有名ながまの油売りの口上は近世に江戸時

代を代表する香具師、永井兵助84が始めたという説もあるが、光田憲雄（2000）によると「ガマ  

                                                   
78 筑波山ケーブルカー・筑波山ロープウェイ HP（http://www.mt-tsukuba.com/?page_id=760 (2014092

1参照)） 
79 「昨年 9月～11月，（中略）ケーブルカーを利用した人は 17万 5600人を数え，前年同時期に比べ，約

6万 7000人，6割も上回った。ロープウェーも 4割増えた。」筑波山観光思わぬ恩恵：YOMIURI 
ONLINE （http://www.yomiuri.co.jp/e-japan/ibaraki/kikaku/069/3.htm (20140109参照)） 

80 常陽地域観光センター（2009）：いばらきの観光, 22（http://arc.or.jp/ARC/200904/ARC0904gatu/090
4chousa.pdf (2014.9.23参照)） 

81 「統計つくば（平成 25年度版）」のデータでは TX開通後に筑波山入込数の大幅な増加はみられない。
現地で観光客増加を感じたこうした声とデータに差が出る理由は今後調査が必要である。 

82 本研究で用いた文献にがま洞窟建設年についての記述はない。いくつかのサイトに昭和 40年代頃と記
されているが，明らかではない。 

83 設立年は不明だが，2007（平成 19）年に閉鎖された。 
84 堀口友一（1960）：[巡検案内]水郷と筑波山：地理 5(8) 134 には「長井」京介とあるが，筑波山ガマ口
上保存会 HP（http://www15.ocn.ne.jp/~ayabe/  (2014.1.9参照)）では「永井」とあるのでそちらを採
用する。 
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図‐ 7 筑波山神社近隣の旅館及び土産物屋の分布（左図は明治初年頃，右図は現在） 
（左図は佐々木博（1983）：筑波山門前町の立地生態：筑波大学人文地理学研究（7）,188 より， 

右図は筑波山ｹｰﾌﾞﾙｶｰ&ﾛｰﾌﾟｳｪｲ HP〈http://www.mt-tsukuba.com/?page_id=136〉（2014.12.9 参照）の登山マップ（詳細版）より作成） 

 

表-2 観光ルート，インフラ整備，観光資源の関係 

（表内の①～⑥の数字は図-3 の登山コース番号を示す。） 

つくば道
水戸鉄道水戸線（現水戸線）開通（小山-友部）
日本鉄道海岸線（現常磐線）開通（上野-水戸）

筑波鉄道開通（筑波-岩瀬） 1918-1985
1925-1944

筑波スカイライン・ ロープウェイ開通

つくばエクスプレス開通（秋葉原-つくば）
東から 石岡　　    →筑波山
北から 真壁→椎尾薬師→男体山
西から 下館        →神社

六所神社  →筑波山
北条/神郡→神社
筑波駅     →神社
〈車〉       →神社
〈車〉       →つつじヶ丘
〈バス〉　　→つつじヶ丘/神社

神社から ①→⑤→②→神社
ケーブルカー→⑤→②→神社
ロープウェイ→⑤→ケーブルカー

ロープウェイ→④→スカイライン→神社

自転車道（旧筑波鉄道, 通称「りんりんロード」） 1992

国民宿舎つくばね

梅林

主
な
観
光
ル
勖

ト

筑
波
山
へ
の

ア
ク
セ
ス 南から

自家用車
/バス

登
山
道

つつじヶ丘
から

がまの口上
がま洞窟
がま公園

桜山キャンプ場

近世～1888（明治21）年 1889（明治22）年～1954（昭和29）年

妓楼、遊郭

眺望

五亭の夫婦餅
五亭の田楽豆腐
依雲亭の扁額
蜜柑

1913

1955（昭和30）年～現在

巨石

男女川

ケーブルカー開通 1955
1965

2005

イ
ン
フ
ラ
整
備

1626
1889
1892

常総鉄道開通（取手-下館）

観
光
資
源

自然研究路



第 2章	 観光ルートの変遷 

28 
 

の油を売った形跡はその頃にはない85」という。今のがまの油売りの口上に出る地名は筑波山以

外はすべて京都、大阪、滋賀の三府県であること、「筑波山ガマ口上保存会」によれば永井村に

「平助」という人物がいたことまでしかわかっていないことなど、ガマの口上の起源が筑波山

ではないことを様々な側面から論証している。最終的に、ガマの油売りの口上は上方落語にあ

り、三代目春風亭柳好が昭和初めに伊吹山を筑波山へ言い換えた、として、「ガマの油売りの口

上が筑波山になったのは、昭和以降である間違いない86」としている。戦後、観光地化をすすめ

るにあたり「筑波山＝がま」というイメージを作り、活発に利用されたのだと思われる。がま

公園は現在閉鎖されているが、1966（昭和 41）の「筑波山麓合唱団」という歌も筑波山とがま

との結びつきを広く示すものとなったであろうし、2009（平成 21）年に映画「ガマの油」が公

開されたところを見ると、この「筑波山＝がま」のイメージは今後も人々に根付いていくだろ

う。 

また、山でキャンプをするという近代登山の傾向も見られるようになった。桜山キャンプ場

は閉鎖されたが、今は臼井のつくばふれあいの里や石岡市のつくばねオートキャンプなどがあ

る。1969（昭和 44）年の水郷国定公園に筑波地区が追加され、その 5年後には筑波山中腹に国

民宿舎つくばねが石岡市（旧八郷町）にオープンした87。この頃春と秋以外にも観光客を誘致す

るため、1974（昭和 49）年には筑波山神社西方に梅林を設けて以降、毎年梅まつりが開催され

ている。その他にも最近の特徴として、秋にはもみじをライトアップするもみじまつり、冬に

は山頂から夜景を楽しむスターダストクルージング、婚活登山などのイベントが盛んに行われ

ている。 

筑波山の登山客だけを対象に観光資源が作られているのではなく、登山をせずとも筑波山近

隣を楽しむような観光開発やイベント開催に目が向けられていることがこの時期の特徴だと言

える。 

 さらに、最近のガイドブックを見ると「筑波山でプチハイキング＆パワスポめぐり」との見

出しがあり、昨今の登山ブームやパワースポットの流行に対応した資源が注目されていること

がわかる。かつての参拝登山から観光登山へと登山理由は変化してきたと思われたが、ここに

きて神社や山の神秘性がまた見直されている。 

 

  

                                                   
85 光田憲雄(2000)：ガマの油は何時から筑波山になったか, 風俗史学(12), 50 
86 前掲 85)  光田憲雄(2000), 57 
87 八郷町史編さん委員会(2005)：八郷町史, 1270 
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3．小結 

 

本論文は時代を 3 つに区分し、筑波山の観光ルートの変遷を、観光資源の変化にも焦点を当

て明らかにしてきた。その明らかにした内容は以下の通りである。 

第 1 期では、石岡や六所神社方面からのアクセスがあった。巨石巡りや山頂からの眺望、男

女川などはこの時期からも存在する。江戸時代には中禅寺が幕府庇護下に置かれ、つくば道が

参詣道となった。土産物屋が出現し、観光の側面を持ち始める。 

第 2 期では、薬王院から男体山、下館からのルートもあったが、鉄道（現水戸線と常磐線）

の開通で栃木や東京からも集客できるようになり、夫婦餅や田楽、妓楼などで筑波山を宣伝す

る。筑波鉄道開通後は筑波駅から筑波山神社へのルートが主になる。登山道は、最初に神社を

通り男体山と女体山、そして神社に戻るスタイルが主流で、ケーブルカーが開通しても変化は

なかった。 

第 3期は、ケーブルカーが戦後 10年目に再稼働したことで、東京からの自然科学列車など観

光地化が活発になり、更に 10年後にはロープウェイと自動車道が整備される。これにより登山

口は筑波山神社、つつじヶ丘に集約され、筑波山神社に行かない登山ルートが誕生した。同時

期筑波山が国定公園に追加され国民宿舎も建設される。つくばエクスプレスが誕生するとつく

ば駅からのシャトルバスが充実を見せる88。最近は筑波山に登頂せずとも梅まつりや自転車道な

ど観光資源の範囲を広げている。一方で筑波山内ではイベント開催などで登山客増加を図って

いる。 

筑波山の観光地化の第一歩は第 2期から始まったと言える。その起点は土浦を通る常磐線で、

当初は石炭運搬を目的としたが観光客を運ぶ要因となった。筑波鉄道も筑波山観光の他に石材

運搬を目的としていた。この頃の鉄道は産業目的の傾向が強かったが、結果として観光の活性

化に役立ったと言える。戦後は全国的に高速道路や新幹線などの交通網が展開され、観光が大

衆化した時代である。自然科学列車の運行はそのひとつであろう。また国定公園指定後に国民

宿舎ができるなど、国民の健全なレクリエーションと健康増進を図る全国的な動きと一致する。

東京都の各機関をつくば市89へ移転させたことも、都市の過大化防止を目標とした当時の日本の

国土計画と一致する。つくば市北端の筑波山と同市中部の学園都市は離れているが、第 2 期か

ら長く続いた土浦経由のアクセスがつくば駅経由に移行したのである。 

観光資源を見れば、筑波山が元々持っている自然資源は現在まで継続しているが、それ以外

は蜜柑は別として第 2期と第 3期で異なっている。第 2期は五軒茶屋や参道で展開されるもの

に偏っていたが、それらが失われると第 3 期には新たな観光施設が設置されている。時勢や流

行によってその都度求められる観光資源は変化し、時代に合った設備が求められていると言え

                                                   
88 電車で筑波山へ向かう場合，つくば駅発と土浦駅発が紹介されており，土浦発は路線バス一本なのに対
し，つくば発はシャトルバス 4本である。筑波山ケーブルカー・筑波山ロープウェイ HPより 

89 つくば市は 1987（昭和 62）年に誕生。筑波山を含む筑波町はその一年後に編入合併される。 



第 2章	 観光ルートの変遷 

30 
 

る。 

筑波山登山は近世から参拝的側面と観光的側面を兼ね備えていた。鉄道という外的要因によ

り自ずと観光地の色彩を濃くし、徐々に積極的に観光地化を進めるようになり、国の動きとも

連動していたと言える。筑波山を取り巻く交通機関や交通手段は歴史を追うごとに次第に変化

し、その結果登山口も 2つに固定された経緯を把握してきたが、実際登山口は図－2⑦～⑩のよ
うに複数存在する。筑波山は周辺地域が一体となった取り組みが求められている現在、かつて

観光ルートがあった石岡や真壁、下館方面から捉える筑波山を歴史的に見直し、今後注目する

ことで市域を超えた新たな観光の展開が必要だと思われる。 
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HTI V+2WDω8 ¼WB'UDѾʘI7ɮHÞϢEⅰȈʢBɚMѿ� 
ŽȁѿѴHÔǗʴHƺHτͱɢʸH8HQB]EЗ_;=@Ι"̀Ƅ'юS=@ƎʘÐc4^�8H

&'"A̧WÈÄHƇBƃ`#�̧HƇEÈHÄWϡ"c&,[.HƺcȰШ2@"^̢'Ɋ&\̤ʙ

2D".BB!^�ÆɅ;,I7ȂƇcω^D7B'V;@W4^D�ѾĊȩ 3) ƝɩěÊƏ(2012), 72ѿ 
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� ̈́ʴƺÌÖƺ7ƄÖƺcȯ4.BX7ǔƗɐÊEIƎʘB"#ȸĕ'!=:]ƺõcʻ_

^ǆ'̀ƄǆBĹÉ,\_:]7ǺȂEн4^WH'Ż"B»Ȁ2@":'7ǺȂHȃǿcϔ

Њ2@":HI 7ÎA7ɣЦHǶc̈́ʴƺcωD'\ʘ#Ϝʘ' 13ÎBŻ&=:�ǺȂIЏ¯

ÌĊEƑŚ27ɣЦIЏÊEï=@&\ϚS_^�S:7ʘEϚU;,AID*71982ѾɎń

57ѿǕH�̈́ʴƿ҇įю�ѾѮɦ͹ÄΫѿX51983ѾɎń 58ѿǕHƂΑʢÕƏΫ�Ӧ́ʴ�H[

#E67ǖƲɥË́ʴƺcω@΁=:Ȇ&2"ƺA!^7BH˴˽AįюĹE4^Ú'!^�į

юXϜюB2@�Ӧ́ʴ��̈́ʴƿ�IΫ͸'śêûІA!^.B'ω\_^� 

� ˍʣ˥ϢAI7̈ŨÄ˥HʿΏ'Ǒцœ΁<A!^.Bc̝4:VË́ʴƺc˻"7˼΍H

ȿA!^.Bc̝2@"^�S:7ЏÊEï=@71957ѾɎń 32ѿǕHˀѝƪ˓¾ФΫ�̈́ʴ

ǅ�771968ѾɎń 43ѿǕH¿«ћH�żHŵ�AW7̈́ʴƺHȿќ'˼΍A!^.Bc̝287

˥Ϣ'Ʒл0_^�˼΍Hi�¦yI7ˍʣ˥Ϣ'ɝ&_:ǔƗɐÊ&\ЏÊSAɥм'̷"

@"^'78HмIC#;=:H&7ʗѡH�̂͟&\ω^̈́ʴƺHi�¦y�BĶa6@ͷƨ

cλ#.BB4^� 

 

�ѿ̒ɣBƺƠ 

̈́ʴƺc̒ɣ4^E!:]7CH[#DɓώBóEω@"^H&782@CHÓͮ&\ω@

"^H&cɉ\&E4^�ðÖcʋώ2:B.`7̈́ʴƺBóEǆX˼Ŗѥɓ'ϚS_@"^

.B'ϥTĪ_:� 

                                                   
5 Ѯɦ͹ÄѾ1982ѿ: ̈́ʴǅ : įю(ΙΪĬɝ ; ́ 230ю) , ̉ú̞ 
6 ƂΑʢÕƏѾ1983ѿ: Ӧ́ʴ : ƂΑʢÕƏю, ˲ÊâįРɝ ; �¥20, ɮÃͯμ 
7 ˀѝƪ˓¾ФѾ1957ѿ: ̈́ʴǅ, ɐÊƱϤȸǞ ; 131̌ⅲŽƮЇ, ƥųωɝȍ 
8 ¿«ћѾ1968ѿ:żHŵ, Ⱦ˓̞, 44 
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̈́ʴƺõcʻ_^̀ƄǆI²¯&\ЏÊSAϔБ'!]7Џ¯Iш˼ǆBĄɼǆ7ЏÊEï

^BѯǷǆ7ї¤ʾ7ěʴˌ'ȩЊ0_^�ʀǆI²¯BЏÊAω\_^�1657Ѿɉɘ 3ѿǕH

ɉɘHŽ˖HǫўA 1659Ѿ©ʯ 2ѿǕEɵʓ0_:ш˼ǆH°œʓ&\Ḧ́ʴƺI:B$Jɶ

¿ǆɷAϮa_97�QBB)4ƥųB̈́ʴHž̪E°œʓc&,:&BD*�H[#EƥųB̈́

ʴH̒Vcʘ=@"^WHW!^10� 

§ȿϊ˙ŨI7²¯I̫ˠѾŢ˰ѿ7&4T'#\ǊѾ̈́ʴƺÌĞѿ7Џ¯IʩȌ7ʛγ7ʧȌ

ѾÌĖѿ7͝şѾÌχѿ7ЏÊÌтIǆЂѾŢ˰ѿ7ЄĄѾɹɦѿ7ѶǀѾÌɮѿXѼsǂѾÌĞѿ7

¬ƇѾÌχѿ7ˤµѾÌĞѿ7ѮʽѾÌɮѿ7ˮǀ782@ɮÃ'!^� 

Џ¯IʩȌ7ЏÊÌтIΝş̐õHśŠ&\̒ɣ4^.B'Ż*D=:.Bcπa2@"^� 

ʗE7̈́ʴƺI½ƿA!^.B'˦ǲ;'7ƺƠE>"@CH[#EϔБ0_@(:H&c

ɉ\&E2:�ƺƠcπ˲2:ȸ˭I 33Î;=:�²¯IƺƠE>"@I�½±�2&T\_

57Џ¯Eï=@&\�½±�HÈ�χɮHČų�B"=:ǩƠπ˲'ω\_^�ЏÊÌтED

^B7�Ƅ̀��̀ƿƄƿ��ƄH̢̀H̢��ƀƍ�B"=:̀ÖƺBƄÖƺHĹĊ&\ʺ˹2:

łLȿX7�½ƿ��ѐƿ��ħƿ�H[#E�2 >Hƿ�cȁŁ4^;,HϑΪ782@�ºȍ

ŝ��ǀ½>��ħ΀��½̢ǝ��ͺ�B"=:7ʍ9DǩƠHϑΪ'Ùa_^[#ED^�²¯

ҊЏ¯E&,@I7ƺƠE>"@Ϟ2*π˲0_^.BIƲD&=:'7ЏÊEï=@π˲ȿ

ʳ'Ů$70\Ë́ʴƺHƿc�̢�cÙ=@πa4.B'!^�2̼Aɉ\&ED=:[#E7

Џ¯SAIĤțƫϵB2@ω\_@":'ɉʯÌтIώíƫϵOBÌт2@(:'7ȸƔH²

AIƺƠc�̢�c˻"@π˲4^.B'Ůč2@"^� 

S:7̈́ʴƺc˼ŖɓώBĶa6@БP:WHI 55Î;=:�©ΪюAW˼ŖɓώB̈́ʴƺ

cóEБP^ʘ'!^'7ЏÊÌтI�ѸH̲�7Џ¯ÌтI�Ѹ��̱ÿ]��њʴ��˼��Ѹ

ЅT�:dRT<��ɾ̃��̱H̲��˼Ŗ��˼̃��ƛ]H̨��˼ʆ$��ΰɼ��ÿ˼�B"

=:ϑΪc˻"@̈́ʴƺHɓώcπa2@"^�ϜʘAI._\Hɓώ'CHЍ]&I­ɉ;

'7͕λȸ&\7ƺѷE˼Ŗɓώ'ǘ'=@"^.B'ý&^�Ú$J 1781ѾžɉêѿǕ�̈́

ʴ͕λ�ѾŽǀαſΫѿAI7ѼsǂEÔUʹëBóEŘʾ͜˽Ä́ʴ̈ƺc2:ϔгA7Řʾ

!:]'�˼¿Ż2�B2@%]1171917ѾŽʚ 6ѿǕ�ƺʧƱϔ�Ѿ˼ƺΕρΫѿAI7̈́ʴƺ

OHМ²7�ЌʤH˹ʹcǸI2V^�Bϔ2@"^12�S:71924ѾŽʚ 13ѿǕ�ƺH2?*�

ѾăȎʁ¶ĎΫѿAI7Īȏ&\ˤµʰc͜@Řʾ&\̈́ʴаМÄ́ʴ̈ƺOϿ*ыE�˼Ю'

ͯ2*ǘ'^�B2@"^13�ЏÊEï=@W 1981ѾɎń 56ѿǕ�ʘɱc:5G@�ѾѫŨ!(

ƏΫѿE@�υЮHʧ˼IлŰHƒ͉AҊ�B!^14� 

 

�ѿƒ͉ 

˲ŚḦ́ʴƺHi�¢�B2@7ʁS>]X�̈́ʴƺH>>3̣]�7WT3̣]�i�g�

�'ƑŚ4^:V7ʝĲ̊Dͬ']c̜Ϡ4^:VE._\Hƒ͉EнЗ4^ϑΪcșû2:��  

                                                   
9 ЮɫÁѾ2002ѿ:̈́ʴƺHȸƔ, ³ŋûˣ, 128 
10 ʽЍѺÄHʘѾĊȩ 6, 128ѿ 
11 ŽǀαſѾ1781ѿ:̈́ʴ͕λ, ѾĊȩ 6, 60-80,119ѿ 
12 ˼ƺΕρѾ1917ѿ:ƺʧƱϔ, ƥ˼ȸчŤ 
13 ăȎʁ¶ĎѾ1924ѿ:ƺH2?*, ϰЫ̞ɝǚ 
14 ̖ūǤǈξйѾ1998ѿ: ƺḮʴǅ : ȸÄͰé, 48ѾѫŨ!(ƏѾ1981ѿ:ʘS*\c:5G@ѿ  
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ɌEI�Ɍ�B8HSSϔЊ2@!^WHW!^'7�ʀ��ʁ��>>3�B"=:Ɍcπa

4ʆ˥Aπ˲4^WHW!^�:;27ʀI 13Î7ʁI 4Î7>>3I 8ÎB7BWEȶIƲ

D"�ʡǕ 2ɠEʁS>]Iⅳa#'71986 ѾɎń 41ǕѿEЖȇ0_::V78_ÌĊḮ

ʴƺEʁHi�¦yID&=:.B'ý&^�>>3WĸʍA7ώíśĕc̍̊B2:7ЏǕ>

,\_:i�¦yA!^� 

ʗE7̨B͗ΪI7²¯~Џ¯ҊЏÊSA7ǑĘHɓΒIπ˲0_@"^�̨EI͗Ϊ;,

AD*7ĩ̴HɐɥDHA�̱ÿ�DCHϑΪX�ΩΪ�EW̨'πa_@"^� 

S:7ùI7�ѓ�XƦ0cπa4π˲X�̈́ʴѦ�'!^� 

 

�ѿї¥ј 

� їBјI7C<\Wʧˑ'̷²EʿЙ27RdX]Bљ'&&=:[#D˩ȅED^.Bc

ϑ#'7Į*IɌ̨BWEłLН"ID&=:'7ǔƗÌт7Ɍcї7̨cјB"#15�©Ϊю

&\ƈS]7˲ÊHįюSA74P@HɐÊAϑĥ0_@"^�Ɯ́ɐÊEI7ƺǂƙзH�Ⱦ

Ȯ˨̈́ʴю7̿ѫ˪ļю�E@7ЗʘH§͉7�ɤї%QMXǾT̈́ʴƺ� ƙ̠�X7ʩȌɐÊ

āɥEI�ⅰΚͲƟю�ѾⅰΚ̑˄ѿE@�ɌHƈHʘ� c>*JWBQ>!2cWїUD]G

.2ƺ.2ɌXɭF\d�Ѿ̈́ʴƺW7О*Hά̲ƺWїdA"^.B;�ǅcЂ27ƺcЂ27

Ɍ'ɭ:H;`#&�ѿ7ЏÊAI7¬ƇûІḦ́ʴɼϜÄBłJ_^ʐ˕żђH�%Ȑ�AW

�Ƅ̀ѾM:]ѿƶ@0Ö́ʴHƺEј'&&_JƢ2"WHҊǤǪƺ&\ω:̈́ʴɼcÆI

ѷAʵ&#BIҊ�B!^�Įɭ[]ŷa\D"̈́ʴƺHi�¦yHKB>;Bϑ$^� 

ɩ̵̘A´EĤ˞2:Ϋɝ�̈́ʴƺHȸƔ16�&\I7̇ πǕ'̜ƚA(D"WH'Ż":V7

Ø͸H˹ǕAØŅ̇πǕÊcĂȽ27100Ǖ/BHȩЊȨ̭cπ-3ESBV:�͚ I 1600ǕÊ

ÌĊE 2 Î!]72000 ǕÊI 0 Î�ƥų̈́ʴW 1600 ǕÊÌĊE 1 Î!]72000 ǕÊI 0 Î

B"#˩ʱA!^��͚�W�ƥų̈́ʴ�W7ȸƔ'̇—BD]7˲ŚSAǫўc®$@"^̈́

ʴƺHi�¦yA!^�  

 

�ѿ͚Ḧ́ʴ 

� ̈́ʴƺI͚ƿBWłJ_7>*JǊHŘ˺˥EW͚HĔσ'Ɂ0_:]71973ѾɎń 48ѿǕ

Ë́ʴ̵̘ƔŖЧǊḘЉ2:̈́ʴŽƔHƔ˹ǬȬÐW͚ƿÐB̬0_:]7"aY^�>*

J�cπa4ŨќA͚c˻"^Ũќ'Ż*7i�¦yn�¦BD=@"^��

̍ʗW2*Iϔ¼ĹE�͚�7�ƥų�B�̈́ʴ�'!^WHcȠ-7ǕÊ/BEȷ˴2:ѾŒ

�1ѿ7͚I 1890ǕÊÌтE7ƥų̈́ʴI 1870ǕÊÌĊ&\ȩЊ'!]7Ůˈ'!]>>W˲

ŚSA͢"@"^� 

͚ΒB̈́ʴƺc͝L>,^ЀˍI7ʩȌɐÊHʘÄɢХǄѓ'Ϛd;âį�ѓI˿05ì5

U\0(Ḧ́ʴ&D�Ѿϗ҇ѓḦ́ʴƺHͯɓIÆɜϑ#SAWD"'7Ɍ̻@^їH̷EО*

̒V:͚HƿIʢP^WHWD*ͯ2"17ѿ;B0_@"^18�ǱǆƟí'ȷç2:B0_^>

                                                   
15 ǘЋΗ[] 
16 ЮɫÁѾ2002ѿ:̈́ʴƺHȸƔ, ³ŋûˣ 
17 ŘʾưǑѮ̓ƱƔɺͨ(1940)҇ŘʾЦŘϥɩ, ŘʾưǑѮ̓ƱƔɺ, 91 
18 ̖¿ТƏ(1981)̢҇9Hƺҁ̈́ʴƺB©Ϊю, ΆєƺΠȸǞ, 86-87 
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*JМГ²H§Hѱƶ΄EWį̚19'ǡ̻0_@"^�8HǬ7ǎėHɯƴΔδ'7�Ѷǀ͕λ�

Ѿ1687ǕѿA�ҊY(I­˿ìU\0(H>*J&D BϚ
D'V

V2I7ȈйÄǄѓ'į¸�4P

@.HƺI7XSB:,HƯHϑΪc>:$@7Зʘ4^ÄHI3VEWĹÉ,:]7ńʘD*

J!^P&\57įD*J4+P&\57S.BEȂ4P(ƺH4':D],\2�20�BǄѓ

Hʘc˻"@̈́ʴƺcɣd;ȸ̼cϔ27ЗʘHЀˍE>"@WБP@"^�®ϭεɫHâį

EW�Y*ɌXU\0(0U^̈́ʴƺ21�'!]7͝ş&\̒V:7ǄѓH͚Ḧ́ʴHʘcMS

$:ʘ'ʞ=@"^� 

.H[#E71600ǕÊǬĜѠ&\7ǄѓHâįEŐdÄ́ʴƺ'͚Hi�¦yEλ$\_ƈ

V:�2&27Œ�1Bπ�3ET\_^[#E7ȩЊÎȶ' 1900ǕÊEŮč4^�ŮčḢ

—I7Ʊǀ˛ʧH�ɅɩƺʧⅡ�Ѿ1905Ѿɉʯ 38ѿǕѿHǫўAID"&BǸa_^�8_SA

HâįHɴcЁ$7̈́ʴH͚c�̈́ʴ͚Ѿ>*J�¦��ѿ�B̬27̈́ʴƺ'D7͚Eω$^

H&cͷƨ2@"^�Ì¬�ɅɩƺʧⅡ�H�́ 6̼ ƺB͚Β�HõƠcSBV^22� 

 

¥ ̈́ʴƺH!^ʛγЮǔġI7²œX xgH[#D�ͶǕǔġ�AID*�ƲǕǔġ�A

!]7̈́ʴƺIΙ"ƲǕcÊπ4^ΒA!^͚cЗȀ06^� 

¥ χʷÄ'̛Ѿ��¦ѿc��x�¢¥��¦7i}�g¢¥��¦BĹÉ,^HEƫ27

Ȉ9I͚Ë́ʴ͚Ѿ�q�¥�g��ѿBĹÉ,^� 

¥ ͚IϾBњH½ġΒcɡ4^�źœÄIњc�ǌɣ�7ϾA�Ȃ�cπa27ɅɩÄIњA

�ɧ˟�7ϾA�ϣǳ�cπa4��ƲǕΒ�'ƺEŪ\__J7ѽȏcɡ4^� 

¥ ΕǃƼƺID7͚&� 

2ΕǃƼIť"'͑͐DHAýϏ2X4*7̙*B̉"�2&2̷ʥƹEĨɋ2@8H̉

IɿʂΒEω$^[#ED^� 

�̈́ʴƺH̖H[#Em��ntEƸ4^̖IΘ'˹3X4"�ɯXʖ7ʒDC'Ĭ˹2

@ѹφΒ7ǏͥΒ7ѺΒDCHΒcǏL^� 

4ΕǃƼIϫб˥HюĶA!]7²и̖IͿΒA7киƼ'ča^BѻɗѾY#!d҈њ

Ѻ"ѿΒBD=:]̛ΒBD^�._\HΒ'ͤĶ2:B(E͚Βċ4^� 

 

Ì«HƱǀ˛ʧHýɰEƫ2720 ǕǬH 1925ѾŽʚ 14ѿǕEI7ɯǆ½Ф'�ɂH̩Ɣ�

ѾⅱȻ 1, No.263ѿH²AȒϘc2@"^�ɯǆḮʴƺ'͚Eω$^ψŐB2@7̈́ʴƺHÓ

ͮBω^ÄHÓͮH 2 ˙'нÝ4^B27̈́ʴƺIнɮǔЮEƓ̻27ɟWƺ'͚Eω$^Ź

ɅHícƺџ&\ƺѷSA̎ƭ4^�S:7��͚Ḧ́ʴ�IʩȌȸƕ'˹d;ϑΪA!]7ɮÃ

сЏ&\ɣd;ɐHȃ3A�7�ɮÃȉKI8HЏУH΋ś&\ɣd;̈́ʴIɑѾK^ѿAW͚Β

A7ŹĈI˦E8HΒ'!1X&�;B"#� 

 

2 ÄHɝ͎'̇λ0_^мEI"*>W�̈́ʴI͚�B4^ØŅ'˹S_7Ú$J 1902Ѿɉ

                                                   
19 ǡ̻I 1782(žɉ 2)ǕB0_^�Ѿţĭ΁̀(2008)҇ɮÃЧ̻²ƁŒɝѩȎγ�¬ͪ̈́ʴƺŗсϫŔĹ
Ȏ ǫĠ¥͵ĈсϏѣ, ¾ʾⅡĬ҇ΝşŽƔ¾ʾͯμȸĕ̵̘Ȏ͕ψ ́ 15ĳ 78 []ѿ 

20  ̖ūǤǈξй(1998)҇ƺḮʴǅ�ȸÄͰé, STEP, 146 
21 �̈́ʴƺI͚'0V@ͥ'Ů2āŸOοɜc4^�Ѿ̈́ʴƺHȸƔ, 116ѿ 
22 Ʊǀ˛ʧ(1980)҇ɅɩƺʧⅡ, Ʊǀ˛ʧðю́ 5ǉ, Žáѩɝǚ, 155-162 
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ʯ 35ѿǕ�Ε͍ю ѾœṴ̈̀Ǳ(˧ɮ)ΫѿAẄ́ʴH͚ΒE>"@Ϣ\_2371908Ѿɉʯ 41ѿǕ

H�ȾÖϜю̈́ʴ͚ Ѿ˅ʧʔɫΫѿAI7ǙȸEζ˼ʵΥ7έġɡɉ7Ʊǀ˛ʧ'8_9_Л

ģĖπ2:7̈́ ʴƺ'͚A!^.BEϑĥ4^ȸ̼XϜ'ȩЊ0_@"^24�1923ѾŽʚ 12ѿ

ǕH�ƟɃЗ_Hɂ ѾϳĭʃΕΫѿEI�͚Ḧ́ʴƺ�H̼'!^25� 

Æŏĩю2:ȸ˭H²AI�̈́ʴƺID7͚DH&�cϤ":WHIƱǀ˛ʧBɯǆ½Ф 2Ä

HT;=:�ɯǆHȸ̼I8HǬWɝ͎Ĺcŷ$@26̇λ0_7Ż*HÄ'ϥd;BȨˋA(7

�̈́ʴƺI͚�B"#ϠϯIǘS=:İ΃ǹ'ͷ$\_^�8HǬ71940ѾɎń 15ѿǕH�Ř

ʾЦŘϥɩ�AI7�Į*&\͚ƿB:eO\_7іƿBÍ'_@7ɅɩEɀ,^ĹƺHKB>

B2@̕\_@b^�2771967ѾɎń 42ѿǕHʘю�ΞΨѾ+Tѿ�Ѿн6dΫѿAI�ɤ&-E

U\0(˃*žcĘþ^̈́ʴHƺE:<ĺK,]�2871984ѾɎń 59ѿǕH�ŽƦH.'\2

cеV̈́ʴɼIĮÊU\0(HSSE͒M�29ѾȌǻǻ̀ΫѿB"=:ϔБcω^E7̈́ʴƺ'

͚B"#i�¦y'7ʩȌ²ɥHǄѓHʘ&\ƈS]7ɐÊc͜@ƚ̓2@(:.B'ý&^� 

 

1ѿƥųB̈́ʴ�
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37 Õ̿Ɏǘ [Q&] ɺʶ(1999)҇ΧΪю§, ȾɅɩĮôȸƔŽ͔ 1, Ƽʴɝǚ, 224 
38 ̖¿ТƏ(1981)̢҇9Hƺ�̈́ʴƺBΧΪю, ΆєƺΠȸǞĀ, 82 
39 Ǡɦ§Ä(2013)҇ʘɱЋô, ɮÃŤûˣ, 216 
40 ¿˼ſФ(2005), ƥų̈́ʴB"#ŝHȇ̻BƷл҇œΦ 110(10), 6 
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HMI;1(�FD�458H>26&I�

̈́ʴƺEнЗ4^̵̘c7Έ˝̩Ɣ7ʝĲ7ȸƔ78HÈEýѤ2:�8_9_ 	�� Î7��� Î7

�	 Î7	� Î!^Ѿπ
҄ѿ�.H#<ɟWÎȶ'Ż"Έ˝̩ƔE>"@БP^�Έ˝̩Ɣ͔Hⅱ

ȻIýЮE[=@ʥϵ7śⅴ7đʆ˥7śѕ7ʧⅴ7œƚòŖ78HÈEýѤA(^�1890Ǖ

Ê&\Έ˝̩ƔH̵̘'ƈS]78HǬŮč4^WȊɐ²IˈƲ27ȊǬ 1950ǕÊÌтIŮč

27̵̘ýЮWŮčèĺE!^�Ѿπҁ57Œ�3ѿ..AI7ýЮ/BE8HʝĲBõƠcʋώ
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�ѿʥϵ 

Έ˝̩ƔH̵̘H²AɟWŻ"ýЮ'ʥϵA!^�1901Ѿɉʯ 34ѿǕ7ƺщƝE[=@̀Ö

ƺHЏ*EѮƹʥϵώˋȎ'ǡϖ0_7ͳǕ&\ʥˊ7ʥř7ѥČ7ѥĺ(7ˊǜ7ђЯ̓E>

"@ώˋ'ƈV\_:.BEЀŐ4^BǸa_^�._Eì̻> 1893Ѿɉʯ 26ѿǕEI²Ɓʥ

ϵı'ùƒώˋcƛɁ2@"^41�1909Ѿɉʯ 42ѿǕEIœEɁϖ'ƣⅵ0_7²ƁʥϵıÉ

Ƹ̈́ʴƺˋãȎBȱĹ2427нɮǔЮEň§ȎŚ2437&>ɅɩāHƺƽʥϵώˋ'ƈS=:�

1912ѾŽʚ 1ѿ&\ 1932ѾɎń 7ѿSA44�Νş̐ʥϵǕŧ�ѾʧȌˋãȎͨ, Νş̐ʧȌˋã

ȎѿE�̈́ʴƺѡ�ʦϵ�'71935ѾɎń 10ѿ&\ 1938ѾɎń 13ѿǕSA�ƭώˋȇͫ�Ѿ²

Ɓʥϵıͨ, ²ƁʥϵıѿE�̈́ʴƺџѾTukubasanѿ҇ �҈36�13	NҀ
҈140�06	EҀH

҈868҂6m�B"=:ѡ̍'!]7ϓˋ0_@":ϔг'ʞ=@"^� 

1970ǕÊǬĜEIg�~zѾśŠʥϵώˋxz��ѿώˋ˙BD]7˜Äĕ0_^�ʗ́E

ϓˋȔμ'Ѯǜĕ2@"(7g�~zώˋś˙H͞ǟĶE[] 2001Ѿǔȇ 13ѿǕEǟʙ0_457

8HǬ 2006Ѿǔȇ 18ѿǕ7̈́ʴŽƔŽƔф˹Ń˸ŭ̩Ɣ̵̘̩HŽʥ̩Ɣ¥ʧȸ̩Ɣ̵̘°�

¦�E[]7̈́ʴƺʥϵώˋz�¦x�¢'ƈđ4^�8HǬ7Žʥ¥ʧǯ˸ŨHͤĶώˋ̵̘

� ykq�B2@7Ⱦ:Ežʥϓ7̂én��7½Ъĕ˘͘ˋƚ7ЪǹђώˋDCWč$^.

BBD]72012Ѿǔȇ 24ѿǕ&\ḮʴŽƔϓ͇̩Ɣ̵̘{¢}¦H¼ʉH§>7�̈́ʴƺ�

 ykq��B2@ǣ(͡'_@˲ŚEΉ^� 

100 ǕÌ«Ea:^ώˋ�¦}'!^.BIиɥмH��¢�cɉ\&EA(7˸ŭŷđH

ƛȅc˴Ϗ4^.B'A(^46Bʥϵώˋz�¦x�¢HɲIБP@%]7� ykq�H̍̊

B2@7̈́ʴƺ¥ї¤ʾʻŠHʧǯ˸� {z7ˊɖĕЕǜHʈûDC7ЛģH�¦}cЅS$

@Ⱦ:D̵̘Hϊ˙cW>.BcȠ-@"^�Ǩ� ykq�'ǫў2@"^&I­ɉ;'7

2000ǕÊÌт7ʧⅴѾǬБѿẌ́ʴƺHȼќˊɖǏώˋ7πќˊǜýǋHϏɰEн4^̘ Ѿ̵π

ҁ5AI�8HÈ�EýѤѿ'Ůčcω67̈́ʴƺcʹ˻2:Ⱦ:D̵̘HƷл'ω\_^� 

 

�ѿđʆ˥ 

Έ˝Eн4^ɟĮH̵̘I 1891Ѿɉʯ 24ѿǕHªƅƔE[^�̫ˠϫƾĥ�̈́ʴƺʆ˥ȥю

̄ϔ (ŗï)�A477ƺѷ7ƺ΅7ƺџE@ȥю2:ʆ˥'ϔг0_@"^� 

S:72011Ѿǔȇ 23ѿǕH�Νş̐Έ˝ğ˥ѩ̵̘ŧĿ48�E[_J7ɮÃŽƔęƔХH�

i�ÄȚͼȴȣ���¢¥g¦���qʣ' 1879Ѿɉʯ 12ѿǕË́ʴƺOHʆ˥Ϧɸɂλ͕λ

ȸ'!^B4^�̵̘ⅡȸAID*͕λȸAI!^'̈́ʴƺʆ˥E>"@HāV@HŧĿA!

                                                   
41 ΜˇÐѾ2007ѿ҇ ˦ю I ̈́ʴƺʥϵώˋ� ykq�, �Μˏ�̨ No.1055, 5 
42 ̈́ʴ́ĲͨͭƬйƉņÐ(1990)҇̈́ʴ́Ĳ¬ǉ, 253 

43 χɫòƘ(2010)҇²ƁʥϵıсƸ̈́ʴƺˋãȎƺџώˋȎHǡ͋E>"@, ƔμϬ˒ʂʋю. F-2, ǡ͋
ʝĲ¥ȁė, 559-560 

44 :;2Žʚ 11ǕB 12ǕHWHIœ̻œÐŒɝѩHʈ͙�¦}EID&=:� 
45 ̈́ʴŽƔϓ͇̩Ɣ̵̘{¢}¦HP http://www.ccs.tsukuba.ac.jp/research/research_promotion/project

/mt_tkb/detailsѾ20161109пόѿ 
46 Ċȩ 29) ΜˇÐѾ2007ѿ, 5 
47 ʆ˥Ɣяϟ, 5(51) 1891, 153-158 
48 ƺǆ ̯,Ѳʭ ̲ͯƏ,ƱǓ ń̀(2011)҇̈́ʴƺHʆ˥cāV@ŧĿ2:�i�ÄȚͼȴȣ���¢¥g
¦���qE>"@ҀΝş̐Έ˝ğ˥ѩ̵̘ŧĿҀ��¦yg��¦qΝş̐Έ˝ğ˥ѩ ͨ (14)Ҁ151-
160 
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]7ĊБ 2Ĺ[]W 12ǕɆ*źœÄ'̩Ɣ̊ϊ˙Ä́ʴƺcώƨ2@":�8HǬI7ƺ²H

��7x�n�7gn��7x�nxB"=:ʑɦH̵̘X7͈ͣɬʆ˥7ηΘѤH̵̘'λa

_@"^� 

đ˥H̵̘I 1908Ѿɉʯ 41ѿǕHʴʩêķE[^�u�´¢x�jjmʅǽHϔг&\ƈS

^'497ȸ²E�Ҋ˼ƏʣHɅɩ˺´¢{jj¡H̵̘EI>*JHĖѷEʅTB!]Ҋ�B!

]71907ǕH�đ˥Ɣяϟ�Ѿ19(226), 229-248ѿH˼ƏĒǧHⅡȸcǣ˻2@"^�8HǬW7

1957Ǖ71982ǕE´¢x�jjmH̵̘'!^50�ÈEIκXι7ɇθ7˾θ7ΣѤDCH̘

̵'Ż*7�̈́ʴƺHŇºѤ�E>"@I 1998ǕH҄ÎHTA!^51� 

 

�ѿśⅴ 

ªƅƔHⅡȸ²E�̈́ʴƺⅴƕ«�Ȧ̔�,śƕёϟ́ªю́½ Ě¨ǉɈЊz�΄ʧа¾Фʣ

�ɮĖ½͕ͩλɈϞ��.�B!]7ĸǕ̇λHśƔяϟ52H�ɮĖ½͕ͩλ�E@7΄ʧа¾Ф

'̈́ʴƺOλ=:ыH͕λȸ'͛Ç0_@"^�..AḮʴƺHɮχĥLĞĖHȽќŒE@

кͥƼBΕǃƼHʌȇcɉ\&E27�̈́ʴƺÍª͕Ċũ˩˖ƺѾHomogeneous or massive 

volcanoѿHƅʎ͊:]�B!^�̈́ʴƺIȺ�iƼBΕǃƼ&\ǩȇ0_7˖ƺAID".B

'ɉ\&ED=@"^.B&\7˲ŚH˴ϏBĬD=@"^�΄ʧа¾ФѾ1891ѿH[#D

̈́ʴƺcǩȇ4^ΕǃƼDCHƼ̖XśǩH̵̘I˲ŚSA͢͡2@λa_@"^�1980ǕÊ

/`&\śʠ«ƹХE̍'ĺ,\_^[#ED]7ŘŲEн4^̵̘'˲ŚEΉ^SAča=

@(@"^� 

�3D ʎŝB̗͟Aʊ2ǗʴƺHym53�Ѿ2013 ǕѿAI7I3V@�ym�HȸƐ'û@

*^'7̈́ʴƺI7>*JǊ7ŘʾǊ7̖ƻǊ7ʀǆǊ7&4T'#\Ǌ7̀мǊH 6Ǌ&\D

^̈́ʴƺśŠym�¦qȨИĝϱÐ'WBBD]72012Ѿǔȇ 24ѿǕ&\Ʌɩym�¦qϠƚ

ʹđcлƈ2:�2014ǕH˿ϨɐEI7�ωC.`Д2HнÝ'­ɉ̜�BHȟφAϠƚωВ]

BD=:'7ƺѾ̈́ʴ¥ѳЄƺũѿBˌѾї¤ʾѿc>D+ʝĲ'ǔЮEßƑ0_@"^.B7

̖ɪʉDC7Έ˝c˹&2:˺ʉċƷ06@":.BDCcǦϦ27ǊʤHȁωWĨɋ2˿

ϨɝHω̎2cŒ=:54.BAÆǕѾ2016Ǖѿ9ɠE�̈́ʴƺśŠym�¦q�B2@Ϡƚ0_

:�ym�¦qIym҈ś˳¥ŽśHòŖA!]7śⅴС˺cωC.`B2:Έ˝òŖ55A!^

.B&\7̈́ʴƺHśⅴ̵̘H̳TЭG'ϠƚO϶˭2:Bϑ$^� 

 

�ѿśѕ 

1930ǕÊ&\ 1960ǕÊSAHśѕ̵̘I713Î² 11Î'ɮÃŽƔśѕ̵̘ȎѾȊĊI�ɮ

                                                   
49 ʴʩêķѾ1908ѿ:üɼƺʇѰ̈́ʴƺ«Eʅǽ4(đ˥ś˴ƕ), đ˥Ɣяϟ 20(239), 399 
50͌ūµѾ1957ѿ:̈́ʴƺ̀ƄǆEɀ,^ƺ˂ѰH˹ȅ, ˆͯ́ 6ĳ, Νş̻̐ʧˀМ́§Ѯ̓Ɣɺˆͯɺ
ĦÐ˹ǭÐûˣƉņÐ,Ɇ˕ иĄ,ƺɼ ˡ§Ѿ1982ѿ҇ Νş̐̈́ʴƺ͔E%,^�u�´¢x�jjmHʧ

²˹ʹɥH˹ȅ, Ʌɩ˹ȅƔÐϟ 32(3), 395-403 
51Ρϳ ȳĴQ&Ѿ1998ѿ҇ ̈́ʴƺHŇºѤ,Νş̐Έ˝ğ˥ѩͤĶϦɸŧĿɝ ́ 1ʗ(1994-96) : ̈́ʴƺ¥
їsʾc²ǳB4^̐ĞХśŠHΈ˝, ��¦yg��¦qΝş̐Έ˝ğ˥ѩ 
52 ΄ʧ ж¾Ф(1891)҇ɮĖ½͕ͩλ,śƔяϟ 3(3), 155-163 
53 ΓġɕǪQ&Ѿ2013ѿ3DʎŝB̗͟Aʊ2ǗʴƺHym, GSJśⅴ��¦z Vol.2 No. 9, 279-281 
54 ʡɅȾͽ 2016Ǖ 5ɠ 10Ʌśȿˣ http://mainichi.jp/articles/20160510/ddl/k08/040/218000cѾ201610

30пόѿ 
55 ̈́ʴƺśŠym�¦q http://tsukuba-geopark.jp/page/page000030.htmlѾ20161007пόѿ 
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ÃǍœŽƔ�ѿ&\̇π0_@"^�._Ḯʴƺ΅EĸŽƔHώˋȎ'!^&\A!^�.H

ώˋȎI 2014ǕE§ХĪ]ű0_:�1891Ѿɉʯ 24ѿǕ˔ƴśѕѾM8.0ѿ'̇˹2:Hcʕ

E7ǨɐɮÃǍœŽƔ˴̩ŽƔȴȣA!]ϷɃфϱņAW!=:΢ʪŽѷ'7ǍœϱÐEƫ2

śѕςƞcɟƱуEѧ"ʙV^:VH̵̘ʕнϖͮcǡϱ2:.B&\ƈS^�1892Ѿɉʯ 25ѿ

Ǖ7ĐËE[]ѕ˗»рH̵̘BƛɁc̍̊B2:ѕ˗»рϦɸÐ'̇Є25671921ѾŽʚ 10ѿ

ǕEϦɸÐE[]̈́ʴƺEǰđώˋȎ'ċϖ0_71927ѾɎń 2ѿǕEśѕ̵̘ȎEȎ͈ɞ$

'0_:57�1930ǕÊ7˦E 1938ǕE 7ɠË́ʴƺE@ƺʸʴ'%.]587нÝ4^̵̘'̇

π0_@"^�˲ŚḮʴƺE%,^śѕ̵̘IƲD"� 

 

�ѿʧⅴ 

� 1979Ǖ&\IʮǆʧⅴXĸÓÖ˦ǹDC7̈́ ʴƺHʧEн4^̵̘'ω\_^�.H.BI7

̈́ʴƺHĞХEÓͮ4^̈́ʴ̵̘ƔŖЧǊ'ǡϖ0_:.BBнÝ'!^BǸa_^�1989Ѿǔ

ȇ 13ѿǕ&\H̵̘Ϋ͸HȎƸcω^B7Ќʉ˸ŭȔμ̵̘Ȏ7œ̻òƞ̵̘ȎѾ˲œ̻˸ŭ

̵̘Ȏѿ7ʄɲͤĶ̵̘Ȏ7̈́ʴŽƔʧ˴ƛѭ{¢}¦Ѿ˲̈́ʴŽƔgi|�¦�˸ŭđȅ̵̘

{¢}¦ѿDCHĹ'±L7"5_Ẅ́ʴ̵̘ƔŖЧǊѾΝş̐>*JǊѿEÓͮ2@"^�ɮ

ÃHЛƤƫ͆ĥL̩ƔȔμȡΌBѮ̓ȴ΁HȜ˙ǩȇc̍̊E5971963ѾɎń 38ѿǕHоϱʫ

ƚE[]7̈́ʴśĘѾǨɐḦ́ʴ́7Ž̲́7ϴЬ́7ϳ˼Х́7ʀɫ7ΛǂɫѾ6́ɫI˲>

*JǊѿEɮχ͖ 6km7ĞĖ͖ 18km7ќ̳ 2700haѿEȾЧǊHǡϖ'ʫƚ0_:60�Ú$J

ʄɲͤĶ̵̘ȎAI7ñЦ Ѿ́˲̖ƻǊѿḦ́ʴóĸϛѭśõË́ʴʄɲʧȸϛѭʻŠ'ϖͮ0

_7ϓˋ�¦}ѾЯʧɁϖҀɲźђЯҀɲõђЯҀŘŲʧýҀś¬ʧʧÓĥLή̇ȵѿc˜ͧA

̵̘ȎE@īàA(^xz��' 1978Ҋ1989ǕSAК˻0_61:�.#2:̵̘ȎHǡϖĥL

̭ϖE[]7ЏэE̻ś4^̈́ʴƺHΈ˝̵̘'Żʍĕ4^ψŐHKB>BD=:Bϑ$^� 

 

1ѿœƚòŖ 

1959ѾɎń 34ѿǕEї¤ʾBĄɼǆʧŠ'ʧЦœƚòŖBD]710ǕǬË́ʴƺBŀЍśŠ

'ͨï0_7�ʧЦ̈́ʴœƚòŖ�BD=:�ͨ ïBĸɐEòŖϓ̂Wʫƚ0_71982ѾɎń 57ѿ

ǕEѪЧŕΈ˝ʜМѾнɮM_!"HМѿc͜˽06^:VHòŖϓ̂Hŷɜ'λa_:� 

1967ѾɎń 42ѿǕEʧЦœƚòŖcȝǥ2@̈́ʴƺ¥čʴƺ§Ǐcͨï4^.B'ϠV\_

D'\W7̈́ʴƺƺџХHŶǚɁϖH¹я0cΈ˝òŖƩϱÐE@ȟφ0_7ȷ˴ȱŋ'ψɣ

cī,:62�.HɐIS;ʧЦœƚòŖHSS;=:'71969ѾɎń 44ѿǕEͨï'ϠV\_

:ыEIĹ̬'ʧЦ̈́ʴœƚòŖBŷɜ0_:�ɄϖĘŠѾʧЦśĘѿ§ǏBHнЗĄ˻'ŽƏ

B7Џȧ4^śŠAIƔŖЧǊXѶǀ·ˀǇʉśǏHȷç'ИT7ÆǬ�q�l¦x�¢Üä

                                                   
56 ɮÃŽƔśѕ̵̘Ȏ҇http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/2016/04/15/%E9%9C%87%E7%81%BD%E4%BA%

88%E9%98%B2%E8%AA%BF%E6%9F%BB%E4%BC%9A/Ѿ20161031пόѿ 
57 ɮÃŽƔśѕ̵̘Ȏ҇http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/2015/04/15/%E7%AD%91%E6%B3%A2%E5%9C%

B0%E9%9C%87%E8%A6%B3%E6%B8%AC%E6%89%80/Ѿ20161031пόѿ 
58 Ċȩ 30) ̈́ʴ́ĲͨͭƬйƉņÐ(1990), 688 
59 œŘÀД̏ HP http://www.mlit.go.jp/crd/daisei/tsukuba/Ѿ20161107пόѿ 
60 Ċȩ 30) ̈́ʴ́ĲͨͭƬйƉņÐ(1990), 618 
61 ʄɲͤĶ̵̘Ȏ HP https://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/kanko/364-6.htmlѾ20161107пόѿ 
62 œ̻òŖĝÐ(1967)҇œ̻òŖ́ 213¥214ĳ, 21-28 
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ͨïÌĊH 1966ѾɎń 41ѿǕEI�̈́ʴΈ˝òŖƔμϦɸŧĿ (ɅɩΈ˝ßϲĝÐϦɸŧĿ ; 

́ 24ĳ) '7ͨïǬH 1974ѾɎń 49ѿǕE�ʧЦ̈́ʴœƚòŖʧЦśŠѾΝş̐ŠѿƔμϦ

ɸŧĿɝ '71981ѾɎń 56ѿǕB 84ѾɎń 59ѿǕEḮʴ́&\�̈́ʴƺ҇ʧЦ̈́ʴœƚ

òŖ '̇λ0_@"^�œƚòŖͨïEнa^ϦɸŧĿHÈEнÝ4^̵̘B2@I7śⅴ7

ʆ˥7đ˥7ʥϵ̓'Ƞ-\_^'7ͨïĊǬE̸û2:̵̘HŮčIω\_D"� 

ĸ3ýЮH̵̘B2@I71994Ѿǔȇ 6ѿǕEΝş̐ŜɮǊEΝş̐Έ˝Ĳğ˥ѩ'лϖ0

_:.BḮʴƺHΈ˝̵̘cϴƥE2@"^Bϑ$^�1998Ѿǔȇ 10ѿǕH�Νş̐Έ˝ğ

˥ѩ̵̘ŧĿ cI3V7ƚɥ̊EΝş̐HͤĶϦɸ'λa_78H²Ä́ʴƺE%,^ʥϵ7

śⅴ7ʆ˥7đ˥̵̘'͢͡0_@"^� 
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NK=4�3@4;1(�5����

HLI��2��

ɩѡAI7̈́ ʴƺHƺƠc̝4͟Bø̑cƫϵEýɰ2:�РûšˎI7̈́ ʴƺHðÖ'ø=

@"@ǩ'ω\_^.B7Џ¯ÌĊE>"@I��hg'ƲD"HA̜ϠA(^4P@H͟c

ȑ#.B7ЏÊÌтI§ΐHÄ9'̍E4^İ΃ǹ'Ѯ"àÍ/ώíEýѤ2:ȸ˭&\͟Bø

̑cȑ#.B782@Џ¯ÌĊÎ͟c4P@ȑ#:V7ǣ(͢(ЏÊÌтŴ͟EýѤ2:

ȸ˭Wȑ#.BB2:�S:7͟Xø̑HѣĹE�̈́ʴ�BϔЊ'D*7Ȫ&_:ƺ'̈́ʴ&Ľ

&əɍDWHI7ϏϤɝE@̈́ʴƺA!^B˦ƚ0_@"^WHcȑ#.BB2:63� 

0\E7ɩѡAI«ϔHⅱȻÌźE7œ̻œÐŒɝѩ�в͟Aʊ2UʩȌHĹȎ�´i�Ҁʩ

ȌĹȎXνМнЗHȸ˭7̈́ ʴƺEн4^Ʒ̝HŒг&\W͟cĩю2ҀĶϓ 192ÎBD=:�

Ѿπҁ6ҁ1Ҋπҁ6ҁ4ѿ 

Ä9Ḯʴƺcϊϋ̊EC#ω@"@7̈́ʴƺECH[#DĠϵcȞ=@":H&cɉ\&

E4^:V7Ѿ1ѿC.&\ω@":H&cȕȫ4^:VEϊ˙Ũc7Ѿ2ѿ̈́ ʴƺHǩcC#Ϡϯ

2@":H&IƺƠѾ½ƿ&Ľ&ѿc7Ѿ3ѿ̈́ ʴƺH͟Xø̑cω@̈́ʴƺB§ͦEï=@*^

ǿŧcϦP^:VE7̈́ ʴƺÌźEȪ&_@"^҃ø=@"^WH7cϦɸ2:�Ѿ3ѿEн2@

I7˼Ŗ7̞ƪ7̈́ʴƺÌźHƺ7ʧHɓώH 4 >Hϊ˙&\ýɰ2:�D%7..AH�˼

Ŗ�I7�˼̃'ǘ'^ЌɫHѥɓ�HȁŁAÙ˻2@"^� 
�

�

  

                                                   
63 πҁ6EIȩЊ2@"D"'7̈́ʴƺĤ͟AɟWĮ"WHI 1295ѾʨÅ 3ѿǕH�ŋàͻÄύѵÑ
͟7ǉŎ́½ʟ�B0_@"^�:;2ƱɯΚͯÈ(1994)҇ŋàͻÄύѵÑ͟, ²ƁòⅡ̞, 143AI
�͟H͂ʳI͘ÄѥA!]7ůɝH͂ΊWϋƆBĬD^HA7Ǭ¯Hɝï_Bͷ$\_^�B!^� 
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OSPI>*�

� ǯƍ64�N:ȱI��ǯƍ£ī�N:ȱI�TÖ̕&-�̔Ă�NʝȊġ�ʴʺ4�PJ:£

ī;�ßƷ:̖Ʒ�N��M+:ʝȊġTƟȇ&3ʨÇ&�Ɵȇ4�7�J:;Ɇǡ5&-�ǯ

ƍTʝȊġ5(PJ:; 36 ¥�ǯƍ£ī; 102 ¥4�P�ǯƍƶ¢� No.71 F45(P5�

Ʊǲ£˸; 2 ¥&�7��DE(C3�ǯƍƶ¢8ǯƍTʝȊ5&-Ɏǹœ:ȱǀ5703�

P�ǣŞŨ˥:�ĂƎǯƍȨƷ�4;Ɏǹœ�ơ�"FQ-ɡ; 13 Ǎ658�M?�Ɏǹœ�ǯ

ƍ�N:ȱI:˥ʛ7ʛɘ4�0-66"5�Șʣ4�P��ĂƎǯƍȨƷ�8¢ʕ$QPM�7

ˬɡ;�1765̩ ƱĈ 2 ŧ̪8˨ǃƸµ�Ľƌ&-":ĬʁÞOȐȠ; ǯ̫ƍźǂ8��3ȫU8

7O̫ǣŞŨ˥:̖ƷȐȠ;�ǬTð&-67�":ƐǸ;˧Ț�ûɸ4 �̫ǯƍŪǫ:˥ʛ7u

jWV5&3̫ƶ�TĠ˙(PŸȭTƖ03�-68�:4̫�
:ȭ8ʤQPǠ§JĬ�0-5

ƂSQP� 

ǯƍ�N;ňĨ5ɎǹTā'Ƞ̍�4ơ�ǽʑJ�0-�ňĨɎǹT�CP¿ă;ʯǣ�N

ĶFO�Ż
8ɡȠ84JŊ5&3Ƒ�M�870-ɝɩ81�3;ÃʑȵɅ694ˏCNQ3�

P�[y�4ơ�Q-�Ɏǹʅ˻Ē�̫�Ɏǹʅ˻�;̫̔Ă:ˑO6/NJœ̑�ɦǨ4ŶN

Q3�P�"Q;ƪú�Ĉǣ̄:�ɎǹœɊœɬœ&! Q6Ƃ>ÇP8;$;N%O O70�

̩ȉ˥�̪5��Ĉǣ8/7U.J:4̫ɎǹœTơÑ(P�4ŷ̐T��3�P71�Ȓ8̌K

ɦ:Ɏǹœ5ȧ:ňĨœ�Ŋ87P"5�Ĭ��No.16, 18, 30, 31, 36,41, 42: 7¥4+:ơ�

ƫ�ʜNQP�"Q;�ť˼ē̖ĕʨ�4ƻ�Q-Ȼʰ8JĐU4�PûɸƃJ�O�ƦĻ:ŷ

̐ã:Ų$�����P�&�&��1̩1̪	̪ə:Ɏǹ�4ˏC-M�8�Ɏǹœ:ʁ;Ŝ̈

:ǣ�Nə.0-;).��ɡȠ4;̌4ơ�QP"5�Ĭ���Ʈǅœǭʸ�4ŌŚȋǭ;�

̌ʁ�ƉĆ(Pʃ$KǄȏ$Tə8J�3;I��ʁTëÛ*)ā'8Ƒ03�P�ǯƍƶ¢�

əʁ;ǣɽ¦�åËȝɪǯƍǙ�T�0� 8�ǯƍə��ǽʑ0-��ñƨ�̟².0--I�

Û:ƫǸ4¯P�ªə��Ūǫ:˳4ǽʑ0-5��72�ɡÎ4;ə�¯O2N��5�0-ȑ

Șȩ7Č̔J�0-�J&Q7���ɡȠ4;̌�Ʀĸ4;ə4ʕȗ$Q3�-M�4�P� 

Ē�78ǯƍ:ʝȊġTȷ&-�ǯƍǉ¼�Ȓ8̗̣œ�Ʈƺˤ�˾ ȜŞ8̄�&3�P��ň

                                                   
64 ȵɅŊʿ:ɡô?ÑȰ;ǯƍƶ¢�NĶFP-I�""4;�ǉ��5*)ġƎ5&3:�ǯƍ�5Ɂ
(P� 

65 [Ǿ˦ȽàȬ¶(2007)̯ɀʌŖśa|^cx~ Ũ˥ ĂƎǯƍȨƷ, ŌĻ̛]8� Pʣʵ4̫ɷƷ�Ɏǹ
œ4�P5Ʊȷ&3�PJ:; 11Ǎ̫[ßƠ 27) �Ȝį˞(2005),  17]:�4;�«ɮ˴³�NɎǹ5Ú
Ʃ$QPJ:�5&3�í¬:ĭ;&��8�ņ:S-&��ƛ!NQ3�P:4+QNTĄI3 13Ǎ
5(P� 
�Ďiǃˑțǭů�@9�8˴&3;̫[̓ʏʧŦ�Ȇ˟��(2006)̯Ũ˥:ơ�-�ĂƎǯƍȨƷ�8G
PǭˋɆ˳:ǜƌ8˴(PȵɅ, Ŧƌ 18ŧũƮǅ˒ĔĻ§Èēĭ§ȵɅȥʕʸƦ̄(24), 725-730]:�
4̫Ɏǹœ�ơ�Q3�P5$Q3�P�̫[ǉ�ʂʒĭĻĭĻɯʒ̛(2007)̯ǣŞŨ˥�ĂƎǯƍȨƷ
�:(C3, 65]83�ƫʢ�N��5Ɏǹœ.�̫Ũ˥:ơ�œŴ�NGP5ƮÄ˔œ4�R��5ˏ
CNQ3�P-I̫ǅʸƦ4;Ŋʿ�Nī&-� 

66 "Q8;ǯƍ:ȟɺ­�ňĨœ̫˾ȜŞ̫ǯƍĚǅ�̫Ɏǹœ̫ňĨœ76�ȱǀ4�PM�ʦȠ$Q
-"5J˴³&3�P�̩ ßƠ 54) Ǿ˦ȽàȬ¶(2007), 195̪ 

67 �˦», ˌƈ̂, Ǯ�µ�(2009)̯ɯʒý�Ʈǅ�, ǉ�ĝÕȐ, 94,95 
68 ßƠ 54) Ǿ˦ȽàȬ¶(2007), 194 
69 ßƠ 27) �Ȝį˞(2005) , 3-16 
70 ʫ�Ɏǹœ8;ʉœɬœ5ř
�Ĭ�̫ǃ�ɬ03�P�̫�8Ö ÇP8;̀O87N7��5āǝ
8̫��8�ȭ�Ĭ�3J̫Ƅ&��8˓��5(Q<˓�7�"5;7�:.��̩ ßƠ 11) ȴĢŰŠ
ʔ˱(1998), 138̪ 

71 ßƠ 27) �Ȝį˞(2005), 4-5 
72 �ǯÅš(2007)̯Ǧý8GP�Ʈǅ:ʁ�, PHPȵɅƎ, 201-204 
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ĨɎǹ�:ŴŮ�ǧPƽź:±5&3 No.119:�Ę�˩ǵɧǘÏĒ, Ę�˩ǵɧǘÏ�(1934)

Tƛ!NQ3�P73�ňĨ5ɎǹTāƶ8ơ�˿�ʝȊġ87P:;ǯƍ�Ĭƥ4 No.119Jǉ

��N:ȱI4�P�ǯƍ£ī:ʝȊġ5��<�ˎ�4�Q< No.8�Ǿ˳œȰƷĒ�:Ǿ˳

œ̩ ˰˦ȯ 5̪ No.16�˝̓ȱǀĒ�:˝̩̓ Ǔǃȯ �̪Ɏǹœ�Nĭ��̆Q3�P̩ Ē�8 �̪

ĭǤ̱ƴĈ8ȥʑ$Q- No.103�Ɏǹœ`�q{[�Ēɡ�5 No.104�ɎǹȦœƐůǘÏ�4

;�Ɏǹ�N:ʝȊ4ňĨ5Ɏǹ�ơ�Q3�P�6/N:ǘÏĒJɎǹœTï¼�N·ȳ&

3�P-I�ƫʢȩ8ňĨ;ÇN7���ĭ��ňĨ�ˡɮ$Q3�P�ˎ�;�ňĨ�Ɏǹ�

˾ȜŞ̱�Ȣ̱+:ƇƷ�ǯƍĂƎ4�0-74�5���Ƈ��O�ƥĬ�:¯ĉ�ǧ03�P

��No.103K 104;ƶ¢Jȸ§ɷƷJȤ7O�Ɏǹœ�NňĨœ�ʜ�P"5TŲʷ&3�P

M�4�P�Ɏǹœ�N:ʝȊ4:�ňĨɎǹ�;�192¥:�/ 2¥:G4�0-� 

� Ǣ8�ˎ�5ˎ¢£˸4ʝȊġ:˚�Tʜ3��̩Ē�4�Ē�5 �̪""4;ʝȊġ�ŀ�4

7�J:JĄI3�P�ˎ �;ǯƍ:ȟ:��8˾ȜŞˎ�5�ȗė:íʉȯ�Ǔǃȯ�˰ ˦ȯ�

Ĝȕȯ5ɑđ�Ũ���ˎ ¢8ÇP5ɎǹœąˋĘě8̄�(P�ˎ ¢£˸:ʡÄǘÏƻ;�ʆ

Ěĭʡ�K�éǈ76:œ̦K�ĕǿţ�̋�ǿ;ˎ��Nɣɤ&3Ɏǹœ:ʝȊġ:FF4�

O�Ȓ8̋�ǿ�N:Ɏǹœ:ȱI;Ĭ��Ē8;ȷ*3�7���ˎ ¢£˸;Ɏǹœ�:˙ˆ

̩Ɏǹe[XyX~Km�r{yX~ �̪Ɏǹ˩˙5Ì8ÑPɎǹœ��O�ˎ�MOJɎǹœ

8ƞˎ&-ʝȊ4�P�ǘÏĒ4Ȓžȩ7:;�ï¼�1FOˎ�;�ȼŉ�ˎ¢£˸;Ɏǹœ

Ȼȸ��Pƫ̍�N·ȳ(PĒ4�O�Ɏǹœ:Ǥ̍�ï¼4�P5�
8ʴʺ$*3�P5

ɲ�NQP�ȗė4Jœ:ï¼;�ʕɎǹ��é¼;�ʘɎǹ�5ʥSQ3�P� 

� ˎ�:ǘÏĒ;�Ɏǹœ. :ʣʵT&-�ɎǹœĂ˅ʳ�T˺�� 

�ǯƍĂƎ5&3:ɎǹœTƑ� 10:ǘÏƻK� 

̗̣œì�Ʒʯǣ�ɡǅǯƍǙ�ǉˠƹìƷ�ʄǷǯƍĂƎ�ǯƍĂƎĒ§�ɡǅǯƍĕ

Ț�ǉˠĂƎĒɡ�ĂƎǯƍȨƷ�ÜǖŞĒƁ�ǉˠ�ìËƷ 
�ǯƍ£ī:Ę:ĂƎ:>515&3ɎǹœTƑ0-J:� 

ǥşşĻì�ƷĒŢ�ǃƼˆĂƎĒ§�ʹēĂƎĒ�ʹēËìÉƷ 
�Ʈǅ:œ:>518ɎǹœTĄI-J: 

œǭİʡ�œǭȢȠŮ�ƮǅĂœĒ§�œǭÑȰŤ 
76�È­:�:�˟8Ɏǹœ�ɜGˍFQP¿ă�Ų�0-�&�&ˎ¢£˸̩ No.72£˸ �̪

ā'¿ăTƚ0-ǘÏƻ; 

Ħǭ�ìĎƷʨ��ƮǅĂçȠʻ�Ʈǅýˇĭɔɋ 16Ţ�ƮǅĂœȠʻ 
: 418ʜNQPɂũ4�P�ˎ ¢£˸;�ʆĚĭʡ�K�œəǭƱ̯ȯïʡÄʳ�76�� �È

ē:ĂƎ:�/:Ɏǹœ��N�ʆĚȯ:ʡÄĘ:Ɏǹœ�5��ʜƫ8ĩS03�-� 

  

                                                   
73 ßƠ 27) �Ȝį˞(2005), 16 
74 ǖǅȝ̜(2001), Ʊǲ8ǧPǯƍ̖Ɖê�ǑȜƵȰ:�ňĨ5Ɏǹ�5��ì:Ȁ�T�ſ8̬�̯ ƿ̙

ɯĻ(33), 70 
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OTP1-�

Ɏǹœ; 21:řTJ0-œŅ�Ȓžȩ4�ʚ:Ȟ­œ�ǉ:ĳ­œ+Q,Q8ȻTȹ03

�P��ť˼ē̖ĕʨ�4J�+:̑:ʚ:ř;̟�˽&�̂:Ȼ5ć<Q3�O��:ȦP

"5Tʪ$7��ǉ:ř;Ďƫ�Ŗȴ4ȦO�O;#1#1&3 S&�7.N�47���

+:¼TǷ�ǽQ3�3ÒJĪJɢ�P"5�7�75�5�PM�8�Ȟ­œ5ĳ­œTÛ


8Ɲ�3�-ǝķ�����P�ɡȠ8J+:ǝķ�ʕQ3�P� 

No.6�Ɏǹœ�ȠĒ��No.7�ɎǹœɡĒ��No.9�ĮĘ˲˶ɎǹœɡĒ��No.12�ʚŘȞ­

ń�ǉŘĳ­ń:Ē��No.17�ť˼Ɏǹœ��No.20�Ɏǹœ��No.22�Ɏǹœ��No.28�ʠ

̤ɵ�Ɏǹœ̠̚ȃũżŷ��No.67�ť˼Ɏǹœ� 

: 9 ¥4;Ȟ­œ5ĳ­œTł˿MOJ̆&�FP4 2 1:œ�Ĺė(P�:M�7ơ�ƫ4

�P�No.6;�ˠ:ĘĒĻɳ�ơ��œ�:ȸKĝ�¶ʑ:-I:ȼŀġ�ʱɚ8ƻ�ˍFQ�

ǯƍƶ¢�ǂ̒:µ¤:œ5&3:Ɏǹœ�ʕS$Q3�P76�No.7K No.9:Þȑ;Ɏǹœó

ʮɳ8503:ļ²7\Xlthr5&3Üț$Q�No.12 :ǘÏʨ;ȰʥĿ:�ȫ�ʊ&�

No.22 5 28 ;ʠ̤8˴˔&-ư˅ǘÏʨ4�P77�No.17 J 20 ;"QN5DEā'ƶ¢:J

:4�O�No.67 ;  8 ¥8ǪC3ō
ƶ¢�̆Q3�P��È­:¿ă5&3�2 1:řT

Û
8Ɲ�P:;��
�ɎǹœTµ¤Ŋʿ5&3ʜ3�-"58öƲ&3�P5ƂSQP� 

��ř�4�P5��"5;�ʜ�PġƎ8M03�ř8Jʜ�P"54�O�ł˿�Ʈǅ̖

Ʒʓ˙788Ȧ˭$Q3�P�íĩ�è:Ɏǹœ�F/��$5�ą˖{�k79�: 15�Ǝ8� 

PʝȊġ�N:œŅ; 31:ř�21:ř�11:ř8ʜ�PġƎ��O+:œŅ8JgXrÖ

 4�P"5��2009 ŧɏŀ:�ɎǹœąˋĘëŨěƷʡŴƌry~�4Ēȷ$Q3�P80�

ɡȠKÑȰ:�4�ř4;7�Ŵ��P:�Tʷǒ&-5"R̩ʕ̬6̬1̱ʕ̬6̬5 �̪192¥

��ř4ơ�Q-J:; 162¥�O�ȠÁ��̢Ʊ4ÚÛ4�7� 6¥T˺ī(P"55&�

�ř8ʜ�7�J:;È­:ɖ 1á: 24¥4�0-�+:�8;�ř8ʜ�PJ:��ř8ʜ

�PJ:��ř8ʜ�PJ:�6"�œ̑�Ö�N7�D6ÔÓ�Ĭ�J:76�$F%F4�

P̩Ē�6 �̪  

                                                   
75 ˦Ǉ�(2002)̯Ɏǹœ:ƦĻ, ˦Ǉ�, 6 
76 ßƠ 47) ʆĚȯɇǦý̛ɨ(2013), 87�  
77 ßƠ 47) ʆĚȯɇǦý̛ɨ(2013), 102-105 
78�˙ˆ7N?8+:ǵ˙KąˋĘěTɽü8�Ĭǝ7�­8MPîÀ:J5�Ʒʡɺȍ�Ǧý�Ʀèɍ

:ĘěˁȉK¸ƃTǼ�&-ēǫȩ7ñ̖ƷTâƌ(P˗æT´&�ʡÄ:ƜɼKĘě:Ǽƃè8Ň�

(P"5Tȭȩ�5&�2007ŧ�N˲Ķ&-�ēĕ�ˑȮ�¾:Ʈǅ̖Ʒʓ˙Ȧ˭Ýũ4�P�
̩http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/fukeikaidou/index-route.html̩20161107˵ʟ̪̪̪ 

79 ɎǹœTǕ5&-ąˋ 7ţ̩1�<ţ�Ɏʚţ�ǙŞţ��ĵţ�ȴŕţ�ĕǿţ��(G��Nţ̪
TǼæYzV5&�ÿţ:ĘěˁȉTseknw�{�k4ɞU4�P�

̩http://www.ktr.mlit.go.jp/honkyoku/road/kanto-fukei/13route/13route_pdf/11-yousiki-3.pdf 
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80 ʆĚȯ(2009)̯ɎǹœąˋĘëŨěƷʡŴƌry~, 6-8 



ɋ 3Ɉ� Ɏǹœ:Xu�d:ĩ˜ 

57 
 

  

No.8�  ǰĭ̃(1760)̯Ǿ˳œȰƷĒ 
No.11  Ǵŝ/ �ˊ(1777)̯ɎǹĒ, ňĨɎǹ̩��ȺŽɨ̪ 
No.18� ˮŴʍƧ(1800)̯˾ȜŞÈĒ, œǭȢȠŮ 
No.19  ʋŐ˥�˞(1803)̯Ʈƺˤ�˛ǀ, ɡǅǯƍǙ 
No.21� �Ʊ(�Ʊ)̯ƮÄżƌ˙, Ţɋ��Ȃ˙ÍīŬɡĒ 
No.27  ŌŞ�ŧ/ ïǗ(1818)̯Ɏǹę̯ɹ˖½ʟ 
No.29  ˢ�ƕ�(1818-)̯ɎǹĒ̩ɋ 20 Ē̪ , ɡƐ˯ 
No.32  ŌǊñɱȄ(1828)̯̎ģɨ Ħǭ˖ʟʳ 
No.38  ˰ʽŞ̈Ư(1834-36)̯ĭŞǟ, ǯƍĂƎĒ§ 7Ţ 
No.45  ǣŞēˀ(1854)̯˾ȜĞ˛Ʒ�Ē 
No.46� Ũ˥ 2 ¢(1855)̯ǉˠ�ēǟȆÙŋ�Ē 
No.47� ǣŞŨ˥(�Ʊ)̯˾ȜŞȆ&:Ē, ǉˠĂƎĒɡ 
No.51  ǣŞŨ˥(1856)̯í¬:ĭ;&,ĂƎǯƍȨƷ 

*ȁ�ɡʊ¯Ǟpz�¯ĉ�ǯƍȨƷ����MO http://21j.jp/freeedo100/index.html 

No.59 ǣŞŨ˥(1857)̯8�ņ:Ȇ&,ĂƎǯƍȨƷ 

*ȁ�ɡʊ¯Ǟpz�¯ĉ�ǯƍȨƷ����MO http://21j.jp/freeedo100/index.html 

No.65�  ǣŞēˀ(1861-62)̯̗̣œƔĕč,ǉ�ɺƋõɌ�ƙËɼ 
No.66�  Ũ˥ 2 ¢(1861-62)̯̗̣œ,ǉˠ�ìËƷ 
No.73�  ŎŴɴ�(1894)̯Ɏǹœ:Ʒ, ƮǅĂçȠʻ 
No.84�  ťɥ˩˙(1913)̯●�ĵ˷ˎMOɎǹœTǀH, ťɥ˩˙ĂçǘÏ 
No.85�  ŌŞíș(1913)̯ɎǹȾʁ, íșȠ̄ 
No.144� (1970)̯●ƭɇȴMOɎǹœTǀH̩[y�̪, ʘɎǹB:ƗŹ̯ēŀÊĔ, Ȱħȟ

ʡÄî§ 
No.161� Ɏǹq}h^ŨěʡÄ˔ɟîʼ§(1990)̯●Ɏǹœ:Ďĺ 1̩[y� ,̪ D05y~

l1�<̯ɎǹœąˋʡÄǘÏ̯ȿĻ5Ǧý5ĭɺȍ��0=� 
No.171�  �ǻƦŵ( Ʀ)�ǻȜǺ( Xyek)(1998)̯Ȓ̄/ 5?0�O:ɗʉ�ʜ-� Ɏǹ

œ̦Ǧýɕʑ, Ƭ̩1999ŧ 10 ƾ , 93̪ 
No.174�  (2001)̯ ●Ɏǹó˙Çù¡ˎ�NǀHəř�Ɏǹ̩ [y�̪̯ ˕×ƮǅȨĂœ no.31 
         (�Ǳœ�ĮĚœ�Ɏǹœ)(ǁƮndwV{cz�f ; v.1), ǁƮƪɶȸ 
No.177� �ŎƆ�(2003)̯●̩ ňĨœ5Ɏǹœ ,̪ ˔ˉ �J&RĘĂʜɶ˭ ɋ 9 ď�ʆĚ�

Ɏǹœąˋ�Ɏǹœ̦;�ňĨ�.N ,Ƭ̩2003 ŧ 2 ƾ, 136̪ 

&
�� �2���B=1�



ɋ 3Ɉ� Ɏǹœ:Xu�d:ĩ˜ 

58 
 

Ē�9 :�4�ǯƍ�N:ʝȊ4�P5Ʊȶ8Ö�Pɡ; No.18�No.19�No.32�No.38�

No.45�No.46�No.47�No.51�No.59�No.65�No.664�P�ł˿8;ǯƍ�N6:M�8ʜ

�3�-:.R����;̟Œ:ŭȑ�ŭ/�?�ā'ĘȊ8ɇ03Jā'ƷʁTʜP"5;

4�7���ʇŞëŸƎ̩ʇŞëʇŞ̪4:ŀȊ[uy:ȠÁ81̩ Ē�7̪5b~cvX~ 60ő

ǀü̩ʾŚëǉǰʖ̪�N:ȱǀÑȰ82̩Ē�8̪TʜP5�6/NJ�ř5��MOJ�%�

%5&-œ8&�ʜ�7��ǯƍĂƎȨƷ;ġƎ:ʝȊġ:Ȓŀ�$Q3�P83:4ŊȎ$*P

5�ɎǹœB:ƫʢ��ȣˎ�J:;ʇŞëŸƎ4; No.485 No.51�b~cvX~4; No.49

5 No.524�P�No.52�í¬:ĭ;&�;�ř8ʜ�7�Ŵ4�P:8Ŋ&�  3¥;(C3

˫ʢ7�ř4�P�ō7�5Jǯƍ�N:ɡ4Ʊȶ8�ř8ʕȗ$Q3�P:;�Ɏǹœ�ȱ

ǀ4�P"5Tȷ(ʨþȩ7Ÿá.5ƂSQP��1�<9�5���ʥʉ�ť˼5��ĘěT

ȷ(ǣǌ4�P:5ā'M�7ƉĆĀ�Tƚ03�P� 

192¥:�/ÑȰ; 65¥�O�No.84�No.161�No.174�No.177: 4¥:G��ř47�

ʢũ�NÑ&3�P̩Ē�6 �̪ˎ¢̱ȗ¢4Ĭ�:��ȭ8(P\Xlqh^4JD5U6�

�ř8ʜ�Pʢũ�N:ÑȰ�°SQ3�O��ďʷǒ&-ɡȠ5ÑȰ;Èƶ¢Tˑ&3�ř

�Ė¹ȩ8Ĭ��Ɏǹœ̰�ř5��Xu�d;ʝʞȩ8J�ɾȩ8ŀȲ&-5ʥ�P�No.84

:�ĵ�N:�ř:œŅK No.161:�ř:œŅ;øO�!NQPǠ§;ō7�� 
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̩10ƾ 6ƮƤŷ̪ 
82 e[Xb�[e� b~cvX~ 60őǀü @skycircus60 (2015ŧ 1ƾ 2Ʈ)   
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ǅƮJ�ʝȡʀĴ4b~cvX~ 60őǀü; 10ƶ8Z�r~4(
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83 ßƠ 54) Ǿ˦ȽàȬ¶(2007), 208-209Tóɲ8&-� 
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第 4 章 景観に関する制度の現状と課題 
 
１．景観計画/都市計画マスタープランにおける筑波山の位置づけ 

（１）はじめに 

2004（平成16）年の景観法制定後、各自治体では積極的に地域の特徴的な景観を保全する動
きが増え、筑波山についても、つくば市が2007（平成19）年に景観計画を策定し、筑波山への
視線軸に配慮した景観形成を図ってきている。2年後には茨城県が筑波山周辺7市（つくば市、
石岡市、桜川市、土浦市、かすみがうら市、筑西市、下妻市）を対象に「筑波山周辺地区広域景

観形成プラン」を策定し、筑波山を中心とした広域景観の特性や実践的な方策等を示し、関係

市への景観計画策定の支援を行っている。 
本章では、筑波山の見え方を調査した先行研究1から、範囲を関東1都6県（東京都、茨城県、

栃木県、千葉県、群馬県、神奈川県、埼玉県）とし、市区町村の景観計画及び都市計画マスター

プランにおいて、筑波山がどのように記述されているか、主に景観・眺望と観光に着目しなが

ら調査する。次に、筑波山を擁する3市（つくば市、石岡市、桜川市）を対象に、県、国定公園
による上位計画から各市の景観計画、都市計画マスタープランにおける規制や制限行為につい

て整理をする。以上から、筑波山の景観のどの部分に価値をおき、どのような景観を守ろうと

しているのかを、現在の筑波山へのまなざしである景観政策の点から明らかにする。 
研究方法は資料調査で、水郷筑波国定公園の公園計画、筑波山周辺地区広域景観形成プラン、

1都6県の市区町村の景観計画、都市計画マスタープランを用いた。なお、つくば市、石岡市、
桜川市以外の景観計画、都市計画マスタープランについては、計画本文（概要版も含む）がホ

ームページ上で、平成28年9月時点で公開されていたものを用いた（表－1）。 
  

                                                   
1 序論でも示した⑱蓮香文絵，大澤義明（2002）と、朝倉隆太郎 (1984)：校歌と筑波山(近況・随筆) ,お
茶の水地理 25, 82-83。後者は栃木県、茨城県、千葉県の中学校の校歌に「筑波山」がある学校は、北
北東 60°を除き四方 300°の範囲に分布することを分析している。 

策定
自治体数

HP確認
「筑波山」
有

策定
自治体数

HP確認
「筑波山」
有

茨城県 44 11 11 7 44 43 13

栃木県 25 11 11 0 25 23 0

群馬県 35 19 17 0 24 24 0

埼玉県 63 16 16 3 52 46 1

千葉県 54 29 29 3 47 45 0

東京都 62 25 25 3 50 50 1

神奈川県 33 24 23 0 29 29 0

合計 316 135 132 16 271 260 15

景観計画 都市計画マスタープラン
県名 自治体数

表‐ 1 各計画の「筑波山」掲載数 
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1都 6県の市区町村の景観計画および都市計画マスタープランの本文を調査したところ2、表

－1 に示したように、栃木県、群馬県、神奈川県の自治体では筑波山の記載は見られず、茨城
県、埼玉県、千葉県、東京都の 4都県、の 26市区町で記載があることがわかった3。図‐1に示
すように、筑波山を中心に南西へと自治体が広がっている。表－2では、これらの 26市区町に
て、「筑波山」は景観計画、都市計画マスタープランのうち、どちらに筑波山が記載されている

のか、全掲載数と、筑波山の眺望が得られることを示す「景観・眺望4」、筑波山を観光と関連付

けている「観光」の 2 点についての掲載数をまとめた。また、各計画での記述内容は、筑波山
を用いて市区町の位置や概要を示したり、自然環境について述べたりするものもあるが、その

中で、筑波山の何を評価し、何を規制しているのかについても表‐2に記した。なお、規制の欄
には、市全域の届出行為や景観形成基準の設定には言及せず、筑波山に対し特別に設けられて

いる地区設定や配慮事項を記載している。 
筑波山は茨城県に位置するため、各計画において筑波山の掲載自治体数は 4 都県の中で最も

多い 16市町である。そこで、はじめに茨城県都市計画マスタープランでは筑波山をどう位置付
け、各自治体の計画にどのような指針を立てているのかを把握した後、各市区町村の計画にお

ける評価と規制、景観・眺望、観光について述べる。 
  

                                                   
2 桜川市以外は自治体の HPを参照した。HPに計画の掲載がない自治体は対象にしていない。 
3 茨城県古河市の都市計画マスタープランと、同県守谷市の景観計画の冊子表紙に筑波山の山容が写る写
真が掲載されていたが、計画自体に記述がなかったため、ここでは含めていない。 

4 ここでは「景観」と「眺望」の区別をしていない。なぜなら例えば我孫子市景観計画の場合、自然景観
という項目で利根川について述べる際「東西をゆるやかに水が流れ、対岸に筑波山を望む雄大な自然景

観を醸し出しています。」（p.13）とある。また、景観形成推進ゾーンの設定の中では「富士見景観と筑
波山への眺望を古利根沼越しに楽しめる重要な区域です。」とあり、筑波山が望めることを「景観」と言

ったり「眺望」と表現したり、大きな差が見られない。 

図‐ 1 各計画にて筑波山の記述のある市区町と視点場 
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註 1) 〇：「筑波山」の記載がある 
	 	   ×：「筑波山」の記載がない 
	 	   △：結城市は「結城市総合景観形成ガイドライン（素案）」， 

佐倉市は「佐倉市景観計画(案）」 
	 	   空欄：計画を策定していない 
註 2) 結城市の都市計画マスタープランは存在するが，ＨＰで閲覧できない 
 

表‐ 2 4 都県の市区町における「筑波山」の掲載数と種類、および評価と規制  

（地区設定等） （配慮事項等）

1 土浦市 〇 〇 44 26 7
筑波山麓の優良な樹林地、

霞ヶ浦や筑波山麓、田畑やハス田の

田園地帯などの自然環境

・筑波山麓地区（景観形成重点地区の

うち）
　届出対象行為と景観形成基準の設定

筑波山麓への眺望景観を阻害しないよ

う、建築物等に配慮

2 石岡市 〇 〇 9 7 2
筑波山や霞ヶ浦などの自然や景観資

源

筑波山を望む眺望景観

3 結城市 △ × 13 13 1
自然・田園景観のかなたに聳える筑波

山の景観（特に結城東部）

・山川不動尊周辺及び結城廃寺跡周

辺（景観形成誘導重点地区のうち）
筑波山を眺望できる景観保全

4 下妻市 〇 4 3 筑波山を背景とした農業景観
国道294 号からの筑波山を望む景観

の確保（日本風景街道モデルルート）

5 常総市 〇 4 3 筑波山の眺望（景観資源）

6 取手市 〇 2 2 田園地帯から望む筑波山の眺望
筑波山などの眺望を活かした滞留拠

点の整備を推進

7 牛久市 〇 × 3 3 北遠方の筑波山の眺望

8 つくば市 〇 〇 49 19 13
筑波山への眺望、筑波山からの眺望

筑波山とその周辺の自然環境

・水郷筑波国定公園地区

　（景観形成重点地区のうち）

筑波山への眺望景観を阻害しないよ

う、建築物等に配慮

9 筑西市 〇 17 17 2 筑波山の眺望（重要な景観資源）
筑波山の眺望等の自然景観の保全・

活用

10 稲敷市 〇 5 5 小中学校の校歌に歌われる筑波山

11
かすみ

がうら市 〇 16 7 1

筑波山系、霞ヶ浦、河川等の自然景

観、

市内各所から望めるシンボル的景観

要素

筑波山系の山並みや霞ヶ浦、河川など

の景観の保全

12 桜川市 〇 〇 48 21 8
筑波山、加波山の眺望と良好な自然

景観

筑波山への視界確保のため、建物や

工作物の位置・形・色彩などのデザイ

ン的な配慮

13 行方市 〇 3 3
麻生地域（市南部）、玉造地域（市北

部）における筑波山の眺望

14 大洗町 〇 × 5 5 1 涸沼越しの筑波山の山並みの眺望 観光拠点として景観まちづくりへ活用

15 阿見町 〇 4 1
町の心象風景である霞ヶ浦から筑波山

にかけての風景

16 境町 〇 1 1
筑波山を背景とした田園風景と利根川

の原風景的環境

田園環境の保全、活用、自然共生のま

ちづくり

1 川越市 〇 × 1 1 耕作地を通して望む山

2 春日部市 〇 × 3 3 筑波山の眺望（駅前以外から）

3 越谷市 〇 × 2 2
筑波山の眺望（中央市民会館などか

ら）

・中央市民会館は「元荒川沿川特定地

区」（特定地区のうち）に設定
　届出対象行為と景観形成基準の設定

公共建築物からの良好な眺望の確保

や保全

4 八潮市 × 〇 1 1
「中川堤防からの筑波山眺望」（地域

の声より）

1 流山市 〇 × 2 2 利根運河からの眺望

・利根運河区域（景観計画重点区域の

うち）
　届出対象行為と景観形成基準の設定

2 佐倉市 △ × 2 2
校歌に歌われる筑波山、筑波山の眺

望

3 我孫子市 〇 × 2 2 利根川からの眺望
・古利根沼推進ゾーン

　（景観形成推進ゾーンのうち）
　　水辺環境や緑の保全、活用

1 荒川区 〇 〇 4 4
日暮里台地からの眺望

江戸時代からの名所

・日暮里台地景観軸（景観基本軸のう

ち）
　届出対象行為と景観形成基準の設定

2 足立区 〇 × 1 1 車窓からの山々の眺望
・日暮里・舎人ライナー沿線地区

　（特別景観形成地区のうち）
　届出対象行為と景観形成基準の設定

3 八王子市 〇 × 1 1 平山城址公園からの眺望

・平山城址公園は「景観重要都市公

園」　（景観重要公共施設のうち）

　眺望の確保、里山環境の保全と回復

・同公園のある「東部地域」
　届出対象行為と景観形成基準の設定

16 15 246 155 35

景観
計画

都市
計画

掲載
数

①景観
・眺望

②観光 評価
規制

合計

茨
城
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都
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（２）茨城県都市計画マスタープランにおける筑波山 

	 茨城県都市計画マスタープランは、県全体の都市づくりの基本方針を示すものであり、「都市

計画区域マスタープラン」（茨城県による）、「市町村都市計画マスタープラン」（各市町村によ

る）を策定する際の指針となるものである5。現行の都市計画マスタープランは 2009（平成 21）
年に策定されている。県中央を貫く八溝山地～筑波山～霞ヶ浦の軸を「水と緑の骨格軸」と位

置づけ、県土における水と緑のネットワークの中心軸とする6（図‐2）。「市町村都市計画マスタ
ープランにおいて将来都市像等に「水と緑のネットワーク」に関する位置づけがあるものは、

全体の約 9 割を占め7」、都市計画において重要な役割を担っていると言える。 
茨城県都市計画マスタープランでは、図‐3 のように、県を 6 つのゾーンに分け基本方針を

立てている。筑波山について記述があるのは県南ゾーンと県西ゾーンであり、それぞれに都市

計画区域が定められ、都市計画区域マスタープランが策定されている。筑波山についての内容

を表‐3 にまとめた。県南ゾーンでは筑波山の保全と筑波山を活用したレクリエーションや観
光について、県西ゾーンでは筑波山の保全と景観を活用した交流空間の形成について述べられ

ている。県南ゾーンのうち、筑波山について述べる都市計画区域は 5 区域あり、県西ゾーンで
は 2 区域ある。全体としては自然環境の保全や眺望の確保などが言われている。つくば市、土
浦市、かすみがうら市、阿見町、石岡市（八郷地区8）では「水と緑のネットワーク形成」が、

石岡市（石岡地区）では茨城県都市計画マスタープランで記述された観光・レクリエーション

の形成について述べられている。 
これらの内容が各市町村の都市計画マスタープランの方針となっている。表－3 で挙げた対

象市町村は、守谷市以外すべての市町が表－2 に挙がっている。取手都市区域マスタープラン
では、守谷市については筑波山に関する記述はなかったので、県が策定した都市計画マスター

プランで筑波山と関連づけられた自治体は、都市計画マスタープランでも関連付けている。  

                                                   
5 茨城県(2009)：茨城県都市計画マスタープラン, 3 
6 前掲 5) 茨城県(2009), 45 
7 茨城県(2016)：いばらきの都市づくりの状況と今後の方向性～茨城県都市計画マスタープランの検証～,

63 （http://www.pref.ibaraki.jp/doboku/toshikei/kikaku/tokei/ken-mp-kenshou.html (20161205閲
覧)） 

8 石岡市は 2005年の合併前は周囲を山に囲まれた北西部の八郷地区と都市化の進む石岡市に分かれてい
た。 
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関連する都市計画区域 対象市町村 都市計画区域マスタープランの内容

研究学園都市計画区域 つくば市 ・自然的景観との調和や眺望の確保
・水と緑のネットワークを形成

土浦・阿見都市計画区域 土浦市
かすみがうら市
阿見町

・自然的景観との調和や眺望の確保
・水と緑のネットワークを形成
・自然的景観のほか，伝統的な農漁村景観な
ど，景観資源の保全と創出を促進

石岡都市計画区域 石岡市 ・自然的景観との調和や眺望の確保
・景観への影響が大きい建築，開発等の届出
や，景観形成基準の指導などによる保全と創出
を促進

八郷都市計画区域 石岡市 ・自然資源を活かした観光レクリエーション拠点
の形成
・山林や丘陵地の樹林，恋瀬川や水辺の緑地
などの保全
・周辺の山々を保全するため，風致地区制度の
活用を検討

竜ヶ崎・牛久都市計画区域
つくばみらい都市計画区域
取手都市計画区域 取手市

守谷市
・藤代地区（取手市）筑波山への眺望を活かし
た景観整備を推進

稲敷東部台都市計画区域
稲敷東南部都市計画区域
下館・結城都市計画区域 筑西市

結城市
桜川市

・筑波山などの景観資源の保全と創出を促進
・筑波山系の山麓一帯の自然環境や景観の保
全

古河都市計画区域
八千代都市計画区域
岩井・境都市計画区域
水海道都市計画区域
下妻都市計画区域
石下都市計画区域 常総市 ・筑波山などの自然的景観，農村景観などの景

観資源の保全と創出を促進

・筑波山や霞ヶ浦などの自然環境を活
かしたレクリエーションや観光などの交
流空間形成
・自然資源の保全
・観光・レクリエーションの場の整備と
都市基幹公園の整備及び利用促進

県南ゾーン

茨城県都市計画マスタープラン

県西ゾーン ・筑波山周辺の景観などの地域資源を
活用した、首都圏の身近な交流空間
の形成
・筑波山地などの豊かな自然資源の
保全

図‐ 3 茨城県都市計画マスタープラン 
        における 6 つのゾーン 

図‐ 2 茨城県都市計画マスタープラン 
        における「水と緑のネットワーク」 

表‐ 3 筑波山に関連する茨城県都市計画マスタープランと都市計画区域 
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（３）評価と規制 

26市区町（表‐2）において筑波山に対する評価は眺望景観であり、筑波山に近いつくば市、
石岡市、桜川市、土浦市、かすみがうら市では筑波山の自然環境や自然景観である。この中で

特徴的なのは稲敷市と佐倉市で、市内の学校の校歌で筑波山が歌われていることを挙げている。

佐倉市景観計画（案）にて、「校歌は、その地域風景や事物をうたい込んでいるものが多く、歌

詞に登場する風景は、地域の多く人々に共有される、その地域らしい景観像が反映されている

9」とあり、筑波山の景観が地域を特徴づける重要な景観のひとつと考えられている。 
対象地区の中で筑波山から最も距離の離れている八王子市では、「かつて丹沢の山並みから筑

波の山まで見渡せたといわれている10」とあり、今は見えていないことが述べられている。その

ため眺望の回復が計画されているが、過去に見えていたことに言及することは荒川区も同様で、

今でも台地上で筑波山や富士山が望めるとしながらも、筑波山が描かれている「東都名所 真崎
暮春之景」（歌川広重画：1831-32）と「名所江戸百景」（歌川広重画：1856）を掲載し、江戸時
代から眺望が得られた歴史を強調している。一方足立区は新設された眺望の保全を計画してい

る。2008 年に開通した日暮里・舎人ライナーの車窓からの眺めを、「足立区のイメージを左右
する重要な景観」と位置付け、筑波山の他にも富士山や秩父連山の眺望が楽しめることを景観

特性のひとつに挙げる。新たな景観の発掘、という観点から見れば、流山市では筑波山が眺望

できる利根運河区域を、利根運河エコパークの計画などの影響もあり 2012（平成 24）年に景
観計画重点区域に追加している。古くから認知されていた景観と、新たな景観の発見があるこ

とが分かる。 
	 表－2では、規制の欄を「地区設定」と「配慮事項」に分けて記した。地区設定では、筑波山
に関する景観保全のため一般地区とは別に地区設定を行っているものを、配慮事項では、地区

設定は行わないが景観保全のために配慮すべきことを挙げている。地区設定は主に景観形成重

点地区である。土浦市とつくば市では筑波山及び筑波山麓の地区が、その他の市では筑波山の

視点場を含む地区が設定されている。土浦市、石岡市、つくば市については次項に詳細を述べ

るため本項では省略する。3 市以外に関して言えば、地区設定を設けている地域は茨城県外が
目立つ。筑波山から距離のある地域は、筑波山周辺地区よりも視点場が限定されている場合が

多く、視点場に景観重点地区などの地区を設定する場合があると思われる。反対に筑波山によ

り近い地域では眺望範囲が広いため、地区設定は行わず、眺望景観を阻害しないよう配慮を求

めるだけにとどまっている。 
  

                                                   
9 佐倉市(2015)：佐倉市景観計画（案）, 32 
10 八王子市(2011)：八王子市景観計画, 177 
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（４）景観・眺望 

	 すべての市区町で筑波山の景観及び眺望について記載があり、掲載数 246件中 155件（63%）
となっている（表－2）。筑波山を擁するつくば市は 49件、次いで桜川市は 48件、国定公園（筑
波地区）がある土浦市は 3番目に多く 44件、かすみがうら市は 16件ある。同じく国定公園が
ある石岡市は 9 件のみである。石岡市の景観計画は他の市と異なり届出基準や規定の記述がほ
とんどで筑波山の記述も少ない。都市計画マスタープランでは恋瀬川、霞ヶ浦と並んで自然景

観のひとつとして紹介されながらもつくば市、桜川市よりも掲載数は少ない。明らかな理由は

不明だが、石岡市は市内の筑波山と関わる施設や歴史を記載しない傾向が見られる。例えばつ

くば市は筑波山神社、梅林、つつじヶ丘などが並立して挙げられ、桜川市では、加波山が筑波

山と共に挙げられる眺望で、頻出している。加波山は筑波山と同様に加波山信仰が発達して講

集団もできた山で、桜川市にとって重要な要素である。石岡市には筑波山内に国民宿舎がある

が記載はなく、国府があった歴史的特性についての記述はあるが、ここから筑波山へ参詣して

いたことに言及していない。 
国定公園の範囲外の筑西市は 17件で、他市と比べて多い。筑西市は 2005（平成 17）年に 4

市町が合併して誕生し、市章は筑波山をあしらい（図‐4）、市名は筑波山の西側に位置するこ
とに由来するとも言われている。宮山ふるさとふれあい公園では建築物を筑波山の稜線と一体

化するような屋根勾配11にしたり（図‐5）、同じく視点場である母子島遊水地（図‐612）は筑波

山ベストビューコンテストで優秀賞となった地で、撮影場所としても有名であり筑波山との関

わりを強く示す市である。  

                                                   
11 前掲 5) 茨城県(2009), 37 
12 前掲 5) 茨城県(2009), 5 

図‐ 4 筑西市の市章 

図 5 宮山ふるさとふれあい公園（筑西
市）内の建物,  
（茨城県都市計画マスタープランより転載） 

図 6 母子島遊水地からの筑波山 

（茨城県都市計画マスタープランより転載） 
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視点場の種類（表－4）と、筑波山と共に見える要素（表－513）では、水辺の景観と田園、道、

山、橋が共通している。中でも川、沼、海などの水辺の景観と田園景観は視点場にもなり視対

象になる場合が多い。土浦市は霞ヶ浦（図‐714）、石岡市は恋瀬川（図‐8）、結城市と常総市は
鬼怒川（図‐915、図‐1016）、桜川市はつくし湖（図‐11）、大洗町は涸沼と松川漁港（図‐1217）、

我孫子市と境町は利根川（図‐13）、流山市は江戸川など、各地域の景観要素である水面越しの
筑波山を望む景観が重要視されている傾向が見られる。 
橋は、視点場としては 1件、視対象としては 2件あるがいずれも恋瀬川と鬼怒川に架かる橋

である。また、道に関しても、国道など幹線道路をはじめ、恋瀬川沿いの自転車道や霞ヶ浦沿

いの道路など様々な規模の道が挙げられているが、水辺の道路も含まれている。桜川市では、

「恣意的ではない偶然の山アテ道路が多数存在18」し、山アテ手法を生かして地域固有の景観を

獲得しようと保全が図られている19。 
視点場は建物や台地、山、鉄道といった高い位置からの眺望が紹介されているが、つくば市

の高層建築、つくばエクスプレス、越谷市の中央市民会館、足立区の日暮里・舎人ライナーと

いった構築物から、荒川区の日暮里台地、諏訪台、道灌山など江戸時代からの景勝地までその

種類と年代は様々である。公園は 3 件あり、前述した筑西市の宮山ふるさとふれあい公園、と
桜川市の富谷山ふれあい公園、八王子市の平山城址公園があり、筑西市以外の 2 件は展望台が
設置されている。 
筑波山と共に見える景観要素としては、筑波山の北側には山が連なっているため、桜川市で

は羽田山、加波山、吾国山、つくば市では宝篋山が挙げられる。つくば市は他の市では見られ

ない、遺跡と合わせた景観が特徴的である。常陸国筑波郡の郡役所跡と想定される遺跡で、国

指定史跡で、今は 3棟の建物が復元され 2003（平成 15）年から一般公開されている。 
市街地と集落は、どちらも人家の集まりだが、市街地は近代化が進む街、集落は農村部の人

家の町として区別した。結城市の工業団地、つくば市のつくば駅周辺、桜川市北部の岩瀬市街

地、越谷市の市街地などが、集落ではつくば市は山麓の伝統的集落（神郡地区など）、筑西市の

集落景観が挙げられている。 
前章でも明らかになったように、筑波山と水の景観、筑波山と田園景観という組み合わせは、

筑波山を擁する 3 市以外にも共通するイメージだと言える。特に土浦市と境町は、これらの組
み合わせの景観を、原風景や心象風景と位置づけている。 

土浦市…「霞ヶ浦湖畔や桜川周辺及び台地端部などから見られる筑波山、霞ヶ浦への良好

な眺望景観は、市民の原風景として保全を図る。20」 
	 	 	 	 	 	 「市民になじみ深い心象風景となっている筑波山や霞ヶ浦、桜川等への眺望景観

21」 

                                                   
13 ここでは計画の本文だけでなく，筑波山が掲載されている写真も含めた。 
14 土浦市(2011)：土浦市景観計画, 12 
15 常総市(2010)：常総市都市計画マスタープラン,  57 
16 結城市(2014)：結城市総合景観形成ガイドライン（素案） 39 
17 大洗町(2015)：大洗町景観計画, 23 
18 桜川市(2010)： 桜川市景観まちづくりマスタープラン, 58 
19 桜川市(2010)： 桜川市景観まちづくりマスタープラン, 121 
20 前掲 14) 土浦市(2011), 19 
21 前掲 14) 土浦市(2011), 18 
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境町…「境町は、美しい筑波山を背景に、実り豊かな田園風景と利根川といった、まさに日

本の原風景的な環境を有しています。22」 
 
  

                                                   
22 境町：境町都市計画マスタープラン, 12 

田園 山 水辺 橋 道 市街地 遺跡 集落
土浦市 〇 〇
石岡市 〇 〇 〇
結城市 〇 〇 〇 〇
下妻市 〇
常総市 〇 〇
取手市 〇
牛久市 〇
つくば市 〇 〇 〇 〇 〇 〇
筑西市 〇 〇 〇
桜川市 〇 〇 〇 〇
大洗町 〇
阿見町 〇

埼玉 越谷市 〇
千葉 我孫子市 〇

10 2 9 2 1 4 1 2

茨
城
県

合計数

表 5 筑波山とともに見える景観要素 

表 4 視点場の種類 

水辺 道 田園
台地、
高台

公園 建物 鉄道 低地 山 橋

土浦市 〇 〇 〇 〇

石岡市 〇 〇 〇

結城市 〇 〇 〇 〇

下妻市 〇 〇

つくば市 〇 〇 〇

筑西市 〇 〇

かすみがうら市 〇

桜川市 〇 〇

大洗町 〇

境町 〇 〇

越谷市 〇

八潮市 〇

流山市 〇

我孫子市 〇

荒川区 〇 〇

足立区 〇

八王子市 〇

10 5 4 2 3 2 2 2 1 1

千葉

合計

茨
城

埼玉
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図‐8 恋瀬川サイクリングロード 
（20160611 撮影） 

図‐9 「鬼怒川と筑波山の景観」 
（常総市都市計画マスタープランよ
り転載） 

図‐11 つくし湖から（20160611 撮影） 図‐12 「松川漁港から見える筑波山の
山並み」（大洗町景観計画より転載） 

図‐10  「筑波山（鬼怒川大橋）」 

（結城市総合景観形成ガイドライン（素案）

より転載） 

図‐13 利根川と筑波山（我孫子市） 

図‐7「霞ヶ浦のうるおいある水辺の景
観」（土浦市景観計画より転載） 
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（５）観光 

筑波山を観光と関連付けているのは茨城県の 10市町のみで、内容から、眺望自体を観光資源
として扱うもの、筑波山に実際に訪れる観光、他の観光資源とネットワーク形成を図るもの、

の 3 つに分けることができた（表－6）。茨城県外では筑波山は眺望の対象としてのみ扱われ、
直接観光への活用は図られていない。 
結城市、常総市、筑西市、大洗町は筑波山の眺望を観光資源として位置づけ、視点場の整備

を図っている。例えば結城市では、景観・風情を擁する場所を観光資源としての活用を目的と

した「結城百選23」に「延喜式内健田神社跡地と結城筑波」を選出しており、さらに市内から眺

める筑波山を「結城筑波」と称している24。撮影スポットのひとつにもなり25、筑波山の眺望が

市の観光 PR の重要な役割を担っている。筑西市では良好な眺望が得られる宮山ふるさとふれ
あい公園や、前述した母子島遊水地、大洗町では涸沼越しの筑波山の風景を景観まちづくりに

結び付けるなどして観光客誘致を図っている。 
観光目的で実際に筑波山に訪れるよう計画されているのは、国定公園（筑波地区）を擁する

土浦市、石岡市、つくば市、かすみがうら市、桜川市で、石岡市以外は公園敷地内及び近隣に

位置する自然公園、史跡、山、観光施設などをハイキングコースや散策路、関東ふれあいの道

などの道が結び、観光交流のネットワーク形成も図っている。（１）で述べたように、石岡市は

市内の他の資源を筑波山と連携させる計画は見られない。 
眺望を観光資源と位置づけ、なおかつ市町内の別の地域資源を活かしてネットワークを図る

のは常総市である。常総市では他の観光資源の具体例は挙がっていないが「筑波山周辺地域の

景観や豊かな自然・歴史・文化などの地域資源を活かした多様な主体の参画による美しい道路

空間や魅力ある観光ネットワークの形成26」とあり、市内の資源と筑波山周辺地域の景観との連

携を図る。 
県内では筑波山からの距離に関わらず、その眺望景観を積極的に観光に活用する自治体があ

ることが分かった。 
 

   

                                                   
23 前掲 16) 結城市(2014), 22 
24 結城市 HP  http://www.city.yuki.lg.jp/page/page001314.html（2016.9.7閲覧） 
25 結城市 HP http://www.city.yuki.lg.jp/page/dir000690.html（2016.9.8閲覧） 
26 前掲 15) 常総市(2010), 21 

表‐6 観光の種類 

眺望=
観光資源

実際に
訪れる

ネットワー
ク形成

土浦市 〇 〇

石岡市 〇

結城市 〇

常総市 〇 〇

つくば市 〇 〇

筑西市 〇

かすみがうら市 〇 〇

桜川市 〇 〇

大洗町 〇

茨
城
県
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２．筑波山を擁する自治体の制度 

（１）はじめに 

	 筑波山を含む自治体は、つくば市、桜川市、石岡市の 3 市だが、筑波山を核とした取組みは
いくつか存在し、対象地域は 3 市以外にも及ぶ。本項では、筑波山に関する景観形成と自然公
園に関する制度もしくは計画について調査をする。景観形成に関するものは序論でも述べたよ

うに、2009年の筑波山周辺地区広域景観形成プラン（以降「景観形成プラン」と称する）があ
るが、当プランの策定に至るまでには「景観まちづくりの手引き」、「筑波山ベストビューコン

テスト」、「茨城広域景観づくり事業」を経てきている。筑波山ベストビューコンテスト以外は、

県が市町村にむけて景観計画策定の際の手順や指標を示すものである。はじめは筑波・霞ヶ浦

エリアという広い地域だったが、市民から募集した筑波山ベストビューコンテストの結果によ

り、重要な視点場とルートと範囲を明確にし、景観形成プランの 7市へと集約されてきた。 
景観という観点からは外れるが、「筑波山を核とする」点では自然公園に分類した国定公園と

筑波山地域ジオパークも同じである。第 3 章でも水郷国定公園に筑波地区が編入した経緯やジ
オパーク認定の経緯については述べているので、本項では国定公園の概要と、ジオパークの範

囲とジオサイトについて述べることとする。 
以上の景観形成と自然公園について明らかにした後、つくば市、桜川市、石岡市 3 市の都市

計画マスタープランと景観計画にて筑波山がどのように扱われているのかを明らかにする。な

お、本項で扱う筑波山に関する取組み及び計画について、表－7にまとめた。 
  

表‐7 筑波山に関する取組み及び計画 

種類 計画名 年 主体 目的 （筑波山に関係する）対象地域

景観まちづくりの手引き 2006 茨城県

・市町村が景観計画を策定す
るための手順
・景観まちづくりの進め方
（ワークショップの進め方）

県を代表する景観7エリアのうち2エリア
・筑波・霞ヶ浦エリア（10市町村）
　土浦市、石岡市、つくば市、潮来市、稲敷市、かすみ
　がうら市、行方市、小美玉市、美浦村、阿見町
・筑西エリア（5市町）
　結城市、下妻市、筑西市、桜川市、八千代町

筑波山ベストビューコンテスト
2005-
2006

茨城県
国交省等

・筑波山ベストビューポイント
とベストビュールートの選定

8つのビューポイント、7つのビュールートが選定（8市）
土浦市、石岡市、つくば市、かすみがうら市、行方市、
筑西市、下妻市、桜川市

いばらき広域景観づくり
事業

2008 茨城県
・市町村が景観計画に広域的
視点を導入の推進

広域景観の19エリアのうち5エリア
・霞ヶ浦エリア（9市町村）
　土浦市、行方市、石岡市、稲敷市、潮来市、
　小美玉市、かすみがうら市、阿見町、美浦村
・筑波山エリア（3市）
　つくば市、石岡市、桜川市
・つくばエクスプレス沿線（3市）
　つくば市、守谷市、つくばみらい市
・牛久沼とカッパの碑周辺の樹林（2市）
　龍ケ崎市、牛久市
・県西の歴史的街並みエリア（3市）
　桜川市、結城市、筑西市

筑波山周辺地区広域景
観形成プラン

2009 茨城県

・対象市の広域景観形成の
支援
・地域住民や事業者への景
観形成意識の普及啓発、環
境づくり

（7市）
つくば市、筑西市、桜川市、下妻市、石岡市、土浦市、
かすみがうら市

水郷筑波国定公園
(水郷地区：1959，筑波
地区：1969)

1969 茨城県
・優れた自然風景地の保護と
利用増進
・国民の保健、休養、教化

・筑波地区（5市）
　つくば市、桜川市、石岡市、土浦市、かすみがうら市

筑波山地域ジオパーク 2016
筑波山地域
ジオパーク
推進協議会

・自然遺産の保護・保全
・科学教育、防災教育
・ジオツーリズムの普及と地
域振興

（6市）
つくば市、桜川市、石岡市、土浦市、かすみがうら市、
笠間市

景
観
形
成

自
然
公
園
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（２）景観形成 

ⅰ）景観まちづくりの手引き（平成 18年） 
景観計画区域の設定、制限の対象となる行為、景観重要建造物または景観重要樹木の指定な

ど、景観計画を策定する際の手順を、具体例を挙げながら説明している。住民・事業者と行政

が協力して取り組んで景観まちづくりを行うため、ワークショップなどを通じて住民を主体と

した景観計画を策定するためのいわば教科書のような役目を持つ資料である。茨城県を代表す

る景観として7つのエリアに分けられ（図‐1427）、筑波山は筑波・霞ヶ浦エリアに分類されて

いる。自治体は土浦市、石岡市、つくば市、潮来市、稲敷市、かすみがうら市、行方市、小美玉

市、美浦村、阿見町の10市町村で、筑波研究学園都市の都市景観と石岡市周辺の古代遺跡群や
城下町、宿場町の街並みなど、様々な時代の多様な景観を有していることが特徴とされ28、「筑

波山・霞ヶ浦をシンボルとし、新しい市街地と自然とが調和した景観づくり29」が基本方針とさ

れている。また、結城市、下妻市、筑西市、桜川市、八千代町で構成される筑西エリアでは、景

                                                   
27 茨城県(2006)：景観まちづくりの手引き, 2 
28 前掲 27) 茨城県(2006), 3 
29 前掲 27) 茨城県(2006), 3 

図-14 茨城県を代表する景観 

（景観まちづくりの手引き（茨城県）より転載） 
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観の特徴のひとつとして「田園景観のかなたに聳える筑波山の景観30」を挙げ、基本方針には「筑

波山の眺めに配慮する31」ことが盛り込まれている。この手引きの中では、筑波山を擁する桜川

市は筑西エリアに分類されている。 
 
ⅱ）筑波山ベストビューコンテスト（平成17年11月15日～12月25日実施、平成18年4月に結果
発表） 
主催は筑波山ベストビューコンテスト実行委員会、後援は茨城県、国土交通省、茨城新聞社

で、筑波山のベストビューポイントとベストビュールートを、ホームページ等を通じて募集し

た。299名563件の応募があり、この中から1月10日～2月5日に一般投票（1228件）を行い、主
催者においてベストビューポイント8か所、ベストビュールート7路線が選定された（表－8、表
－9、図15～2632）。この結果を踏まえ、2006（平成18）年に「日本風景街道」のモデルルート
への申請を行い、関東第6号「千変万化の筑波山まち・さと周遊ルート」に登録されるに至った
（図‐27）。 
ビューポイントが、図‐27の日本風景街道の地図のどこにあたるか、そして前景が何かを示

した（表－8）。筑波山の前景には湖や川、市街地、遺跡、田園が広がる景観がベストビューと
して選ばれている。ベストビュールートは範囲が広いため、ビューポイントのように前景が特

定できないが、同じく日本風景街道のどの位置にあたるかと、ビュールートの種類を示した（表

－9）。水辺沿いの道と、江戸時代から続く参詣道、近代に作られた旧筑波鉄道の道や研究学園
都市内の新しい道、そして田園の道が選ばれている。ビューポイントもビュールートも、水辺

の近くと田園景観、遺跡や古道といった歴史的なものと近代以降の新たな地域が揃い、市民が

美しいと思う景観の傾向が分かる。 
  

                                                   
30 前掲 27) 茨城県(2006), 3 
31 前掲 27) 茨城県(2006), 3 
32 図‐15～図‐18、23は茨城県（2009）：筑波山周辺地区広域景観形成プラン, 6-7 
	 図‐19と図‐24はつくば市(2015)：つくば市都市計画マスタープラン 2015, 70と 67 
	 図‐20は下妻市 HP http://www.city.shimotsuma.lg.jp/page/page000195.html（20161130閲覧） 
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表‐8 ベストビューポイント33 

ベストビューポイント 主な前景 視点場 図27にあてはま

る場所 

※母子島遊水地（筑西市） 遊水地 遊水地 ⑩ 
霞ヶ浦ふれあいランド（行方市） 湖 娯楽施設 ⑭ 
つくば市街（つくば市） 市街 市街 ①辺り 
北条大池，平沢官衙遺跡（つくば市） 池、遺跡 池、遺跡 ③ 
小貝川ふれあい公園（下妻市） 川 公園 ⑦ 
土浦市沖宿付近（土浦市） レンコン畑 レンコン畑 ⑮ 
つくば市中菅間～筑西市東石田付近の田

園（つくば市，筑西市） 
田園 田園 ⑥ 

雨引観音（桜川市） 山麓の田園と町並

み 
山 ⑪ 

 

表－9 ベストビュールート 

 種類 図27に当てはまる

場所 
※つくばりんりんロード（つくば市・桜川

市・土浦市） 
サイクリングロー

ド（旧筑波鉄道） 
⑤辺り 

小貝川堤防道路（下妻市・筑西市） 川沿いの道 ⑧ 
つくば道（つくば市） 参詣道 ④ 
TX 研究学園駅～国土地理院～土木研究所
付近（つくば市） 

研究学園都市内 ②辺り 

霞ヶ浦湖岸道（石岡市，行方市，かすみがう

ら市） 
湖沿いの道 ⑬～⑭～⑮ 

恋瀬川サイクリングロード（石岡市） サイクリングロー

ド（川沿いの道） 
⑫辺り 

つくば市中菅間～筑西市東石田付近の田園

（つくば市，筑西市） 
田園 ⑥ 

                                                   
33 表 3と表 4内の※は最優秀賞を示す。 
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図‐15 母子島遊水地 図‐16 霞ヶ浦ふれあいランド 

図‐17 つくば市街 図‐18 北条大池 

図‐19 平沢官衙遺跡 
図‐20 小貝川ふれあい公園 

図‐21 沖宿付近 

（ストリートビュー2016 年 3 月） 

図‐22 つくば市中菅間～筑西市東石田

付近（ストリートビュー2012 年 11 月） 
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*図‐15～図‐18、23 は茨城県（2009）：筑波山周辺地区広域景観形成プラン、6-7、図‐19 と

図‐24 はつくば市(2015)：つくば市都市計画マスタープラン 2015,	70 と 67、図‐20 は下妻

市 HP	http://www.city.shimotsuma.lg.jp/page/page000195.html（20161130 閲覧）より転載	

 
 

図‐23 雨引観音 図‐24 りんりんロード 

図‐26 恋瀬川サイクリングロード 
（20160611 撮影） 

図‐25 つくば道（20150401 撮影） 
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図‐27 日本風景街道（千変万化の筑波山「まち」「さと」周遊ルート） 
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ⅲ）いばらき広域景観づくり事業（平成20年） 
市町村に景観計画の広域的視点を取り入れてもらうよう、「茨城県景観形成基本方針」をも

とに、景観まちづくりの方策を検討する試みである。広域景観資源の現状把握、ふるさと景観

アンケート調査の実施、広域景観資源の抽出、広域景観づくり推進のシナリオ作成、といった

検討を通じ、広域景観づくりを推奨している。 
	 アンケート調査では「市町村を代表する景観」として17市町村（茨城町、大洗町、行方市、
鉾田市、土浦市、つくば市、小美玉市、美浦村、阿見町、古河市、常総市、つくばみらい市、五

霞町、結城市、下妻市、筑西市、桜川市）（図－28）が筑波山を取り上げており、広い地域で
筑波山の景観が人々に親しまれていることがわかる。また、広域景観の19エリア（図‐2934）の

うちの3エリア（県北海岸・渓谷エリア、霞ヶ浦エリア、筑波山エリア）で広域景観づくりのシ
ナリオが提案されている。 
筑波山の景観ついて述べているエリアは「9.霞ヶ浦エリア」、「10.筑波山エリア」、「14.つ

くばエクスプレス沿線」、「17.牛久沼とカッパの碑周辺の樹林」、「18.県西の歴史的街並みエ
リア」である。後半3つのエリアに関しては、つくばエクスプレスからの眺望、牛久沼水辺公園
（龍ケ崎市）（図‐3035）の眺望について言及し36、眺望景観の保全の検討を促している。詳細

に広域景観づくりの方向性が記されているのは、霞ヶ浦エリアと筑波山エリアである。 
霞ヶ浦エリアでは、霞ヶ浦越しの筑波山の眺望（図‐3137）が景観の特徴のひとつとし、景観

保全のために高層建築物や工作物、送電線、屋外広告といった景観阻害要素の規制や誘導を各

市町村が連携するよう促している。筑波山を含む筑波山エリアでは、筑波山が日本百名山であ

ること、「西の富士、東の筑波」と称され万葉集にも詠まれていることを挙げ、地域のシンボ

ル的景観であるとしている。広域景観づくりの方向性には筑波山ベストビューコンテストの結

果を活用している。コンテストの視点場と筑波山の関係を景観工学の観点から分析した結果、

「日本の代表的な眺望地点から望まれる名山の仰角との関係にある俯角5°～13°（3.8km～
10km）の領域内に」、視点場が多く分布していることが確認できた、とし、この領域内の主な
視点場から筑波山への眺望景観を阻害する高層建築物等に対し、高さ、色彩、規模などの規制

の検討を促している。筑波山山頂からの俯瞰景観にも言及し、「最も視線が集中しやすいとさ

れる俯角8°～10°（5.6km～6.2km）の領域においての見下ろし景観を保全する必要がある、と
している（図‐3238）。 

                                                   
34 茨城県(2008)：いばらき広域景観づくり事業検討結果報告書	 49 
35 前掲 34) 茨城県(2008), 60 
36 「18.県西の歴史的街並みエリア」では「筑波山への眺望」としか記載がなく視点場が明らかになって
いない。 

37 前掲 34) 茨城県(2008), 66 
38 前掲 34) 茨城県(2008), 84 
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図‐29 「広域景観分布図」 

図‐28 アンケート調査で「市町村を代表する景観」に筑波山を選んだ 17 市町村 
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図-31 「霞ヶ浦の帆曳き舟と筑波山の眺望」（土浦市） 

（いばらき広域景観づくり事業検討結果報告書より転載） 

図-30  「牛久沼水辺公園」（龍ケ崎） 

（いばらき広域景観づくり事業検討結果報告書より転載） 
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図‐32 「筑波山ベストビューコンテストにおける重要眺望区域内の主要視点場」 

（いばらき広域景観づくり事業検討結果報告書より転載） 
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ⅳ）筑波山周辺地区広域景観形成プラン（平成21年） 

ⅲ）の「いばらき広域景観づくり事業」で選定した 19の広域景観エリアのうち、筑波山周辺
地区広域景観エリアだけを抽出して作られたプランで、つくば市、筑西市、桜川市、下妻市、

石岡市、土浦市、かすみがうら市の全域を筑波山周辺地区広域景観エリアに設定している（図

‐33）。対象市の広域景観形成を支援し、地域住民や事業者への景観形成意識の普及啓発、及び
環境づくりを目的とする39。筑波山は「季節や見る場所によって様々な山の形・景色や山頂から

の壮大な眺望景観を提供」する「中心的な景観資源」である40。視点場は「日本風景街道」から

引用した場所が設定されている（図‐36）。課題として、眺望の保全、沿道景観形成、自然景観
保全、歴史的景観形成の 4点および対応する検討事項があげられている（表－10）。おもに課題
設定は多様だが、対策は法令遵守、建造物の高さ規制、緑化推進など筑波山の特性がどのよう

に生かされているのかが曖昧である。さらに、4章以降の実践的方策は、茨城県屋外広告物条例
の遵守、各自治体の景観計画によって保全することが示されているのみで筑波山の特徴をふま

えた景観形成の指針はない。 
各自治体による景観計画の策定は「筑波山周辺地区を一体的な景観エリアとして捉えた上で、

関係市が連携協調の下に、それぞれの景観計画を策定するなど、広域景観形成に取り組むこと

が望ましい41」とか、「関係市が、全体の区域の外に、筑波山周辺地区に限定した方針を定める

ことも有効42」とある。当プランを策定した2009年には、つくば市が既に景観計画を定めていた
ため、つくば市の景観計画の「良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項」に留意し

ながら関係市はそれぞれの景観計画を策定する必要がある、としている43。 
当プランにて関係7市を対象とした理由には日本風景街道のモデルルートがあり、モデルル

ート作成には筑波山ベストビューコンテストの結果が反映されている。ⅲ）でもコンテストの

結果を活用している。筑波山を中心とした景観形成にはベストビューコンテストの役割が大き

く、市民の筑波山が美しいと思う風景が重視されていると言える。 
 
 

                                                   
39 茨城県（2009）：筑波山周辺地区広域景観形成プラン, 2 
40 前掲書 39) 茨城県（2009）, 5	  
41 前掲書 39) 茨城県（2009）, 45 
42 前掲書 39) 茨城県（2009）, 45 
43 前掲書 39) 茨城県（2009）, 51 
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図‐33 筑波山周辺地区広域景観エリアの 7 市 

課題 課題事例 視点場、および対象地 対策

視点場及び山頂等
からの眺望の保全

マンション、鉄塔 公共施設、都市公園
建築物等の高さ、形態、
意匠

良好な沿道景観形
成の必要性

商業施設、広告物
周辺地区幹線道路、
バスルート

周辺環境と調和した道路
標識等整備、緑化推進、
法令遵守

良好な自然景観の
保全

屋外広告物、ガードレール
参道入り口、風返し峠交差
点、県道笠間つくば線

自然景観と調和した道路
構造物整備、法令遵守

風格のある歴史的
景観の形成

観光施設の意匠、看板、
電線、路面

筑波山神社門前町 風格ある景観形成

表－10 筑波山周辺地区広域景観形成プランにおける課題 
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（３）自然公園 

ⅰ）公園計画 
水郷筑波国定公園（以後「国定公園」と称す）は、霞ヶ浦を擁する水郷地区と筑波山を擁する

筑波地区に分かれている。筑波地区の公園計画は図‐34、筑波山山頂付近の公園計画図は図－
3544の通りである。筑波地区は特別保護地区および第 1 種～第 3 種特別地域に指定され、開発
行為が規制されている（表－1145）。特別保護地区は筑波山附近及び南面にあたる。この地区は

筑波山神社があり、古くから信仰によって境内林として守られてきた場所で、暖温帯性のアカ

ガシと冷温帯性のブナの混生が見られる箇所もあり、厳正に景観維持を図る必要性の高い地区

である。第 1 種特別地域は筑波山中腹部に位置し、高木層にはモミ、スダジイ、タブノキ、ス
ギ等の巨木が、亜高木層にはイヌガヤ等があり優れた風致維持を図る必要性の高い地区とされ

ている。第 2 種特別地域は、雨引山、加波山、薬王院、宝鏡山なども指定されているが、筑波
山では北斜面に位置し、標高の高い箇所にはイヌシデ、アカシデ、クヌギ等のが、低い箇所に

はアカマツ、更に低い箇所にはスギ、ヒノキの人工林があり、良好な風致維持を図る必要性の

高い地区である。第 3種特別地域は、筑波山から加波山に伸びる尾根筋、にはクヌギ、コナラ、
アカシデ、イヌシデ等の落葉広葉樹林、東側斜面のスギ、ヒノキの人工林、西側斜面のアカマ

ツ、ヤマツツジが見られ、筑波山から続く南側斜面では、尾根にはモミなど、斜面にはアカマ

ツ、クヌギ、コナラ等の樹林がみられ、風致維持を図る必要性の高い地区だとされている。 
公園計画では、筑波山地区は筑波山山頂からの眺望について述べ、関東平野が一望できるこ

と、特に霞ヶ浦方面の眺めが優れていることに言及している。 
首都圏近郊に位置し、1969（昭和 44）年に水郷国定公園に編入されて以降、主要道路の整備

が進み、筑波地域南部に研究学園都市が建設されるなど、周辺地域に都市化の進展がありなが

らも、公園区域内には豊かな自然景観が残っていることが評価されている。また、公園区域は

八溝山地南端に位置する筑波山塊が中核をなし、大部分が花崗岩で形成されているが、筑波山

山頂は硬く侵食を受けにくい斑レイ岩から成っていることで高い峰を形作っている。筑波地域

は暖温帯（標高 700mまで）と冷温帯（標高 1500mまで）の境界付近にあたるため、植物の垂
直分布が見られる。山麓にはアカマツ林、中腹にはスギ、ヒノキ、カシ、スダジイ、その上部に

はイヌシデ、クマシデ、モミ、山頂付近はブナ、ミズナラ等が生育している。動物についても

南方系と北方系の動物の混在が見られる。中でも哺乳類、鳥類、両性・爬虫類、昆虫類、魚類が

挙げられているがカエルは多種が生息し、特にニホンヒキガエルはガマガエルと呼ばれ、古く

からガマの口上にも見られる。中腹以上にはハコネサンショウウオの生息があり、これは 3 章
でも述べたように、明治 40年から確認されている。こうした自然科学分野の面だけでなく、関
東を代表する名山である筑波山が昔から東国の人々に親しまれてきた歴史や、公園区内の雨引

観音、薬王院など社寺の社叢の環境も重要な観光資源のひとつとなっている。利用計画では、

山頂の御幸ケ原には展望施設があり、男体山周回線、筑波山登山線、首都圏自然歩道（関東ふ

れあいの道）が歩道として設定され、自然公園の利用のために整備されている。 

                                                   
44 茨城県 HP http://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/kansei/shizen/koen/documents/keikakuzu_tsu

kuba.pdf（2016.9.20閲覧） 
45 茨城県 HP http://www.pref.ibaraki.jp/bugai/koho/kenmin/life/seikan/kansei/kansei-003.html
（2016.9.7閲覧） 
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⻩⾊：特別保護地区 
紫：第 1 種特別地域 

ピンク：第 2 種特別地域 
緑：第 3 種特別地域 

図‐35 水郷筑波国定公園（筑波地区）の筑波山山頂付近 

図‐34 つくば市、桜川市、石岡市における水郷筑波国定公

園の範囲 
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表‐11 水郷筑波国定公園における公園区域と規制 

   

特別保護地区 

特別の自然の環境を現状のまま保護する区域で最も規制が強く、動植物の採取等も含めて、

ほとんどの行為が禁止され、以下の行為には知事への許可が必要となる。 
1.特別地域1～5、7、8、11、12に掲げる行為 
2.木竹の損傷 
3.木竹の植栽 
4.家畜の放牧 
5.屋外における物の集積貯蔵 
6.火入、たき火 
7.植物の採取・損傷、落葉、落枝の採取 
8.動物の捕獲・殺傷、動物の卵の採取・損傷 
9.道路、広場以外の地域での車馬等使用、航空機着陸 

特別地域 

・第1種特別地域	 特別保護地区と同様に規制が強く、原則として開発行為はできない。 
・第2種特別地域	 産業開発、そのほかの行為について風致維持上必要ある場合制限を加え
る。 
・第3種特別地域	 特に景観に重大な影響を及ぼすと思われる顕著な行為を規制する。 
以下の行為には知事への許可が必要となる。 

1.工作物の新、改、増築 
2.木竹の伐採 
3.鉱物の掘採又は土石の採取 
4.河川・湖沼の水位、推量の増減を及ぼさせる行為 
5.広告物等の掲出、設置、工作物等への表示 
6.屋外における土石等の集積、貯蔵 
7.水面の埋立て、干拓 
8.土地の開墾、土地の形状変更 
9.高山植物等の採取（指定植物） 
10.山岳に生息する動物等の捕獲、殺傷、卵の採取、損傷（指定動物） 
11.屋根、壁面、塀、橋、鉄塔、送水管等の色彩変更 
12.湿原等のうち指定する区域内へ区域ごとに指定する期間内に立ち入ること 
13.道路、広場等のうち指定する区域内においての車馬等使用、航空機着陸 
14.木竹の植栽、家畜の放牧（届出） 
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ⅱ）筑波山地域ジオパーク（平成28年） 
2012（平成24）年から6市（つくば市、石岡市、桜川市、土浦市、かすみがうら市、笠間市）

が「筑波山地域ジオパーク」という名称で、日本ジオパークの認定を目指してきた。地質学、

歴史、文化などの観点から、7つのジオストーリー46 
・急峻な双峰と広い裾野を有する筑波山 

・ダイナミックな大地の変動を語る筑波山塊と鶏足山塊 

・古東京湾や古鬼怒川などがつくり出した霞ヶ浦 

・筑波山塊に残る氷期・間氷期の森林生態系 

・蛇行河川と人々の暮らし 

・信仰と文学を育んだ筑波山 
・石・土・水が育んだ筑波山地域の産業 

をもとに、26のジオサイトを選出している（図‐3647）。 
①高峯・富谷山（桜川市）／砂岩泥岩互層と稲田花崗岩など 
②加波山・足尾山（桜川市）／花崗岩と巨石・奇岩群など 
③羽鳥（桜川市）／山麓緩斜面堆積物 
④酒寄・椎尾（桜川市）／斑れい岩と筑波花崗岩境界 
⑤筑波山山頂（つくば市）／斑れい岩、巨石・奇岩群 
⑥筑波山南麓（つくば市）／梅林の山麓緩斜面堆積物、花崗岩と花崗閃緑岩など 
⑦平沢・宝篋山（つくば市）／筑波変成岩、山麓緩斜面堆積物など 
⑧山ノ荘（土浦市）／山麓緩斜面堆積物、朝日峠展望公園からの眺望など 
⑨雪入・三ツ石（かすみがうら市）／筑波変成岩など 
⑩閑居山・権現山（かすみがうら市・石岡市）／筑波花崗岩など 
⑪龍神山・波付岩（石岡市）／百目鬼橋の窄入部など 
⑫峰寺山・十三塚（石岡市）／球状花崗岩など 
⑬八郷盆地（石岡市）／石岡 VLBI観測施設など 
⑭吾国山・愛宕山（笠間市）／道祖神峠の斑れい岩など 
⑮笠間盆地（笠間市）／友部層など 
⑯稲田・福原（笠間市）／石の百年館など 
⑰高浜・石岡（石岡市）／古東京湾堆積物など 
⑱歩崎（かすみがうら市／）／古東京湾堆積物と古鬼怒川堆積物 
⑲崎浜・川尻（かすみがうら市）／古東京湾カキ化石床など 
⑳沖宿（土浦市）／ハス田、湖岸段丘と浸食崖など 
㉑土浦（土浦市）／三角州地形など 
㉒上高津（土浦市）／上高津貝塚、谷津地形 
㉓花室川（土浦市）／ナウマンゾウ等の哺乳類化石産地など 
㉔桜川中流（つくば市）／桜川中流の低位段丘地形など 
㉕上郷（つくば市）／小貝川の蛇行河川地形など 
㉖六斗（つくば市）／古東京湾堆積物と貝化石密集層 

                                                   
46 筑波山地域ジオパーク	 http://tsukuba-geopark.jp/page/page000049.html（20161124閲覧） 
47 筑波山地域ジオパーク構想：http://tsukuba-geopark.jp/page/page000048.html（2016.5.9閲覧） 
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表－12 関係市の違い 

 
 
 
 
 
 
 
景観形成プランでは関係市を 7市、ジオパークでは 6市としており、景観制度としての関わ

りと「ジオ」としての関わり持つ地域が異なることがわかる。笠間市は都市計画マスタープラ

ンにも筑波山の記述はない。笠間市から筑波山までの間にはいくつもの山が連なり（序論の図

‐3）、筑波山が見えない地域であるため景観制度の関係性が見られない。これまで見てきた県
の景観形成プランや広域景観まちづくりなどの内容を見ても、筑波山が眺望できる自治体に笠

間市は挙がってきていない。一方下妻市と筑西市から筑波山までの間は平坦な地形で、筑波山

を望むことができるのは既述してきたとおりである。 
 

  

景観形成プラン 筑波山地域 

ジオパーク 
つくば市 
石岡市 
桜川市 
土浦市 
かすみがうら市 
下妻市 
筑西市 

つくば市 
石岡市 
桜川市 
土浦市 
かすみがうら市 
笠間市 

図‐36 筑波山地域ジオパークのジオサイト 
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（４）つくば市、石岡市、桜川市の都市計画マスタープランと景観計画 

つくば市、石岡市、桜川市の 3 市はいずれも市域に筑波山があり、都市計画マスタープラン
48と景観計画49を策定している。どちらの計画も 3市すべて市全域が計画区域である。景観計画
では全市及び景観形成重点地区50（以後「重点地区」と称す）の「良好な景観の形成に関する方

針」と「良好な景観の形成のための行為の制限」に、都市計画マスタープランでは「全体構想」

と「地区別構想」51に着目し、筑波山の景観に関わる事項を整理した。 
 
ⅰ）筑波山以外の景観要素 
都市計画マスタープランの「地区別構想」と、景観計画の重点地区において筑波山に関連し

た地域、及び両計画にて記載された視点場と筑波山が見える地域を図‐37 に示した。さらに、
筑波山の景観と共に記載されている要素を表－13 に、掲載されている筑波山の写真（図 38～
4952）に共に写っている要素を表－14にまとめた。 
つくば市は国定公園を基にした重点地区を設定している。3 市ともに視点場が重点地区、及

び都市計画マスタープランで筑波山との関連が示された地域の外に広がっていることがわかる。

具体的には、桜川市では道路や山、石岡市では恋瀬川沿い、つくば市では幹線道路や高層建築、

つくばエクスプレスなど、自然だけでなく交通施設や建築物が視点場として挙げられている。

つくば市は市中央部の市街地を視点場としたり、都市部からの眺望写真が多いのが特徴である。 
表－13と表－14で、3市に共通するのは田園景観と筑波山の組み合わせで、田園と筑波山の

森林緑地を合わせた景観は、3 市共通の一般的なイメージとして認識されていると言える。こ
のほか恋瀬川、桜川や霞ヶ浦といった水辺、周囲の山（宝篋山、加波山など）と合わせて筑波

山が捉えられている。序論の図‐3にも示したように、筑波山は八溝山塊の南端に位置し、桜川
市と石岡市は 3辺を山に囲まれている。そのため筑波山以外の山の眺めにも言及している。 
つくば市、桜川市では市内の観光地のひとつとして筑波山を紹介し、山麓の観光施設や歴史

的資源をハイキングコースなどで繋ぎ利用促進を図っている。中でもつくば市は「筑波山観光・

レクリエーションエリア」と称して、国定公園とその周辺エリアを明確に設定している点は他

2市と比べて特徴的である。 
 

                                                   
48 桜川市は合併前の旧岩瀬町、旧真壁町、旧大和町の都市計画マスタープランを運用している。 
49 「つくば市景観計画」、「桜川市景観まちづくりマスタープラン」、「石岡市景観計画」を使用する。 
50 石岡市は重点地区ではなく「先導的な景観形成地区」を設定している。 
51 項目がない場合は、類似した項目を参考にした。 
52 図‐37は桜川市(2010)：桜川市景観まちづくりマスタープラン, 34 
	 図‐38は石岡市(2012)：石岡市景観計画, 12 
図‐39はつくば市(2015)：つくば市都市計画マスタープラン, 42 
図‐40はつくば市(2015)：つくば市都市計画マスタープラン, 60 
図‐41はつくば市(2015)：つくば市都市計画マスタープラン, 70 
図‐42はつくば市(2015)：つくば市都市計画マスタープラン, 89 
図‐43はつくば市(2015)：つくば市都市計画マスタープラン, 67 
図‐44は石岡市(2012)：石岡市景観計画, 11 
図‐45は石岡市(2012)：石岡市景観計画, 12 
図‐46は桜川市(2010)：桜川市景観まちづくりマスタープラン, 33 
図‐47は桜川市(2010)：桜川市景観まちづくりマスタープラン, 39 
図‐48は桜川市(2010)：桜川市景観まちづくりマスタープラン, 105 



第 4章	 景観に関する制度の現状と課題 

95 
 

 
  

つくば市 石岡市 桜川市

川、沼など水辺 〇 〇 〇

山 〇 〇 〇

平地林、斜面林、樹林地などの緑地 〇 〇

農村集落、田園 〇 〇 〇

公園、観光施設などの観光地 〇 〇

寺社、史跡、歴史的街並みなどの
歴史的資源

〇 〇 〇

登山道、散策路、幹線道路などの道 〇 〇 〇

図‐37 3 市の景観計画/都市計画マスタープランにて筑波山に関連し

た地域と視点場 

表－14 筑波山の写真に一緒に写

る景観要素 

 

表‐13 筑波山と一緒に記載される景

観要素 

つくば市 石岡市 桜川市

川、湖などの水辺 2 1

山 1 2

田園 1 2 1

市街地、集落 2 1

橋 1

遺跡 1

道（自転車道） 1
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図‐38 「富谷ふれあい公園より岩瀬市街
地を望む（遠望に右から筑波山・加波山・
吾国山）」（桜川市） 

図‐39 恋瀬川のふるさと橋からの眺望
（石岡市） 

図‐40 つくば市街地からの眺望 
図‐41 田園景観越しの眺望（つくば

市） 

図‐42 平沢官衙遺跡からの眺望（つく

ば市） 

図‐43 宝篋山周辺からの眺望（つくば

市） 
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図‐44 りんりんロードからの眺望 

（つくば市） 

図‐45 恋瀬川からの眺望（石岡市） 

図‐46 田園景観越しの眺望（石岡市） 図‐47 田園景観越しの眺望（桜川市） 

図‐48 桜川からの眺望（桜川市） 
図‐49 田園景観越しの眺望（桜川市） 
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ⅱ）規制 
3市の景観計画に記された良好な景観形成のための行為の制限についてまとめた（表‐1553）。

筑波山に関係する重点地区を設けているのはつくば市のみで、水郷筑波国定公園地区と、山麓

の北条中台地区がある。ただし北条中台地区では、概況の説明として「筑波山や田畑等に囲ま

れた自然環境豊かな田園地帯に位置54」するとあるのみで、筑波山の景観に直接関する景観形成

方針の記述はない。そのため 3 市において筑波山の景観に配慮した重点地区はつくば市の水郷
筑波国定公園地区だけであると言える。つくば市は、重点地区の景観形成方針にて、筑波山の

景観に配慮するために、建築物等の景観意匠、色彩、装飾等は筑波山の自然景観との調和を図

る55としているが、重点地区の届出対象基準と景観形成基準はなく、市全域のものを採用してい

る。市全域の届出対象行為のうち、建築物の新築、増築、改築、移転、外観変更の行為におい

て、市街化区域と市街化調整区域で区別しており、景観形成基準の同じく建築物の項目内の色

彩においても区分されている。重点地区は市街化調整区域に入るため、開発行為は市全域に比

べて制限されているといえる。 
つくば市では「筑波山の眺望を阻害しない56」、石岡市では「山稜の近傍では、その稜線を乱

さない57」、桜川市では、重要な視点場からの景観地（山並み・水辺）に対する景観阻害がない

ようにする58、といったように、山の眺望景観へ配慮することは 3市共通している。ただし、石
岡市や桜川市は筑波山以外にも地域の重要な山が存在するため、筑波山だけを挙げる記述は少

ない傾向がある。重点地区についても、石岡市は朝日地区とフルーツライン沿線等地区という

筑波山麓の地区を「先導的な景観形成地区」に設定しており、その景観特性は里山景観である。

また桜川市は景観重点地域に真壁地区を設定している。真壁地区は重要伝統的建造物群保存地

区に選定された城下町で、「本地区の東側に広がる山並みへの眺めが、人々の生活の中に息づい

ている59」とあり、真壁地区からは南側に位置する筑波山よりも東側の足尾山や加波山に重きが

置かれている。 
筑波山周辺地区広域景観形成プランで示されたように、筑波山周辺地区に限定した方針を定

めているのはつくば市だけであり、他 2市の計画は当プランが反映されているとは言えない。 
 

                                                   
53 表の作成には桜川市は「桜川市景観計画（素案）の骨子」を用いた。https://www.sec-brown.jp/cms/sa

kuragawa/sys/public/data/doc/1261465722_1.pdf（20161130閲覧） 
54 つくば市(2012)：つくば市景観計画第 1回変更, 34 
55 つくば市(2012)：つくば市景観計画第 1回変更, 19 
56 つくば市(2012)：つくば市景観計画第 1回変更, 6 
57 石岡市景観計画, 17 
58 桜川市景観まちづくりマスタープラン, 126 
59 桜川市景観計画（景観重点地域）「古郷ふるさと・真壁地区」（素案）の骨子, 4 https://www.sec-

brown.jp/cms/sakuragawa/sys/public/data/doc/1261466513_2.pdf（20161130閲覧） 
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石岡市 桜川市

（筑波山に関係する）

景観形成重点地区
水郷筑波国定公園地区 北条中台地区

景観形成方針

・建築物等の形態意匠の色彩、装飾

の配慮

・国定公園周辺地域の建築物等の形

態意匠は周囲の田園景観との調和に

配慮

景観形成基準

建築物

・高さ10m 超または延床面積1,000㎡超

・外観の過半の変更

■市街化区域

　高さ31m 超

■市街化調整区域

　高さ20m 超

・高さ9m 超かつ延床面積2000㎡超

・外観の過半の変更

工作物

・高さ10m （擁壁2m ）超

・外観の過半の変更

・擁壁5m 超

・擁壁以外15m 超

・外観の過半の変更

開発行為

・面積1,000㎡以上 「土地の区画形質の変更」として、

・15,000㎡以上

・変更に伴い生じるのり面・擁壁5m 超

かつ、長さ10m 以上で3,000㎡以上

良好な景観形成に支

障のある行為

・屋外の土砂、廃棄物等の堆積の面

積が1,000㎡以上

建築物

・位置及び規模

・形態意匠

・色彩

・材料

・その他（外構・植栽）

・位置

・形態・意匠

・色彩

・材料

・敷地の緑化措置

・その他（駐車場など）

工作物
・位置及び規模、形態意匠、素材

・色彩

・建築物の建築等の基準に準じる。

開発行為

・方法等 「土地の区画形質の変更」として、

・（方法に関する内容）

廃棄物等の堆積 ・方法等

行
為
の
制
限

重点景観地区は設置されているが筑波山との関係がみられない

景
観
形
成
重
点
地
区

届
出
対
象
行
為

景
観
形
成
基
準

■市街化区域

　高さ20m 超または延べ面積1,000㎡超

■市街化調整区域

　高さ10m 超または延べ面積1,000㎡超

・高さ15m （擁壁5m ）超

・面積10,000㎡超

・位置

・形態意匠

・色彩（市街化区域と市街化調整区域で別）

・材料

・敷地の緑化及び外構デザイン

・駐車場

・屋外照明

・その他

重点地区に対応した景観形成基準はなし

つくば市

・建築物の建築等の基準に準じる。

・（方法に関する内容）

表-15 つくば市、石岡市、桜川市における規制 
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３．小結 

 

	 関東地方 1都 6県の市区町村と、つくば市、桜川市、石岡市の 2段階に分けて、筑波山の景
観に関わる制度を、景観計画と都市計画マスタープランを中心に整理してきた。 
第 1節では、1都 6県の自治体を対象とした。そのうち 26市区町が、景観計画もしくは都市

計画マスタープランにて筑波山について記している。茨城県について言えば、県の上位計画で

筑波山と関係づける市町村は、市町村の計画でも同じように筑波山に言及している。ただし、

上位計画では市域をこえて交流空間の形成を推進している（表－3）のに対し、市町村レベルに
なると近隣の市との連携や行政枠をこえた取組みは見られない（表－6）。筑波山を観光と関連
付けるのは茨城県の 9 市町で（表‐6）、内訳は眺望を観光資源とする筑波山西側の結城市、常
総市、筑西市と、東側の大洗町、実際に訪れる観光は国定公園の範囲にある土浦市、石岡市、

つくば市、かすみがうら市、桜川市で、最後の 5 市は、他の観光資源とのネットワーク形成を
図る。筑波山の様々な観光利用があるが、どれも市内にとどまっている。また、各市内で筑波

山の眺望や観光利用に言及したり、眺望保全のため、視点場に景観形成重点地区を設けたり、

景観を阻害しないよう配慮が求められていることは共通している。中でも筑波山の視点場には

水辺が最も多く、筑波山と共に見える景観要素は田園景観と水辺の景観が多いことが分かった。 
第 2 節では、筑波山を擁するつくば市、石岡市、桜川市を対象とした。筑波山の景観に関す

る取り組みには国定公園とジオパークといった自然公園と、県による景観づくりの計画策定が

関わっている。県による景観形成計画は、2004年の景観法施行の後、茨城県を代表する景観と
していくつかエリアを選定し、市民が選ぶ筑波山ベストビューやベストビュールートの影響も

あり、筑波山周辺地区が確立してきたという過程がある。国定公園やジオパークも、自然科学

研究の蓄積によって指定され、開発行為等が制限されて筑波山の自然景観が守られてきた。 
	 3 市の景観計画と都市計画マスタープランにおいては、筑波山の前景に田園景観が広がると
いった組み合わせが 3市共通している。26市区町と同じく水辺の景観も多く取り上げられてい
る要素の一つだが、歴史的資源や登山道、散策路、筑波山以外の山なども筑波山と合わせて扱

われる景観で、これらの資源と筑波山を繋げる観光ネットワーク形成が図られている。 
水面越しの筑波山の眺望、田園と筑波山という景観が、筑波山近隣地域だけでなく県外でも

注目され、特に水辺は視点場となる件数が多いことが明らかになった。土浦市と境町では、筑

波山と地域の水の景観が組み合わさった景観を原風景や心象風景と呼んでいる。景観計画には、

人々の持つこうした情緒性を含めた「風景」の保全でもある。 
3市それぞれの計画では、筑波山の自然、景観、眺望等に配慮されていることは分かったが、

重点地区の設定範囲や規制の設け方などはばらつきがあり整合性はなく、県が景観形成プラン

で推奨していたような、筑波山を核とした景観計画になっているとは言えない。 
 
筑波山の特徴とも言える水辺や田園の景観は、景観上欠かせない要素であり、筑波山と共に

保全が必要となる。そのためには、近隣の地域が筑波山周辺地区を一体として捉え、市域を超

えて協力して計画を定めていくことが重要である。また、河川、沼、湖（霞ヶ浦）や田園といっ

た景観要素を持つ自治体の連携も必要である。近隣地域が中心となって、他の地域へ連携を勧

めていくことが求められる。 
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第 5 章 結論 
 

1．結論 
山の風景を理解するため、第 2章から第 4章まで人々が山をどう認識してきたのかその変遷

を辿り、現在の保全制度を把握した。 
第 2 章では、視対象である筑波山の利用として、観光ルートと観光資源の変遷を明らかにし

た。かつては筑波山東側、北側、西側からのルートがあったが、明治 20年代からの電車や昭和
初期のケーブルカー等インフラ整備、昭和 30～40年代の自動車利用増加に伴った、つつじヶ丘
の駐車場設置などを通じ、観光ルートは南側に集約され現在に至る。観光資源については、巨

石や眺望など元々筑波山が有する資源は今も存在し続けるが、その間、夫婦餅や扁額など消失

するものもあった。 
第 3 章では、人々が筑波山に持つイメージがどのように構築されてきたのか、まなざしの変

遷を明らかにした。富士山と筑波山を並立させる傾向は、奈良時代の常陸国風土記に掲載され

た神話から、「紫峰」の起源は江戸時代の嵐雪の俳句から始まった。信仰と観光についても、今

は山を楽しむ観光が一般的だが、現在も信仰対象としての筑波山は残っている。以上は近代以

前に始まっていたのに対し、国定公園やジオパークの指定に繋がった自然科学研究は、近代以

降から開始される。 
絵画及び写真から見る筑波山への視点場は、近世は江戸（東京）の東側、特に隅田川付近に

集中し、その他は少数ではあるが栃木県や長野県、埼玉県、千葉県など広範囲にわたっていた。

近代以降、観光関連の文献に取り上げられる視点場は、筑波山附近に集中するようになる。 
山容は、時代を問わず二峰を強調する表現をする、または二峰に見える位置からの写真を採

用する場合が多く、水の景観と田園景観と組み合わせられることが多いことが明らかとなった。 
第 4 章では、現在の筑波山へのまなざしのひとつである景観制度を、景観・眺望と観光の視

点から分析した。都市計画マスタープランもしくは景観計画にて筑波山を対象とするのは茨城

県、埼玉県、千葉県、東京都の 4都県内の 26市区町で、各計画の中での視点場及び筑波山の前
景となる景観は、水の景観と田園景観が多いこと、茨城県内の自治体では、筑波山を観光対象

として捉えていることが分かった。筑波山を擁するつくば市、桜川市、石岡市に着目しても同

じ傾向が見られた。ただし、県の計画では筑波山周辺地区に連携を求めているのに対し、3市の
制度での連携は見られないことが明らかとなった。 
以上から、本研究の内容は「視対象としての筑波山」と「まなざしの変化」の 2 つの視点か

らまとめられる。 
 
（1）視対象としての筑波山 

視点場として取り上げられてきた場所が、現在の自治体の景観及び都市計画の制度で取り上

げられているのかを確認するため、第 3章で視点場を示した図（第 3章の図‐6と図‐7）と第
4章で「筑波山」を掲載する計画をもつ自治体を示した図（第 4章の図‐1）を重ねて比較した
（図‐1、図‐2）。これらをまとめたものが表－1 である。近世から近代を通して視点場に取
り上げられ、なおかつ制度がある自治体は荒川区、つくば市、土浦市、桜川市の 4 市区のみで
ある。近代以降に写真や絵画に写され、制度があるのは下妻市、石岡市、阿見町、大洗町の 4市
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町だけだが、景観計画や都市計画マスタープランにおいて筑波山の眺望について示されている

ものも含めると全部で 22 市区町ある。近世以前に視点場が表わされていたが現在の計画で筑
波山に言及しない地域は 18市区町村である。近代以降、取り上げられる視点場は筑波山近くに
集中してきたが、計画に筑波山の眺望が取り上げられる地域はその範囲ではなく、南西方向に

広がりがある。これらの地域で主に扱われる景観は、田園景観を伴った眺望、河川や沼、湖な

ど水に関係する要素を前景とした眺望である。 
4市区では歴史に基づいた景観を、22市区町は近代以降の比較的新しい景観を計画で扱って

いるとみることができる。18市区町村で近世以前に見られた景観は現存するのかは明らかでは
ない。 

4市区は「歴史に基づいた景観」としたが、例え景観自体が変わらずとも人々が向けるまなざ
しが変わることで変化する。例えば近世から現在まで筑波山の眺望が得られる日暮里では、近

世は筑波山の眺望が江戸名所と位置づけていたが、今はそれと同じ認識で見る機会は少ないの

ではないだろうか。荒川区、つくば市、土浦市、桜川市の 4 市区では、近世から現在まで筑波
山への視点が存続していることが明らかとなったが、過去に見ていた景観そのものが制度で守

られているのではないことを理解しておかなければならない。 
    

図 1 取り上げられる視点場と景観/都市計画制度の関係（東京都） 

※凡例は図‐2 に同じ 
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表 1 取り上げられる視点場と景観/都市計画制度の関係 

図 2 取り上げられる視点場と景観/都市計画制度の関係（東京以外） 
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（2）まなざしの変化 

山内の巨石や男女川などの自然要素は最も古くから観光資源としての価値をもち続けている。

男女川を歌う陽成院の歌は後撰和歌集や百人一首にも選ばれており、名所として名高かったと

言える。後に筑波山の自然は近代以降の自然科学研究を基盤とし、国定公園やジオパークの指

定へと繋がり、景観等の計画では筑波山と共に見える景観として田園景観、水辺の景観といっ

た自然的要素が取り上げられている。筑波山の自然というひとつの要素を取っても、歴史を追

うごとに人々が向けるまなざしが変化してきたことがわかる。 
しかし、常陸国風土記に端を発する「西の富士、東の筑波」や、嵐雪の歌から始まる「紫峰」

という言葉、信仰、二峰というイメージや、近世から筑波山と組み合わせて捉えられてきた田

園や水の景観は、現在まで変わらず継続しており、一般的に定着したイメージである。このよ

うに、変わるイメージと変わらないイメージが混在して、現在の筑波山の風景が形成されてい

る。こうしたイメージは、今後も維持していけるのだろうか。例えば、土浦市や境町の景観・

都市計画制度では、筑波山を背景とする田園や河川の景観が「原風景」だとしている。原風景

には「なつかしさ」という要素を持ち、「故郷」と密接にかかわり1、内部に住んでいるときは気

づかないが、そこから身を離して外部のまなざしをもったときに気づく2ものである。制度の中

で「懐かしい」という感情を伴う「原風景」を扱ってはいるものの、景観保全の手法としては

対象となる田園や河川地域において眺望景観を損なわないよう、建築物の高さ制限や開発行為

の規制等を設けることで対処する。「懐かしい」感情や、歌枕や名所として有名な地であったと

いった、人々の感覚や歴史や文化、つまり人間が筑波山に向けるまなざし（第 1 章の図‐4 風
景の概念）を守ることとは隔たりがある。現行の景観制度は視覚できるもの対象とするため、

これらを後世まで維持していくことには限界があると考えられる。 
 

2．考察 

筑波山は、現存最古の歌集とされる万葉集や、万葉集以前に撰進された風土記に掲載され、

長い歴史をもつ。本研究では、奈良時代から現在まで通して調査し、筑波山に備わる様々な側

面を確認してきた。神話、歌垣、歌枕、名所、芸術の題材、信仰、観光、自然、国定公園、ジオ

パークのように、各時代に構築される概念や流行に対応した価値が引き出されている。様々な

価値を有し、歴史を超えて広い地域に影響をもたらしてきたが、現在のところ俯瞰して筑波山

周辺全体での取組みが実践されていない。 
第 4 章で述べたように、県が策定した景観形成プランでは、筑波山周辺市で連携をとる必要

性が示され、県の都市計画マスタープランと都市計画区域マスタープランでも、自治体の枠を

超えた山麓一帯の自然環境や景観の保全や交流空間の形成が提示されている。しかしつくば市、

桜川市、石岡市では前項で既述したように、連携が取れているとは言えない。個々の自治体で

は筑波山の視点場や他の資源とのネットワーク形成を図っているが、市域を超える取り組みは

行われていない。2016年に指定された筑波山地域ジオパークは筑波山周辺 6市にまたがってい
るので各ジオサイトを繋ぐネットワークを築いたり、歴史的背景を持つ旧アクセスルートや視

点場など、忘れ去られた資源を発掘し価値付けしたりすることで、新たな筑波山の価値を見出

                                                   
1 安彦一恵, 佐藤康邦編(2002)：風景の哲学, ⅶ 
2 西田正憲(2011)：自然の風景論, アサヒビール, 347 
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すことができる。 
人々は信仰対象や名所として山を認識してきたが、近代以降は山をめぐる環境は著しく変化

してきた。特に昭和 30年代以降は道路の整備や自動車の出現などで観光地化が活発になり、一
方では自然風景地の保護と利用を目的とする国定公園の指定が行われ、山に対して様々な価値

が付加されてきた。いずれの時代のあり方も、山の風景を形成する重要な一面であり、それぞ

れの山が辿ってきた歴史に基づく継承が行われる必要がある。 
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藤原重家（1128-1180）：つまかよふつくばの⼭のほととぎすこえをもしげくきくよしもがな（重家集）
藤原助則（-1104-）：つくばねのみねぢに⾒ゆるともしかな葉⼭のすそにしかやふすらん
禅性（-1198-）：露もろきいなはなびかしつくばねのすそわの⽥井に秋⾵ぞふく（北院御室御集）
守覚法親王（1150-1202）：筑波ねの茂きこまより⽉もれば此⾯彼⾯の雪の村消ゆ（北院御室御集）
⼤江匡房（1041-1111）：⼼ざし君につくばの⼭なれば浜名の橋に渡すとをしれ（江師集）

歌数1100⾸あり。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 124

⽂学 ⽂学 物語 10世紀後半 源順 宇津保物語 筑波嶺の峰までかかる⽩雲を君しもよそに⾒るは何なる（⽥鶴の郡⿃」の巻より） 全20巻。 128 160
⽂学 ⽂学 物語 10世紀末? 落窪物語 君ありと聞くに⼼をつくばねの⾒ねど恋しきなげきをぞする ○ 161
⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 951 後撰和歌集 陽成院（868-949）：つくばねの峰よりおつるみなの川こひぞつもりて淵となりぬる 古今集に採り残された歌 161 156

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1012 藤原公任 和漢朗詠集
詩歌約800⾸を選んだ。
「帝王」の部に「筑波⼭」が出る。「古今
集」の真名序から抜いたもの。

124

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1154 詞花和歌集 君が代はしら雲かかる筑波嶺のみねのつづきの海となるまで（能因法師） など 勅撰和歌集 132

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1200頃？ 藤原家隆 1158-1238 百番⾃歌合など
筑波⼭⼭もあせねと吹⾵に⼈の⼼のひまぞつれなき
おもひかねながむれば⼜⼣⽇さす軒場の⼭のまつもうらめし （「百番⾃歌合」より）
つくば⼭は⼭の⾥に煙たち霞もしげし春の⼣暮

新古今集にも家隆の筑波⼭を詠む歌あり ○ ○ ○ ○ 134 144

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 順徳院 1197-1242 建保名所百⾸

順徳天皇：つくば⼭しげきまさきの数よりもしらぬは⼈の⼼なりけり
知家：かれていくこれや⼼のつくば⼭は⼭しげ⼭秋⾵ぞ吹く
⾏能：つくば⼭しげきなげきを分けわびておのれとまよふ恋のみちかな
康光：つくば⼭時⾬るる秋の露よりもあらぬ⾊にやおきまさるらん  など

○ ○ ○ 145,148

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1205 新古今和歌集

源重之：つくば⼭端⼭⼭しげけれど思ひ⼊るにはさはらざりけり
⼤中⾂能宣朝⾂：我ならぬ⼈に⼼をつくば⼭下にかよはん道だにやなき
順徳院（1197-1242）：筑波ねの繁きの⽊間かげはあれど秋にはかはる夏の世の⽉
慈円（1155-1225）：春をへて⼼を花につくば⼭桜ならでは繁らざりせば（拾⽟集）
藤原良経（1169-1206）：誰にとて春の⼼を筑波⼭このもかのもに⾵渡なり（秋篠⽉清集）
後⿃⽻院（1180-1239）：冬くれてことしもへふにつくばねのこのめもかねて春めきにけり
源実朝（1192-1219）：押しなべて春は来にけり筑波嶺の⽊の本ごとに霞たなびく（⾦槐和歌集）
鷹司冬平（1275-1327）：秋といへば梢の⾊もつくば⼭はましげやま時⾬ふるらし（⽂保百⾸）
中院⼊道：まなく降る時⾬に⾊やつくば⼭繁ききづえももみじしにけり（⾵雅和歌集）
尊道（不詳）：みなの川凍りにけりな⼭⾵の峰よりおろす⾳ばかりして（延⽂百⾸）
⼭本⼊道（不詳）：おしなべてよもの草⽊の⾊つくはうあまず時⾬の降ればなりけり（続千載集）
藤原為家（1198-1275）：みなの川岩間にたぎり⽔はやく過ぎける我がさかりはも
有房（1251-1319）：さかさまにかえらぬ⽼のみなの川名がるるとしにしがらみもがな
朝村（不詳）：かりそめと思ひし程のつくばねのすそわのたいも住慣れにけり
頓阿法師（1289-1372）：つくばねや⼭かきくもる五⽉⾬のしづくの⽥井に早苗とるなり（草庵集）
⼆条良基（1320-1388）：みなの川流れてせぜにつもるこそ峰よりおつる⽊の葉なりけり

後⿃⽻院が6⼈の歌⼈に選ばせる
筑波を⾒ての歌はなく技巧的に使われてい
る（「筑波⼭の⽂学」,143）
⼆条良基は連歌の祖。「菟玖波集」、「筑
波問答」などあり

○
男⼥
川

○ ○ ○ ○ ○ 138
143-
151,13614
7

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1300頃？ 頓阿法師 1289-1372 頓阿法師詠 筑波嶺の新桑まゆの⽷なれや⼼ひくよりみだれそむらん（「おなじこころを」） 135 146
⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1349 ⾵雅和歌集 ちぎりありてかかる思ひや筑波嶺のみねども⼈のやがて恋しき（⼤納⾔公蔭） 勅撰和歌集 127
⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1357 藤原定家 1162-1241 菟玖波集、⼩倉百⼈⼀⾸ 筑波根や瀧つ岩ねを⾏く⽔にせかれぬこひよいかにしのばむ 新古今集にも定家の筑波⼭を詠んだ歌あり 136,161

⽂学 ⽂学 詩歌 歌 世阿弥元清 1363-1443 謡曲「桜川」
〜「筑波⼭、このもかのもの花盛り、雲の林の蔭茂き、緑の空もうつろふや、松の葉⾊も春めきて、嵐も浮か
む花の波、〜」

古今集を始め、多くの歌から引⽤している 桜川 138

⽂学 ⽂学 詩歌 連歌 宗祇 1421-1502 ⽵林抄、新撰菟玖波集
⽊のもと伝う筑波峰の道
むら⾬の志筑の⽥井の名もしるし

連歌 筑⻄ ○ ○ 137

⽂学 ⽂学 紀⾏ 尭恵 1430-1498 北国紀⾏
「〜治れる浪をかけてや筑波嶺の⼤和島根に春や⽴つらん
〜筑波蒼穹の東にあたり、富⼠碧落の⻄に有て、絶頂はたへに消え、裾野に⼣⽇を帯〜四域に⼭なし。」

紀⾏⽂、隅⽥川畔で越年しつくばを遠望 ○ 140

⽂学 ⽂学 詩歌 連歌 ⼭崎宗鑑 1465-1553
新撰⽝筑波集、⽵⾺狂吟
集

朝霞おほふや恵み筑波⼭ 宗祇
新桑まゆをひらく⻘柳 聴雪（三条⻄実隆）
はるの⾬のどけき空にいとはへて 兼載

連歌 ○ ○ 137

⽂学 ⽂学 詩歌 紀⾏ 1490頃？ 聖護院道興准后 1430-1501 廻国雑記（廻国⽇記） 築波⼭このもかのこものもみぢ葉にしぐれも繁き程ぞしらるる など 旅⾏紀⾏⽂、越後から関東に⼊る ○ ○ ○ 140,161 140
⽂学 ⽂学 紀⾏ 1590 筑波⼭流記 筑波根の嶺よりおつる娚川 の記述あり 現存する筑波⼭縁起の最古本 165
⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 徳川光圀 1628-1700 ⾔の葉のしげりあふてふ筑波嶺のむかしをしのぶ⼭ほととぎす ○？ 142
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嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 僧契沖 1640-1701 漫吟集
⼥男川もみぢ葉ながる筑波根の⼭もとどろにしぐれふるらむ
つくばねの奥たにみしをいつのまに葎（むぐら）の宿のさはりはつらん  など

和歌、国学研究の⼤家 ○
男⼥
川

○ 144 123

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 服部嵐雪 1654-1707 ⽞峰集 雪はまうさず先づ紫の筑波⼭ ○ 147 114

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1687 松尾芭蕉 1644-1694 紀⾏ ⿅島紀⾏
「つくば⼭むかふに⾼く、⼆峯並び⽴たてり。〜
〜ゆきは不申先むらさきのつくばかな と詠めしは、我⾨⼈嵐雪が句也。〜」

筑波遠望の⽂はあるが、句はない。 ○ ○ 146 113

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 岡⽥千川 -1706 ⻨の穂と共にそよぐや筑波⼭ 芭蕉の⾨弟 ○ 119
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 榎本其⾓ 1667-1707 あかつきの筑波にたつや寒念仏（かんねんぶつ） 芭蕉の⾼弟 ○ 115
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 宗亜 1676-1742 若⽵や筑波に雲のかかるとき 蕪村の師、初夏の⼀景 ○ 115
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 桜井吏登 1681-1755 稲妻や夜は崩るる筑波⼭ 嵐雪の⾨弟 119

芸術 芸術 絵画 1710 佐々⽊多太夫 常陸國筑波郡吉沼村繪圖

http://eichi
.library.pref
.miyagi.jp/e
ichi/detail.
php?type=
3&literature
Id=61397

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1717 ⽻川, 珍重,⽻川珍重 画 富⼠権現筑波の由来 ⼭本九左衛⾨ ○

旧字で読
めない
が、蚕の
話が書い
てありそ
う

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 賀茂真淵 1697-1769 賀茂翁家集
春の始の歌）をつくばもとほつあしをも霞むなりねこし⼭こし春や来ぬらん
春⾵春⽔⼀時来）つくば⼭しづくのつらら今⽇とけて枯⽣のすすき春⾵ぞ吹く   など

国学者、和歌 ○ ○ ○ 144 60,124

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 ⽩井⿃酔 1701-1769 筑波から流れ出たり天の川 柳居に師事 119
⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 筑波⼦ 1716-不詳 筑波⼦歌集 筑波ねの⽊の葉みながら吹き乱りかしこきばかりたつ嵐かな 和歌 ○ 125

⽂学 ⽂学 詩歌 川柳 柄井川柳 1718-1790 筑波⼭両国からの⾏当り（両国橋で話に花がさく。ふと⽬をやると筑波。）
筑波⼭両国からの⾏当り（両国からの眺
望）

江⼾
（両
国

橋）

128

⽂学 ⽂学 詩歌 狂歌 浜辺⿊⼈ 1717-1790 ほととぎす富⼠と筑波の天秤に両国橋をかけたかとなく 芝の本屋

江⼾
（両
国

橋）

○ 128

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 海量 1733-1817 東遊⽇次記
筑波根にのぼりて四⾯⼋⾯をみさくれば、⻄のかたにふじ〜、東のかたは⼤うみかぎりなし。〜とね川きぬ川
のながれもみゆ。〜
ふたかみのしづもりませばうべしこそ海⼭川もつかえまつれり

和歌、近江の⼈、藩校創⽴のため諸国を旅
⾏。

126

⽂学 ⽂学 詩歌 狂歌 平秩東作 1726-1789 常陸より根こじて植えし梅なればよくつくば⼭はやましげやま
⽴松東蒙・漢学者
古歌をもじったものが多い。

○ 129

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 1755 布袋庵柳⼏ 1716-1788 つくば紀⾏ 「討つものは筆ばかりなり桜狩」
⾵雅を好む⼈が登る、桜狩り、道中の歌あ
り、富⼠の眺め、加波⼭、笠間に⾏き、⽔
⼾の句会あり

○ ○ 80-108

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 橘（加藤）千蔭 1735-1808 万葉集略解
つくばねに雲⾒えそめて時のまに墨⽥河原にすぐる⼣⽴
筑波根のこの芽も春の影⾒えてとはのあはちのうちけぶるらん
筑波嶺のみ雪消ゆらしみなの川みなわさかまきけさぞ流れる  など

真淵の⾨弟、和歌
隅⽥
川

江⼾ ○ ○ 145 125

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 与謝蕪村 1716-1784
ゆく春やむらさきさむる筑波⼭（結城から望む筑波⼭）
冬ざれや樹々数ふべき筑波⼭  など

結城城址公園に句碑あり 結城 ○ ○ 148 116

⽂学 ⽂学 詩歌 狂歌 唐⾐橘州 1743-1802
癪をやめる⼈に貼りうちてやるにつれなくもなおらねば
うちわびて今は栓⽅つくば⼭にゐはりいしのまねはすれども（針を打ったが⽅策が尽く波⼭で、新治（新針）
医師の真似をしてみたけｒど。）

129

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 ⼩林⼀茶 1763-1828

春⽴つや⾒古したれど筑波⼭（江⼾からの眺望）
漸（やや）寒き後に遠しつくば⼭（深川洲崎弁天参詣の句）
⽊⺟寺や花⾒⽥にしとつくば⼭（墨⽥区）
よしきりや空の⼩隅のつくば⼭
梅咲や⼀⽇ごろのつくば⼭
雲を吐く⼝つきしたり引蟇
⽔仙や垣にゆひこむつくば⼭
炭⾈や筑波おろしを天窓（あたま）から

江⼾
（深
川洲
崎弁
天）

○ ○ 150 120

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 村⽥春海 1746-1811
つくば根の⾼嶺のみゆき霞みつつ隅⽥川原に春たちにけり
ふる年のみ雪消えつつ東⼈の春知りそむるをつくばの⼭
⼼してあらすきかへせつくばねのしずくの⽥井に桜散るころ

和歌、真淵の⾨弟
隅⽥
川

江⼾ ○ ○ ○ ○ 125

⽂学 ⽂学 詩歌 狂歌 蜀⼭⼈ 1749-1823 ⾒渡せば向は⻘⽊ ⼩松原 冨⼠と筑波の 境利根川
吉祥院（猿島郡境町）に残る海⽼沢北渕
（1860-1937）の絵に蜀⼭⼈作の狂歌あり

利根
川

○ 188

⽂学 ⽂学 詩歌 狂歌 つむりの光 1754-1795
（訳）「〜両国橋をいったりきたりしてみると 富⼠の眺めもおもしろく⽩妙の〜。餅つく筑波の⼭のように品
物を並べて嘘さえつきのクマの膏薬を打っている。〜」

⽇本橋⻲井町の町代

江⼾
（両
国

橋）

○ 129

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1777 江⼾じまん評判記
「南の品川には⽴波の⼤幕を張り、北の向桟敷には筑波⼭の頂を⾒せ、東の桟敷には中川ののれんを染め抜
き、⻄の桟敷は⼭の⼿の岩組を画く」

筑波は江⼾の⼀部であったことがわかる 135

信仰/観
光

観光 1779 上⽣菴亮盛 筑波⼭名跡誌
1961（常総筑波鉄道）、1992（筑波書
林）にも発⾏

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 杉野翠兄 1754-1813
陽炎や筑波眠れば朧不⼆
うぐひすに春が⽴と申るや筑波⼭

句集がある ○ ○ 60,122

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 加舎⽩雄 1763-1791
早蕨（さわらび）や⼀⽇路（ひとひみち）ならつくばやま
うしろ涼し筑波はかくす家もなし
翡翠（かわせみ）の筑波おろしにふかるるか

○ 119

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 ⽥川鳳朗 1762-1845 筑波根もこえよと投げつ⽕とり⾍ 夏の句 120

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1781 ⼤島蓼太 1718-1787 筑波紀⾏

「〜春はむらさきの曙と聳え、〜」
「第⼆橋をわたりて⼩梅にかかる。〜右は千町の⽥づら⽬もはるに詠めやらる。」
「このあたりすべて⽥井多し。（⼟浦）」
「つくば⼭端⼭は⻨のしげり哉 ⿂⽂」
「⼜かたはらに今をさかりの桜ありふたたび春に逢⼼地して、」

初めての筑波登⼭、江⼾（両国橋など）か
らの眺望、信仰⼼、
⿓ケ崎の翠兄、及び⿂⽂、太如、普成と⼟
浦経由、道中の歌あり、⼟産

○ ○ ○ ○ 60-80,119

⽂学 ⽂学 詩歌 漢詩 ⼤窪詩仏 1767-1873 詩仏⼩伝

是レ尋常ノ⾹⽕ノ客ナラズ
⼭霊相⾒テ相猜（うたが）ウコトナシ
天開キ地闢キ幾千歳
曽テ詩⼈⼀箇ノン来ル有リ
築波⼭ 詩仏⽼⼈

岩上⻑作「筑波⼭」（明治37）に収めら
れている
「⾹⽕＝かがひ」
⾼橋⾍⿇呂のことを歌っている（？）

152

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 ⽥川鳳朗 1762-1845 鳳朗発句集 筑波根もこえよと投つ⽕とり⾍ など 夏の夜の⼀点景 158
⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 ⾹川喜樹 1768-1843 桂園⼀枝 つくばねのみどりばかりぞのこりける冬がれはてしむさしののはら 京都歌壇の総帥 武蔵 ○ 126
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1793 ⾼安 庄次郎 琴曲筑波⼭
塩屋平助/塩屋■兵衛/本
屋清七

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 橘守部 1781-1849
不⼆のねの時じく雪のめうつしに みどりもあかぬをつくばの⼭（「筑波⼭を詠ずる歌」より）
不⼆の雪筑波の雪もさきこめて吾嬬（あづま）を花になす桜かな

国学者 ○ ○ ○ 12,126

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 清⽔浜⾂ 1776-1824
いつしかど霞みそめけり東⼈の先づ⽬にかちきをつくばの⼭
隅⽥川きしのうすらひｍ素部らむ筑波ねおろしきのふけふ吹く

和歌、村⽥晴海に師事
隅⽥
川

江⼾ ○ ○ 126

⽂学 ⽂学 物語 落語 1804-1817 両国⼋景 「筑波の蟇の油売りの⼝上」がある 132
⽂学 ⽂学 物語 落語 1804-1817 ⾼⽥の⾺場 「筑波の蟇の油売りの⼝上」がある 132

⽂学 ⽂学 戯曲 歌舞伎 1804-1829 直侍

直：襟に冷てえならい⾵、
丑：筑波おろしに⾏く先の、
直：⾒えぬ吹雪が天の助け、
丑：そんなら兄貴、
直：丑や、達者でいろよ。

御家⼈くずれの直次郎が⾼跳びをしようと
し、弟分の暗闇の丑松が呼び⽌める場⾯で
「筑波」が引⽤

○ 134

⽂学 ⽂学 戯曲 歌舞伎 1804-1829 御所五郎蔵 「筑波」が引⽤ 134
⽂学 ⽂学 戯曲 歌舞伎 1804-1829 三⼈吉三 「筑波」が引⽤ 134
⽂学 ⽂学 戯曲 歌舞伎 1804-1829 京⿅⼦娘道成寺 「⼭づくし」の中で『⼊り合いの鐘を筑波⼭』 135

⽂学 ⽂学 戯曲 歌舞伎 1804-1829 助六
「傘に〜富⼠と筑波をかざし草〜」
「筑波根の姿涼しき夏⾐」

○ 135

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 1818-1829 ⽊村庄之助
⻄東 ⼭の錦や花すまひ
（⻄から東空呼び出された両⼒⼠がなかなか勝負がつかないように、男体、⼥体の紅葉はとのに錦を飾りどち
らも美しい）

筑波六丁⽬の旧登⼭⼝の⽯の⿃居近くに句
碑（⼗丁亥歳九⽉建⽴）あり

⻄東
の⼒
⼠

○ 192

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 ⼆宮尊徳（⼭雪） 1787-1856 不⼆は申さずまづむらさきの筑波⼭
⼆宮神社（栃⽊・芳賀郡⼆宮町）に句碑あ
り

○ ○ 201

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 ⻤沢⼤海 1793-1875 緑舎集 〜⼆並ぶ つくばの⼭を〜（「筑波⼭を詠む」より） ⼆ 155

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 徳川⻫昭 1800-1860 「〜⻄筑峰を望み、南仙湖に臨む。〜」（「後楽園記」の碑より）
「後楽園記」の碑は、⻫昭みずからの撰⽂
揮毫の碑⽂

⽔⼾ 143

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1830 ⾹川景樹 1769-1843 桂園⼀枝
つくはねのみどりばかりぞのこりける冬がれはてしむさしののはら（武蔵野の⽊が枯れ果て、筑波嶺の⽊の緑
だけが残っている）

江⼾ 158

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 佐久良東雄 1811-1860 薑園歌集
〜常にみれども ⼆並の〜（「筑波⼭を詠む⻑歌 」より）
⾒なれてもあかず筑波の⼭かづらあけゆく空にゆきぞ積れる
つくばねもあしほの⼭もおしなべて真⽩にみゆる雪のあけぼの

⼋郷出⾝ ⼆並 ○ 156 127

芸術 芸術 絵画 1833 旦霞 筑波⼭遠望 富⼠筑波隅⽥川の圖
歴史 研究 歴史 天狗党 1845 秋⽥重致 [編] 1845 筑波⼭事件.第22編 幕末古⽂書 37巻
⽂学 ⽂学 ⾵⼟記 1870 浅井幽清／書写 常陸国⾵⼟記 : 筑波郡

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1879 吉村明道 編
藤⽥⼩四郎等筑波⼭に楯籠る
事

近世太平記. 巻之上 東壁堂

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1880 朝野泰彦 編 筑波⼭ノ茶店ニ書ス ⼩学新撰童⼦通. 下 稲⽥源吉, 1880 2⾏のみ
信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1880 真野⼤誓 [他]
（⼆⼗⼀） 築波⼭餓⻤御⻫
度ノ事

御絵伝勧説. 巻之5 永⽥⽂昌堂 親鸞の話 護法館(1886)も発⾏

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 ⼤和⽥建樹 1857-1910 もみぢ葉を⽚敷きふして筑波⼭神に⼀夜の宿や借らまし ○ 50

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 伊藤破塵 1858-1939 冬がれや五⾥の筑波を眼のとまり
下館⼋幡神社に句碑あり
下館出⾝

○ ○ 98

信仰/観
光

⽂学 案内 1881
杉⼭令, 依⽥貞継 選
[他]

筑波秀黛 � 墨⽔⼆⼗四景記. 上 吉川半七 ○ 図あり

⽂学 ⽂学 詩歌 1882 寺⾨静軒 [他] 絹川望筑波⼭ � 静軒詩撰 ⼩林繁三 雙峰？尺上林端、影照絹川空翠寒、絶勝塵都墨河外、？糊千⾥隔天看
⻤怒
川

雙峰 ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1882 服部応賀 [他] 廿五 筑波⼤御堂 �
⻄国・坂東・秩⽗百番観
⾳霊験記. 坂東

児⽟弥吉 坂東⼗五番、⼤御堂、千⼿観⾳
⼭容の絵
なし

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1884 明治天皇 1852-1912 筑波嶺もゆき消えぬらし隅⽥川かはかみ遠く霞たなびく  など
隅⽥
川

東京 ○ ○ 186

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1884 菊亭静 尊攘紀聞筑波夢 太平堂

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1884 菊亭静 筑波⽔滸伝 今古堂等

天狗党の軍記物
1885年にも「螢雪堂」から「筑波⽔滸
伝」の上中下巻が発⾏
1886年にも「誾花堂」「今古堂等」から
発⾏
1888にも発⾏

歴史 研究 歴史 天狗党？ 1884 ⾼畠藍泉 (柳亭種彦) 蝶⿃筑波裾模様. 下之巻 愛善社
歴史 研究 歴史 天狗党？ 1884 ⾼畠藍泉 (柳亭種彦) 蝶⿃筑波裾模様. 中之巻 愛善社
歴史 研究 歴史 天狗党？ 1884 ⾼畠藍泉 (柳亭種彦) 蝶⿃筑波裾模様. 上之巻 愛善社
芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1884 ⽂部省⾳楽取調掛 編 富⼠筑波 ⼩学唱歌集. 第３編 ⽂部省 歌詞と楽譜 ○
信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1885 井⼝彊蔵, ⾓波郁⼆ 編 （七） 登築波⼭記 � 記事論説志伝簡牘⽂例. 上 浜本明昇堂[ほか]

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1885 植⽊枝盛 筑波⼭義徒盟書 報国纂録 : 慷慨義烈 来々舎
歴史 ⽂学 物語 天狗党 1885 清⽔市次郎 編 筑波⼭私盟の事 絵本徳川⼗五代記 鈴⽊喜右衛⾨[ほか]
歴史 ⽂学 物語 天狗党 1886 ⾼峯⻁治郎 筑波⼭私盟の事/462p 絵本徳川⼗五代記 ⾼峯⻁治郎

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1886 佐藤為三郎 編
筑波⼭結党の事 並に武⽥等
加州に投ずる事

袖珍絵本徳川⼗五代記 此村彦助

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1886 瀬川如皐
第三回 神感貞婦除危難烈⼥
守義⼊筑波 �

総猨僣語 : 相⾺将⾨ ⽂事堂

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1886 清⽔市次郎 編 筑波⼭結党の事 徳川⼗五代記 清⽔市次郎 1886には⾚志忠雅堂も発⾏

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1886 清⽔市次郎 編 筑波⼭私盟の事 絵本徳川⼗五代記 駸々堂
1886には東雲堂, 中川初蔵, 中川初蔵から
も発⾏

⽂学 ⽂学 戯曲 1887 須原畏三 編 筑波でいやを富⼠額 芝居茶話 清⽔太兵衛 ○
歴史 ⽂学 物語 天狗党 1887 加藤勘七 (東洲)[他] 下妻合戦筑波勢夜撃の事 中外古今英雄軍談 今古堂
歴史 ⽂学 物語 天狗党 1887 清⽔市次郎 編 筑波⼭結党の事 絵本徳川⼗五代記 銀花堂

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1887 ⻘⽊輔清
第廿七章 将軍再び上洛の事
並⽔⼾の藤⽥等兵を筑波⼭に
起す事

通俗⽇本外史 : ⼀名・通
俗近世国史略の続編. 続編

同盟分舎

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1887 鈴⽊源四郎 編 筑波⼭私盟の事 絵本徳川⼗五代記 鈴⽊源四郎

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1887
筑波⼭結党の事 並に武⽥等
加州に投ずる事

袖珍絵本徳川⼗五代記 駸々堂

芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1887 荒井清作 編[他] （六三） 富⼠筑波 � ひらかな唱歌⼤全 佩⽟堂 歌詞 ○

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1888 岡本武雄
筑波の乱及ひ⽔⼾の内訌並に
武⽥の⼀党最期の事

戊⾠始末 : 王政復古. 巻１
下

⾦港堂

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1888 ⼩⼭朝弘 (春⼭) 編

市川等⽔⼾城ニ拠ル事並筑波
軍⽔⼾ヲ襲フ事 �
武⽥伊賀守並筑波軍那珂湊退
陣榊原等幕府ニ降伏ノ事

常野戦争誌略 ⼩⼭朝弘
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発行
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 1889 正岡⼦規 1867-1902 ⽔⼾紀⾏ など

⼆⽇路は筑波にそふて⽇ぞ⻑き
⽩雲の布団の中につつまれてならんで寝たり⼥体男体
⾚とんぼ筑波に雲もなかりけり（根岸の庵からの眺望） （以上、「⽔⼾紀⾏」より）
⽩し⻘し相⽣の筑波けさの春（明治27）

「⽔⼾紀⾏」は紀⾏⽂
⻑塚節の師
俳句を短詩型の⽂学として確⽴
東京からの遠望の句あり

⽔⼾
東京

⽩雲
の布
団

⼥体
男体

○ ○ ○ 24 45

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1889 岡本武雄 著
筑波の乱及ひ⽔⼾の内訌并に
武⽥の⼀党最期の事/256丁

王制復古戊⾠始末. 巻1下 ⾦港堂

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1889 岡本武雄 著 廿 筑波の乱 � 戊⾠始末 : 王政復古. 巻１ ⾦港堂
歴史 ⽂学 物語 天狗党 1889 著者不詳 筑波⼭結党の事 絵本徳川⼗五代記 ⾨⼾平吉

⽂学 ⽂学 詩歌
和歌、俳
句

⼩川芋銭 1868-1938

南に⼭なし都玖波を背負う冬⾄かな
筑波⼭男⼭の上にふる霧は⽊末にこおり花とゆれつつ
筑波根の新桑の芽や春の⽔
よく上がる⼤凧速し筑波東⾵（こち）

絵画、⽜久沼の河童 ○ ○ ○ ○ 50 49

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 杉村楚⼈冠 1872-1945 筑波⾒ゆ冬晴のおほいなる空に 我孫⼦市の楚⼈冠公園に句碑あり ○ 51

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 相島虚吼 1867-1935 寒中筑波登⼭（五句）

雪の富⼠⼣焼雲のたゝ中に
腸の凍てなんとする神酒哉
冬霞かすみが浦に⽴ち初めて
⼭上や北⾵（きた）に葺かれて⽥楽屋
夫婦餅⿊々訳や⼤榾⽕（ほたび）

⼩⽥出⾝、⽂⼈政治家 ○ ○ ○ ○ 58

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 河東碧梧桐 1873-1937 筑波⾒て上らんと思う秋の情 ⼦規の⾼弟 ○ 48

⽂学 ⽂学 詩歌 1892 ⼋城⼆道 編 筑波根集 皇学会

はるきぬと雪けの雲の晴間よを霞うめた？をつくは⼭
處⼥⼦かひとふたみよと筑波嶺のこのもかのもに⽴霞哉
筑波嶺もほの？に⾒えて浦の名の霞うふかき春の⼣なき筑波⼭このもかのもに⽩雲のかかると⾒しは櫻なりけ
り

○ ○ ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1892
伽監勅号並鏡＠影筑波岩窟餓
⻤趣之条

親鸞聖⼈御実伝記 三友舎[ほか] 親鸞の話 ⼤川書店（1911）も発⾏

芸術 芸術 絵画 1894 尾形耕⼀ 画 第⼗三図 常陸筑波⼭の景 ⽇本名勝画譜 榊原⽂盛堂
芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1894 塩⽥⽵軒 (⼸吉) 編 （六） 富⼠筑波 唱歌詞集 鍾秀閣 歌詞 ○

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1896 薄井 ⻯之 筑波騒動実歴談
名家談叢 第8号
談叢社／編

談叢社 1896-04

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1897 (越佐叢書) / ⼤橋璞
惣吉筑波根路へ逃去る事並菊
蔵任侠仇討を妨る事

敵討越の⽩雪 : ⼀名・新
発⽥讐討

樋⼝源吉

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1898 徳富蘆花 1868-1927 ⻘⼭⽩雲、⻘蘆集
眼は先づ〜当⾯に筑波⼭を⾒るなり。さきには之を枯野の果に⾒、冬⽊⽴の梢に⾒き。〜（「⻘⼭⽩雲」の
「⽔国の秋」）
〜浮島も筑波の⼭も消え果てて、霞ヶ浦にはるさめぞ降る（「⻘蘆集」の「⾬の⽔国」）

東京から銚⼦へ、⽔郷の旅の際の紀⾏「⽔
国の秋」

○ ○ ○ 42

⽂学 教育 1899 教育研究所 編 第⼀課 筑波⼭（忠君）
⾼等⼩学修⾝教典. ⽣徒⽤
巻3

普及舎 筑波峰の このもかのもに かげはあれと 君かみかけに ますかけはなし（古今集東歌の常磐歌）

⽂学 ⽂学 詩歌 1899 ⼤和⽥建樹
筑波詣 �
筑波⼭（歌） �

深⼭桜 : 散⽂韻⽂ 博⽂館

筑波まうで：歌と紀⾏
⼟浦まで汽⾞、⾅井まで⾞。紅葉を⾒に⾏く。梟の⽿⽴て。富⼠⼭。⽯の⿃居。⽯段の道。結束に泊まる。御
神橋。楼⾨。桜塚の名⽊の桜。五軒茶屋。御幸ヶ原からの蘆穂⼭・我国⼭・加波⼭、真壁の⼈家、桜川。扁額
（依雲亭）。夫婦餅。天の浮橋。⽴⾝⽯。⼥体⼭から霞ヶ浦、⿅島銚⼦、⽥、⼤⿊岩、出船⼊船⽯、胎内くぐ
り、⾼天の原、弁慶七戻。吾亦紅、リンドウ、⾍の⾳。⽩瀧。蜜柑。⾞で⼟浦まで。「筑波⼭うすむらさきに
霞みて。もはや紅葉の⾊も⾒えず。」

筑波⼭（歌）：
筑波⼭みね⼆つあり南には男の神いまし
北には⼥の神⽴たす⼥の神の⽴たす⾼ねに
秋深く登りて⾒れば空を近く⼈とほし
ゆく⾈の末はるばるとながめくる霞が浦は
うなゐ⼦がすさびに作る箱庭にたたへし⽔か
⽔や空々や海なる海ごしの富⼠の⾼ねば
庖⼥（くりやめ）が洗ひて伏せし盆の上のその盆か
⾈よする⿅島のあたり浪かかる銚⼦の⼊江
おもかげに⾒えてぞ霞む⼼あての⼟浦まなべ
昨⽇来し道もかくれずこのながめかねて知りせば
遠眼鏡もてこんものを取りのごと⽥に⽴ちならび
晩稲かる賤も⾒ましを此神の⾒はるかします
海⼭を寫さん筆の⼿⼒もがな

霞ヶ
浦千
波湖

⼥の
神

男の
神

奇し
き⼭

○ 歌と紀⾏

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1899 遅塚麗⽔ (⾦太郎) 著 筑波の東、浜街道 ⽇本名勝記. 上巻 春陽 朝は藍、⼣は紫、隅⽥川の上に⾒る筑波⼭。
巨⽯、⼭頂からの眺望
127-131

○ ○ ○

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1899 川瀬教⽂[他]

総勢筑波⼭を発し宇都宮に赴
く �
⽥丸直允等筑波⼭に拠る �
筑波⼭勢引揚並市川党⽔⼾に
て暴威を振ふ

波⼭始末 伊藤岩治郎
筑波⼭図
あり

⽂学 ⽂学 詩歌 1900
久保天随, 中内蝶⼆／
共著

筑波の落葉（蝶⼆） 藻がり⾈ : 美⽂韻⽂ 鐘美堂本店

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1900 ⼭⽥愷 著 ⼆⼀ 筑波⼭に登る記（仝）
⼩学校⽤修学旅⾏遠⾜之
友

松崎半造等
８⽉に筑波⼭に登った記録。
上野→⼟浦→徒歩→筑波町で１泊→男体、⼥体→筑波町→岩瀬→⼩⼭

65-69

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1900 富本⻑洲 (温) 筑波⼭ニ登ル記 地理歴史勝地記⽂ ⼜間精華堂 「⼭を称すれば富嶽筑峯を⽈ふ」 ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1900 鈴⽊江⼭ 筑波のみね 天然の声 ⽂学同志会 筑波町→江⼾屋→神社→男体、⼥体→筑波町
「枕頭の⼭⽔」(1901)内にも「筑波のみ
ね」（19-23）あり

○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1900
伽藍勅号並鏡御影 筑波＠窟
餓⻤趣之条

親鸞聖⼈御⼀代記図絵 護法館 親鸞の話 80-83

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1900 神⽥伯林 講演[他] 忠孝筑波の仇討 ⽇吉堂
芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1900 村越皎村 編[他] 第⼗⼀ 富⼠筑波 唱歌集 : 校⽤新撰. 第２編 松成堂 歌詞と楽譜 ○

⽂学 ⽂学 詩歌
和歌、⼩
説

⻑塚節 1879-1915 ⼩説「芋掘り」など

筑波嶺ゆ振りさけ⾒れば⽔の狭沼 ⽔の広沼霞たなびく（春）
さ蕨の萌え出づる春に⼆たびを い⾏きかむ⼭の筑波しうるはし（晩秋）
おくて⽥の稲刈るころゆ⼣されば筑波の⼭のむらさきに⾒ゆ
草枕旅ゆきなれし吾なれど ⼭坂越せばいたし⾜うらは（登⼭後の歌）
「⻤怒川の⼟⼿には〜。刈⽥の跡の⽔のやうな冷たい秋が暮れて⼜冬が来た。〜筑波⼭は⾒る⾒る濃
い紫に染まって来た。」

結城出⾝
短歌、写⽣⽂、⼩説など

⻤怒
川

結城 ○ ○ ○ ○ ○ 16 34

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 横瀬夜⾬ 1878-1934

「やれだいこ」「お才」
「筑波に登る」「沼に
て」など詩
「雪明り」随筆集

「⼥男（ふたり）居てさへ筑波の⼭に霧がかかれば寂しいもの〜
弥彦⼭から⾒た筑波値を今は麓で泣かうとは〜（「お才」より）」

下妻出⾝、筑波根詩⼈ 下妻 ⼥男 ○ ○ 10 19
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 詩歌 作詞 野⼝⾬情 1882-1945 筑波⼩唄、筑波節など

富⼠はなつかし筑波はいとし〜（⻯ヶ崎⼩唄）
⿅島灘から初⽇が昇りゃ筑波⼭まで夜が明ける（⿅島囃⼦）
⾚城筑波も左と右に今⽇も⾜利ハイキング（⾜利節）
霞ヶ浦の⽔に浮く⼭は筑波の優（やさ）すがた（茨城県⾏進曲）

北茨城出⾝
⺠謡、筑波節、筑波⼩唄

霞ヶ
浦

⾜
利、
⿅

島、
⿓ケ
崎

○ ○ 20

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 清宮⽀峰 1879-1954 筑波嶺に雲⽴てば畑打急ぐ
下館出⾝
下館定林寺に句碑あり

○ ○ 98

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 窪⽥空穂 1877-1967 筑波やま男峰のなだり⽉に追ひてなだれ極まる裾を⾒にけり 53

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 仁保雄三郎 1875-1955

筑波嶺や歌ガイ懐古（おも）へば遠ながらけさ⼆峰に雪のつもれる
むらさきの⼭や霞の春⽇和雌雄の⼆嶺そよかぜもなし
しだり葉の光り照りはふ⻘⼩⽥に筑波颪のゆふ⾵ぞ吹く
対屋の筑波の嶺は春かすみ雲雀はうたふくもつんざきて など

真壁出⾝、横瀬夜⾬と同時代の筑波根歌⼈ ⼆峰 ○ ○ ○ ○ ○ 80

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 薄⽥泣菫 1877-1945
〜富⼠こそ問へれ、しろがねの被⾐も揺に、「やよ筑波、⼋⼗伴の緒は⽟ぶちの冠も⾼に、〜（「筑波紫」よ
り）

古語廃語を復活して⽂語定型詩を完成させ
た象徴派詩⼈
富⼠と筑波の問答を詩にしている

○ ○ 17

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 鈴⽊花蓑 1881-1942 鴛鴦（おしどり）進むやしさるが如く筑波⼭ 秋桜⼦らの師 48

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 与謝野晶⼦ 1878-1942 冬柏
国ひろく紫⽟を溶きし流あり霞のいろを云ふなりこれは
春⾬のやうに筑波の⽔の鳴り夜ぞ初まれる葉⼭しげ⼭
神ませば机のやうに撫でて⽌む⼥体の⼭のいただきの雪 など

短歌。登⼭して詠んだ歌。 ○ ○ 40

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1901 17編 筑波紀⾏ 俳諧⽂庫 17-24編 博⽂館

⿓ケ崎の杉野⽒翠兄らと筑波⼭詣出。道中に歌を詠む。登⼭には先達を雇う。
夏⼭や⽔恋そむるみなの川
卯の花の中から⽩し⼭櫻
つくは⼭端⼭は？の志けり哉
などの句を読む。
⼟産物として蓍萩（メドハギ）つくはね⿅茸（ロクジョウ）

○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1901 ⼤町桂⽉ 春の筑波⼭ � ⼀蓑⼀笠 博⽂館 利根川を過ぎて筑波⼭がみえる。「霞に暮れゆく〜」

筑波⼭に登って⼀句「我れ獨り空に残りし
霞かな」
下りて⼀⾸「呼びかはす聲も霞に消にゆき
て⼣陰寒し男筑波のやま」
「関東の⼭⽔」（1909）と同じ部分あり

○

信仰/観
光

観光 1901 河原井七之助 著
筑波町 �
筑波郡村⼤字名名所旧跡

茨城県案内 河原井七之助 連歌岳、ヤマトタケル、茶亭、男⼥川 表紙に図

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1902 柳澤 鶴吉 筑波⼭と霞ケ浦 常南通信社
⽂学 ⽂学 紀⾏ 1902 国府種徳 (犀東) 霞の筑波 花籃集 新声社 朝⼣の霞が少し薄らんだ時分に薄紫の淡⾊〜に⾒える。 62-63 ○ ○ ○
信仰/観
光

⽂学 案内 1902
筑波⼭筑波神社 �
筑波⼭⾼間原 �

仁⼭智⽔帖 光村写真部 ⼭頂からの眺望、夏に来る⼈多い。
神社の写
真のみ

芸術 芸術 絵画 1902 川端⻁三郎 編
４７ 富⼠筑波図 ⼆幅対
村上⽂七君蔵 �

⽟章画集 画報社

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1903 井上通泰 筑波⼭ノ歌 蕃⼭考. 72p 岡⼭県 新古今集.恋ノ⼀「ツクバ⼭ハヤマシゲヤマシゲケレド思ヒ⼊ルニハサハラザリケリ」の批評 19-20
歴史 研究 歴史 天狗党？ 1903 関⼾覚蔵 編 筑波⼭の会 東陲⺠権史 養勇館

信仰/観
光

観光 1904 岩上⻑作 筑波⼭ 交通世界社 筑波颪、測候所、
観光資源の列挙あり
筑波⼭全容の写真は不明瞭
1975（崙書房）にも発⾏

○

信仰/観
光

観光 1904 光彰館／編纂 筑波神社 ⼤⽇本名蹟図誌 第11編 光彰館 絵画あり。

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1905
(早稲⽥⼤学三⼗⼋年
度⽂学教育科第⼆学年
講義録) / 千秋季隆 述

筑波⼭ �
謡物評釈 : 催⾺楽歌東遊
歌⾵俗歌評釈

早稲⽥⼤学出版部
「筑波嶺のこのもかのもにかげはあれどや君がみ影に増すかげもますかげもなしや」批評
⾵俗歌「つくば⼭は、⼭しげ⼭、繁けきをぞや、たが⼦も通ふな、下にかよへ、わが妻は下に」の批評

108-109 繁⼭

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1905 茅原廉太郎 『筑波⼭』に題す
向上の⼀路 : 社会主義の
新福⾳

⽇⾼有隣堂 筑波⼭は名⼭。

歴史 研究 歴史 天狗党 1905 桜⽊章 第四〇章 筑波颪 側⾯観幕末史 啓成社

⽂学 ⽂学 詩歌 1906 薄⽥泣菫 筑波紫 ⽩⽺宮 ⾦尾⽂淵堂
詩「筑波紫」
夜は明けぬ。⼆の新代の朝ぼらけ、国の兄姫の⻑すがた、富⼠こそ問へれ、〜

？ ○

⽂学 ⽂学 物語 1906 三宅⻘軒 四⼗⼆ 富⼠と筑波 続⿃さし胆助 : 豪傑⼩説 ⼤学館 武道の戦いの話。富⼠筑波関係ない。 78-80
歴史 研究 歴史 天狗党 1906 柳沢鶴吉 筑波党と⼟浦 近世⼟浦⼩史 常南通信社
⽂学 ⽂学 戯曲 1907 筑波裾野狸牧狩 南新⼆軽妙集 籾⼭書店 7-36
信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1907 秋の筑波⼭ ⾵俗画報374号11⽉ 紀⾏⽂、緑翠、⼭頂の絶景、 ○ ○

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1907 筑波⼭探検（⼆） ⾵俗画報376号12⽉
紀⾏⽂、親鸞、ブナ、⾃然
江⼾屋→男体⼭→⼥体⼭

その他 ⽂学 紀⾏ 1907 ⽩柳秀湖 筑波颪 離愁 隆⽂館 板橋、往時、瀧の川、巣鴨、染井、曙町、、、、に抜ける筑波颪 ○

⽂学 ⽂学 詩歌 1908 清⽔橘村 筑波紫 筑波紫 : 新体詩集 ⽇⾼有倫堂 筑波⼭に直接関係ない ○

筑波⼭と
は関係な
いけど
「紫」と
ある

⽂学 ⽂学 物語 1908 三宅⻘軒 【五⼗】 富⼠と筑波
富⼠⼋郎 : 豪傑⼩説. 〔前
編〕

⼤学館 「富⼠に向かった筑波⼭、」？？？ 92-94 ○

信仰/観
光

観光 1908 柳沢鶴吉 編
筑波街道 �
紫の筑波

常⼭総⽔ : 名勝古蹟 柳旦堂東京出張所
筑波街道に寺、⼩⽥城址、宝きょうさんなどの紹介

ほんのりと筑波は⻘き霞哉（柳旦）
⾏春や紫さむる筑波⼭（蕪村）
29-32
紫の筑波⼭の話あり

○

信仰/観
光

観光 1908 筑波⼭（承前） ⾵俗画報377号1⽉ 陽成院などの歌。観光資源の列挙

歴史 研究 歴史 天狗党 1908 ⼤橋, 義三, 微笑⼩史 近世歴史雪⽉花ノ内筑波の⽉ ⻘⽊嵩⼭堂

芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1908 町⽥桜園 富⼠筑波 �
ヴァイオリン独習⾃在 :
速成簡易

盛林堂 歌詞と楽譜 ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1909 ⼤町桂⽉ 第⼆節 筑波⼭ 関東の⼭⽔ 博⽂館 「富⼠の⽩？、筑波の翠薰、これ関東の⼆⼤美観也」 ４⽉に登る。 ○
図あるが
⼭容なし

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1909 空閑知鵞治 六 筑波⼭麓 � ⼩懴悔 福⾳社 東京から筑波⼭に逃げてきて私塾を開いた。 12-13 ○

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1910 育成会編輯部 筑波⼭（⼝碑） � 史上の錦 : 児童訓話 育成会
⾵⼟記の筑波と富⼠の話から派⽣した話。
⻘、紫、紺⻘、うす紫、藤⾊の着物を織ってもらう。

○ ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1910 深広
⼤師筑波権現の加被⼒にて絹
川を渡り給ふ

御伝鈔説教録. 巻之上 護法館 624番の筑波権現の話とおなじ

信仰/観
光

観光 1910 博愛館編輯所 編
第四図 筑波⼭。⼤洗。⽔⼾
公園。霞ケ浦。 �

東京近傍避暑避寒案内地
図

博愛館 筑波神社、椎尾薬師、男体⼭、⼥体⼭。、命観⾳の紹介 絵は地図のみ

信仰/観
光

観光 1910 筑波神社の祭典 ⾵俗画報409号6⽉ 絵のみ
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

信仰/観
光

観光 1910 筑波神社⼤祭之圖 ⾵俗画報408号5⽉ お祭りの次第の説明

歴史 研究 歴史 天狗党 1910
⽟⽥⽟秀斎 講演, ⼭⽥
唯夫 速記

筑波⼭⼤仇討 ⽴川⽂明堂

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 四賀光⼦ 1885-1976 ⽔に浮きて町も若葉のしげりなりつくばを雲のはなれかねたる ○ ○ 53
⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 松村英⼀ 1889-1981 眼の前の岩⼭の秀に⽴ち迷ふさ霧うすれて⽇のあかりさす ○ 53

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 ⽊村楽軒 1891-1981 筑波

筑波背に⻨踏む姉妹語らざる
暁の⿊⽊筑波や初鴉
⾏く秋や紫匂ふ筑波⼭
⽊枯や筑波の嶺を尖らしめ など

真壁出⾝、筑波根俳⼈、眺望句、写⽣句 ○ ○ ○ 68

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 荒井星花 1887-1942 〜筑波の⼭底はまつたく初秋の季節だ〜（「男体⼭への道」より）
真壁出⾝
「筑波⼭が袖をふってゐる」「男体⼭への
道」「ケーブルカー」など⼆百余編あり

○ 76

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 ⾈橋秋⾬ 1890-1919 常陸なるを筑波⾒ませ拝みませ⽩妙にして⼆並みませる など ⼋郷出⾝、短歌 ○？ ○ ⼆並 82

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 富安⾵⽣ 1885-1979
⾈ゆけば筑波したがふ芦の花
頂に出て落葉なき眺めかな
桑畑に無⼈踏切初筑波

虚⼦に師事。昭和8年潮来に遊ぶ ○ ○ 48

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 橋本徳寿 1894-1989 筑波嶺を低しと思うになほひくき⼭々ありてつづくあわれや 50

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 古泉千樫 1886-1927

「筑波⼭  宗道より五⾥に夜道なり
野は暮れて道しろじろし草鞋にかへし⾜もと踏みて⾒にけり
⽬をかれぬ筑波繁⼭ほの⽩く霞たなびき春の⽉てれり
筑波⼭さ夜はふけつつイ磴道（いしみち）に娼家のあかり照りて寂しも
霜どけし尾の上の⼟を踏みゆけばぶなの⽊にゐて鶯啼くも」   など

「⻑塚節歌集」の編集者
「⻤怒川」の連作後、筑波へ向かった

○ ○ ○ 52

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 松村英⼀ 1889-1981 やますげ
⼭裾の畑に植えたる莢⾖のふくらみ⽬につく此頃
この⼭の裾べにならぶ⻘草⼭霧吹きはれて明るくなれり   など

写実的歌⾵
⼤⼩8年に友と筑波⼭に登る

○ ○ 54

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 半⽥良平 1887-1945 野づかさ 筑波嶺を男峰⼥峰と隔てたる尾根を吹き越す霧の脚はやし 窪⽥空穂に師事
男峰
⼥峰

○ 55

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1911
横⼭ 達三（1871-
1943）横⼭健堂

帝都郊外と筑波⼭、筑波⼭中
の奇、筑波⼭と藤⽥⼩四郎・
桂⽉と絶頂にて分る・歌垣の
古跡、義公と筑波⼭・義公と
⼩⽥城址・神皇正統記起草の
処

新⼈国記 敬⽂館 1991にもあり

http://crd.
ndl.go.jp/r
eference/
modules/d
3ndlcrdent
ry/index.p
hp?page=
ref_view&i
d=100008
7118

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1911 ⾼⽊敏雄 筑波⼭ ⽇本神話物語 服部書店
カガイでにぎわう。
⾵⼟記の筑波と富⼠の話から派⽣した話。

○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1911 ⼤峰貫道 編
三⼗ 筑波⼭の餓⻤済度 �
三⼗三 筑波権現の護法

親鸞聖⼈⼆⼗四輩順拝記.
前

興教書院 親鸞の話

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1911 ⼤峰貫道 編 筑波⼭旧跡
親鸞聖⼈⼆⼗四輩順拝記.
後

興教書院 親鸞の話

信仰/観
光

研究 歴史 1911
中⼭ 信名／編 加納与
右衛⾨

筑波郡筑波⼭神社⼆座 新編常陸国誌 巻下 ⾵⼟記の富⼠筑波の話、万葉集の丹⽐眞⼈の筑波⼭登った歌などの歌の紹介

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1911 寺⽥五右衛⾨ 甲⼦筑波遣中⽇記 寺⽥閏三

芸術 芸術 絵画 1911
中村不折（1866-
1943）画・著

不折画集 第１ 筑波⼭，上⽑
三古碑及漫筆

光華堂

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 1912 横瀬夜⾬ 筑波雲 夜⾬集 ⼥⼦⽂壇社

「⻤怒川の流れ〜」
「今筑波は紫にたそがれて〜」
「〜野の花に⾒る紫の ⽉波（つくば）に君も離れ⾏くか〜」

要確認 ○ ○
紫の記述
あり

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1912 ⼤町桂⽉
秋の筑波⼭ �
⼆ 筑波登⼭

筆のすさび 富⼭房 ⼩⽥城跡を通る。
「桂⽉学⽣⽂範. 上編」（1917）の「秋の
筑波⼭」と同じ

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1912 野中菽⽔ 筑波の秀峰 ⼭⽔美⽂ 応来社 霞ヶ浦の湖上にうつる。秀峰。
1915「美⽂百篇（北⼭堂）」久保⺠⽣ 著
と同じ

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1912 茅原廉太郎 (華⼭) 筑波⼭かげ 華⼭⽂章 有朋館 朝の霧。 ○ ○ ○
⽂学 ⽂学 紀⾏ 1912 出版者不明 1912-00 筑波詣 東⻄南北 〔1〕

信仰/観
光

観光 1912
筑波⼭附近霞ケ浦沿岸
保勝会,霞ケ浦沿岸保勝
会 編

筑波⼭附近霞ケ浦沿岸⿅
島⾹取成⽥名勝案内

警眼社 地図のみ
表紙に⼭
容の絵あ
り

芸術 芸術 絵画 1912 滝和亭 画 (, 1912)
富⼠図、筑波図 双幅 東京
福島浪蔵君蔵

和亭集. 中 国華社

信仰/観
光

観光 1913 常総鉄道株式会社 編 筑波⼭ � 常総鉄道名勝案内 常総鉄道 下妻からが最も便がよい。⼭頂からの眺望、連歌岳（ヤマトタケルの逸話）、観測所、古今集の歌
下妻から
⾒た⼭容
写真

信仰/観
光

観光 1913 杉⼭ 友章／著 筑波誌 筑波⼭神社 附近の名勝、⾃然、神社の遠隔、登⼭の順序
1922,1926,1975,1980にも発⾏（1975年版
を参照）

信仰/観
光

観光 1913 筑波教育会 編 筑波郡案内記 筑波教育会
名跡、登⼭案内、筑波⼭事件のこと。
陽成院の歌。

巻頭に筑波⼭全容の写真あり
1919発⾏では表紙に絵あり

信仰/観
光

観光 1913
筑波⼭附近霞ケ浦沿岸
保勝会

筑波⼭霞ケ浦名勝案内.
[⼤正2年]

筑波⼭附近霞ケ浦沿岸保
勝会

「筑波⼭は富⼠と共に天下の名⼭として推称され」
筑波⼭附近霞ケ浦沿岸⿅島⾹取成⽥名勝案
内(1912）と同じ表紙
1914年にも発⾏

○

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1913 渋沢⻘淵 [著][他]
筑波⼭に⽴籠つた藤⽥等徒党
の出京

⾬夜物語 : ⻘淵先⽣世路
⽇記

択善社

歴史 研究 歴史 天狗党 1913 早稲⽥⼤学編輯部 編

第廿⼆ 藤⽥信、◇野に義徒
を聚む 激徒退いて筑波⼭に
拠る �
第廿三 筑波勢、下妻に⼤勝
す 義挙⼀敗恨⻑く存す

通俗⽇本全史. 第１８巻
明治太平記 上（薄⽥斬
雲）

早稲⽥⼤学出版部

芸術 芸術 絵画 1913 ⼩川千甕 画 五⼆ 筑波秋⾊ 千甕画集 ⼩川多三郎 画集

その他 研究 歴史 歴史 1913 第⼗⼀ 筑波⼭發展策 �
茨城県筑波郡施設経営. 前
編

筑波教育会
筑波は富⼠につぐ名⼭。測候所、地震計。柚⽺羹、夫婦餅、あられ。
県知事の演説。

114-125

信仰/観
光

観光 1914
筑波⼭附近霞ケ浦沿岸
保勝会 編

⼟浦ヲ起點トシ筑波ヲ經テ兩
⽑線岩瀬驛ニ⾄ル

筑波⼭霞ケ浦名勝案内
[⼤正3年]

筑波⼭霞ケ浦保勝会 「筑波⼭は富⼠と共に天下の名⼭として推称され」 ○ 写真なし

芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1914 町⽥桜園 富⼠筑波 � 琴曲独まなび. 第2 盛林堂 歌詞と楽譜 ○

その他 記事 1914
東京⼤正博覧会案内編
輯局 編

教育學藝館に筑波⼭ 東京⼤正博覧会観覧案内 ⽂洋社 博覧会にて筑波⼭の模型と⾃然研究の発表
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⽂学 ⽂学 紀⾏ 1915 落合浪雄
第⼗三線 ⿅島詣（成⽥參詣
と筑波⼭） �

漫遊案内七⽇の旅 有⽂堂書店 陽成院の歌の記載。 ⼀の⿃居の写真のみ

芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1915 橘実⼦, 斎藤笹⾈ 富⼠筑波 � ⾳譜ハーモニカ独まなび 国華堂 歌詞と楽譜 ○
信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1916 河東碧梧桐 寄書:筑波⼭
ツーリスト（1916年2⽉,
12）

紀⾏⽂、江⼾⽂学者が富⼠筑波並称。その他筑波⼭の概観。 写真無

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1917 ⽥⼭花袋
筑波の⻄麓 �
筑波⼭

⼭⽔⼩記 富⽥⽂陽堂
「筑波の翠⾊」
「農⺠の⽣活を思はしめる」
⼭頂からの富⼠の眺め。「筑波の位置を⼤きくしたのが富⼠だ」

○ ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1917 ⽥⼭花袋 筑波⼭の裏 ⼭へ海へ 春陽堂
筑波⼭には登っていない。
「筑波の⻘螺」「筑波は富⼠と共に、東京の⼭の⼀つである」
⽇の光線によって碧く、褐⾊、紫⾊に⾒える

「本宗道あたりに⾏くと、筑波の翠微が実
に近い」
北畠親房の話。

○ ○ ○ 写真なし

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1917 ⽥⼭花袋 ⼆⼗ 霞ヶ浦と筑波⽅⾯ 旅 博⽂館 ⼩⽥城跡、北条の多気の城址、泉観⾳、蚕影神社、加波⼭
芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1917 葛⽣勇 編 富⼠筑波 � 最新流⾏⼤正琴独習 中川⽟成堂   � 楽譜 ○
⽂学 ⽂学 1918 ⽴林 ⽔城 常総碑⽂集・筑波⼭碑 茨城史談 第3輯 修史閣

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1918 ⽩井規⼀, 島⽥⽜稚 五 筑波⼭
趣味の地理. 第1編 (⽇本
の⼭⽔美)

博⽂館
「随分遠くから⾒える」
東京湾に⼊った船は筑波が⾒える。

○

信仰/観
光

観光 1918
 (科外教育叢書 ; 第40)
/ 正⽊貞⼆郎 [著]

第⼗⼀節 筑波の秀峯 ⽇本の名勝 科外教育叢書刊⾏会 嵐雪の歌。⼥体⼭から登る。連歌岳、ひょせき、男⼥川。陽成院の歌。 ⼭容の図なし ○

信仰/観
光

観光 1918 伊藤省三 編 ⼀ 筑波⼭神社 利根川勝地案内 伊藤省三 「富⼠に次ぐ関東の名⼭」。陽成院などの歌。
2つの社殿、観測所、男⼥川、五軒茶屋の
写真（p.107）

○

信仰/観
光

⽂学 詩歌 1918 若⽉紫蘭 筑波⼭
ツーリスト（1918年5
⽉,35）

若⽉紫蘭の歌12⾸。朝霧。 ○
筑波⼭の
写真無

信仰/観
光

観光 1918 ⼩松保雄 著 筑波鉄道沿線案内誌 実業倶楽部 筑波参拝順路。⼟浦から北条で下⾞。岩瀬から筑波で下⾞
富⼠と筑波は我国⼆⼤霊峰で名⼭。名勝、
霊⼭、詩歌、避暑地。

表紙に筑
波⼭の絵

信仰/観
光

観光 1918 ⻄⽥繁造 編
茨城縣 霞ヶ浦より筑波⼭を
望む

⽇本名勝旧蹟産業写真集.
関東地⽅之部

富⽥屋書店 観測所。
霞ヶ浦越
しの筑波
⼭の写真

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1918 ⽯川豊彦 編
五⼆、 筑波⼭窟の諸⻤を濟
度す

浄⼟真宗御開⼭聖⼈御伝
絵

浄⼟真宗報恩会 親鸞の話

信仰/観
光

観光 1918 ⼤塚周作 著
⼀ 筑波神社宝物
⼀ 筑波登⼭案内 �
⼀ 筑波神社の沿⾰

筑波登⼭之友 : ⼀名・筑
波⼭詳解

⼤塚周作 陽成院の歌。
絵なし
「双峯」
と記載

歴史 研究 歴史 天狗党 1918 柿村重松 第四 筑波諸⼠
⼠気⿎吹維新烈⼠詩伝 :
附・浩然気要論

帝国教育研究会

歴史 研究 歴史 天狗党 1918 渋沢栄⼀
第⼗七章 筑波勢の⻄上と公
の海津出陣

徳川慶喜公伝. 巻３ ⻯⾨社

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 1919 室⽣犀星 筑波⼭の⼭ふところ 第⼆愛の詩集 ⽂武堂書店 筑波⼭ふところに実る果実（ザボン）を東京へ持って帰る、という詩

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1919 ⼩池素康 ⼗七、 筑波登⼭ ⽔郷めぐり 美術研精会
⽯段→江⼾屋で⼀泊→男体
天狗党の話

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1919 松川⼆郎 紫の筑波 ⽇がへりの旅 : 郊外探勝 東⽂堂
紫の筑波
男体、⼥体、男体、椎尾

○
⼭容の写
真はなし

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1919 ⽇下部四郎太 ⼋ 筑波登⼭ ⼆⼈⾏脚 : 信仰仏利 ⼤⽇本雄弁会 ⼥体、男体、 1924にも出版 写真なし

⽂学 ⽂学 戯曲 1919 稀書複製会 編 けいせい筑波⼭ ⽶⼭堂
「稀書解説. 第1編（1926, ⽶⼭堂）」、
「新編稀書複製会叢書 第１９巻(歌舞伎・
狂⾔本)（1990,臨川書店）」にも発⾏

信仰/観
光

観光 1919 築地 秀晃／著 筑波しるべ 寺⽥書店 紫峰、霞ヶ浦に映る、⼟産物の紹介など ○ ○

信仰/観
光

観光 1919 富⼭ ⽵次郎／編 筑波登⼭紀念写真帖 筑波神社社務所

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1920 ⾕⼝梨花 筑波⼭ 名所ところどころ 博⽂館
「雪は申さずまづ紫の筑波⼭」
⽩き富⼠と並べて〜

○ ○

富⼠に
登った⼈
は筑波に
も上らね
ば

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 中村正爾 1897-1964 筑波嶺は⼥男の神⼭並び⽴ち空をかぎりて乳房型の⼭ 神社境内に句碑あり
⼥男
乳房
型

52

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 吉野秀雄 1902-1967 ⼭つつじまよらかにして芽をつづる⼥体の路は園のごとしも ○ 53

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 藤⽥祐四郎 1895-1971

つくばねのふもとの⻨は穂孕みて妹が住む辺に向きかそよがむ
さよ霧にぬれて咲くとふをつくばの⼭の⾕間のかたくりの花
夏桑のしげりつづける国原に⼆峰常⽴つ⼭の尊さ
稲刈りを終へて仰げば筑波嶺のなぞへはいたく⼣焼けにけり
川越しに⾒ればゆゆしくそそりたつかれかやぐさの上に筑波⼭   など

真壁出⾝ 川越 ⼆峰 ○ ○ ○ 64

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 ⼩宇⽥ふみ 1897-1975 巣守り歌、埋み⽕
筑波おろし⼣べは寒し寄り合ひて唄へる⼦らが声とぎれつつ
⾒のかぎりさやぐ⻘波筑波野の⼣草刈りはたぐひなき避暑
笠脱げば瞳にさやかなり⼣虹のぬれしなないろ筑波野にたちて など

洞下出⾝、歌集「巣守り歌」（1969）、
「埋み⽕」」（1977）、筑波根歌⼈

○ ○ ○ ○ 66

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 友常幸⼀ 1896-1954 雲去来

筑波嶺にかたよる雲を朝に⾒つ⼣べに⾒つつ春来つと思ふ
筑波⼭あしたは雲のふきはれてゆふべにいよる秋たけにけり
⾬雲のの⽚寄りにつつ筑波⼭そぎたつ嶺に⼣明りあり
ここにきておどろきにけり⼩筑波の⼭のおもての雪のともしさ  など

岩瀬出⾝ ○ ○ ○ 78

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 古⽮怜⼦ 1897-1981 ゆかり、森光

夫と⾒しつつじは遠き⽇となりて⾵返峠の秋⾵に佇つ
今朝も⼜柚⼦の梢に百⾆鳴きて筑波は遠し濃き紫に
筑波⾒よ⽥の⾯も⼩川も⻤怒も⾒よと別れの近き吾⼦の云ひ寄る
少年期の帰省の夫が歩みてふ下妻街道を筑波に向ふ
⼆嶺覆ふくもの動き静かにて筑波⼭道桜盛りなり など

岩井出⾝、歌集「ゆかり」、「森光」 ○ ○ ○ ⼆嶺 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 86

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 中村正爾 1897-1964 筑波嶺は⼥男の神⼭竝び⽴ち空をかぎりて乳房型の⼭ 神社下の万葉歌碑の脇にある

⼥男
の神
⼭

乳房
型

51

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 ⿅児島寿蔵 1898-1982 潮汐
畑こえてかすかに野⽕の煙るなり筑波の⼭のふもと野にして
たてこめし障⼦うるめり筑波嶺の⽇のくれがたのふかき霧⾬
筑波嶺はさやにあかるし麓べの畠にのこる朝靄のいろ   など

歌⼈・⼈形作家 ○ ○ 51

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 吉野秀雄 1902-1967 苔径集
筑波嶺の趨出（わしりで）みれば新萌えの班濃い（むらご）のみどり裾に落ちたり
⼭つつじきよらかにして芽をつづる⼥体の路は園の如しも

常州筑波⾏（昭和10年） ○ ○ 55

⽂学 ⽂学 詩歌 作詞 市村荘雄⼀ 1903-1975 ⼟浦⼩唄（歌集）
筑波おろしに帆をはらませて霞浦の湖上の帆引網〜（「筑波おろしに」より）
〜筑波のお⼭もねんこした雲のねんこと⽩頭⼱⼣焼け⼩焼けのたんぼみち〜（「筑波の⼦守唄」より）

筑波郡出⾝
「筑波のガマ」「夫婦餅」などの詩もあり

霞ヶ
浦

○ ○ ○ 88

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1921 ⾼橋淡⽔ （⼀⼀） 筑波登⼭ 松陰と左内 : 驚天動地 下村書房 ⼭頂から富⼠⼭を眺めた。 松陰の筑波登⼭の話
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 物語 1921 森暁紅

溜息を筑波の茶屋（前編）
⼤寳の庵室 �
溜息を筑波の茶屋（後編）
汗となりぬる �

⿃渡⽇帰り⼀泊⼆泊のん
きな旅

⽂陽堂書店
⼤宝から⾏く
富⼠と⽐べあう⼭

取⼿、常総線、⼤宝、⼤宝神社、⼈⼒⾞、
⾼道祖、⽯段、筑波⼭神社、北条駅、⼟
浦、・・・の旅

○ ○

歴史 研究 歴史 天狗党 1921 ⼩⻄勝治郎 ⼀⼋ 筑波⼭の籠城 護国之神と招魂祭 先進堂
芸術 芸術 絵画 1921 橋本雅邦 画[他] 富⼠筑波圖 雙幅 雅邦遺墨集. 乾 南陽堂本店

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 1922 ⻑塚節 [他] 筑波⼭ ⼭⿃の渡 春陽堂

おくて⽥の稲刈る頃ゆ⼣さればつくばの⼭の紫に⾒ゆ
⼣されば紫匂ふつくばねのしつくの⽥井にかりなき渡
稲の穂のしつくの⽥井の夜空には筑波峰越て天の川流る
蜀桼（？）の穂ぬれに⾒ゆる筑波嶺ゆたなびき渡る秋の⽩雲
筑波嶺に降りおける雪は陽炎のゆふさりくれば紫にみゆ （明治39年6⽉）

○ ○ ○ ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1922 松川⼆郎 筑波と霞ヶ浦 � 四五⽇の旅 : 名所囘遊 裳⽂閣
⽔郷を⾒るにはまず筑波に登るべき。
嵐雪の句。男体よりも⼥体が主。

1925（有精堂書店）にも出版 ○
五軒茶屋
の写真

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1922 松川⼆郎 筑波⼭ � 東京近郊写真の⼀⽇ アルス 嵐雪の句。⾅井からの⼭容が⼀番で、⽂チョウの名⼭画譜もここから、とのこと。

⽯段あり。
⼥男川、五軒茶屋、御幸ヶ原、出船⼊船、
弁慶七戻
霞ヶ浦を⼥体⼭から⼀望できる。
伊佐々橋から筑波と富⼠が⾒える。

○ ○
双峰と記
載

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1922 物集⾼⾒ 筑波⼭の⼤天狗
奇蹟ものがたり : ⾏脚し
らべ

雄⽂堂 筑波⼭で天狗に会った話

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1922 ⾼⾕雲海 伽藍の勅號と筑波⼭の惡⻤ 通俗親鸞全伝 冬夏社 親鸞の話

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1923 河⽥楨 筑波⼭ ⼀⽇⼆⽇⼭の旅 ⾃彊館書店

⼭頂からの眺め。
「寒筑波」→冬が⼀番景⾊がいい。
⼟浦を出て⽥道を⾏く。
連歌の話。

○ ○ ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1923 ⾕⼝梨花 紫の筑波⼭ 家族連れの旅 博⽂館
嵐雪の句。「⻄に富⼠ヶ根東に筑波、思ひ⽐べん伊達⼩袖」
天然の⼤望楼。富⼠の姿。

○ ○

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1923 松村武雄 富⼠と筑波
世界童話⼤系 第１６巻
初版

世界童話⼤系刊⾏会 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話。
1924、「⽇本童話集上」（1931, 誠⽂堂,
松村武雄編,川上四郎画）, 「⽇本童話集
(世界童話全集)」(1997, 近代社)

○

信仰/観
光

観光 1923 ⿊岩芳泉 著 第⼋ 筑波⼭と⽔⼾の三濱 関東奥⽻名勝案内 雄⽂館 筑波登⼭）茶店、頂上の眺望、観測所、巨⽯

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1923 ⽥⾯欽爾
信樂の⽣活（筑波⼭北麓の幽
棲）

親鸞遺跡巡礼紀⾏ 親鸞欽仰会 親鸞の話

歴史 研究 歴史 天狗党 1923 上⽥景⼆
第六章 筑波の旗擧と藤⽥⼩
四郎

維新勤王志⼠活躍史. 下巻 共益社出版部

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1924 ⿃居⻯蔵
⼀〇、 武藏野附近の⼈々より
⾒たる富⼠と筑波

武蔵野及其周囲 磯部甲陽堂
「⽩雪を戴くいとも荘厳な富⼠の⼭と、柔く絵の様な紫⾹ふ筑波⼭」
「江⼾名所図会」の凡例、「江亭記（⽂明８）」、宗牧「東国紀⾏」、堯恵法師「北国紀⾏」の富⼠筑波の⽂
章。

常陸国⾵⼟記の話。富⼠⼭と違って筑波⼭
は⼈間に最も関係している親しみのある
⼭。カガイ。筑波⼭はロマンチック。
⾵⼟記の話あり

○ ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1924 別所梅之助
筑波嶺 �
筑波の初夏

⼭のしづく 警醒社書店
取⼿→藤代→佐貫、⽜久沼、⼟浦。筑波鉄道。
「⽥野が美しく広がる」

常陸国⾵⼟記の話。紫に霞む⼭。
歌垣。みかん。ツクバネ。⼭桜。つつじ、
カタクリ、

○ ○ ○

信仰/観
光

観光 1924

⼀、 ⼝繪（筑波⼭ ⼤洗
⻄⼭⼭荘） �
⼀三、 筑波郡 ⾕⽥部町
⼩⽥村 北條町 筑波町

茨城⼤観 茨城県教育会 編 神社、測候所などの紹介 1932、1936年も発⾏

表紙に筑
波⼭の絵
⼝絵に筑
波⼭の
絵、

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1925 乾猷平
筑波詣、上野、松島⾏、出⽻
へも出て三箇年餘は過た

蕪村の新研究 ⼤阪毎⽇新聞社[ほか] 蕪村が筑波詣に来ていた、という話

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1925 中島悦次
（１３） 陽成院―（筑波嶺
の） �

⼩倉百⼈⼀⾸評釈 春秋社 陽成院「筑波嶺の峯より落つるみなの河、戀ぞ積りて、淵となりぬる」の批評

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 1925 福⽥正夫
筑波の⽩百合 : ⻑篇叙事
詩

新潮社 1926年にも出版

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1925 松川⼆郎 筑波⼭ ⼟曜から⽇曜 有精堂書店
「東京近郊写真の⼀⽇」（1922）とほぼ
同じ

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1925 ⼤村豊吉 筑波登⼭ 三都中⼼名所の旅 新作社 ⼥体⼭を先に登るのが多い。後から椎尾薬師にも⾏けるから。
頂上からの眺望。陽成院の歌。万葉集の
「師付の⽥井」の⽂章。

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1925 松川⼆郎 筑波⼭の紫⾊ 旅の科学 有精堂書店 筑波⼭の紫⾊の考察
「科学より⾒たる趣味の旅⾏」(1926)と
「⽇本⾒物 : 少年智嚢」(1928)と内容が同
じ

○

信仰/観
光

観光 1925 ⼩松 保雄／著
⼟浦案内誌 ： 附:海軍
航空隊・霞ケ浦名所・筑
波沿線案内

ひたち新報社 筑波⼭神社の紹介

信仰/観
光

観光 1925 雷⾳⽣ 筑波のケーブルカーを観る 旅（1925年11⽉,87） ケーブルカーの説明。 写真無

信仰/観
光

観光 1925 筑波⼭
ツーリスト（1925年11
⽉, 4）

筑波⼭、交通、名所の紹介

歴史 研究 歴史 天狗党 1925 阿部正⺒
⼀⼀ 筑波⼭の擧兵 �
⼀四 筑波勢の幕軍撃退

川俣茂七郎 阿部正⺒

⽂学 ⽂学 詩歌 1926 益⼦徳三 筑波颪 ⾖の葉 : ⺠謡集 恒星堂書店

⽜久冬枯れ ⽥圃は⾵だ
君は東よ 私は⻄よ
筑波颪に なかされながら
離ればなれに すんでいる。

⽜久 ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1926 飯⽥豊 筑波嶺の 戀ぞつもりて 百⼈⼀⾸解 ⽂省社 陽成院「筑波嶺の峯より落つるみなの河、戀ぞ積りて、淵となりぬる」の批評 陽成院の歌の解釈

⽂学 ⽂学 詩歌 1926 吉⽥冬葉 編 筑波登⼭ 俳句の作り⽅ 素⼈社
芦の中の鉱泉宿や鳴く⽔鶏
椎の花の匂ひくる若葉ぐもりかな
駒⿃や砂糖清⽔にとかしのむ

筑波⼭の情景を⾒て浮かんだ３句
茶屋で男⼥川を汲んで砂糖を⼊れて飲む
⽇本詩歌研究会（1928）も出版（1928年
版参照）

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1926 ⽯神春霞 編 筑波から
これからの⼥⼦書翰⽂ :
⼝語体と候⽂

進々堂 「北條よい所、南を受けて筑波下しがそよそよと」 ○

⽂学 ⽂学 戯曲 1926 稀書複製会 編
けいせい筑波⼭ �
筑波⼭戀明書並名所 �

稀書解説. 第1編 ⽶⼭堂 狂⾔本。

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1926 加納兵⼀ 筑波⼭の餓⻤濟度 親鸞聖⼈七百年之光 加納兵⼀ 親鸞の話

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1926 ⼤村豊吉 筑波登⼭ �
趣味と実⽤をかねた⽇本
名所めぐり

甲⼦社書房 ⼭中の名所列挙
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1926 ⼤島九⽺ 編 ⽔⼾と筑波 関東遊覧その⽇帰り ⾦尾⽂淵堂 筑波⼭の名所説明、巡覧順序
⼭容の絵2
と写真1あ
り

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1926 ⻑⾕川浩三 筑波の春 旅（1926年4⽉, 72） 紀⾏⽂。 ○ ○ 写真あり

歴史 研究 歴史 天狗党 1926 安部直 四 筑波⼭の義兵 �
幕末物語(課外読本学級⽂
庫)

ヨウネン社

芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1926 ⽵内夢村 編 富⼠筑波 � 独習ハーモニカ⾳譜集 いろは書房 楽譜 ○

⽂学 ⽂学 詩歌 句 1927 ⽔原秋桜⼦ 1892-1981 筑波⼭縁起（五句⼀連）

わだなかや鵜の⿃むるる島⼆つ
天霧らひ男峰は⽴てり望の夜を
いふみわく⼥峰の萱の⼩春かな
国原や野⽕の⾛り⽕夜もすがら
蚕の宮居端⼭霞に⽴てり⾒ゆ

初句は男体・⼥体を島⼆つとし、第⼆句は
男峰の名⽉、第三句は⼥峰の⼩春、第四句
は下界の野⽕のさま、結句は蚕影⼭神社を
⼭上から⿃瞰

島⼆
つ

○ ○ ○ 36 47

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1927 ⿃居⻯蔵 ⼆〇 筑波⼭頂の⽴⽯に就いて 上代の東京と其周囲 磯部甲陽堂 筑波は神の⼭。巨⽯遺跡、信仰との関係。

男体⼭と
⼥体⼭そ
れぞれの
写真だけ
あり

⽂学 ⽂学 ⾵⼟記 1927
(有朋堂⽂庫) / 塚本哲
三 校

筑波郡 古事記・祝詞・⾵⼟記 有朋堂書店 ⾵⼟記が記載されているのみ。 ○

信仰/観
光

観光 1927
植⽥ 庄左衛⾨／
〔著〕

筑波⼭ ： 附⼟浦から
⿅島へ

常総新聞⼟浦⽀社 筑波鉄道発着時刻、登⼭道、神社、⼭の名所の列挙、⼭頂の眺望、ケーブルカー筑波市街

芸術 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1927 東京⾳楽学校 編 ６３ 富⼠筑波 �
オルガン・ピアノ楽譜 :
⼩学唱歌集⽤

共益商社書店 楽譜 ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1928 茅原華⼭ 筑波⼭
湖海静游記 : ⼀名常総遊
記

内観社 東京湾に⼊る船舶は⻘薰⾊濃かなる双峰を⾒ることができる。
ケーブル
カーの写
真有

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1928 光⾵館編輯所 1 筑波登⼭記 作⽂新編. 巻 光⾵館書店
上野から筑波⼭を⾒た。
修学旅⾏で筑波⼭登⼭。⼟浦→筑波鉄道→筑波駅→徒歩。男体、⼥体⼭。⼭上からの霞ヶ浦。

春の空の中に紫の筑波。⾞窓からの筑波
⼭。

○
⼭容の写
真有

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1928 徳富猪⼀郎
筑波遊記 , 筑波神社 �
筑波と富⼠

関東探勝記 (蘇峰叢書 ; 第
7冊)

⺠友社 秋の空に筑波の薰⾊。筑波の双翠。雲霧。
筑波と富⼠はいつも双称されている。
天狗党のこと、宗教のことも記述

○ ○

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1928 吉松祐⼀ (5)筑波⼭ 少年伊賀越快挙録 ⼤同館書店 筑波の⾨⼈に厳しい罰を下した武蔵の話
⽂学 ⽂学 紀⾏ 1928 ⾚堀⼜次郎 筑波⼭櫻川 � 読史随筆 中⻄書房 陽成院の歌。恋の⼭。万葉集の歌。カガイ、連歌。蜜柑は名⼭だが品種は他所に劣る。信仰の⼭。
⽂学 ⽂学 ⾵⼟記 1928 松岡静雄 筑波郡 常陸⾵⼟記物語 ⼑江書院 筑波の地名の話。
信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1928 松川⼆郎 筑波⼭が裏返になった話 旅（1928年7⽉、28） 紀⾏⽂。万葉集の歌。東側からの登⼭

信仰/観
光

観光 1928 富⼭ ⽵治郎／編
筑波登⼭⼿引⼭案内 ：
⼭内名勝説明附(最新調
査)

富⼭商店 順路説明と地図

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 1929 ⽥中冬⼆ 1894-1980 ⻘い夜道 「わたしはとほくから⾒たあのむらさきの中にゐる〜（「筑波の町」より」
とほ
くか
ら

○ 45

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1929 ⻑尾豊 富⼠と筑波 祝祭⽇のお話集 図書 厚⽣閣書店 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話 ○
信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1929 Akira Ikeda(池⽥曄)
Tsukuba, the Fair
Mountain(筑波⼭)

ツーリスト（1929年11
⽉, 26）

紀⾏⽂。

歴史 研究 歴史 天狗党 1929 ⾦沢春友 筑波義挙と⽥中愿蔵 ⾦沢春友

その他 教育 1929 吉⽥幾次郎

２２． あの⼦は猿のやう
だ。猿のやうな⼦だ。あの⼦
は猿のやうにすばしこい。筑
波⼭は富⼠⼭程の⾼さか。い
や、富⼠ほとに⾼くはない

英作⽂⼊⾨ 研究社 ○

⽂学 ⽂学 詩歌 1930 若⽉紫蘭 著 筑波⼭ � 銀鐘 : 短歌・俳句 新⽉社
14⾸。筑波⼭に登った歌あり。
虹、霧、⽩雲、蜩（ひぐらし）、茶店、夫婦餅、⼣⽇、⼭ふところの町、七⽉

登っ
た

⽂学 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1930 作詞は⼩沼俊平 唱歌 茨城⻘年の歌 〜ひとり映えたる筑波嶺は〜
映え
たる

173

⽂学 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1930 作詞は⼩沼俊平 唱歌 茨城⼥⼦⻘年の歌 筑波の⼭の麓原 咲く撫⼦は茨城の〜 174

⽂学 ⽂学 戯曲 1930 富⼠額筑波繁⼭
⽇本戯曲全集 第３１巻
河⽵黙阿彌集 下

春陽堂
1933年「渥美, 清太郎, 1892-1959,渥美清
太郎 編, 校訂」にも発⾏

○

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 ⼤⽊実 1913-1992
「低い⼭の麓 あをい⽥畑に囲まれて〜
⺟の故郷常陸の岩瀬の町は その燈⽕のなかにねむっている」（「⺟の故郷」より）

○

岩瀬
（桜
川

市）

○ 56

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 草深治⽣ 1910-1993

暮れせまるつくばの⼭に雲もなし⻨扱きはずむ⾳のきこゆる
⼭の端に雪は⾒ゆれどきさらぎの筑波の⼭のうす霞むかな
この夜頃筑波の⼭にともる灯のやはらぐ⾒えて春来るらしも
筑波嶺の右⾼原は⾊づきてみ⼭つつじは咲き匂ふらし

新万葉集（昭和12・3）に⼊集、など ○ ○ ○ ○ ○ 60

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 関せん 1906-1984 茱萸、筑波の麓、蕗の薹
朝かげにむらさき淡く天を区切る筑波の⼭にたち向ひけり
筑波⼭と⼩⽥⼭の間にさ霧たちて⼩さく起き伏す⼭並やさし（「茱萸」より）
波⽴たぬ海のごとくに⻘澄める天のまほらに峰⼆つ⽴つ  など

⼩⽥出⾝、短歌
峰⼆
つ

○ ○ 62 49

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 吉⽥⾼浪 1902-1989

筑波あり東歌あり春の⽉
雹来べし⽿を⽴てたる筑波⼭
雪嶺の⽴ち並びたる⽕鉢かな
筑波嶺の尖れる⾵の年⽤意
春⼭の筑波の神のみそなわす
⽴ち出でし空に筑波の⽇短か
⽉の夜も添⽔の空の筑波⼭ など

岩瀬出⾝ ⽿ ○ ○ ○ 70

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 ⼾恒恒男 1912-1987
筑波嶺の⼤池ざくら吹雪つつ⻁仮の遊⾏も包もまむとする（「決別」より）
尾根に⽴つ⽊々のひと本⼀もとも浮きたたせつつ昏るる筑波は（「潮騒」より）
⼤寒のこがらしを鎮め筑波根は古代むらさきのままに粧ふ（「⻤怒川の景」の⼀⾸） など

結城出⾝、歌集「悲⾵帖」（昭和52）、
「寒燕」（平成6）など

○ ○

⼥男
の峰
乳房
型

○ ○ ○ ○ 90

⽂学 ⽂学 詩歌
和歌、俳
句

遠⼭都⼀ 1908-

⻨踏みや筑波を前に後にし
⼆⼈⽚寄せ合う如く並ぶ峯筑波はやさし春かすみして
⼣映ゆる雲かげる雲しづかにて秋⽇くれゆく筑波野の空
冬近き⼭にひびける⾕川の何か奏づる⾳の寂しも など

⼤形出⾝、歌・句・絵などあり ○ ○ ○ ○ ○ 92

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 吉⽥次郎 1908?-
春寒、地底湖、無辺光、
苔庭、今⽇亦無事、落
慶、⽩道、好⽇

⼭肌を⾶⽩（かすり）に染めて新雪をまとふ筑波嶺今朝は凪たり（「現代歌⼈茨城⾵⼟記」より） など ⼋郷出⾝、茨城歌⼈ ○ 94

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 江連⽩潮 1907-1979 野の際みつくば嶺を据ゑ下野の 名におふ⿅沼皐⽉ノ花の町
富⼠⼭公園（栃⽊・⿅沼市）の歌碑筑波⼭
までは約50kmくらい

○ 200
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 詩歌 1931 筑波庵⼀穂〔編〕 筑波庵披露集 會澤市郎

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1931 ⻄⻲正夫 筑波⼭ �
学習旅⾏⽂庫 : 趣味の地
理. 1 (⼭めぐり)

厚⽣閣書店
遠⽅からよく⾒える、頂上の眺めも良い。
陽成院の歌。測候所。雲がかかって道が⾒えなくなる・

○ ○

⼭容の写
真と⼭頂
の測候所
の写真有

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1931 ⽩⽯実三 筑波の旗あげ � 滝夜叉姫 春陽堂 平将⾨の娘（妖術使い）の話

⽂学 ⽂学 物語 1931 ⽂芸家協会編 筑波秘譚(佐々⽊孝丸)
⼤衆⽂学集 第3集 昭和5
年版

新潮社
かくまっていた「あの御⼈」の告げ⼝をして連⾏させたことで息⼦を尾根で懲らしめている最中息⼦が落下。
後に加波⼭の乱の⼀員に拾われていたことを知る。

「⽇本プロレタリア⽂学集 36 (プロレタリ
ア戯曲集 2)（1988）」の「筑波秘録」と
「筑波秘録（1930,南蛮書房､落合三郎
著）」では、加波⼭の乱の内容が増え、戯
曲となっている。

館内限定
閲覧

信仰/観
光

観光 1931 三村俊⼀ 筑波礼賛 旅（1931年8⽉, 139） 名所列挙、陽成院の歌。巨⽯、眺望。

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1931 ⻑崎東 筑波⼭麓を巡る旅 旅（1931年6⽉,136） 紀⾏⽂。登⼭は市内が⼟浦から⾬引へ向かう。⼟浦からの筑波⼭眺め、途中の⻨畑、菜畑。 ○ ○ ○ 写真有

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1932 次⽥潤 編 福慈と筑波 上代⽂学選集 明治書院 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話。 1941にも発⾏ ○

信仰/観
光

観光 1932 茨城県教育会 編 ⼀⼆、 筑波郡 茨城⼤観 茨城県教育会 筑波線筑波駅の名所列挙 1936年にも発⾏

霞ヶ浦か
らの⼭容
あるが⾒
づらい

信仰/観
光

観光 1932 筑波⼭ ⼟浦商⼯会誌 ⼟浦商⼯会事務所 ⻄に富⼠東に筑波。頂上の眺望。 ○
１ページ
のみ

歴史 研究 歴史 天狗党 1932 茨城県教育会 編纂 筑波⼭事件と房總地⽅ 志のぶ草 茨城県教育会

その他 観光 1932 ⾼⽊蛙朋 ⽂芸筑波⼭全景 ⽩線社
筑波⼭）菊⽇和筑波の⼭⻭むらさきに
返句）⽩菊やくらべものにはふ⼆の雪

筑波⼭麓地名、筑波⼭の資源。 ○ ○ ○

⽂学 ⽂学 詩歌 1933 ⾦鑽宮守
筑波⼭に遊ふ記、上⽑細⾕に
遊ふ記

椿乃舎集 ⾦鑽宮守

筑波⼭⾒学旅⾏で登⼭して詠んだ歌
「〜筑波根の緑は富⼠の雪に勝と〜」
「筑波⼭葉やましけ⼭茂り〜」
「〜雲はれて⾒渡すかぎり⻘野なりけり」
「〜みなの川むかししのひて戀渡るかも」
夏の頃「〜雲⽴ちて須曾和の⽥井に⼣⽴ふる」

男⼥
川

⽂学 ⽂学 物語 1933 ⼭本有三 1887-1974 ⼥の⼀⽣
登場⼈物が⼟浦から徒歩で筑波⼭神社へ⾏
き宿で⼀泊する記述あり。

32

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1933 板敷晃純 筑波の霊峰 東関の聖蹟 板敷敏朗 陽成院の歌。飢餓。 1992にも発⾏

歴史 研究 歴史 天狗党 1933 宮内省 編 其四 筑波 殉難録稿. 前篇 吉川弘⽂館

その他 記事 鉄道 1933 〔筑波鉄道〕 1933-02
筑波鉄道株式会社株主諸
賢に告ぐ

⽂学 ⽂学 詩歌 1935
和歌⼭県⽴⽇⾼中学校
編

登筑波⼭絶頂・安積信 朗吟詩集 和歌⼭県⽴⽇⾼中学校
突⺎たる奇峯雲外に浮ぶ 天⾵吹き上す絶巓の秋 ⼭河歴歴たり雙蛙の下 但恐る⼀呼⼋州を驚かさんこ
とを

奇峯 ○ ○

⽂学 ⽂学 物語 1935 島崎藤村 1872-1943 夜明け前 〜半蔵は両国橋の上まで歩いて⾏つたときに⾔つた。「あれが筑波ですかね。」
登場⼈物が両国橋から筑波⼭を眺める記述
あり
天狗党についての記述あり

両国
橋

30

⽂学 ⽂学 ⾵⼟記 1935 島津久基 編 筑波岳（常陸⾵⼟記） � 対選国⽂新抄 中興館 ⾵⼟記の富⼠筑波の話 ○
歴史 研究 歴史 天狗党 1935 吉⽥東伍 [他] 筑波⼭擧兵關係要地 ⼤⽇本読史地図 富⼭房 1937、1940年にも発⾏

⽂学 ⽂学 詩歌 1936 ⽻⽅輝治 筑波嶺 : 歌集 東電短歌会 汽⾞の窓に筑波は⾒ゆる秋はれて稲刈りいそぐか故郷のひとびと
筆者の郷⾥なのでタイトルを筑波嶺にし
た。筑波⼭の歌は⼀⾸のみ。

○ 汽⾞ ○

信仰/観
光

研究 歴史 天狗党 1936 熊⽥葦城 筑波⼭ ⽇本史蹟⼤系. 第16巻 平凡社 天狗党の話

歴史 研究 歴史 天狗党 1936 ⼤内地⼭ ⼗四、 筑波⼭上尊攘の義旗
⽇本精神発祥常陸国粋記 :
神代より明治維新まで

⽔⼾学精神作興会

その他 観光 1936 紫城後援会 編
紫城天守閣敷地より筑波⼭遠
望

社団法⼈紫城建設趣旨・
城則

紫城後援会

⽂学 ⽂学 詩歌 1937 ⻑塚節 筑波⼭の歌、筑波登⼭ ⽂学讀本 １３巻 第⼀書房

信仰/観
光

観光 1937
グラフ・常陸路春の録⾳:筑波
⼭の緑・⿅島灘の春・常陸の
海

旅（1937年4⽉） 写真
筑波駅か
らの写真

歴史 研究 歴史 天狗党 1937 斎藤新⼀郎 筑波義挙録 茨城⼣刊新聞社
歴史 研究 歴史 天狗党 1937 徳富猪⼀郎 第５４巻 筑波⼭⼀挙の始末 近世⽇本国⺠史 ⺠友社 1939,1962,1963,1966,1969にも発⾏

芸術 芸術 絵画 1937 織⽥⼀磨
「⽇本名⼭画譜」より
14.筑波⼭春⾬

東京国⽴近代美術館

http://sea
rch.artmus
eums.go.j
p/records.
php?saku
hin=5529

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1938
 
⼩島烏⽔ 筑波根詩⼈ � 偃松の匂ひ : ⼭岳随筆 書物展望社

夜⾬の作品に弥彦⼭から筑波⼭を⾒たとある。つくばは⾒えるはずがないが、この詩が有名で、弥彦⼭に登っ
た詩⼈が筑波⼭の⽅向を尋ねた、話もある。

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1938 栗⽥苔⽯
筑波、成⽥、⽇光中禪寺（昭
和四―五年） �

苔⽯⼩稿 栗⽥昇 ⼭頂から富⼠箱根など⾒る。 １ページのみ

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1938 ⽯川 藤⼀郎 真壁城址より筑波⼭を望む 笠間郷友会誌 第43・47号 笠間郷友会 1938-51

⽂学 研究 ⽂学 1938 中井 ⼀郎 ⽂学に現はれた筑波⼭の⾵景
済美 第28号
茨城県⽴⽔海道中学校済
美会／〔編〕

茨城県⽴⽔海道中学校済
美会

信仰/観
光

観光 1938 茂⽊愼雄
⻘年徒歩旅⾏コース:泉⼦育観
⾳・筑波神社・富⾕観⾳コー
ス

旅（1938年8⽉） 筑波⼭へのアクセス説明。⼟浦、北条、神社、気象台。

歴史 研究 歴史 天狗党 1938 ⼩泉苳三 筑波⼭義擧 維新志⼠勤王詩歌評釈 ⽴命館出版部

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1938 ⼀⼀ 筑波⼭義擧 �
勤皇詩歌集 (思想叢書 ; 第
22輯)

⼤阪府思想問題研究会

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1939 武⽥祐吉 編
三、 富⼠筑波（常陸國⾵⼟
記）

上代⽂学新選 : 校註 東京武蔵野書院 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話。 ○

信仰/観
光

歴史 歴史 信仰 1939 筑波⼭神社⼩誌 筑波⼭神社社務所

歴史 研究 歴史 天狗党 1939
栃⽊県教育会, 栃⽊県
地⽅思想問題研究会 編

第三節 筑波義軍下野に進⼊す 下野勤王史概説. 幕末篇 栃⽊県教育会
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1940 ⼟浦尋常⾼等⼩学校 編 第⼗⼋課 筑波⼭ ⼟浦郷⼟読本 ⼟浦尋常⾼等⼩学校

「古くから紫峰とたたへられ、霊峰と仰がれ〜」
万葉集、丹⽐眞⼈國⼈の歌「筑波根をよそのみ⾒つつありかねて雪げの道をなづみけるかも」、古今集「筑波
根のこのもかのもに陰はあれど君がみかげにますかげはなし」、嵐雪の歌の紹介
「⽥や畑から、或は船窓に⾞窓に〜これを眺めて」
春と冬の姿の良さ

（たぶ
ん）⼤池
からの筑
波⼭の写
真
⽥畑のこ
と

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1940 北原⽩秋 五浦筑波⾏ 全貌 第８輯
アルス (⽩秋年纂 ; 第８
輯)

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1940 安藤教授還暦記念会 編 福慈と筑波(倉野憲司)
安藤教授還暦祝賀記念論
⽂集

三省堂 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話の考察 ○

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 ⻄⼭葦⾏ 1908-1980 筒落⽶、地⾐の花
⼆度来るは愚かなりといふ⼥男の峰を三たび仰げり乳房型の⼭（「筒落⽶」より）
峠路の昼のかそけき⼭霧にしとど濡れつつ莠（はぐさ）穂に出づ
秋⽴てば颯颯と⾵は返すべし霧はるるなき峠の頂（「地⾐の花」より） など

猿島出⾝、短歌 ○ ○ ○ 72

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 ⻄村修⼀ 1915-1967 ⼀望の実りの秋や遠筑波 関城町（現筑⻄市）出⾝ ○ 99

⽂学 ⽂学 詩歌 1941 吉⽥冬葉 筑波⼭ 望郷 : 句集 獺祭発⾏所
5⾸。
⽉、秋、男⼥川、⽇の暮の瀧、落葉、夜寒
かな

男⼥
川

○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1941 飯⽥蛇笏 筑波⼭ 旅⾏く諷詠 ⼈⽂書院 夏霞。 ○
信仰/観
光

観光 1941 鉄道省⼭岳部 編
⽇本⼭岳案内 第１０集
房総の⼭々 筑波の⼭々

博⽂館

歴史 研究 歴史 天狗党 1941 根本瑛 [述] ⼀ 悲劇筑波義擧の⼈々 昭和維新の理念 ⼤経社

歴史 研究 歴史 天狗党 1941 ⼩林 友雄
筑波の義挙 ： 維新史
話

皇国⻘年教育協会

歴史 研究 歴史 天狗党 1941 松延 其太郎 勤王軍筑波之旗⾵ 桜洲社

⽂学 ⽂学 詩歌 1942 若⽉保治 淡路と筑波（⼤正⼗年） 新なる黎明 : 歌集 新⽉社
筑波⼭の歌14⾸。
「銀鐘：短歌・俳句」（1930）と同じ歌

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1942 納富康之 六 新治筑波をすぎて 皇国の肇め. ⼈皇の巻 汎洋社
⽇本武尊が「新治、筑波をすぎて幾夜か寝つる」と歌い、⽼⼈の家来が「〜〜」と続けて歌った、という話の
紹介。

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1942 ⾵⾒章 1886-1961 閑居閑想 気⾼くも筑波⼭たつ此の⼭をふるさとに持つわれ等ほこらし など ⽔海道出⾝、⽂⼈政治家 ○ 56
⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1942 慶応義塾⼤学 編 福慈と筑波 上代⽂学選 : 学内教材 慶応義塾出版局 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話 ○

歴史 研究 歴史 天狗党 1942 ⾼須芳次郎

第⼗章 ⽔⼾學派の⻘年志⼠
とその勤皇運動 藤⽥⼩四郎
筑波義擧のことども �
三、 筑波⼭上の旗あげ

⽔⼾学と⻘年(⻘年⽂化全
集)

潮⽂閣

歴史 研究 歴史 天狗党 1942 根本瑛 ⼀ 悲劇筑波義擧の⼈々 昭和維新の理念
川崎重⼯業艦船⼯場産業
報国会

歴史 研究 歴史 天狗党 1942 薄⽥斬雲 ⼩四郎筑波⼭に據る ⼈間東湖先⽣ 照⽂閣

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1943 五⼗嵐⼒
（５） 新ばり、筑波を過ぎ
て（⽇本武尊）

国歌の胎⽣及び発達 博⽂館
⽇本武尊が「新治、筑波をすぎて幾夜か寝つる」と歌い、⽼⼈の家来が「〜〜」と続けて歌った、という話の
紹介。

⽂学 ⽂学 物語 1943 中村義正 闇の筑波台 : 探偵⼩説 東洋探偵社 東京荒川区⽇暮⾥の、通称筑波台という⾼台の屋敷町で起こった殺⼈事件の話
歴史 研究 歴史 天狗党 1943 北垣恭次郎 筑波の變 � ⼤国史美談. 巻5 実業之⽇本社

芸術 芸術 写真 1943 渡部⼀英 筑波⼭の⾶⾏ 滑空⽇本歴史写真輯 航空時代社

写真ある
が⼭容が
よくわか
らない

歴史 研究 歴史 天狗党 1944
 
尾佐⽵猛 第⼀節 筑波の擧兵

明治維新. 中卷(近代⽇本
歴史講座 ; 第1冊)

⽩揚社

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1946 武⽥祐吉 ⼆五 筑波⼭の歌 万葉⾃然 弘⽂社
他の⾼⼭と違い筑波⼭は登って歌を詠む。
検税使⼤伴卿の歌と反歌（夏）と冬の歌と反歌、丹⽐眞⼈國⼈の歌の解説。
師付の⽥井、⽥園、⿃⽻の単海、稲刈り

信仰/観
光

研究 歴史 ⺠俗 1948 荒川 潤 筑波⼭をめぐる⺠俗 霞ケ浦⽂化 創刊号 常南⽂化同好会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1949 荒川 潤 筑波の神のまつりと信仰 ⺠間伝承 13(8) 筑波講について。 14-17

信仰/観
光

⽂学 ⾵⼟記 1949 富⼠⼭伝承 ⾵俗画報23号11⽉ ⾵⼟記の富⼠筑波の話 ○

⾵⼟記の
富⼠筑波
の話
写真あり

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1950 荒川 潤 筑波の⾥宮 ⺠間伝承 14(7) 六所神社のこと 38-40

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 新川和江 1929- 詩 「〜筑波のむらさきがすこしずつ濃くなるほうへ〜（「はぐれる」より） 結城出⾝
霞ヶ
浦

○ 58

信仰/観
光

観光 1951
⽔郷と筑波・銚⼦・成
⽥：⾃然観察

⽇本交通公社

歴史 研究 歴史 天狗党 1952 藤掛 雅⼀ 筑波⼭浪⼠と兼⼭ 郷⼟⽂化 7(1) 34-45

⽂学 ⽂学 詩歌 作詞 1952頃 ⻄條⼋⼗ 1892-1970 下館⾳頭 花は中館 雪⾒は筑波〜（下館⾳頭） 作詞。疎開先で詠む。 ○
疎開
先

○ 34

歴史 研究 歴史 信仰 1953 ⼭本 秋広(1893〜) 神在はす筑波は我等を招く ⼤利根はゆたに流れる 茨城経済社

⽂学 ⽂学 戯曲 1954
河⽵黙阿弥 ,平林治徳
訳

⼥書⽣繁-富⼠額筑波繁⼭ 黙阿弥名作集 ⾄⽂堂 (物語⽇本⽂学) 歌舞伎、たぶん筑波に関係ない…

⽂学 ⽂学 詩歌 歌 1954 作詞は川上宏昭 茨城婦⼈の歌 仰ぐ筑波はみどり⾊〜
みど
り⾊

176

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1954
坂東 環城／編,板敷 晃
純／編

筑波⼭
親鸞聖⼈関東聖蹟巡拝案
内

中⼭書房

歴史 研究 歴史 歴史 1954 ⽊村繁 筑波⼭ 朝⽇新聞⽔⼾⽀局
1959（朝⽇新聞⽔⼾⽀局）、1977（崙書
房）、1985、1994（筑波書林）にも発⾏

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 1955 中⼭平治 1902-1978 筑波、迷路
川岸に 真菰が⽣い茂って そよかぜに揺れている 今⽇の筑波は おだやかな藍 真菰の向うで ⾚い帯が ⽥植えを
している（「⾚い帯」昭和30）
雲が招くよ 筑波に登りや ⾚いつつじの 花も咲く〜（「筑波慕情」昭和37）

⼤穂出⾝、私歌集「迷路」（昭和48） ○ ○ 藍 ○ ○ ○ 84

歴史 研究 歴史 天狗党 1955 ⼭本 秋広 ⽥丸、藤⽥の筑波の挙兵 烈公と幕末の⽔⼾藩 茨城経済社
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 物語 1957 海⾳寺潮五郎 筑波嶺
時代⼩説⽂庫 ; 131
盗賊⼤将軍

富⼠⾒書房
都落ちして国司（常陸・⽯岡）になった敏⻑と妻章⼦。別れた姉が嫁いだ常陸に娘2⼈。⾃分の⼦と縁談ある
が都に還るため断る。
⼦どもが⾺に「筑波」と名付ける。

⽯岡から筑波⼭を眺める。
霞ヶ浦、桜川、歌枕として有名な常陸。
⾵物の荒々しさ。

「海⾳寺潮五郎短篇総集 2（1978,講談
社）」、1987にも発⾏
1981「ロマンチックはお好き?⽥辺聖⼦
選,⽇本ペンクラブ 編 」にも収録

○
「筑波
嶺」

⽂学 ⽂学 詩歌 1958 ⼤野琴荘 ,塚越迷亭 編 富⼠筑波 : ⼤野琴荘句集 川柳⻑屋連 題名だけで内容は筑波に関係ない
⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1958 平塚武⼆ 富⼠⼭と筑波⼭ 常陸⾵⼟記 あまの岩⼾ ⼩峰書店 ○

⽂学 ⽂学 ⾵⼟記 1959 佐藤 幸次(1903〜)
常陸⾵⼟記物語 富⼠と筑波(東
電⽂化)

茨城ものがたり 佐藤幸次 ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1959 ⽊下 正俊 筑波嶺に雪かも降らる
萬葉 / 萬葉学会 編  (通号
33)

万葉集の歌の解釈。雪が降った有様を詠んでいるのか否か。

信仰/観
光

観光 1959 ⼭本 秋広(1893〜) 筑波⼭と中世国府の⽯岡市 茨城めぐり ⼭本秋広
「現代版茨城名所図絵 県南編」（1981）
でも発⾏

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1960 堀⼝ 友⼀ ⽔郷と筑波⼭ 地理 5(8) 測候所。アンテナ。⼭頂からの眺望。ガマ・

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1960 筒井敏雄 富⼠⼭と筑波⼭
こどものための⽇本ひと
くち噺

東光出版社 ○

⽂学 ⽂学 物語 1960 村上元三 (富⼠と筑波の巻) ⾵流さんど笠 [第2] 桃源社 舞台は下総、江⼾、品川、常州⾼崎。タイトルだけ筑波。 ○
信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1960 ⻲井 正道 筑波⼭麓の祭祀遺跡 上代⽂化  (通号 30) 國学院⼤學考古學會

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌
1955-

64(30's)
⽥辺古邨 1903-1980 ⼤利根ノ猿島⾈橋浪ニユレ揺レツゝゾ仰グ秋ノ筑波ヲ 境町の⾹取神社に歌碑あり

利根
川

猿島 ○ 190

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1961 坪⽥譲治 富⼠⼭と筑波⼭ ⽇本童話全集 １ あかね書房 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話 ○
⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1961 福⽥清⼈／訳 富⼠⼭と筑波⼭ ⽇本神話物語 : ⽇本古典 講談社 ○

信仰/観
光

観光 1961
房総・⽔郷 : 筑波⼭ ⼤洗海岸
袋⽥温泉

最新旅⾏案内 ; 4 ⽇本交通公社
⽥園越しの筑波⼭の写真。
「富⼠⼭と並びたたえられてきた」
朝は藍、ひるは緑、夜は紫。嵐雪の句。

地震研究所、測候所、カガイ、ゆうもあ
村、⼩⽥城址
1963,1965,1967,1970,1972にも発⾏
1965年版を参照

○ ○ ○

歴史 研究 ⽂学 詩歌 1961 尾崎暢殃 筑波嶺の⽉
⽇本⽂學論究 / 國學院⼤
學國⽂學會 編  (通号 20)

万葉集や古今集で⾒られる、筑波⼭の⽉に触れる歌の考察。

歴史 研究 歴史 歴史 1961
⽯⼭寛信／著,岩井町中
央公⺠館／編

双峰筑波⼭に因みて

驍勇平将⾨公 ： 岩井
郷⼟史観 ： 天慶軍記
将⾨終焉の地岩井城合合
戦

岩井町役場 双峰と記載

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1962 市村 宏 万葉筑波嶺〔チョウ〕歌試考
⽂学論藻 : 東洋⼤学⽂学
部紀要⽇本⽂学⽂化篇
(通号 23)

東洋⼤学⽇本⽂学⽂化学
科

万葉集の嬥歌（カガイ）の考察、カガイという⾔葉の成り⽴ち。
「名物の霧」と記載。窪⽥空穂、横瀬夜⾬が登った時の⽂章が記載。

13-28 ○

⽂学 ⽂学 詩歌 1962 ⻑島弥⼀郎, ⻑島照⼦ 筑波嶺 : 歌集 ⻑島照⼦ ⼭あひにしろき雲とびむらさきの峯はほのぼのと⾒え初めにけり ⼩⽥村⽣まれ ○

歴史 研究 歴史 ⺠俗 1962 豊崎 卓
筑波郡家の探究--筑波の巨⽯
遺物にも触れて

茨城⼤学⽂理学部紀要. ⼈
⽂科学  (通号 12)

筑波の古墳、巨⽯遺物（飯名神社）

歴史 研究 歴史 ⺠俗 1962 ⽯岡史蹟保存会／編 筑波⼭⽇本始之事

⽯岡市郷⼟資料 第14号〜
第17号
元治甲⼦府中杉並戦争物
語 ⽯岡周辺の古墳 あゝ府
中落城

⽯岡史蹟保存会

⽂学 ⽂学 詩歌 ⾳楽 1963 作詞は川上宏昭 茨城県⺠の歌 空には筑波 ⽩い雲 野にはみどりをうつす⽔〜 ○ 177
信仰/観
光

観光 1963
⼩泉陽堂、⿃次泉陽／
編集

⼭紫⽔明 ： 筑波⼭ 霞が浦
： 県南観光誌

常陽家庭宝典社 朝は藍、ひるは緑、夜は紫。霞ヶ浦からの筑波⼭。 霞、筑波颪の歌あり。⼭頂の眺め。 ○ ○ ○

歴史 研究 歴史 天狗党 1963
⼭⽥⼀郎百年祭実⾏委
員会 編

筑波義挙の志⼠⼭⽥⼀郎
畧伝

⼭⽥⼀郎百年祭実⾏委員
会

歴史 研究 歴史 信仰 1963 井之⼝章次 筑波⼭麓の村
国学院⼤学⽂学会⺠俗学
研究会

⾏事、信仰、俗信などのまとめ。 名著出版(1985)からも発⾏

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1964 深⽥久弥 1903-1971 ⽇本百名⼭ 170

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1964 柳⽥国男, 1875-1962 富⼠と筑波 定本柳⽥国男集 第31巻 筑摩書房 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話の考察（1949年）
1968、1970、1979年にもあり2014年「柳
⽥國男全集 34 (昭和38年〜昭和62年)」
（筑摩書房）あり

○

歴史 研究 歴史 天狗党 1964 橋崎, 伸⼀ ,
筑波⼭事件の研究 : ⽂久・元
治期の尊攘運動の⼀考察

茨城⼤学史学会(31）,62
〜62

茨城⼤学歴史研究会 62-62

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1965 海⽼沢 孝⼦(1914〜) 筑波詠
郷⼟⽂化 第6号〜第10号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1965 豊崎 卓 新ばり筑波を過ぎて
郷⼟⽂化 第6号〜第10号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

歴史 研究 歴史 天狗党 1965 特集筑波⼭事変
史窓 第17号
茨城県⽴⽔⼾第⼀⾼等学
校史学会／編

茨城県⽴⽔⼾第⼀⾼等学
校史学会

歴史 研究 歴史 歴史 1965 伊藤橘四郎／編 筑波⼭年表 伊藤橘四郎

歴史 研究 歴史 天狗党 1966
橋本博 編著 名著刊⾏
会 1966

第4巻 筑波⼭紀聞(桜井倫常) 維新⽇誌 第7-10巻

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1967 久保⽥ 万太郎 筑波
久保⽥万太郎全集 : 隨筆
１ 第１０巻

中央公論社 常に霞んでいた。
1924年（⼤正13）執筆。
1975にも発⾏

○ ○

信仰/観
光

観光 1967
紫峰「筑波」は情の⼭、筑波
⼭は恋の⼭、筑波⼭の六井⼾

常陽新聞シリーズ 1
筑波⼭ 続・筑波⼭ 六号国
道 ⽜久沼綺譚 ⼟浦ところ
どころ

常陽新聞社 ○

信仰/観
光

観光 1967
新⼟浦、真鍋筑波線の⼼臓
部、筑波、上⼤島、酒寄⼀つ
の峰の筑波⼭

常陽新聞シリーズ 3
各駅停⾞ 筑波線 常総線
町内物語

常陽新聞社
⼝絵に写
真有

歴史 研究 歴史 天狗党 1967
茨城町⽴桜丘中学校町
史研究員／編

天狗党筑波⼭に挙兵(⻑岡での
作戦合議)

茨城町史抄 茨城町⽴桜丘中学校

歴史 研究 歴史 天狗党 1967 三次 真⼀郎(1948〜) 筑波⼭事変再考
史窓 第19号
茨城県⽴⽔⼾第⼀⾼等学
校史学会／編

茨城県⽴⽔⼾第⼀⾼等学
校史学会

歴史 研究 歴史 天狗党 1967 ⼭⼝ 武秀
⽔⼾天狗党物語 : 筑波⼭
挙兵から⻑征まで

三⼀書房

⽂学 ⽂学 詩歌 1968
⼟浦市史編纂委員会／
編集

 「筑波嶺集」抄 / ⾊川御蔭 ⼟浦市史編集資料 第3篇 ⼟浦市教育委員会
1885(明治18)出版の「筑波嶺集」より。（春、夏、秋、冬、恋、雑、⻑歌）
春ながら峰には雪のとけかねて去年のままなる⼩筑波の⼭

⾊川御蔭は⼟浦の⼈ ○
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発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 物語 1968 井上靖 1907-1991 夜の声
鏡史郎は⾞窓から筑波⼭だという⼭を遠くに眺めて、〜
いま東国を旅しつつあるという思いが、鏡史郎を⾔葉少なく、もの悲しくしていた。
⾃動⾞は⽥圃の中の⼀本道を、〜

登場⼈物が筑波⼭麓の伯⽗の家に⾏く記述
あり

○ ○ ○ 44

信仰/観
光

観光 1968
撮影地点のわかる新ドライ
ブ・マップ(16) 筑波・益⼦・
⼤洗をめぐる

旅（1968年4⽉, 237）

歴史 研究 歴史 天狗党 1968 関⼭豊正
元治元年 上 (筑波挙兵と
禁⾨戦争)

桜井印刷所

歴史 研究 歴史 天狗党 1968 ⼭本 秋広(1893〜) 筑波勢に荒された地⽅
常総の史蹟と寺々を訪ね
る 前編

⼭本秋広

歴史 研究 歴史 天狗党 1968 名越 時正 筑波⼭挙兵史論 藝林 19(6) 248-266

歴史 研究 歴史 歴史 1968 宮本宣⼀ 筑波歴史散歩
宮本宣⼀遺稿刊⾏会
1968-06

筑波⼭禅定、蚕影⼭神社、筑波周辺散歩（郷⼟の伝説、乃⽊将軍の⺟など）、多気城盛衰記
初刊は1968年
崙書房(1980)、⽇経事業出版センター
(2014)にも出版

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1969 ⽵内 ⾦治郎
"⼩筑波嶺ろの⼭の崎"--東歌・
3394番歌の解をめぐって

語⽂  (通号 32) ⽇本⼤学国⽂学会
筑波⼭が登場する東歌の解釈。（筑波⼭の⾵景を歌ったものではない）
筆者の⼝訳：筑波⼭とちがってお前のことはどうしても忘れられないので、ついこうして⼝に出してしまうの
だ。

1-7

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1969 神⼾節 1894-1980 筑東集
常陸のや筑波の嶺は愛しきかも ⼆つの秀峰天そそり⽴つ
筑波嶺に初雪降れり刈り⽴ての頭（つぶり）をさむみ⾒の飽かぬかも  など

新治郡美並村出⾝
⼆つ
の秀
峰

○ 196

⽂学 ⽂学 物語 1969 新⽥次郎 筑波の仙⼈ まぼろしの雷⿃ 講談社
筑波の仙⼈と呼ばれている勘次郎と測候所所⻑の沖⽥との交流。⼥体⼭北側の洞窟に居を構える。筑波⼭の名
物「雲海」。歌垣、紅葉の季節.

戦前から戦後にかけての話。
歌垣の⼟（御幸ヶ原）を薬にする。
「思い出のともしび・⽩い夏」(1975,新潮
社）,
「新⽥次郎全集 １３」（1978,新潮社）に
も発⾏

○

信仰/観
光

観光 1969 塔⽂社／編

精密地番⼊⽔⼾市街地
図：⽔⼾市とその周辺詳
図：⼤洗・筑波・笠間・
霞ケ浦・⽇⽴（昭和44年
1⽉版）

塔⽂社

信仰/観
光

観光 1969
グラビア:筑波⼭麓の⾵変わり
な憩い場 ゆう・もあ村から伝
正寺の湯へ

旅（1969年7⽉） ゆうもあ村の紹介

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1970 ⻘⽊ 昭 越後と夜⾬と筑波⼭
常総⽂学 創刊号
永瀬 純⼀(1924〜)／編

常総⽂学会 横瀬夜⾬

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1970 和⽥正史 富⼠と筑波
⽇本歴史 / ⽇本歴史学会
編  (通号 270)

⾵⼟記の筑波と富⼠の話の考察 117-125 ○

信仰/観
光

観光 1970 国⽴公園協会／編
国⽴国定公園地図シリー
ズ : ⽔郷筑波 ５４

昭⽂社 1971年にも発⾏

信仰/観
光

観光 1970
裏筑波への招待 ： 国
定公園

真壁町観光協会

⽂学 ⽂学 詩歌 1971 植⽊登 筑波恋い : ⺠謡詩集  「⼟浦の⽂学」社

筑波颪よ、⼣焼け筑波、筑波天狗党、みか
ん⼭、春便り（霞もたなびく〜）、筑波み
かん、筑波つつじ、⻨踏み
「古来、⾼浜⼊江から⾒る筑波⼭が⼀
番美しいと⾔われている」p.170
ペンネームで「筑波三四郎」がある
1985年にも出版

⾼浜
⼊江

○ ○ ○ ○ ○

⽂学 ⽂学 詩歌 1971 ⽊村楽軒 筑波 : 句集 草茎社

⾏く秋や紫匂ふ筑波⼭
筑波背に⻨踏む姉妹語らざる
⼣焼の筑波いま昏れ⻘⽥⾵
⻨熟れて筑波眩しく遙かなる
筑波⼆峰薄紅葉して相寄れる
むらさきの句もより現れぬ初筑波
秋⽴つ⽇筑波に雲の動きそむ

○ ○ ○ ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1971
新いばらきタイムス社
／編

筑波の餓⻤済度、うら筑波
親鸞のふるさと ： 親
鸞の偉業顕彰 ： ⼆⼗
四輩と茨城の遺跡

新いばらきタイムス社
1971-09

信仰/観
光

観光 1971 房総・⽔郷 : 成⽥⼭・筑波⼭ ポケット・ガイド ; 10 ⽇本交通公社 観光資源の列挙。ゆうもあ村。ヤマツツジ。 1974にも発⾏ ○ ○

歴史 研究 歴史 天狗党 1971 新荘 桜涯
 (9)岩⾕敬⼀郎話(筑波事件の
企画は潮来遊郭で)

潮来華街史
潮来町商⼯観光課 (郷⼟
潮来：特集ニ)

歴史 研究 歴史 天狗党 1971 綿⾕雪 編 筑波騒動実歴談 幕末明治実歴譚 ⻘蛙房(⻘蛙選書 ; 37)

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1972
⼟浦の⾃然を守る会／
編

筑波⼭に上って丹⽐の国⼈の
作った歌

桜川 第1号〜2号 ⼟浦の⾃然を守る会 万葉集の歌

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1972
与⽥準⼀／編, 岩崎ち
ひろ／装幀,井⼝⽂秀／
装画

富⼠⼭と筑波⼭
⽇本の古典童話・１ : や
またのおろち（古事記）

⼩峰書店 ⾵⼟記の筑波と富⼠の話 ○

その他 研究 ⽂学 詩歌 1972
Yoshinari Ohtsuka／
編,瀬⾕ 義彦(1914〜)
／監修

筑波嶺の峠 常陸⾵⼟記と万葉ライン 茨城県商⼯労働部観光課

その他 観光 1972 室伏勇(1934〜) 広い平地に名峰筑波
茨城のこころ 〔1〕
茨城新聞社／編

昭和書院 筑波⼭、霞ヶ浦、利根川、農耕地、奥久慈

⽂学 ⽂学 詩歌 1973 関せん 筑波の麓 : 歌集 ⼤泉書圃(潮汐叢書)

⽂学 ⽂学 詩歌 1973 柴沼忠三 初筑波 : 句集
新樹社 (九年⺟叢書 ; 第
13篇)

枯芦の湖畔筑波を遠く置く
紅葉よし男峰⼥峰とならびたち
⽥を植うや筑波双タ⼭神ながら
朝の空涼し筑波嶺むらさきに
朝よりの筑波颪に夜寒かな
どこよりも⾒えて筑波嶺稲架の上

昭和20-47⼟浦在中 ○

男峰
⼥峰
双タ
⼭神

○ ○ ○ ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1973 板橋勇
筑波⼭を中⼼とした歌垣の研
究1

常総⽂学 第6号
永瀬 純⼀(1924〜)／編

常総⽂学会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1973 板橋勇
筑波⼭を中⼼とした歌垣の研
究2

常総⽂学 第7号
永瀬 純⼀(1924〜)／編

常総⽂学会

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1973 有⾺ 徳(1908〜) 福慈の神と筑波の神 常陸国⾵⼟記註釈 太平洋出版
信仰/観
光

研究 歴史 ⺠俗 1973 遠⼭都⼀ 筑波⼭信仰について 茨城の⺠俗 第12号 茨城⺠俗学会 1973-11 ⾵⼟記の富⼠筑波の話、飯名神社と巨⽯、カガイ、六所神社、御座替祭り
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

歴史 研究 歴史 天狗党 1973
茎崎村教育委員会(茨
城県)／編

筑波挙兵 茎崎村史 茎崎村

歴史 研究 歴史 天狗党 1973 ⽇本史籍協会／編 筑波戦争記
野史台維新史料叢書 １３
 (⽇本史籍協会叢書)

東京⼤学出版会 1973
「野史台維新史料叢書 : 筑波戦記 ２９」
「⽇本史籍協会叢書 別編２９」(1975)
にもあり

その他 研究 ⽂学 詩歌 1973 奥井登美⼦(1933〜) 北筑波稜線林道
桜川 第3号〜4号
⼟浦の⾃然を守る会／編

⼟浦の⾃然を守る会

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1974 ⾼梨公之
法--名⾔とことわざ 筑波⼭あ
れこれの賀詞

時の法令 / 雅粒社 編  (通
号 844・845)

⾵⼟記に記されるカガイ、ガマの⼝上についてのエッセイ 111-114

⽂学 ⽂学 詩歌 1974 清⽔橘村 筑波紫抄
⽇本現代詩⼤系 第２巻
⽇夏 耿之介 編

「筑波紫」の中の「地⾐の歌」「⼩⿊⼥」
に筑波が出てくるが、⼭についてではな
い。
明治⽂學全集 : 明治詩⼈集2 61(筑摩書房
(明治⽂学全集))でも「筑波紫」（抄）あ
り。

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1974
佐賀 進／絵,佐賀 純⼀
／⽂

⼟浦の町と筑波⼭
スケッチで綴るふるさと
⼟浦

「スケッチで綴るふるさ
と⼟浦」出版実⾏委員会

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1974 中村 ときを(1906〜)

・研究学園都市を⾏く⾕⽥部
町、茎崎村、桜村、豊⾥町、
⼤穂町、筑波町・飯塚伊賀七
・夫婦⼭脈筑波⼭とその周
辺・徳⼀法師

茨城の⾵⼟と夢 常陽産業開発センター

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1974 中村ときを 筑波⾵⼟記 崙書房 1976、1981（筑波書林）にも発⾏ ○

信仰/観
光

観光 1974
ブルーガイドパック編
集部 編

房総・⽔郷・筑波 : ⽝吠崎・
成⽥・佐原・⽔⼾・袋⽥

ブルーガイドパック 実業之⽇本社 朝は藍、ひるは緑、夜は紫。コマ展望台。がま祭り、ゆうもあ村、梅林、けんちんそば。

1975,1978,1979,1980,1981,1984,1985,198
6,1987,1988,1989,1990,1991,1992,1993,1
994,1995,1996,1997にも発⾏
1978年版を参照

○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1974 斎藤昭俊 <調査報告>筑波⼭禅定講 佛教と⺠俗 11 51-53

その他 記事 1974
茨城県開発公社／
〔編〕

筑波スカイライン ：
記録・9年の道程

茨城県開発公社

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1975 須⽥薫
横瀬夜⾬と⾵⼟について−筑
波根詩⼈に関する序章− 1

秋⽥⾵⼟⽂学 秋⽥⾵⼟⽂学 横瀬夜⾬ 49-60

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1975 渡部和雄
もう⼀つの「東歌を疑う」-妹
が⾨いや遠そきぬ筑波⼭-の在
り様

古代⽂学  (通号 14) 古代⽂学会
万葉集にて筑波を歌う東歌と防⼈の歌の考察。
官⼈にとっては歌枕である筑波⼭そのものが関⼼の対象で、直接⼭に触れるもしくは遊楽の歌がない。

30-39

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1975 渡部和雄 筑波嶺に背向に⾒ゆる葦穂⼭ 国語国⽂研究  (通号 54) 東歌の考察 p.p1〜13

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1975 板橋 勇
筑波⼭を中⼼とした歌垣の研
究3

常総⽂学 第8号
永瀬 純⼀(1924〜)／編

常総⽂学会

⽂学 ⽂学 物語 1975 有吉佐和⼦ 1931-1984 ⻤怒川
〜この⼭は結城地⽅から⾒るのが⼀番美しい。
⾏く⼿には筑波⼭が遠く薄紫⾊をして待っている

登場⼈物が結城から筑波⼭を眺める記述あ
り

結城 ○ 38

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1975 植垣節也
"富⼠と筑波"考 (吉永登先⽣古
稀記念上代⽂学特集)

国⽂学  (通号 52)  p.p35
〜39

⾵⼟記の筑波と富⼠の話 ○

信仰/観
光

観光 1975
⽇光 尾瀬 常陸：那須／塩原／
筑波／⽔⼾

交通公社の新⽇本ガイ
ド：4

⽇本交通公社 1978,1981,1985にも発⾏

⽂学 ⽂学 物語 1976 中村ときを
筑波嶺詩⼈ : 若き⽇の横
瀬夜⾬

崙書房 横瀬夜⾬の⼈⽣を⼩説にした（伝奇⼩説）

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1976
⽯川湧／編,今泉吉典／
編,植⽥敏郎／編

富⼠の神と筑波の神
少年少⼥世界の⽂学 ４
５ 初版

⼩学館 ○

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1976 河野 ⾠男

筑波郡の記載事項、筑波郡の
範囲、筑波国開拓の事情、筑
波地⽅の古墳、 筑波地⽅旧⽂
化の中⼼と役所の所在

常陸国⾵⼟記の史的概観 河野⾠男 筑波郡の成り⽴ち。⾵⼟記の富⼠筑波の話。カガイの場所の考察（六所？飯名？）。 ○

信仰/観
光

観光 1976 ⼭本佗介 房総と⽔郷筑波 ブルーガイドブックス 実業之⽇本社
ゆうもあ村、
筑波⼭の紹介では⾵⼟記、深成岩、頂上の眺望、森林、神社。横瀬夜⾬、がま園、

1977(〜ﾌﾞｯｸｽ
112),1978,1980(112),1982(112),1983(112
),1985(112),1986(8),1987(8),1988,1989(8
)
1988年版を参照

歴史 研究 歴史 天狗党 1976 関⼭ 豊正
筑波⼭挙兵の⽬的に関する⼀
考察--布告⽂を中⼼として

軍事史学 / 軍事史学会 編
12(1)

p58〜67

歴史 研究 歴史 天狗党 1976 江川 ⽂展
激派と⺠衆―元治元年筑波挙
兵を中⼼として―

茨城県史研究 第34号
茨城県史編さん総合部会
／編

茨城県歴史館

歴史 研究 歴史 信仰 1976 市村其三郎 筑波⼭東北麓の三⽅境
アジア・アフリカ⽂化研
究所研究年報  (通号 1976
年版) 1976 p.p1〜6

奈良時代の筑波⼭は国有地で、筑波⼭神社はまだなく、⾃然崇拝。
筑波郡、新治郡、真壁郡

徳⼀の開基。
新治、筑波、真壁における筑波⼭の歴史

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1977 伊藤良平 句集筑波路 伊藤良平

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1977 ⼭⽥光夫
⼥男いてさえ2筑波根詩⼈横瀬
夜⾬物語

常総⽂学 第9号
永瀬 純⼀(1924〜)／編

常総⽂学会 1977-12 横瀬夜⾬

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1977 ⼩滝和⼦

筑波嶺に古(いにし)え恋うる--
某⽉某⽇,万葉集・東歌の故地
に孤影をひきて思いしことど
も

⽇本及⽇本⼈  (通号
1539)

⼟浦→関東鉄道、農家の⾵景、筑波町からバスで筑波⼭神社前。
万葉集の歌を挟みながら登⼭。下りはロープウェー。

105-111 ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1977 鈴⽊ 茂乃夫(1909〜) 筑波嶺の 茨城の歴史をゆく 続 茨城県教科書販売
信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1977 前川康司 筑波⼭、加波⼭の源海上⼈ 加波⼭ 巻1 前川康司 1977-05

信仰/観
光

研究 観光 1977 東京営林局 [編]
筑波地区・城⼭北⼭地区
観光資源開発調査報告書

東京営林局

歴史 研究 歴史 ⺠俗 1977
茨城県総務部職員課／
編

ガマの油、ケーブルと観光、
元治元年の挙兵、中禅寺、筑
波社領の農⺠闘争、筑波のか
がい

ふるさと探訪 茨城県総務部職員課

⽂学 ⽂学 詩歌 1978 遠⼭都⼀ 筑波地⽅の句碑と俳⼈
郷⼟⽂化 第19号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

⽂学 ⽂学 詩歌 1978 下条綾⼦ 詩集『筑波野の春』(抄) 茨城近代⽂学選集 5 常陽新聞社
⽂学 ⽂学 詩歌 1978 ⼭⼝義孝(1928〜) ⺠謡集『筑波は晴れて』(抄) 茨城近代⽂学選集 5 常陽新聞社

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1978
茨城県⽴図書館／共編,
茨城県読売ブッククラ
ブ／共編

⽂学散歩：うら筑波周辺
の⾃然と古寺を訪ねて

茨城県⽴図書館
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 物語 1978 新⽥次郎 筑波の仙⼈ 新⽥次郎全集 １３ 新潮社

信仰/観
光

観光 1978 ⽇本交通公社／編 房総・⽔郷・筑波
交通公社のポケットガイ
ド ; １０

⽇本交通公社

1979,80,81,82,83,86,87,88,89,90,91,92(こ
こまでJTBのポケットガイド
10),93,94,95,96,97,98,99,2000（JTBのポ
ケットガイド14）

歴史 研究 歴史 ⺠俗 1978 ⼋⽊⼼⼀
筑波⼭がまの油物語 : ⼝
上「さあさあお⽴ち合
い」の成⽴と展開

崙書房 (ふるさと⽂庫) がまの⼝上、⽣態、落語についてなど 1984, 1985にも出版

歴史 研究 歴史 天狗党 1979 平野⾠三 ⽇録筑波⼭義挙始末 平野⾠三

歴史 研究 歴史 信仰 1979 遠⼭都⼀ 横綱常陸⼭の筑波登⼭記念碑
郷⼟⽂化 第20号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

⽂学 ⽂学 詩歌 1980 ⼩沼 由美⼦ 筑波⼭の歌をめぐって
⽇本⽂学論叢 第5号
茨城キリスト教短期⼤学
⽇本⽂学会編

茨城キリスト教短期⼤学
⽇本⽂学会

⽂学 ⽂学 詩歌 1980 ⼟⽥畦⽔, 1904-
⼟⽥畦⽔遺句選集筑波の
声

⼟⽥純⼦

初秋の筑波七⾊⾒つつ病む
初霞筑波にかかる神の帯
⼣雲に筑波は⾒えず⼤枯野
筑波嶺の空の碧さや揚雲雀（ヒバリ）

北条の出⾝。 ○ ○

⽂学 ⽂学 詩歌 1980 ⽇置知翁／編 筑波野：句集 ⽇置知翁

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1980 河野⾠男
常陸国⾵⼟記の探求 中
(筑波郡.信太郡.久慈郡)

筑波書林(ふるさと⽂庫) 186「常陸国⾵⼟記の史的概観」とほぼ⼀緒

筑波郡の成り⽴ち。⾵⼟記の富⼠筑波の
話。カガイの場所の考察（六所？飯
名？）。
1988にも発⾏

○

信仰/観
光

観光 1980 トラベルjoy編集部 編
房総・⽔郷 : 九⼗九⾥・筑
波・⽔⼾

トラベルjoy ⼭と渓⾕社 朝から⼣刻にかけて藍、緑、紫と⾊を変える。神社、御幸ヶ原、加波⼭、ゆうもあ村、千代⽥果樹園、ガマ 1983,1985にも発⾏ ○

信仰/観
光

観光 1980 国⽴公園協会 編 ⽔郷・筑波 エアリアマップ １４ 昭⽂社

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1980 坂本 正仁
常陸筑波⼭における神仏分離-
上-

⼤正⼤學研究紀要. 佛教學
部・⽂學部 / ⼤正⼤学出
版部 編  (通号 65)

99-125

信仰/観
光

観光 1980 ⼭本明
TRAVEL BOUTIQUE ONE
DAY ドライブ8 筑波⼭とその
周辺

⽉刊るるぶ（1980年11
⽉, 160）

ゆうもあ村、ガマ、千代⽥村果樹園、万葉集の歌、ガマ

その他 1980 佐藤⼀雄( ⼟浦市) 筑波⼭
会報 ： ⼟浦市⽂化財
愛護の会 第3号
愛護の会編集委員会／編

⼟浦市⽂化財愛護の会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1981 ⽯井郁⼦
筑波⼭と萬葉集 : 神々の
⼭

臥雲⼭荘⽂庫 万葉集、百⼈⼀⾸の歌の考察。

⽂学 ⽂学 物語 1981 ⽔上勉 1919-2004 ⽗と⼦ 「ふたつ峯があるだろ。あれは夫婦だ」
登場⼈物が取⼿から下妻へ⾏く途中で筑波
⼭を望む記述あり
親⼦で横瀬夜⾬の話をする

○ 夫婦 46

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1981 ⾺場あき⼦ 1928- 歌枕をたずねて
中腹は桜のさかりであった〜
裾野の⽔⽥は開耕の季節で蛙がすでに鳴き〜

⼟浦経由で筑波⼭登⼭に⾏く際の紀⾏ ○ ○ 48

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1981
阿蘇瑞枝／〔ほか〕校
註

⾵⼟記篇筑波と富⼠（ほか１
１編）

古代説話 笠間書院 ○

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1981 関敬吾／著 京都 ⾵⼟記と「富⼠と筑波」
関敬吾著作集 : 昔話研究
法と伝説. 第３巻

同朋舎出版 ○

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1981 江⼾勲
筑波の⾵⼟に潜む三⼗⼀
の謎に遊ぶ : 新筑波歴史
⾵⼟記

第⼀法規出版 筑波の名称、ふくれみかん、ヤマトタケルと連歌、ガカイ

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1981 ⻑瀬治著
筑波嶺の⽂学 : 古代⽂学
の道を探る

筑波書林 (ふるさと⽂庫) 筑波の道（連歌）、歌垣の伝承、万葉集、古今集、後撰集以降、⽇本書紀、古事記、筑波⼭麓の⼩町伝説 ○

信仰/観
光

観光 1981 あるっく社編集部 編

東京周辺 : 伊⾖・箱根・富
⼠・昇仙峡・奥利根・⽇光・
那須・房総・筑波⼭・あぶく
ま洞

ベストドライブ あるっく社 筑波スカイライン、表筑波スカイライン、千代⽥村、ゆうもあ村、千代⽥果樹園。桜、紅葉、がま 1992にも発⾏ ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1981 茨城県⽂化顕彰会／編 筑波⼭本宮六所⼤神宮縁起 郷⼟の輝 第2輯 茨城県⽂化顕彰会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1981 坂本正仁
常陸筑波⼭における神仏分離-
下-

⼤正⼤學研究紀要. 佛教學
部・⽂學部 / ⼤正⼤学出
版部 編  (通号 66)

163-185

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1981 ⻄海賢⼆
筑波⼭と⼭岳信仰 : 講集
団の成⽴と展開

崙書房 (ふるさと⽂庫)

歴史 研究 歴史 天狗党 1981 ⼭⼝誠太郎
元治甲⼦府中杉並戦争物語・
筑波義軍旗挙の前後

常陸郷⼟資料館

歴史 研究 歴史 天狗党 1981 渡辺 宏／編
天狗党志⼠と⼤楠公⽞武鈴
： 筑波義挙発⾜の地・府中
鈴宮をめぐる

常陸：常陸郷⼟資料館誌
第11号

常陸郷⼟資料館

⽂学 ⽂学 詩歌 1982 ⾼⽊耕⼈
筑波嶺 : 句集(若葉叢書
; 第230集)

⽩凰社
「句集名は、私の⽣地茨城県の名⼭と⾔うよりも全国での名⼭の⼀つであり、私が少年時代朝に⼣に仰いで
育ったなつかしい⼭なのであえて名付けたものである」
秋の歌）筑波嶺の双嶺しやんと野菊晴

○

⽂学 ⽂学 詩歌 1982 中根三枝⼦
筑波嶺 : 歌集(迯⽔叢書 ;
第17篇)

渓声出版

筑波男神（いざなぎのみこと）筑波⼥神（いざなみのみこと）ましませる⼆上の峯に朝露渡る
⿊御影⽩き御影の岩漿（マグマ）積み三億歳の⼭は紫
朝霧を追ひかくることうぐいすの声透りつつ晴れわたる空
男の嶺に灯か捧ぐ連歌嶽巌に燃ゆる野つつじ花
桜川男⼥川ゆく筑波嶺葉⼭茂⼭宗祇も越えし
故⾥の筑波の⼭のむらさきの⼼に沁み来今⽇のかなしみ

桜村の出⾝。ほとんどが筑波⼭近辺の歌。
（桜川など）

桜川
男⼥
川

筑波
⼥神
男の
嶺

○ ○ ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1982 島崎昌美／〔ほか〕編
万葉と⾵⼟記のふるさと
筑波⼭ : 筑波⼭⽂学散歩
のしおり

読書会“くさ”事務局

⽂学 ⽂学 詩歌 1982 野⽵⾬城 筑波野 : 句⽂集 故郷社

筑波⼭吟⾏）
霧は眉に「夜⾬」がさみしと刻める碑
旅は⼼⽇暮落葉の静かさこそ
冬もみぢ⼀樹に担ふ朱のテーマ
露の⽯願主いづこの地にあるや

○ ○

⽂学 ⽂学 戯曲 1982 横⼭重 [ほか]編 富⼠権現筑波由来 古浄瑠璃正本集 第10 ⾓川書店 ○

信仰/観
光

観光 1982
峰寺⼭から東筑波の⾃然と史
跡を巡る⼋郷町散歩コース・
⼋郷町

ふるさとの散歩道 茨城県 国⼟地理協会
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

信仰/観
光

観光 1982 房総・筑波・益⼦ ニューガイドトップ 弘済出版社 万葉集、神社、伝承寺、加波⼭、⼩⽥城址、ゆうもあ村、ガマ、ステーキひたち野、 1987,1989,1990,1991にも発⾏

信仰/観
光

観光 1982
万葉の秘められた歴史と豊か
な⾃然を訪ねる筑波⼭散歩
コース・筑波町

ふるさとの散歩道 茨城県 国⼟地理協会

信仰/観
光

観光 1982
裏筑波の歴史と野趣味を求め
て気ままな散歩コース・真壁
町

ふるさとの散歩道 茨城県 国⼟地理協会

歴史 研究 歴史 ⺠俗 1982 奥井登美⼦(1933〜)
筑波⼭にガマがいなくなった
わけ

桜川 第19号
⼟浦の⾃然を守る会／編

⼟浦の⾃然を守る会

芸術 芸術 絵画 1982 栗⽥ 勇 ⽇本名⼭譜-2-筑波⼭ 芸術新潮 33(2) 73-76
⼩川芋銭
の筑波⼭
図

その他 研究 景観 1982
太⽥ 博太郎／［ほ
か］編

図説 ⽇本の町並み ３ 第⼀法規

⽂学 ⽂学 詩歌 1983 森⾕秀雄
遺作集森⾕秀雄 ： 筑
波嶺からたどるふるさと
の⺠謡

森⾕秀樹

⽂学 ⽂学 詩歌 1983 奈良⽐佐⼦ 遠筑波 : 奈良⽐佐⼦集 現代俳句選書 ; Ⅱ・20 東京美術
雪晴れや筑波遠⾒に⽝⼩屋⼲す
⼆ン⽉や筑波双肩尖らせて
⽇帰りの帰郷や筑波に後の⽉

住む越⾕から⾒える、故郷⽔⼾からも⾒
え、⽔⼾を懐かしく思うため句集名にした

○ ⽔⼾ 双肩 ○

信仰/観
光

研究 歴史 1983 ⽻⽣元信 筑波登⼭街道の変遷 筑東史談会

歴史 研究 歴史 天狗党 1983 永⽥ 布祝
特別寄稿・筑波挙兵と烈公の
神位始末

桂史紀要 第7号
桂村史談会／〔編〕

桂村史談会

歴史 研究 歴史 天狗党 1983 延島 久美⼦ 筑波挙兵から⼤平⼭まで
史窓 第32号
茨城県⽴⽔⼾第⼀⾼等学
校史学会／編

茨城県⽴⽔⼾第⼀⾼等学
校史学会

⽂学 研究 ⽂学 ⺠話 1984 萩坂昇／著 筑波⼭ と 富⼠⼭ の ⼼ 四季の⺠話 第３ 秋 労働教育センタ− ○

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1984
⽯岡市史編さん委員会
／編集

⾵⼟記の世界-筑波⼭と⾼浜の
海-

⽯岡の歴史 ： 市制三
⼗周年記念

⽯岡市

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1984 仲⽥ 安夫
筑波あれこれ-「常陸⾵⼟記」
から⾒た筑波の神事-

郷⼟⽂化 第25号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

歴史 研究 歴史 天狗党 1984 永⽥ 布祝 筑波挙兵の関係年表
桂史紀要 第8号
桂村史談会／〔編〕

桂村史談会

歴史 研究 歴史 天狗党 1984 関⼭ 豊正／〔著〕 筑波勢は何故(なぜ)分裂したか 元治元年 下の2 〔関⼭豊正〕

歴史 研究 歴史 天狗党 1984 ⾼梨 輝憲
⽔海道と筑波天狗・⽔野主⾺
の話

歴史みつかいどう 第4号
⽔海道市教育委員会／編

⽔海道市教育委員会

歴史 研究 歴史 1984 宮⽥ 裕紀枝
 [リポート]筑波⼭古墳の⽯室
写真発⾒

利根川 5 利根川同⼈

その他 研究 景観 1984 朝倉隆太郎 校歌と筑波⼭(近況・随筆) お茶の⽔地理学会
⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1985 昭和天皇 はるとらのをま⽩き花の穂にいでておもしろきかな筑波⼭の道 ○ 187
⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1985 仲⽥安夫 筑波町の昔ばなし 下 筑波書林(ふるさと⽂庫)
⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1985 仲⽥安夫 筑波町の昔ばなし 上 筑波書林

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1985 椙⼭林継 筑波⼭中における祭祀遺跡

常陸国⾵⼟記と考古学 :
⼤森信英先⽣還暦記念論
⽂集
⼤森信英先⽣還暦記念論
⽂集刊⾏会 編

雄⼭閣出版 歌垣、カガイ、⾵⼟記の富⼠筑波の話、六所神社 ○

信仰/観
光

観光 1985 清⽔さとし
房総・⽔郷・筑波 : 歩く−⾒
る−⾷べる

エアリアガイド ; １０ 昭⽂社
⻄に富⼠東に筑波、⼭肌の⾊は朝は藍、昼は緑、⼣は紫。万葉集。ケーブルカー、神社、ロープウェイ、がま
園、梅林、ベゴニアガーデン、⾬引観⾳、フラワーパーク、ギター⽂化館、筑波ふれあいの⾥、ゆうもあ村、
東筑波ユートピア

1987(ｴｱﾘｱｶﾞｲﾄﾞ
10),1988,1989,1991,1992(ｴｱﾘｱｶﾞｲﾄﾞ10)に
も発⾏

○ ○

信仰/観
光

観光 1985
⼤⽯三四郎／監修 チー
ム

筑波万博トリプルガイド :
科学万博‐つくばʼ８５
筑波研究学園都市 筑波
⼭・歴史観光

紫峰筑波⼭、ガマの油、みかん、⾃然、電波銀座、ハングライダー

信仰/観
光

観光 1985 ⽇本勤労者⼭岳連盟 編 みんなの⼭歩き 東京周辺 ２
ハイカーズＢｏｏｋｓ
２

協同出版

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1985 北畠克美 筑波⼭神社
⽇本の神々：神社と聖地
11

茨城県⽴図書館

信仰/観
光

観光 1985

特集/早春ドライブ紀⾏ ドライ
ブプラン・6 開幕まぢかの筑
波博会場を横⽬に筑波⼭ドラ
イブ 安細錬太郎

旅（1985年3⽉, 80） ゆうもあ村、 写真有

歴史 研究 歴史 天狗党 1985
守⾕町史編さん委員会
／編

筑波挙兵と常総騒乱 守⾕町史 守⾕町

その他 ⽂学 紀⾏ 1985 飯島 巌／〔ほか〕
関東鉄道 ： 筑波鉄道・⿅
島鉄道

(私鉄の⾞両 ： 8) 保育社

⽂学 ⽂学 詩歌 詩 1985 ⾕凡美 詩
⼟時計、こぼれ⻨、つく
ば野（1986）、、裏つく
ば(1984)

筑波双峯むらさきに⼥神男神のロマン⼭〜（ふるさと筑波）
筑波明け暮れ⽥ン圃げみてりゃ〜（ふるさと⾵⼟記）

協和出⾝

双
峯、
⼥神
男神

○ ○ 74

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1986 益⽥勝実
筑波にて--〓歌再考 (中央と地
⽅<特集>)

⽂学 / 54(12) 岩波書店 [編]

最近は北条駅を通過して筑波駅で降り、バスで神社の⼤⿃居井まで⾏くことが多い。
万葉集の歌に合わせて登⼭し国⺠宿舎に泊まる。
NHK「⾵と雲と虹と」のカガイのシーンが撮られた。
カガイの詳細、⾵⼟記の解説。

万葉集に出てくる⼩筑波と筑波は、ほとん
どが筑波⼭としているが、⼩筑波は加波⼭
である、としている。
78-91

○

⽂学 ⽂学 詩歌 1986 ⼤野 ⽯斎 短歌 笠間・筑波⾏ 236 ⽻後公論 全15ページ

⽂学 ⽂学 詩歌 1986
不⼆歌道会茨城県⽀部
／編

筑波嶺 ： 影⼭正治先
⽣歌碑建⽴記念誌

不⼆歌道会茨城県⽀部

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1986 鎌 啓司 筑波⼭神社 茨城の神社覚書 1 鎌⽥啓司 古来富⼠と並ぶ名⼭。蚕影神社、御座替祭 ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1987 原⽥貞義
⾼橋⾍⿇呂-「登筑波⼭歌」を
めぐって

和歌⽂学の世界 第11集
(論集万葉集)
和歌⽂学会 編

笠間書院 ⾼橋⾍⿇呂の歌の考察。

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1987 浅⾒徹 筑波⼭の[チョウ]歌 岐⾩⼤学国語国⽂学 18 検悦使⼤伴卿の筑波⼭に登る歌は、中央政府から派遣された帰属を案内して筑波登⼭を試みる歌。

⾼橋⾍⿇呂の歌の考察。⾍⿇呂が春の登⼭
を渇望していない、カガイに参加したのか
どうか、など。
1-13
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川な
ど

遠⽅
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山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
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寒い
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⾵

⼣⽇
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『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1987 藤⽥稔(1922〜)
筑波の=歌(カガイ)と苗族の対
歌

茨城の⺠俗 第26号 茨城⺠俗学会
中国苗族、壮族、タイのアカ族など少数⺠族の間で筑波のカガイをほうふつさせるような歌と性の祭りがあ
る。

⽂学 ⽂学 戯曲 1987 藤⽥伝
ツイテナイ⽇本⼈ : 藤⽥
伝作品集

新宿書房

信仰/観
光

観光 1987 地図の本編集部 編
箱根・房総・三浦・⽔郷・筑
波・上越・⽇光

関東周辺⽇帰り・⼀泊旅
⾏ １(アトラスガイド

⽇地出版 1988,1991にも発⾏

歴史 研究 歴史 天狗党 1987 常陸郷⼟資料館 編 筑波義軍旗挙 上 筑波書林(ふるさと⽂庫)

その他 1987 後藤昭著
コスモスのかなたに近く
筑波⼭

後藤昭

その他 ⽂学 紀⾏ 1987 ⾨井 ⼋郎
弥彦そして筑波-ふるさとの⽂
化を思う-

下妻の⽂化 第12号
下妻市⽂化団体連絡協議
会／編集

下妻市⽂化団体連絡協議
会

⽂学 ⽂学 詩歌 1988
海⽼沼正男, 海⽼沼と
く

めをと歌集 ： 筑波嶺
に歌う

海⽼沼正男 双峯

⽂学 ⽂学 詩歌 1988 樋⼝昌夫
夏筑波 : 句集 (俊英俳句選
集 ; 21)

東京四季出版

筑波嶺の鞍部涼しく⼥男神
筑波嶺に⼆神祭る⾚とんぼ
筑波嶺に佇つアンテナや⼭百合と
蝦蟇⽯と国⾒をしたり夏筑波

筑波で研修会があった際の句
⼆神
⼥男
神

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1988 磯⼭松翁 1899-1985 筑⻄集 群⼭の幾重をへだて雲のはるか 筑波双峯紫に⾒ゆ  など ○ 196
信仰/観
光

観光 1988 あるっく社編集部 編集
ベストドライブ : Ｇｕｉｄｅ
＆ ｍａｐ ３

たびんぐぶらざーず あるっく社
「ベストドライブ : ガイド＆マップ ３」
(1990)も発⾏

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1988 坂本 源⼀ 筑波修験と⾦剛界五仏信仰
紀要 第3号
紀要編集委員会(⻯ケ崎市
郷⼟史研究会)／編

⻯ケ崎市郷⼟史研究会

信仰/観
光

芸術 写真 1988 浜⽥ 泰介(1932〜)
浜⽥泰介筑波路の旅：茨
城百景

アトリエミキ

歴史 研究 歴史 天狗党 1988
著者不明 〔製作者不
明〕

図1枚:58×43cm(折りたたみ
28cm)

築波⼭浪賊等〓篭備配遠
⾒略図

芸術 芸術 写真 1988

浅⾹ 鉄⼼,宮⽥ 俊彦,川
名 登,川崎 純徳,鎌⽥
啓司,常盤 桂吉,⼩沢 ⽂
⼦,柳⽣ 四郎,岩崎 宏之,
⾬⾕ 昭,徳原 聡⾏

巻頭詩「こよなき⼈⽣を」、
カット「筑波⼭」

常総の歴史 : ⼩特集：地
名 第２号

崙書房茨城営業所

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1989 ⾼橋 ⾠久
「新治 筑波を過ぎて…」をめ
ぐって-承前-

⽂学研究  (通号 69) ヤマトタケルの東征の⾏程を古事記と⽇本書紀で照合。「新治 筑波を過ぎて…」が⼀致。 1-4

⽂学 ⽂学 詩歌 1989 ⽯島 久男 筑波の⾒える⾵景 ⽯島久男

歴史 研究 歴史 天狗党 1989 久野 勝弥(1938〜)
「筑波根於呂志」・「筑波
⼭」と紀州藩⼠⻑沢伴雄との
関係について

⽔⼾史学 第30号
⽔⼾史学会／編

⽔⼾史学会

歴史 研究 歴史 天狗党 1989 常陸郷⼟資料館 編 筑波義軍旗挙 下 筑波書林 (ふるさと⽂庫)

その他 1989
中村幸彦, ⽇野⻯夫 編
臨川書店

筑波⼭恋明書並名所
新編稀書複製会叢書 第3
巻 (御伽草⼦・仮名草
⼦・浮世草⼦・咄本)

臨川書店 仮名⽂字で何書いてあるか不明。

⽂学 ⽂学 詩歌 1990 ⼤⽊ 海(1929〜) 筑波の⻄に：句集 かびや会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1990
南河内町教育委員会／
編

⽂学散歩 : 筑波嶺に万葉
東歌のふるさとをたずね
て

南河内町教育委員会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1990 廣⽊ ⼀⼈
連歌史上の疑点 : 「佐保河」
「筑波」の歌をめぐって

紀要 32 連歌の祖を万葉集の尼と家持の合作（佐保河）とするか、ヤマトタケルの筑波問答にするか。 57-69

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1990 平塚春造
⽇暮しの岡 : 東に筑波、
⻄に富⼠
(確連房⽂庫 ; 1)

⾕根千⼯房 ○
東京都荒
川区--歴史

⽂学 ⽂学 戯曲 1990
中村幸彦 ⽇野⻯夫
編

けいせい筑波⼭
新編稀書複製会叢書 第１
９巻(歌舞伎・狂⾔本)

臨川書店

信仰/観
光

観光 1990
ふるさといばらきの⼭
編集委員会／編

筑波⼭〈関東の名峰〉

ふるさといばらきの⼭：
筑波周辺の⼭ 笠間・御前
⼭周辺の⼭ 奥久慈の⼭ 花
園・神峰周辺の⼭ 平地と
⼭

茨城新聞社
富⼠⼭と並び称される⼭。⾃然科学、電波銀座、⾃然、巨⽯、雪景⾊、ゆうもあ村、フルーツライン、フラ
ワーパーク、天狗党、神社、御座替祭、

○

信仰/観
光

観光 1990

ほっとランドつくば：筑
波⼭周辺観光案内 ：
科学と歴史と⼤⾃然が
いっぱい

筑波ブロック広域観光連
絡協議会

紫峰、つくばふれあいの⾥、梅林、、⼤御堂、蚕影神社、泉⼦育観⾳、 ○

⽂学 ⽂学 詩歌 1991
⾦沢 直⼈(1916〜
1991)

筑波の歌 万葉茶話
茨城⼤学教育学部附属中
学校

⽂学 ⽂学 詩歌 1991 ⼩川 かん紅(1925〜) 筑波嶺 (⿅⽕屋俳句叢書) 東京美術

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1991
⽯塚 弥左衛⾨(1919〜
2004)

筑波讃仰-公歌の「筑波」-
下妻の⽂化 第16号
下妻市⽂化団体連絡協議
会／編

下妻市⽂化団体連絡協議
会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1991 村⼭出
⾼橋⾍⿇呂の「登筑波⼭歌」-
-⽂選詩の「憂」との関連

上代⽂学  (通号 67) ⾼橋⾍⿇呂の歌の考察。 50-64

⽂学 ⽂学 詩歌 1991 北川きく 遠筑波 : 句集 草茎社

若駒に筑波の⾵が荒々し
筑波嶺に触れんと花菜咲き競ふ
櫓⽥（ヒツジダ）の果てに浮びぬ遠筑波
むらさきの筑波はるかや秋の天
望郷の筑波を恋へば天⾼し
初晴の筑波⼆峰にいのち澄む
花菫筑波颪に堪へて濃し
若菜野や遠⾒る筑波むらさきに
菜の花や筑波⼀郷⾦⾊に
春霞む筑波もとより・・に
久々の筑波なつかし豊の秋

○ ⼆峰 ○ ○ ○ ○ ○ ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1991 合⽥寅彦
筑波⼭麓ムラ暮らし : 脱
都会派の・わたしの⽥園
⽣活

JICC出版局

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1991 柴⽥亮⼦
⽥舎ぐらし : 筑波⼭・雲
呼亭ものがたり

読売新聞社

信仰/観
光

観光 1991
⽇本交通公社出版事業
局 編

房総・⽔郷・茨城 : 千葉・成
⽥・筑波・⽔⼾

ＪＴＢの新⽇本ガイド ;
６

⽇本交通公社出版事業局



⽂学作品⼀覧  参考資料1

18/25

分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

歴史 研究 ⽂学 詩歌 1991 朝⽐奈英夫 筑波⼭をめぐる道 ⽂藝論叢(27)
⽂教⼤学⼥⼦短期⼤学部
⽂芸科

蜜柑の⽣育の北限。⾵⼟記の富⼠筑波の話。カガイ。嵐雪の歌。

古代の道は、東⽅の国府から南麓の郡衙に
⾄る道が存在したと思われ、恋瀬川に沿っ
て川筋を遡る経路が利⽤されたのではない
か。不動峠。
58-59

○ ○

芸術 芸術 絵画 1991 前川 康司
元禄年代筑波⼭頂ヨリ天引⼭
(⾬引⼭)ヲミル図

加波⼭周辺⼤和村 〔巻
6〕

前川康司

芸術 芸術 写真 1991 飯⽥常雄( 写真) 筑波⼭の四季

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1992
⽯塚 弥左衛⾨(1919〜
2004)

筑波讃仰-漢詩から-
郷⼟⽂化 第33号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1992 村⼭出
⾼橋⾍⿇呂「登筑波⼭歌」--
忘憂歌の成⽴と背景

国語国⽂研究  (通号 91)
⾼橋⾍⿇呂の歌の考察。
「登筑波⼭の歌」の孤愁説（憂）と賛美説の⼆説。

p.p1〜13

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1992 村⼭出
⽂選詩の「憂」--⾼橋⾍⿇呂
の「登筑波⼭歌」の関連資料

⼩樽商科⼤学⼈⽂研究
(通号 83)

⾼橋⾍⿇呂の歌の考察。
「登筑波⼭の歌」の孤愁説（憂）と賛美説の⼆説。

450-422
2016にも発⾏

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 1992 現代歌⼈茨城⾵⼟記

ひょうひょうと冬耕起⽥を解きほぐす筑波おろしの⼣暮るるまで（筑波野 ⼤久保廣⼦）
沈みゆく秋の結城をうしろにし筑波この⾯の⿊く静もる（筑波⼭周辺 ⻤沢功）
薄霞筑波の嶺を⾏く雲の流れも緩し春⽴つ頃は（筑波嶺 ⽇下部きさ⼦）
淡雪をまといて清しきつくば嶺に朝光の映えてみ姿彩る（筑波嶺 宮⽥君江）
学園都市の灯は燦々と⼀望にバス下りゆく夜の筑波路（⼩林はる） など

「筑波」を題⽬とした作品が多く載る 結城 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 100

⽂学 ⽂学 物語 1992 中堂利夫
筑波⼭殺意の迷宮 (Big
books)

⻘樹社 筑波⼭で起こる殺⼈事件

信仰/観
光

観光 1992 房総・⽔郷・筑波 プルミエ ; 24 徳間書店
がまの油、紫峰、⻄の富⼠麩菓⼦の筑波、研究学園都市、エキスポセンターｍ筑波⼭神社、加波⼭、ゆうもあ
村、実験植物園、伝正寺、茨城県フラワーパーク、千代⽥町観光果樹園、⾃然味⼯房

○

歴史 研究 歴史 天狗党 1992
⼩⼜ 慶⼆郎,⾦井 之恭,
⾦井 之恭

筑波⼭及⽔⼾地⽅戦争に関す
る事実常野戦史補話

茨城県⽴図書館

その他 研究 地理 1992 伊藤 純郎
<研究ノート>地域調査の視点
: 筑波⼭巡検を通じて

筑波社会科研究 47-57

その他 ⽂学 紀⾏ 1992 飯泉 俊夫(1938〜) 筑波⼭
下妻の⽂化 第17号
下妻市⽂化団体連絡協議
会／編集

下妻市⽂化団体連絡協議
会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1993
⽯塚 弥左衛⾨(1919〜
2004)

筑波讃仰-⻑歌を残した⼆⼈-
郷⼟⽂化 第34号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1993 読売新聞⽔⼾⽀局 編
筑波⼭はいま : ⼈々の暮
らしと⾃然

筑波書林
⾃然保護の観点から⾒る。
「⾃然を始め筑波⼭を取り巻く環境を多⾓的に検証した現状報告」

裏筑波の話。筑波⼭への⻄からの往来が今
よりずっと盛んだった。
⽯段は昭和40年代に舗装。最上部47段だ
け残される。

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1993 川島徹 筑波⼭ : 随筆集 近代⽂芸社 ハイキングに⼿頃。⾃然がいっぱいある。⾒晴らしが良い。 ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1993 桜井 進 筑波⼭神社とその周辺の今昔
あしあと：茨城県南⽂化
の会⼗周年記念誌
茨城県南⽂化の会／編

茨城県南⽂化の会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1993
真壁町歴史⺠俗資料館
(茨城県真壁町⽴)／
〔編〕

筑波⼭麓の仏教 : その中
世的世界 開館⼗五周年企
画展

真壁町歴史⺠俗資料館 恋瀬川（⽯岡市）より望む筑波⼭の容姿がよい。国府。

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1993 堀部 猛
博物館第11回企画展 神奈備の
⼭-⼭岳信仰と筑波

⽂化財つちうら 第16号
⼟浦市⽂化財愛護の会／
編

⼟浦市⽂化財愛護の会

信仰/観
光

観光 1993 常磐・⽔郷・筑波・⽔⼾ エアリアガイドＧ ; ９ 昭⽂社
1996(エアリアガイドＧ ; ９),1998(エアリ
アガイド ; 10)、1999(エアリアガイド)が
発⾏

信仰/観
光

観光 1993 房総・⽔郷・筑波 メイトガイド ; 18 近畿⽇本ツーリスト
霞ヶ浦北⻄に聳える筑波⼭。
神社、⼤御堂、がま園、

○

その他 ⽂学 紀⾏ 1993 岡野 正⼈ 筑波嶺
ひたち⼩川の⽂化 第13号
機関誌編集委員会／編

⼩川町郷⼟⽂化研究会

その他 ⽂学 紀⾏ 1993 板本 孝太郎 筑波⼭系の秘められた恵み
ゆう ： ⼋郷町⺠⽂化
誌 No.2
「ゆう」刊⾏委員会／編

 「ゆう」刊⾏委員会

⽂学 ⽂学 詩歌 1994
茨城県⾼等学校教育研
究会国語部／編集

筑波の⼭(『万葉集』)
「茨城の⽂学読本」指導
資料 第2集

茨城県⾼等学校教育研究
会国語部

⽂学 ⽂学 詩歌 1994
⽯塚 弥左衛⾨(1919〜
2004)

下妻の“校歌”と“筑波”
下妻の⽂化 第19号
下妻市⽂化団体連絡協議
会／編

下妻市⽂化団体連絡協議
会

⽂学 ⽂学 詩歌 1994
⽯塚 弥左衛⾨(1919〜
2004)

幻の碑と現の碑-筑波を詠んだ
境町の⼆碑-

つくば⽂芸 第9号 つくば⽂芸社

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1994 飯⽥浦⼦ 筑波 : 句集 本阿弥書店

⽔⼾出⾝。
「⽔⼾へ帰る列⾞の窓から⾒た景⾊で、作中『筑波嶺の⼥体男体おぼろかな』から『筑波』といたしました」
とある。
筑波の歌はそれ以外にない。

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1994 纓⽚ 真王(1961〜) 江⼾県⾨の「筑波⼭」詠
シオン短期⼤学研究紀要
34
シオン短期⼤学／編

シオン短期⼤学

歌枕「筑波⼭」の本意：
カガイ→恋
端⼭茂⼭→⼈⽬が「繁き」（多い）
おもひつくば、こころつくば→思い付く、⼼付く
（恋慕）
みなの川→地名
このもかのも→天⼦の恩恵
万葉集では⼭容が詠まれていたが名⼭としての実態は表現上忘れられていく

伝統的表現を⽤いながら名⼭を読むものは
少なくなる
「⾶⿃⼭⼗⼆景詩歌」の筆頭「筑波茂陰」
で絵と共に筑波の歌が載る。明確に⽂学に
筑波⼭が描かれるようになった。

近世後期の賀茂真淵とその⼀⾨、江⼾県⾨
の筑波⼭詠の歌の分析。

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1994 永⼭正
ふるさと探訪 : 謡曲桜川
の⾥から筑波⼭・霞ケ浦
その⾃然と歴史を辿って

筑波書林

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1994 ⾼橋 ⾠久
「新治 筑波を過ぎて……」を
めぐって--常陸国⾵⼟記とヤ
マトタケル・その周辺

⽂学研究  (通号 79) 古事記と⽇本書紀のヤマトタケル東征の話と⾵⼟記の内容との整合 54-59

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1994 仲⽥安夫 いろりばた筑波野の昔話 暁印書館 ⻩⾨さまの筑波まいり、筑波の神と富⼠の神、間宮林蔵と⽴⾝⽯、常葉左衛⾨の恋 ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1994 ⾬⾕ 昭
真壁町「筑波⼭麓の仏教」展
を観て

⽂化財つちうら 第17号
⼟浦市⽂化財愛護の会／
編

⼟浦市⽂化財愛護の会



⽂学作品⼀覧  参考資料1

19/25

分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1994 ⽷賀 茂男

中世地域史研究と仏教--筑波
⼭麓の事例から (〔地⽅史研究
協議会1994年度〕⼤会特集--
地域社会と宗教 ; 問題提起)

地⽅史研究 / 地⽅史研究
協議会 [編] 44(4)

真壁⽒と仏教、⼩⽥⽒と仏教 29-34

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1994 ⼩林 宥三 筑波・会津地⽅での徳⼀上⼈2
郷⼟北いばらき 第6号
北茨城市郷⼟史研究会／
編

北茨城市郷⼟史研究会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1994 ⼤関 武 筑波⼭中における祭祀遺跡1
婆良岐考古 第16号
婆良岐考古同⼈編集係／
編集

婆良岐考古同⼈会

歴史 研究 歴史 天狗党 1994 久野 勝弥(1938〜) 筑波挙兵と⻑州
⽔⼾史学 第41号
⽔⼾史学会／編

⽔⼾史学会

歴史 研究 歴史 天狗党 1994 ⼭⼝武秀
⽔⼾天狗党物語 : 筑波⼭
挙兵から⻑征まで

筑波書林

その他 研究 景観 1994
下妻市史編さん委員会
／編

筑波隠し 下妻市史 別編 下妻市役所 ⾼道祖から明野町⽯⽥へ通じる真壁街道中の坂の⼀地点で、⼀歩下ると筑波⼭が⾒え、上ると⾒えなくなる。

⽂学 ⽂学 物語 1995 ⼤野正⺒ 筑波野冬枯れ 常陽新聞社 「筑波野冬枯れ」の中の「筑波おろし⾵来画⼈抄」。戦後の農家の話。 ⾃費出版。７８歳で初出版。 ○ ○
国会図書
館で

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1995 筑波万葉会／編
万葉集の中の筑波歌：⼆
⼗五⾸の⼿引き

KS企画

⽂学 ⽂学 物語 1995 渡辺末男 筑波根の ⽂芸書房
筑波近郊に住む主⼈公。筑波⼭に登り、横瀬夜⾬の「お才」の詩碑発⾒した際に会った⼥性と会話する。
「寒いね、筑波颪かな。」「どこからでも筑波の峰が間近に眺められた。」

○ ○
国会図書
館で

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1995 纓⽚ 真王(1961〜)
俳諧における名所「筑波⼭」
の変容

シオン短期⼤学研究紀要
35

シオン短期⼤学
連歌において筑波⼭は連歌の象徴として特別視され、実景を詠んでも伝統的な景物に描かれることが多い。
連歌俳諧において筑波⼭は連歌そのものである。名所や⼭は第⼆義的。貞亨・元禄期からは江⼾からの眺望を
詠んだと思われる句が詠まれるようになる。

嵐雪の歌から、筑波⼭の⾊を詠む歌が出
る。
富⼠筑波という型も貞亨・元禄期から出始
める。
明和・安永・天明期以降は両国橋からの眺
望が定着する。

○ ○ ○

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1995
河和⽥地区⽣涯学習推
進委員会家庭学習部会
／編

筑波⼭ いばらきの昔ばなし
河和⽥地区⽣涯学習推進
委員会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1995 ⼩林 勇三
筑波・会津地⽅での布教-徳⼀
⼤師の跡を追って-

郷⼟⽂化 第36号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1995 ⼩林 宥三 筑波・会津地⽅での徳⼀上⼈3
郷⼟北いばらき 第7号
北茨城市郷⼟史研究会／
編

北茨城市郷⼟史研究会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1995
⽯塚 弥左衛⾨(1919〜
2004)

筑波嶺と天皇
下妻の⽂化 第20号
下妻市⽂化団体連絡協議
会／編集

下妻市⽂化団体連絡協議
会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1995 ⾚城 徳彦 筑波⼭神社の想い出 ⽔杜(みと) 第5号 ⽔神会

歴史 研究 歴史 天狗党 1995 藤⽥ 昭造 筑波勢の挙兵と江⼾近郊農⺠
耕⼈ 創刊号
寺⾨ 寿明／編

耕⼈社

歴史 研究 歴史 天狗党 1995 柚⼦冬彦 筑波の義軍 崙書房出版 ⼩説

歴史 研究 ⽂学 ⾵⼟記 1995 ⽊本雅康
⿅島神宮と筑波⼭の⽅位関係
について--「常陸国⾵⼟記」
を⼿がかりとして

⽇本⺠俗学 / ⽇本⺠俗学
会 編  (通号 202)

⿅島神宮と筑波⼭の位置関係が冬⾄の⽇の出、夏⾄の⽇没になる。
⾵⼟記を読み解く。

100-110

芸術 芸術 写真 1995 会沢淳
会沢淳筑波⼭写真集 : 2億
4千万年の神々

光村印刷

⽂学 ⽂学 詩歌 1996 藤本 峰(1916〜1995)
つくば嶺：句集：筑波嶺
遙かに拝す初あかり

藤本宗男

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1996 梅林史
⾼橋⾍⿇呂「検税使⼤伴卿が
筑波⼭に登る時の歌」

万葉学藻 : 伊藤博博⼠古
稀記念論⽂集
伊藤博博⼠古稀記念会 編

塙書房 ⾼橋⾍⿇呂の歌の考察

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1996 関 幸⼦
随想 筑波の出会いに感
謝して 567

教育秋⽥

信仰/観
光

観光 1996 あるっく社編集部 編 房総・筑波・常磐 歩く地図S ; 4 あるっく社
神社、⼤御堂、筑波⼭ベゴニアガーデン、筑波ふれあいの⾥、ガマの油、コマ展望台、ひたち野、がま園、梅
林

1998,1999にも発⾏

歴史 研究 歴史 天狗党 1996 久野 勝弥(1938〜)
筑波⼭挙兵の顛末とその意義
―⽔⼾藩の悲劇と理想

回天の⾄⼼：筑波⼭挙兵
百三⼗年記念誌
記念事業委員会／編

筑波⼭挙兵百三⼗年記念
事業委員会

その他 ⽂学 紀⾏ 1996 ⾼野 三郎 筑波鉄道の想い出 地域の発展とともに 鶴書院 遠⾜で筑波⼭に登った。⽥園⾵景。 ○

その他 ⽂学 紀⾏ 1996 広瀬 誠 筑波⼭に⽣きるものを求めて
ゆう ： ⼋郷町⺠⽂化
誌 No.5
「ゆう」刊⾏委員会／編

 「ゆう」刊⾏委員会

⽂学 ⽂学 詩歌 1997 宮島久⼦
筑波嶺 : 歌集 (⽔⾨叢書 ;
第45篇)

短歌新聞社
筑波⼭⾒ゆる⾒えざる⽇によりて農の⼿順を⽗は変へゐき
鳴き出づる⼭鳩の声くぐもりて稲⽥の果てにて霞む筑波嶺
⻄に富⼠北に筑波を仰ぎたる遠き⽇を恋ふ⽼いてしきりに

古⾥回帰の歌として筑波⼭を詠む。 ○ ○ ○ ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1997 ⼩島 瓔礼  p.24〜27 ⽯宝⼭の歌会と筑波⼭の歌垣
⽐較⺠俗学会報 / ⽐較⺠
俗学会 [編] 17(3)

中国雲南省の⽯宝⼭ｔ筑波⼭の歌垣の⽐較

⽂学 ⽂学 詩歌 1997 ⽯⼭晴⼦
筑波は映えて : 歌集 (⽴春
叢書 ; 第124篇)

エリート印刷
うつつなく星空をゆく⼼地して筑波の宿ゆ⾒放けし夜景
紫につくばは映えて清々し万葉の代の斯くてありしか

○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1997 古事記「新治・筑波」

「茨城の⽂学読本」指導
資料 第3集
茨城県⾼等学校教育研究
会国語部／編集

茨城県⾼等学校教育研究
会国語部

⽂学 ⽂学 紀⾏ 1997 吉村 迪 歴史の⼭旅 飯縄⼭と筑波⼭ 岳⼈  (通号 598) 信仰、カガイ、連歌、御座替り、神郡からの⽥園。六所、蚕影神社 90-93
国会図書
館内で閲
覧

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1997
筑波書林編集部 編,本
堂清 絵

筑波の名の由来、筑波⼭と富
⼠⼭

つくばの昔ばなし 筑波書林

筑波の名の由来、筑波⼭と富⼠⼭、弁慶七戻り、弁慶のてんびん棒、永井の兵助とガマ⽯、じいが峰とばあが
峰、蛇になったお姫様、ヤマトタケルと岩崎⼭、作⾕と駒不動様、⽔守とさんめい橋の話、⻑者屋敷の焼き
⽶、⼋巻神社と⼭⽊のお話、今⿅島のむかし話、将⾨の娘たちと尼塚、からくり伊賀、⼀の⽮の天王、⽚⽬の
鯉、尊徳の⾺⿅堀、⻄⾼野の⼤ぼらふきの話、夜にげしたいかけどん、茶釜雷神、百家の⻯星、⻤ケ窪の⾖ま
き、⼤蛇の愛、上⾥の由来、ほいほい⽥、島⽥⽯、⽯投げ地蔵、⾈つなぎ⽯、⼥堰

児童書 ○

信仰/観
光

研究 観光 1997
筑波⼭観光振興を考える ：
街づくりアンケート結果

経営者育成異業種交流会
報告書 ： 平成9年度

つくば市商⼯会
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発行

年
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

芸術 芸術 写真 1997 ⾦⼦ 雄爾,平野 武利
関東平野の展望台,筑波⼭から
⼿製カメラで富⼠⼭を撮る (特
集 富⼠⼭の⾒える⼭)

⼭と渓⾕  (通号 738) 42-45

⽂学 ⽂学 物語 ⺠話 1998 筑波⼭のつっかえ棒 那珂町の⺠話
那珂町教育委員会(茨城
県)／編 那珂町教育委員
会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1998 ⽯塚弥左衛⾨ ⼭は筑波嶺 : ⽂⼈群像 STEP
信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1998 ⻘⼭宗道 筑波⼭神社の明治維新
茨城県神社庁教学研究室
報告 第1輯

茨城県神社庁教学研究室
茨城県神社庁

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1998 ⽵⽥敏
トラベルバザール 私のザ・1
万円旅⾏ 東 筑波鉄道廃線跡⾃
転⾞⾏

旅（1998年1⽉,226） 紀⾏⽂、つくばふれあいの⾥ 写真なし

信仰/観
光

観光 1998 ⾚城・皇海・筑波
(エアリアマップ. ⼭と⾼
原地図 ; 20)

昭⽂社 表登⼭道、⼥体⼭からの眺望、筑波⾼原キャンプから筑波⼭
2001,2003,2004,2005,2009,2010,2012,201
3,2015,2016にも発⾏

○

信仰/観
光

観光 1998
⽔郷筑波国定公園：
SUIGHO TSUKUBA

⽔郷筑波国定公園協会 富⼠⼭とともに関東の名⼭、紫峰、関東ふれあいの道 ○ ○

歴史 ⽂学 物語 天狗党 1998 さいとう はるき
関⼋州 おもしろ⽡版絵本(20)
天狗党筑波⼭に挙兵

歴史読本 43(8) 276-281

芸術 芸術 絵画 1998 ⼟浦市⽴博物館

⾵景を描く : 近世絵画に
みる霞ヶ浦と筑波⼭ : ⼟
浦市⽴博物館第22回企画
展

⼟浦市⽴博物館

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1999 ⾦井 清⼀ 1-10
⾼橋⾍⿇呂、筑波⼭カガヒの
歌 附、「⽬串」語義⼀案

古典と現代  (通号 67) ⾼橋⾍⿇呂のカガイの歌とカガイ⾃体についての考察

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1999 佐藤美恵⼦
東国の歌枕−真間の継橋と筑
波⼭について

古典⽂学ゼミナール
久喜市市⺠⼤学⼤学院／
編

 久喜市市⺠⼤学 (久喜市
市⺠⼤学⼤学院研究論⽂
集 ; 平成１０年度)

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 1999 内⽥俊男
筑波⼭麓に「かがひ」の跡を
訪ねて

郷⼟⽂化 第40号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
〔編〕

茨城県郷⼟⽂化研究会

⽂学 研究 ⽂学 ⺠話 1999
多⽐羅 拓,Wimolwan
Wongyala

⼆ 富⼠と筑波(<特集>柳⽥国
男「⽇本⺠族講座」翻刻と考
察 考察篇)

時の扉 : 東京学芸⼤学⼤
学院伝承⽂学研究レポー
ト 4

32-34 ○

信仰/観
光

観光 1999
中津⽂彦(⽂)、津⽥洋
(イラスト)

特集/とびっきりの紅葉が⾒た
い 筑波⼭麓歴史紀⾏

旅（1999年10⽉, 93） 真壁から歴史を語る。⼩町の館。
イラスト
有

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 1999 鈴木文彦

特集/鉄道廃線跡を歩こう 廃線
跡ガイド5 廃線跡はこうして
歩け 筑波鉄道・⽩棚線

旅（1999年4⽉,71） 紀⾏⽂筑波鉄道廃線跡を⾛るバスの社叢から筑波⼭を⾒る。 写真有

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1999 筑波の神
⽇本史学年次別論⽂集 古
代2−1997年
学術⽂献刊⾏会／編集

朋⽂出版

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 1999

筑波⼭Q&A ： 歴史は
やわかり ： 平成11年
男体⼭御本殿御造営記念
誌

筑波⼭神社社務所

歴史 研究 歴史 ⺠俗 1999 浜⽇出夫
「筑波⼭名物がまの油」の誕
⽣ : 伝統の創造と観光のまな
ざし

筑波⼤学社会科学系 筑波⼭のがまがいつごろから出現したのか、ヒアリング調査や⽂献から検証。

芸術 芸術 絵画 1999 堀部 猛
博物館第⼆⼗⼆回企画展 ⾵景
を描く-近世絵画に⾒る霞ケ浦
と筑波⼭

⽂化財つちうら 第22号
⼟浦市⽂化財愛護の会／
編

⼟浦市⽂化財愛護の会

芸術 芸術 写真 1999 ⽔越 ⽂⼆／写真
筑波野 ： ⽔越⽂⼆写
真集

スタジオMABO

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2000
横瀬 夜⾬／〔画〕,下
妻市ふるさと博物館／
〔編〕

筑波根詩⼈・横瀬夜⾬の書画
展

下妻市ふるさと博物館
2000-00 (特別展 ： 第
7回)

横瀬夜⾬

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2000
⽯塚 弥左衛⾨(1919〜
2004)

筑波⼭の⽂学碑-古碑三基につ
いて-

郷⼟⽂化 第41号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編

茨城県郷⼟⽂化研究会

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2000
川村 ハツエ(1931〜)／
編

茨城の歌⼈たち ： 筑波⼭
周辺

 (短歌つちうら叢書 ：
第1号)

⼟浦短歌同好会 茨城の歌⼈の紹介と歌の紹介

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2000 橋本 明⼦
筑波颪の⾥から 筑波⼭にトン
ネルを掘る計画に反対する

批判精神 / オーロラ⾃由
アトリエ [編] (6)

92-95

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2000 宮⽥登, 宮本袈裟雄 編
⽇光⼭と関東の修験道(⼭
岳宗教史研究叢書 ; 8)

名著出版

歴史 研究 歴史 ⺠俗 2000 光⽥ 憲雄
ガマの油は何時から筑波⼭に
なったか

⾵俗史学 : ⽇本⾵俗史学
会誌 / ⽇本⾵俗史学会 編
(通号 12)

筑波⼭のがまが昭和になってから出てきた。 50-57

歴史 研究 歴史 2000 松本 徹
夢幻界巡り(8)筑波⼭--関東の
秀峰に抱かれた古来の信仰と
祭事

⽇本及⽇本⼈  (通号
1638)

⻄の富⼠東の筑波。カガイ。⾵⼟記の富⼠筑波の話。陽成院の歌。がま。徳⼀。巨⽯。
⼟浦からバスで筑波⼭へ。神社、ケーブル
カー、
139-149

○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2001 ⼤学 ⼀
平ヶ岳へ／筑波岳（⼭）
にのぼる／天城⼭にのぼ
りて

⼤学 ⼀

信仰/観
光

観光 2001
週刊⽇本百名⼭ no.31 (丹沢
⼭・天城⼭・筑波⼭)

朝⽇ビジュアルシリーズ ;
v.1

朝⽇新聞社
⾵⼟記の富⼠筑波の話。カガイ、雪の富⼠、紫の筑波。⾍⿇呂の歌。ガマの油。⼭頂に濃い霧が漂う。巨⽯。
神社、フラワーパーク

○ ○

信仰/観
光

観光 2001 筑波・那須・阿武隈 アルペンガイド ; 8 ⼭と溪⾕社 ⻄の富⼠東の筑波、⾃然、関東ふれあいの道、巨⽯、⼭頂の眺望、 ○

歴史 研究 歴史 天狗党 2001 柳⽥ 和久 筑波挙兵と⿅島郡村々の動向 七瀬：鉾⽥町史研究 11
鉾⽥町史編さん委員会／
編集 鉾⽥町

歴史 研究 歴史 2001 ⽮作幸雄 古代筑波の謎 学⽣社 ⾵⼟記、ヤマトタケル、カガイ、筑波⼭神社祭りなど

芸術 芸術 絵画 2001 根本由⾹
明治に残る江⼾⾵意匠--柴⽥
是真の「富⼠と筑波」と「五
⼗の浪」を中⼼に

服飾美学 (33) 65-80 ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2002 阿部 りか 10-14 筑波嶺考 (特集 古代)
解釈 / 解釈学会 編
48(3・4) (通号 564・
565)

万葉集では、「筑波⼭」と「筑波嶺」が⽤いられる。カガイのときに「筑波嶺」が⽤いられる。
「嶺」は筑波嶺と富⼠嶺で使⽤される。
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

⽂学 ⽂学 詩歌 2002 荒井栗⼭ 筑波⼭麓 : 荒井栗⼭句集
朝⽇新聞社 2002 (朝⽇俳
句選書 ; 28)

初筑波むらさき深く暮れにけり
注連飾（しめかざり）筑波颪にゆがみけり
晴れし⽇の筑波颪や梅の花
畑打にひねもす筑波晴れにけり
秋桜筑波の⾵の透きとほる
稲刈るや筑波⼤きく⾒ゆる朝
稲架解きて雲なき筑波ありにけり
加波筑波⼤きく⾒えて冬に⼊る
遠景に筑波置きたる冬菜畑
寒⼣焼筑波の裾の曳きにけり

筑波を詠む句は５０余句。筆者は⽗と共に
筑波を詠み続けてきた。

○ ○ ○ ○ ○ ○

⽂学 ⽂学 詩歌 2002
川村ハツエ
[著],Amelia Fielden
[訳]

筑波⼭ Five islands press

落葉積む筑波村⼭エフェメラルかたくりの花たをやかに咲く
ゆったりと時の流るる⾳きこゆ歌垣の⼭ほのぐらき道
昼すぎて靄⽴ちこめし筑波⼭新芽の気配が？つつむ
神の住む筑波の⼭の湧⽔におたまじゃくしは群れ遊びをり

すべて英訳されている。 ○ ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2002 ⾵間圭
「筑波⼭縁起」考--秋櫻⼦に
とって連作とは何か

俳句⽂学館紀要 (12)

筑波⼭縁起絵巻（五句）
わだなかや鵜の⿃群るる島⼆つ
天霧らひ男峰は⽴てり望の夜を
泉湧く⼥峰の萱の⼩春かな
国原や野⽕の⾛り⽇よもすがら
蛍の宮居端⼭霞に⽴てり⾒ゆ

秋櫻⼦が筑波⼭に登った⽂章あり。
上野→⼟浦→筑波→乗合⾃動⾞→筑波神社
→ケーブルカー→男体・⼥体やじうｒ⽇ｓ
ケーブルカー、⾃動⾞
p.25〜40

○ ○ ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2002 野村亨 著  2002 筑波⼭の⽂学 野村亨
信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2002 城真由美 筑波⼭麓の講 ⻄郊⺠俗 (179) ダイドウ講、 35-42

信仰/観
光

⽂学 紀⾏ 2002 杉⼭ 三千雄 笠間から筑波の社寺を訪ねる
桂史紀要 第26号
桂村史談会／〔編〕

桂村史談会

その他 研究 景観 2002 湯本 桂,後藤 治
筑波⼭⾨前の集落と景観につ
いて(2002年度⼤会 (北陸) 学
術講演梗概集)

学術講演梗概集. F-2, 建
築歴史・意匠

431-432

その他 2002 菊池 真⼀
『筑波⼭恋明書并名所』
翻刻

近世初期⽂芸 / 近世初期
⽂芸研究会 [編] (19)

3-18
図情、
918.5-
N37-1

⽂学 ⽂学 詩歌 2003 岡⽥進 筑波嶺 : 歌集
新世書房  (しきなみ歌集
; ６４)

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2003 内⽥ 俊男 筑波⼭周辺の歴史散歩 郷⼟⽂化 第44号
茨城県郷⼟⽂化研究会／
編 茨城県郷⼟⽂化研究会

信仰/観
光

観光 2003 今尾恵介
連載 おもしろ地名⾒聞録 第9
回 【茨城・筑波⼭周辺】筑波
⼭麓は「富⼠」だらけ

旅（2003年2⽉, 136） 筑波⼭周辺の富⼠⼭（ふじやま）について。富⼠講 写真有

歴史 研究 歴史 天狗党 2003 冨村 壽夫
筑波天狗党：〔付〕⾃由
⺠権運動と加波⼭事件

冨村壽夫

歴史 研究 歴史 天狗党 2003

蓼沼⾹未由,久信⽥ 喜
⼀,間宮 正光,⽮島 英雄,
河野 弘,上牧 健⼆,⽊⼾
⽥ 四郎,秋⼭ ⾼志

⽇記に⾒る天狗騒動の⼀齣
（上）−下館藩⼠の筑波陣中
⽇記から−

常総の歴史 第３０号
崙書房出版株式会社茨城
営業所

歴史 研究 歴史 2003 筑波之国⾵⼟ ：平成記
⼟浦・つくばコンベン
ションビューロー

その他 研究 景観 2003
筑波⼤学芸術学系安藤
研究室

筑波--筑波再⽣プロジェクト
(特集 都市プロジェクト・スタ
ディ)

10+1 (30) 128-139

その他 研究 景観 2003
⾥⼭の象徴--筑波⼭梅林展望
茶屋 筑波⼤学安藤研究室 (特
集 ⾥⼭に学ぼう!)

住宅建築 建築思潮研究所 編 (336) 42-50

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2004 菅原 凖
⼭彦響め鳴かましやそれ--
「惜不登筑波⼭歌」の発想

専修国⽂ (75) ⾍⿇呂の歌の歌意と性格を考察する。（巻⼋、１４９７ 惜不登筑波⼭歌） 59-71

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2004 ⻄地 貴⼦
⾼橋⾍⿇呂の「筑波嶺に登り
て〔チョウ〕歌会を為る⽇に
作る歌」

武庫川国⽂ (63) ⾍⿇呂の歌からカガイを考察する 1-9

⽂学 ⽂学 詩歌 2004
武井清三郎 著,武井淳
編

筑波野 : 句集  [武井淳]

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2004 池崎 功 私と筑波⼭ 地図中⼼  (通号 384) ⽇本地図センター
⾼尾⼭と筑波⼭。⻘紫⾊の筑波⼭。
江⼾川以東どこからでも⾒える⼭。関東平野を⾒下ろす⼤展望台。

22-25 ○ ○

歴史 研究 歴史 天狗党 2004 筑波⼭挙兵と⻑⼋郎の活躍 ほまれ 茨城県神社庁

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2005 ⿊沢 三郎 資料編 筑波根⽇記について 北⽅⾵⼟ (50)
「筑波根⽇記」の作者は藩主佐⽵⽒の⻄家の⼩場⽒に属した⼆階堂道形。タイトルは祖先のふるさのの名⼭に
あやかったもの。

ほとんど筑波⼭とは関係ないが、最初のと
ころで筑波颪について触れる。
155-182

○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2005 ⽯塚弥左衛⾨ ⼭は筑波嶺 : ⽂⼈群像 続 STEP
信仰/観
光

観光 2005
アイコー21⽩い雲編集
部／編集

筑波⼭の森
森の劇場いばらき：森の
ガイドブック

「森との共⽣構想21」普
及協議会

百名⼭、万葉、⼭頂の眺望、神社、梅林、かたくりの⾥、筑波ふれあいの⾥、巨⽯、⾃然研究路、男⼥川、フ
ラワーパーク、平沢官ガ、常陸国⾵⼟記の富⼠筑波の話

○ ○ ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2005
中世筑波⼭麓における宗教空
間の復元 −常陸国惣持院願
成寺の研究−

常総の歴史 第３３号
太⽥ 尚⼀／編 崙書房出
版株式会社茨城営業所

筑波⼭周辺の仏教寺院

歴史 研究 歴史 天狗党 2005
⽔⼾天狗党⻄上の道：筑
波⼭挙兵百四⼗年記念誌

筑波⼭挙兵140年記念事
業委員会

歴史 研究 歴史 天狗党 2005
憂国慨世 : 筑波⼭挙兵百
四⼗年記念誌

敦賀⽔⼾烈⼠遺徳顕彰会

歴史 研究 歴史 ⺠俗 2005 ⼤久保猪南
むかしわがむらわがくら
し : 筑波根の真瀬郷とそ
の周辺

新⾵舎
筆者は真瀬の⼈。ブルーの筑波⼭。
筑波表。カガイ、巨⽯、横瀬夜⾬の碑、天狗党挙兵の跡、筑波下し。

○

歴史 ⽂学 案内 2005 井坂 敦實
筑波⼭今昔 (特集 つくばエク
スプレスの開業と変貌するつ
くば)

地図中⼼ (394) ⽇本地図センター ⻄の富⼠東の筑波。⼭頂からの眺望、嵐雪の句。紫。筑波鉄道、つくば道、⽇本の道百選。 6-8 ○ ○

芸術 芸術 絵画 2005 井⽥太郎
富⼠筑波という型の成⽴と展
開

國華 110(10) (通号 1315) 3-19 ○

芸術 芸術 絵画 2005 ⼩林 忠
鈴⽊其⼀筆 富⼠・筑波⼭圖屏
⾵

國華 110(10) (通号 1315) 20-26 ○

その他 記事 2005
茨城遺産(第4回)つくばりんり
んロード(旧筑波鉄道)

Joyo ARC 37(430) ⾃転⾞道は平成14年に全線開通。のどかな⽥園⾵景。 4-7 ○

その他 研究 ⽂学 詩歌 2005 ⾼橋 春城 筑波⼭と「⽇本の原⾵景」 下⽔道協会誌 42(518) 陽成院の歌。紫峰。⾍⿇呂の歌。カガイ。 78-79 ○ ○
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

その他 研究 建築 2005
湯本 桂,後藤 治,安藤
邦廣,藤川 昌樹,堀江 亨,
⿊坂 貴裕,中野 茂夫

近世の筑波⼭⾨前における参
詣道沿いの町並の変遷につい
て : ⼆階建て家屋を中⼼に

⽇本建築学会計画系論⽂
集 (598) 2005-12-30
p.227-233

その他 観光 2005
週刊⽇本の伝説を旅する
27 (筑波・秩⽗)

世界⽂化社

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2006 永井 末三 漢詩 筑波⼭賛歌 LEMA (484) ⽇本陸⽤内燃機関協会 ⼭内の⽯碑の歌の解説 75-78

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2006
⼊選作品集編集委員会
(万葉の会)／編

筑波の⾥愛の歌百選 ：
百⼈⼀⾸⼊選作品集

万葉の会

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2006 三浦智雄 筑波⼭の古代を歩いて ⿅島史叢 第32号
⿅嶋市⽂化協会／編 歴史
⽂化連盟（⿅嶋市）

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2006 瀬畑 雄三 渓流三昧(1)筑波⼭を仰ぎ⾒て みすず 48(2) (通号 536) ⻄の富⼠に東の筑波。万葉集の歌。 54-57 ○
⽂学 ⽂学 物語 2006 ⽔上勉 筑波根物語 河出書房新社 横瀬夜⾬の⼀⽣を⼩説⾵に記したもの。
信仰/観
光

⽂学 物語 2006 佐賀純⼀ 筑波と富⼠ 筑波⼭愛ものがたり 常陽新聞新社 常陸⾵⼟記の記述をモチーフにした創作物語 ○

信仰/観
光

観光 2006
蔵を訪ねる⼩さな旅：筑
波⼭⻄麓：筑波〜常総・
⻤怒・利根河畔へ

茨城県⻄地域総合振興協
議会

その他 記事 2006 海⽼原 徹

とんびの広場 筑波⼭ベスト
ビューコンテスト--茨城版
シーニック・バイウェイの第
⼀歩(茨城県)

道路⾏政セミナー 17(2)
ベストビューコンテストの概要と感想。
朝は藍、昼は緑、⼣は紫。紫峰。⻄の富⼠東の筑波。

55-57 ○ ○

その他 研究 建築 2006
松永 孝夫,後藤 治,森井
寛朗

9184 筑波⼭神社参拝⼈休憩所
について(⽇本近代:近代和⾵
(1), 建築歴史・意匠)

学術講演梗概集. F-2, 建
築歴史・意匠

.367-368

その他 研究 建築 2006

筑波⼭を望む家 おおらかな環
境の⼀部になる、⽊造と組積
造(⼤⾕⽯)の混構造 (特集 制作
集団オークヴィレッジの30年
「⽊の⽂明」再構築を⽬指し
て ; オークヴィレッジ⽊造建
築研究所の家づくり)

住宅建築 / 建築思潮研究
所 編 (378)

75-79

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2007 横瀬 隆雄(1937〜)
横瀬夜⾬の実像-⽔上勉『筑波
根物語』の誤謬-

常総の歴史 ： 常陸・
房総 第36号

崙書房出版株式会社茨城
営業所

⽂学 ⽂学 詩歌 2007 深⾕照⼦ 筑波残照 : 深⾕照⼦歌集
⽇本歌⼈クラブ 2007 (⽇
本歌⼈クラブ叢書 ; 第33
篇)

春）雪景⾊連なる筑波峯に鉄塔春陽を受けて
秋）⽔⾊に移りゆく筑波残照のやまなみ遠く秋ふかまる
空⾼し筑波峯の⾊深まりて窓辺に近くあきあかね⾶ぶ

筑⻄在住。 ○ ○ ○ ○

⽂学 ⽂学 詩歌 2007 須々⽊ 誠⼀ 筑波颪：歌集
ながらみ書房 2007-03
(新かりん百番 ： 17)

⽂学 ⽂学 詩歌 2007 中⽥マキ⼦ 筑波 : 句集 ⾓川書店
蒼穹へ⼭襞正す初筑波
霾天（ばいてん）や裾の波打つ筑波⼭
懸り凧筑波は峰を重ねたる

「故郷の往き還りに間近に仰ぐ⼭」。多く
の句に詠んでいるためタイトルとした。

○
峰を
重ね
たる

○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2007 ⽵島茂 編
筑波⼭と私 : ⼀般公募紀
⾏⽂・感想⽂集

STEP 2007

信仰/観
光

観光 2007
井坂敦實, ⽥中ひとみ,
居島真紀, 上野弥智代
監修

郷⼟の先達とゆく筑波⼭ :
⼭裾から⼭頂までゆった
り、ほんわか

結エディット
万葉集、平沢官が、北条⼤池、北条、神郡、古墳、⽥んぼ、蚕影神社、飯名六所、ふれあいの⾥、フラワー
パーク真壁、ガマ、など。

○ ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2007 坂本 正仁,櫛⽥ 良道
筑波⼭護持院「年中⾏事 附臨
時雑記」--将軍家祈祷の実態
(上)

豊⼭学報 (50) 1-77

信仰/観
光

観光 2007 野添ちかこ
ウワサの地域のヒットメー
カー(4)蔵本剛さん(茨城県・筑
波⼭温泉/彩花の宿⼀望)

⽉刊ホテル旅館 44(11)
(通号 526)

⻄の富⼠東の筑波、つくばうむ、つくばうどん 169-171 ○

信仰/観
光

観光 2007

筑波路：知られざる、も
うひとつの「つくば」：
懐かしい⾥⼭の⾵景をた
どる「サイエンス・シ
ティつくば」のかなた
 付:筑波路携帯マップ(1
枚)

県南地域資源情報発信研
究会

船塚⼭古墳（⽯岡）、紫峰、⻄の富⼠東の筑波、 ○

歴史 研究 歴史 その他 2007
筑波⼭麓の歴史、⽂化の残る
未来都市

農業者⼤学校編 農業者⼤
学校 (農村調査報告)

その他 研究 景観 2007 ⼩林 隆史 , ⼤澤 義明

ランドマークとの⽐較による
携帯電話基地局の⾒えの⼤き
さに関する計量分析 : 筑波⼭
を対象として

都市計画. 別冊, 都市計画
論⽂集 42(3)

携帯電話基地局よりも筑波⼭が⾼く⾒える確率が多い、など。 493-498

その他 研究 建築 2007
橋本 剛 , 吉川 諒佳 , 安
藤 邦廣

筑波⼭麓における伝統的な⽣
垣の暑熱環境緩和効果(セッ
ション11⾵⼟と住環境,研究発
表第2⽇⽬)

⼈間-⽣活環境系シンポジ
ウム報告集 31

147-150

⽂学 ⽂学 詩歌 2008 福島百合⼦ 筑波嶺 : 句集 ふらんす堂
筑波嶺⾒ゆる蓮根掘る
筑波嶺の容ち定かに恵⽅道

つくば市⽜久沼に住む。 ⽜久 ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2008 ⻄名 秀芳 筑波⼭と富⼠⼭と ⾃動⾞研究 30(4) ⻄の富⼠東の筑波。⾵⼟記の筑波富⼠の話。百名⼭。ガマ。カガイ。陽成院の歌。 207-209 ○
信仰/観
光

2008
筑波⼭神社 (つくば市)
筑波⼭神社 2008

関東の名⼭筑波⼭ : 筑波
⼭神社案内記

筑波⼭神社 (つくば市) 筑
波⼭神社

○

信仰/観
光

観光 2008 堀⼝育男
東京都⽴中央図書館所蔵『下
總筑波⼭圖附諸國名所』影
印・翻刻附解題

五浦論叢：茨城⼤学五浦
美術⽂化研究所紀要 第15
号

五軒茶屋など⼭内の名所の列挙有

http://ir.li
b.ibaraki.a
c.jp/bitstr
eam/1010
9/784/1/2
0090038.p
df

信仰/観
光

観光 2008 筑波⼭麓秋祭り
茨城県⽣活環境部⽣活⽂
化課国⺠⽂化祭推進室

もみじ ○

歴史 記事 2008 関根久雄

＜学内の眼 : 私のプロジェク
トと夢＞地域をつなげる、地
域とつながる : 筑波⼭麓地域
づくりプロジェクトの「夢」

筑波フォーラム (79), 3-6
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

歴史 記事 2008 千葉隆司
筑波⼭周辺の⽯材加⼯の歴史
(特集 楽しみながら学ぶ--地学
教育⽀援の取り組み)

地質ニュース (643) 筑波⼭の花崗岩の話。⽯器や⼟器、⽯塔など。 48-51

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2009
筑波⼭を中⼼に歩く ⻑塚節・
横瀬夜⾬の⾥

ふるさとの⽂化 第4号
茨城県郷⼟⽂化顕彰会／
〔編〕 茨城県郷⼟⽂化顕
彰会

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2009 堀江治兵衛／筆記
筑波道中膝栗⽑ : 第⼗番
区⻘年分團

堀江通洋

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2009 吉武和治郎
筑波⼭を歩く : 「⽔郷筑
波国定公園管理員⽇誌」
より

STEP 紫峰と呼ばれています。⻄の富⼠東の筑波。
四季ごとの⾃然に関するエッセイ。
がまの油、つつじ

○ ○ ○

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2009 寺⽣すぎ⼦ 我が愛する筑波⼭ 下妻の⽂化 第34号
下妻市⽂化団体連絡協議
会／編 下妻市⽂化団体連
絡協議会

信仰/観
光

観光 2009 つくば市
まるごと筑波⼭：筑波⼭
観光ガイド：ぐるり、⼭
あるき。

⻄の富⼠東の筑波、神社、⼤御堂、梅林、
蚕影神社、普⾨寺、平沢官が、法王⼤池、
筑波の道、宝きょう⼭、など
1枚

○ ○

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2009 今井 雅晴
筑波⼭の麓に伝わる親鸞絵伝
(茨城県つくば市・常福寺蔵)

親鸞の⽔脈 / 真宗⽂化セ
ンター 編 (6)

7-11, 図巻頭1枚

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2009

古代の筑波⼭信仰 : 内海をめ
ぐる祭祀の源流 : ⼟浦市⽴博
物館第31回企画展パンフレッ
ト

⼟浦市⽴博物館／編
⼟浦市⽴博物館 (⼟浦市
⽴博物館企画展：31回)

⾵⼟記の富⼠筑波の話、万葉集、カガイ ○

信仰/観
光

観光 2009

⽔郷筑波国定公園広域観
光ガイド：⾃然と遊び歴
史を辿る〜⼈と刻が織り
なす,⽔と緑の⾵景美〜

⽔郷筑波国定公園協会
⻄の富⼠東の筑波、JAXA、地質標本館、実験植物園、エキスポセンター、がままんじゅう、北条⽶、つくば
うむ。ＴＸサブレ、はまの油

2011年にも発⾏ ○

歴史 研究 歴史 信仰 2009 五味 ⽂彦
地域の⼒を歴史に探る(4)筑波
⼭に集った⼈々の⼒を考える

UP 38(10) (通号 444) ⾵⼟記の富⼠筑波の話。カガイ、⾍⿇呂の筑波⼭に登った歌。ヤマトタケルの話。徳⼀の仏教布教。 48-53 ○

その他 研究 景観 2009
森⼝ 壮⼀郎 , ⼤澤 義
明

筑波⼭へのビスタ景観と建築
⾼さ制限

地理情報システム学会講
演論⽂集 18

267-270

⽂学 ⽂学 詩歌 2010 古澤みちを 紫峰筑波 : 句集 (春嶺叢書 ; 119集)

紫峰筑波聳ちし裾野のさぬくし
筑波嶺の⾵に穂孕む稲⽥かな
とのぐもる筑波の茅花流しかな
喜寿迎ふ筑波⻘嶺にまむかひて
筑波嶺の⼆神座替り春祭
都会の⼦集団⽥植え筑波晴
ふるさとや筑波嶺仰ぎ初⽥植

地元の⼈か？
筑波⼭の句が多くある。
⽥園関連が多い。

○
⼆神
座

○ ○

⽂学 ⽂学 詩歌 2010 酒⽊裕次郎 筑波⼭ : 酒⽊裕次郎詩集 コールサック社 ○ ○ ○ ○ ○

⽂学 ⽂学 詩歌 2010 幡⾕祐⼀
筑波  (平成⾃由詩 ; 第5
集)

茨城県教科書販売

秋⾊）
⼀望千⾥紫峰を拝す
関東⼤地稲ほに埋まる
紅葉の⼭麓は霜降（そうこう）の如し
唯⾒る孤雲天際に舞うを
慕情）
⽇落ちて客舎に紅灯点る
紫峰の麗姿薄暮に浮かぶ
⾶⿃⼆⽻相伴に還る
晩秋の天涯に⽉光幽か（かすか）
天の恵み）
北関東道に冨嶽を⾒る
⼣⽇虚空にして橙⾊に燃ゆる
霊峰と紫⼭東⼭聳え
⼭容雄偉にして天然の影（えい）

８３歳に筑波⼤博⼠⼊学して修了した⼈。
すべて漢⽂。漢⽂の下に書き下し⽂あり。

○ ○ ○ ○ ○

⽂学 ⽂学 詩歌 2010 鈴⽊健夫 筑波⼭詩集訳注 筑波⼭麓の⽂⼈たち 川⼜書店 ⾃費出版？漢詩。作品量多い。 ○

信仰/観
光

記事 2010
「万博の森」かいわい 視界に
寄り添う筑波⼭/「万博の森」
巡りハイキング

グリーン・パワー  (通号
374)

22-23 宝きょう⼭、平沢官衙、⾥、樹林 ○

信仰/観
光

記事 2010
「万博の森」かいわい 筑波⼭
麓に春が来た/⼭の辺のフット
パス

グリーン・パワー  (通号
378)

22-23 樹⽊、⼤御堂、神社、⽥園⾵景 ○

信仰/観
光

観光 2010

週刊ふるさと百名⼭ : ⼭
と溪⾕社が選んだ : 最新
保存版 no.24 (荒船⼭・筑
波⼭・富⼭)

集英社 2010 (分冊百科)

信仰/観
光

観光 2010

⽯岡観光ガイドマップ：
筑波⼭麓の豊かな⾃然と
常府千三百年の歴史の
⾥：茨城県⽯岡市

⽯岡市 恋瀬川ｻｲｸﾘﾝｸﾞｺｰｽ、国⺠宿舎つくばね、つくばねオートキャンプ、果物狩り

歴史 記事 2010 松本 あきら

ぐるっといっとろっけん まち
づくり診断の旅(vol.15)筑波⼭
麓の⾥⼭商店街 北条--豊かな
農と歴史を活かしたまちづく
り

ぶぎんレポート / ぶぎん
地域経済研究所 [編]
(133)

北条の商店街のまちおこし 39-43

その他 研究 建築 2010 ⻄村 公宏

9280 中央気象台附属筑波⼭測
候所⼭頂観測所の建築につい
て(⽇本近代:建築家・作品,建
築歴史・意匠)

学術講演梗概集. F-2, 建
築歴史・意匠

559-560

その他 研究 建築 2010
万博の森かいわい 筑波⼭への
参詣道「つくば道」

グリーン・パワー  (通号
383)

23-22

⽂学 ⽂学 詩歌 2011 ⼭中哲夫 筑波嶺の⾵ : 歌集 歌と⼈叢書 ; 第２４篇 菁柿堂
信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2011 塩⾕修 古代筑波⼭祭祀への視⾓
東国の地域考古学
川⻄宏幸 編

発掘物から奈良時代以前の祭祀を解明する

信仰/観
光

観光 2011

筑波⼭⽬的別ガイド : お
⼭があるから⼈⽣おもし
ろい! : エリアガイド&
map付き!

結エディット 保留
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分類1 分類2 分類3 分類4
発行

年
著者 ⽣涯 論文・記事名 書籍名 出版 記述／内容 備考 ⽥舎 望郷 恋

川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

歴史 研究 歴史 天狗党 2011 ⽥中豊 天狗党の乱、筑波勢の⻄上
古⽂書に⾒る⽔⼾天狗党
美濃国通⾏の跡

歴史伝承フォーラム

その他 研究 景観 2011
⾼森 賢司,⼤澤 義明,腰
塚 武志

1-E-2 ⼭アテ道路景観の地域
⽐較分析 : 筑波⼭を対象とし
て積分幾何学⼿法を⽤いて(都
市・地域・国⼟)

⽇本オペレーションズ・
リサーチ学会秋季研究発
表会アブストラクト集
2011

74-75

その他 研究 景観 2011
⾼森 賢司,⼤澤 義明,腰
塚 武志

⼭アテ道路景観の地域⽐較分
析--筑波⼭を対象としCrofton
の定理を⽤いて

都市計画論⽂集 / ⽇本都
市計画学会 編 (46)

379-384

その他 観光 2011 ⼤⼈の散歩道 茨城県・筑波⼭
あけぼの 29(1) (通号
303)

NTT労働組合 つくば道、⽇本の道百選、ガマの油、⼭頂からの絶景。 39-42

⽂学 ⽂学 詩歌 2012 吉岡桂六 筑波嶺 : 句集 ウエップ

⼆峯寄りて刈⽥の彼⽅かな
筑波⼭へと真っ直ぐに刈⽥道
散り紅葉濡れて⼭路を滑らする
初雪の痕跡在りぬ岩の蔭
秋ゆふべ⼭⽺遠く泣きカガイの地
新治も筑波も釣瓶落しかな
⼣暮れの筑波嶺隠す霧の中（？）

親しみがあるので、また、20句いれてい
るので題名に筑波を付けた。
筑波晩秋２０句

⼆峯 ○ ○ ○ ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2012 宮本千代⼦ 万葉集にいきる筑波⼭
常陽新聞新社出版局
2012 (桜⽔双書 ; 1)

後で

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2012 仁平正夫 筑波⼭麓の春を訪ねて ⼩さな旅の⾒聞録

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2012 野⽥礼⼦ ⽔郷めぐりと筑波⼭
⽂化財つちうら 第35号
(平成24年度)

⼟浦市⽂化財愛護の会／
編 ⼟浦市⽂化財愛護の会
2012-05

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2012 ⻄⾕隆義
霊峰筑波⼭と徳⼀⼤師 :
知⾜院中禅寺と筑波⼭神
社

茨城県郷⼟⽂化顕彰会

信仰/観
光

観光 2012
筑波⼭ガイドマップ：⽔
郷筑波国定公園

茨城県⽣活環境部環境政
策課

信仰/観
光

観光 2012

筑波⼭⾃然観察ハンド
ブック：筑波⼭を知り尽
くしたインストラクター
がつくった ： この⼀
冊で筑波⼭の⾃然のすべ
てがわかる!

つくば環境フォーラム

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2013 吉村 睦⼈ 現代の歌枕(61)筑波嶺 短歌研究 70(10)
筑波嶺ゆ振りさけ⾒れば⽔の狭沼⽔の広沼霞たなびく（⻑塚節M35）
霜防ぐ菜畑の葉⽵はや⽴てぬ筑波根颪雁を吹く頃（正岡⼦規M31）

8-10 ○ ○ ○

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2013 森 淳
⾼橋⾍⿇呂の登⾼歌 : 「筑波
⼭に登れる歌」をめぐって

⽂学・語学 / 全国⼤学国
語国⽂学会 編 (205)

⾼橋⾍⿇呂の歌の考察 16-29

⽂学 ⽂学 紀⾏ 2013 井坂清信
⼩宮⼭楓軒の筑波紀⾏―『遊
筑坡⼭記』の解題と翻刻

江⼾時代後期の⽔⼾藩儒 :
その活動の点描

汲古書院 2013 ⼩宮⼭楓軒の紀⾏⽂の考察。
⼗三塚→⼥体、男体⼭→⼤越屋で⼀泊、⼤
宝へ。

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2013 ⻄⾕ 隆義
『霊峰筑波⼭と徳⼀⼤師―知
⾜院中禅寺と筑波⼭神社―』
執筆の動機と概要

東国仏教を開いた「徳⼀
菩薩」の⾜跡を探る ：
最澄・空海と並ぶ名僧の
歩み

茨城県郷⼟⽂化振興財団 保留

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2013
筑波⼭ : 神と仏の御座す
⼭ : 平成24年度特別展

茨城県⽴歴史館 編 茨城
県⽴歴史館 2013

歴史 研究 歴史 ⺠俗 2013 前川啓治
開発と実践-筑波⼭⼭麓地域に
おける地域づくり過程のアク
ター分析と政策的提⾔

科学研究費補助⾦(基盤研
究C)研究成果報告書

筑波⼭麓全域を⼈類学的に調査。地域づくり活動の実態把握。

歴史 研究 歴史 ⺠俗 2013 早川,公

再帰的近代における「まちづ
くり」実践の⺠族誌 : つくば
市筑波⼭麓地域の開発プロ
ジェクトを対象として

博⼠論⽂ 筑波⼭麓全域を⼈類学的に調査。地域づくり活動の実態把握など。

その他 記事 2013 栗原 景
失われた鉄路の記憶(10)筑波
鉄道 : 「地域の⾜」いまだ健
在 つくばりんりんロード

鉄道ジャーナル : 鉄道の
将来を考える専⾨情報誌
47(8) (通号 562)

⼟浦から岩瀬までの⾃転⾞道の様⼦。 124-131

その他 記事 2013
電話回線を宿舎個室に／失わ
れた筑波鉄道を求めて

筑波⼤学学⽣新聞会

その他 研究 建築 2013

筑波⼭（茨城県つくば市）
： 上
筑波⼭（茨城県つくば市）
： 下

徳⼀が歩く 第１集
茨城県郷⼟⽂化振興財団
／企画・制作 茨城県郷⼟
⽂化振興財団

社寺の調査報告

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2014 梶川 信⾏ ⾼橋⾍⿇呂の筑波⼭の歌 史聚 (47) ⾼橋⾍⿇呂の歌の考察 16-27

⽂学 研究 ⽂学 詩歌 2014 ⻄地 貴⼦

下級官僚⾼橋⾍⿇呂の志向 :
検税使⼤伴卿の筑波⼭に登る
時の歌 (創刊⼀⼆〇周年記念特
集 万葉集 : ⽂学・歴史・⺠俗
(1))

國學院雜誌 115(10) (通号
1290)

⾼橋⾍⿇呂の歌の考察 114-128

⽂学 ⽂学 詩歌 2014 北川昭久 遠筑波 : 句集 本阿弥書店
流⼭に住む。
筑波を詠む句なし。

流⼭

⽂学 研究 ⽂学 ⾵⼟記 2014 千葉 隆司

 『常陸国⾵⼟記』にみる豪族
たち(1)-ヤマト政権と地⽅豪族
の動向を考える覚書 新治・筑
波・信太・茨城・⾏⽅・⿅島
郡―

婆良岐考古 第36号

横倉 要次,⻘⼭ 俊明,千葉
隆司,川井 正⼀,⿊澤 彰哉,
宇留野 主税
婆良岐考古同⼈会

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2014 櫛⽥ 良道
展⽰批評 茨城県⽴歴史館特別
展「筑波⼭ : 神と仏の御座す
⼭」

地⽅史研究 64(1) 85-88

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2014 天⽥ 顕徳

信仰・⽂化・ノスタルジー :
筑波⼭の窟をめぐる⼈々(宗教
研究における講研究の意義と
可能性,パネル,<特集>第72回
学術⼤会紀要)

宗教研究. 別冊 87 禅定 59-60

歴史 研究 歴史 天狗党 2014 ⼭野 恵通
天狗党筑波挙兵150年記念に寄
せて

⿅⾏の⽂化財 第44号
⿅⾏地⽅⽂化研究会, ⿅
⾏⽂化財保護連絡協議会
／共編

歴史 研究 歴史 天狗党 2014 ⼭野 恵通
天狗党筑波⼭挙兵⼀五〇年記
念に寄せて(その⼀)

郷⼟北浦 第37号 北浦郷⼟⽂化研究会／編
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年
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川な
ど

遠⽅
から

山容 ⽥園 桜 春 梅
つつ
じ

秋、
紅葉

寒い
雪

筑波
颪
⾵

⼣⽇
霞、
霧

紫
富士

筑波

『⼭は筑波
嶺』ページ

『筑波⼭の
⽂学』ペー

ジ

歴史 ⽂学 紀⾏ 2014 ⽥中秋男
筑波の⽜蒡 : 私の⺠俗学
的思い出

敬⽂舎 幼少期の⺠俗学的な思い出を書いている。（特に⺠俗学的でもない・・）

⾵⼟記からの引⽤で富⼠筑波の話。
筑波⼭への想いで。筑波⼭をみて育ったこ
と。⼩学校の時に図⼯で筑波⼭を描く。修
学旅⾏で登った。

○

その他 研究 景観 2014 鈴⽊ 雅和
筑波⼭梅林再⽣プロジェクト
(平成25年度⽇本造園学会賞受
賞者業績要旨)

ランドスケープ研究 : ⽇
本造園学会誌 :  78(2)

147-150

信仰/観
光

観光 2015 スタジオパラム
まるごと!筑波⼭こだわり
完全ガイド

メイツ出版 2015

信仰/観
光

研究 観光 2015 岩⽥ 隆⼀
旅⾏者はどこから来るのか(2)
筑波⼭の事例研究

筑波学院⼤学紀要
筑波学院⼤学図書館運営
委員会 編 10 2015 p.23-
29

駐⾞場に停⾞しているナンバープレートから読み解く。宿泊者数も。

信仰/観
光

観光 2015 酒井 國光 筑波三⼭の祭礼
⽇本⼭岳⽂化学会論集
(12)

筑波⼭神社と楽法寺と加波⼭の祭り。
⻄の富⼠東の筑波、紫峰、⾵⼟記の富⼠筑波の話、百名⼭、

141-149 ○ ○

歴史 研究 歴史 天狗党 2015 ⼭野 恵通
天狗党筑波⼭挙兵150年記念に
寄せて

⿅⾏の⽂化財 第45号
⿅⾏地⽅⽂化研究会, ⿅
⾏⽂化財保護連絡協議会
／共編

歴史 研究 歴史 天狗党 2015 ⼭野 恵通
天狗党筑波⼭挙兵⼀五〇年記
念に寄せて（その⼆）

郷⼟北浦 第38号 北浦郷⼟⽂化研究会／編

歴史 研究 歴史 ⺠俗 2015 前川啓治 編
筑波⼭から学ぶ : 「と
き」を想像・創造する

筑波⼤学出版会

その他 研究 景観 2015 ⻄⾢ 雅未 , ⿊⽥ 乃⽣
筑波⼭における観光ルートの
変遷

ランドスケープ研究
78(5),

587-592

信仰/観
光

研究 歴史 信仰 2016 佐藤 由梨
近世における筑波⼭信仰と真
⾔宗僧侶亮盛の布教活動

駒澤⼤学⼤学院史学論集
(46)

27-40

信仰/観
光

記事 2016 鈴⽊ 雅和

「筑波⼭梅林」の都市近郊林
としての特徴と管理運営上の
課題 : 復活した観光資源とし
ての梅林 (特集 多様化する都
市近郊林の利⽤と求められる
管理 ; 求められる管理と対応)

環境情報科学 45(2) 48-51 ○

信仰/観
光

歴史 2016
筑波⼭神社・笠間稲荷神社・
常盤神社

週刊⽇本の神社 第101号
デアゴスティーニ・ジャ
パン 2016

歴史 研究 歴史 天狗党 2016 宮地正⼈ 筑波挙兵の歴史的位置
地域の視座から通史を撃
て!

校倉書房

その他 研究 景観 2016 ⻄⾢ 雅未 , ⿊⽥ 乃⽣
近世の絵画にみる筑波⼭の特
徴 (平成28年度⽇本造園学会
全国⼤会研究発表論⽂集(34))

ランドスケープ研究 : ⽇
本造園学会誌 79(5)

565-568

その他 教育 2016 加藤 休ミ
どこかのまちのどこかのお店
で千百円お買物する 筑波⼭の
てっぺんでせんひゃくえん(4)

こどもの本 42(2) (通号
505)

煮込みおでん、ジャンボ麩菓⼦、がませんべい 6-7

その他 記事 2016
環境管理 / 産業環境管
理協会 編

筑波/⻤怒川の太陽光発電問題
環境管理 / 産業環境管理
協会 編 52(2)

p.6-8

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 不明 ⾵雅和歌集 権⼤納⾔公蔭：ちぎりありてかかる思ひや筑波嶺のみねども⼈のやがて恋しき ○ ○ 126 146

⽂学 ⽂学 詩歌 歌 不明
常陸には⽥をこそ作れ筑波⼭ 葉⼭茂⼭しげき⼈⽬を凌ぎても 刈⽥のひづち思出でば 秋果てぬとも問
ひてまし〜

宴曲集 ○ ○ 139

⽂学 ⽂学 物語 不明 お伽草⼦「狭⾐の⼤将」 「〜なにと筑波の みなの川 つもりと淵と成りぬらん〜むねの煙は富⼠の嶺の いつも絶えせず こがるらん」 ⼤将を慕う⾶⿃井の姫の嘆きの⻑歌の⼀節
男⼥
川

○ 140

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 不明 渡辺藤吉 つくばね歌史
筑波根の峯の桜や⼥男川流れてふちにちり積るらむ（侍従雅有作）
⼥男川峯より落つるもみぢ葉も積りて浪をまたやそむらむ（正三位義重作）

男⼥
川

○ ○ 165

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 不明
根岸吉⼗郎
（常盤枝）

天の原ふりさけみれば常陸なる つくばの⼭は神祖の尊の 貴くもこのもかのもにいや⾼く〜 ⼩⽥出⾝、⼀の⿃居前の歌碑 166

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 万事庵買⾵ 筑波詣の紀⾏ 「男躰⼭を拝して）貴さにものも⾔れぬ寒さかな」
1740年の柳居の句を買⾵が編集、秋⽠の
歌あり

○
109-１１
２

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 鴛巣 浮橋や御幸ヶ原の初霞 常総の俳⼈（筑波⼭下） ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 眠⽯ いつもいつも春の夜明や筑波⼭ 常総の俳⼈（⼭麓 北条） ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 ⼭⽔ むらさきの⼭は奪ぬ初⽇かな 常総の俳⼈（⼭麓 北条） ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 ⾹⽉ わかやぐや初⽇に⾒こす筑波⼭ 常総の俳⼈（⼭麓 ⽔守） 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 ⽵雪 去年ことし筑波の⼭はしらみけり 常総の俳⼈（⼭麓 泉） 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 鶴⽼ ⼊梅晴れや⽇には七度筑波⼭ 常総の俳⼈（守⾕町） ○ ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 松江 さくうめの筑波をかぶる在所かな 常総の俳⼈（⼩川町） ○ ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 ⻨典 筑波から冥加な春をもらひけり 常総の俳⼈（古河） ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 ⾖⿏ 筑波根の腰に帯はと霞哉 常総の俳⼈（⽔⼾） ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 五柳 筑波根もくくり頭⼱や雪のくれ 常総の俳⼈（府中） ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 秋蜂 鵲（かささぎ）の巣も造るらし⼥男の⼭ 常総の俳⼈（河内町） 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 ⼭暁 筑波根や⽇の紫の初からす 常総の俳⼈（河内町） ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 百林 はつ空や常磐の影の筑波⼭ 常総の俳⼈（河内町） 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 湖隣 はつ霞たつや浦辺の筑波凪 常総の俳⼈（美浦村） 凪 ○ 122
⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 介⽯ はつ空の⽇や滴りて筑波⼭ 常総の俳⼈（佐原） 122

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明
菜花亭種好
（川島弥九郎）

むつくりと勝れて⽩し春の不⼆ よろつ代の筑波の⼭や秋のいろ 天翁院（⼩⼭市本郷町）に句碑あり ○ ○ 199

⽂学 ⽂学 詩歌 俳句 不明 宮本雅游
⽴⼦忌の筑波嶺殊に紫に
天狗党籠りし筑波霞みたり
夜もすがら筑波颪の⻁落笛（もがりぶえ） など

岩井（現坂東市）出⾝ ○ ○ ○ 96

⽂学 ⽂学 詩歌 唱歌 不明 作詞は野⼝⾬情 ⽔⼾歩兵第⼆聯隊歌 筑波の⼭は雲を衝き 霞ヶ浦の浦波や 〜など 172

⽂学 ⽂学 詩歌 和歌 不明 真隆 あさにけにわが親鸞の仰ぎませし筑波の⼭はなつかしきかも（親鸞をたたえる歌）
岩井（現坂東市）の浄国寺に碑があり（昭
和42）

○ 194

⽂学 ⽂学 詩歌 ⾳楽 不明 下妻の「校歌」

下妻⼩：〜筑波⼭なみ 紫映えて〜
⼤宝⼩：東三⾥にむらさきの 筑波の⼭の〜
東部中：東に匂ふ〜
下妻養護校：筑波の⼭は 紫に〜
下妻⼆⾼：〜筑波の空の濃紫〜

公⽴学校の12校（⼩7、中2、⾼2、養護
1）中、11校に「筑波」の記述あり

○

⽂学 ⽂学 詩歌 ⾳楽 不明 ⾼野連加盟の「校歌」

⼟浦⼯⾼：紫⼭を⻄に仰ぎつつ〜
藤代紫⽔⾼：紫はゆる筑波⼭〜
下館⼯⾼：紫紺の峰の雲破り〜
清真学園⾼：〜紫けぶる筑波⼭〜  など

⾼野連加盟の県内109校中、50校が「筑
波」の記述あり

○
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発行

年
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⾃然 動植物 1891 三好 學 秩⽗諸峯及ビ筑波⼭植物採集略記 (圖⼊) 植物学雑誌 5(51) 1891 153-158
⾃然 気象 1893 近藤 久次郎 筑波⼭頂氣象觀測ノ概况 氣象集誌. 第1輯 12(3) 88-95
⾃然 気象 1893 筑波⼭嶺測候 地學雜誌 5(2) 97a-98
⾃然 気象 1896 中央気象台 筑波⼭気象観測報告書 明治26年 中央気象台
⾃然 気象 1901 岡⽥ 武松 筑波颪ニ就キテ 氣象集誌. 第1輯 20(9) 293-295
⾃然 気象 1901 筑波⼭観象臺 地學雜誌 13(11) 725-725
⾃然 気象 1902 ⼭階宮筑波測候所 氣象集誌. 第1輯 21(1) 396-398
⾃然 気象 1902 筑波⼭上暴⾵の觀測 地學雜誌 14(10) 708-709
⾃然 地震 1902 筑波⼭の地震-⼭鳴 地學雜誌 14(9) 647b-649
⾃然 地震 1903 筑波⼭頂重⼒測定 地學雜誌 15(3) 268a-268a
⾃然 地質 1905 神津 俶祐 筑波連脈東南部旅⾏記(承前)(完) 地質學雜誌 12(138) 91-94
⾃然 気象 1906 佐藤 順⼀ 筑波⼭ニ於ケル氣象觀測 氣象集誌. 第1輯 25(6) 191-196

⾃然 気象 1906
⼭階宮殿下御編纂筑波⼭上氣象観測明治三
⼗五年成蹟報告

地學雜誌 18(9) 1906 p.631-633 631-633

⾃然 気象 1907 佐藤 順⼀ 筑波⼭頂空氣ノ密度 氣象集誌. 第1輯 26(12) 407-411
⾃然 地震 1907 ⼤森, 房吉 ⽯巻及ビ筑波⼭上ノ脈動(⼩引) 震災豫防調査會(57) 53
⾃然 気象 1908 ⽯⽥ 雅⽣ 筑波⼭ノ下降氣流 氣象集誌. 第1輯 27(12) 451-459

⾃然 動植物 1908 波江 元吉
函根⼭椒⿂筑波⼭上に棲息す(動物地理
學)

動物学雑誌 20(239) 399

⾃然 気象 1909 佐藤 順⼀ 筑波ノ⼭⾵ト⾕⾵ 氣象集誌. 第1輯 28(11) 381-39
⾃然 気象 1909 ⽯⽥ 雅⽣ 筑波⼭ノ下降氣流(承前) 氣象集誌. 第1輯 28(1) 11-19
⾃然 気象 1909 ⽯⽥ 雅⽣ 筑波⼭頂⾵速度ノ半⽇週期變化ニ就テ 氣象集誌. 第1輯 28(8) 278-283
⾃然 気象 1909 筒井 百平 筑波⼭頂⾵速度⼀⽇中變化ノ調和分柝 氣象集誌. 第1輯 28(2) 40-53

⾃然 気象 1910 佐藤 順⼀
筑波⼭頂ト同⼀平⾯以下ニ在ル氣層ノ氣温
⼀⽇中ノ變化ニヨリ伸縮スル量

氣象集誌. 第1輯 29(2) 48-55

⾃然 地震 1910 ⼤森, 房吉 東京、筑波間ニ於ケル午砲⾳響ノ速度 震災豫防調査會(67) 29-32
⾃然 気象 1911 佐藤 順⼀ 筑波⼭に於ける降⽔量の垂直變化 氣象集誌. 第1輯 30(8) 10-21

⾃然 地質 1912 ⼤橋 良⼀
筑波⼭の⾶⽩岩樣岩⽯、及び是と周圍の花
崗岩との關係(完結)

地質學雜誌 19(225) 283-290

⾃然 地質 1912 ⼤橋 良⼀
筑波⼭の⾶⽩岩樣岩⽯、及び是と周圍の花
崗岩との關係(三)

地質學雜誌 19(222) 138-146

⾃然 地質 1912 ⼤橋 良⼀
筑波⼭の⾶⽩岩樣岩⽯、及び是と周圍の花
崗岩との關係(其四)

地質學雜誌 19(223) 185-190

⾃然 地質 1912 ⼤橋 良⼀
筑波⼭の⾶⽩岩樣岩⽯、及び是と周圍の花
崗岩との關係(⼆)

地質學雜誌 19(221) 101-111

⾃然 地質 1912 ⼤橋 良⼀
筑波⼭の⾶⽩岩樣岩⽯、及び是と周圍の花
崗⽯との關係(⼀)

地質學雜誌 19(220) 25-32

⾃然 気象
1912-
1932

⽔⼾測候所 編 筑波⼭項ノ氣象 茨城県気象年報. 明治45・⼤正元年 茨城県⽔⼾測候所
1912-1921, 1924-
1932に発⾏

⾃然 気象 1914 寺⽥ 寅彦 筑波⼭の氣温に就て 氣象集誌. 第1輯 33(11) 467-474
⾃然 気象 1915 吉⽥ 得⼀ 筑波⼭の樹氷に就て 氣象集誌. 第1輯 34(4) 186-188

⾃然 気象 1915 佐藤 順⼀
筑波⼭頂にての氣壓を海⾯の氣壓に更正す
るに就て氣層温度の影響

氣象集誌. 第1輯 34(10) 620-623

⾃然 気象 1915 佐藤 順⼀ 筑波⼭附近に於ける⻩砂 氣象集誌. 第1輯 34(3) 132-140
⾃然 気象 1915 ⼩須⽥ 勝造,⼆⾒ 良平 筑波⼭に於ける降⽔と⾵向との關係に就て 氣象集誌. 第1輯 34(10) 615-620
⾃然 地質 1915 岩崎 喜代志 筑波の峯寺⼭の花崗岩中にある球團 地質學雜誌 22(265) 388-390
⾃然 地震 1915 中村 左衞⾨太郎 筑波⼭麓地⽅に於ける地震と氣壓勾配 氣象集誌. 第1輯 34(2) 71-72
⾃然 気象 1917 佐藤 順⼀ 筑波⼭蒸發計内の氷柱及び其⽣成の解説 氣象集誌. 第1輯 36(5) 197-202

⾃然 気象 1922 佐藤 順⼀
筑波⼭頂腹兩所に於ける⽐速度より雲の眞
⾼度及び速度を計算する⽅法

氣象集誌. 第1輯 41(10) 397-401

⾃然 地質 1924 ほこと 筑波⼭の顆球花崗岩の露頭 地學雜誌 36(6) 391-391

⾃然 地質 1927 商⼯省,商⼯省 [著]
筑波縱⾏四横⾏⼆⼆圖幅第九九號地
質説明書 : 昭和⼆年⼆⽉

地質調査所

⾃然 地質 1927 商⼯省／編 筑波地質説明書 東京印刷 1927
⾃然 気象 1929 中央気象台 [編] 筑波⼭測候所要覧 中央気象台
⾃然 地震 1930 井上 宇胤 , 杉⼭ 友紀 筑波⼭に於ける傾斜變化觀測報告 東京帝国⼤学地震研究所彙報 8(3) 東京帝国⼤学地震研究所 346-363
⾃然 地震 1931 井上 宇胤,杉⼭ 友紀 筑波⼭便り 地震 第２輯 3(5) 271-281

⾃然 気象 1932
中央気象台附属筑波⼭測候
所／編

筑波⼭植物⽬録
中央気象台附属筑波⼭測
候所

⾃然 地震 1932 Inouye, Win
On Earth-tiltings observed at Mt.Tukuba.
筑波⼭に於ける傾斜變化觀測報告

東京帝国⼤学地震研究所彙報
10 ( 1 )

東京帝国⼤学地震研究所 130-144

⾃然 気象 1933 中央気象台 編 發光現象報告 筑波⼭測候所
三陸沖強震及津浪報告. 昭和8年3⽉3
⽇

中央気象台
地震を⾒た場所、光っ
た⽅向等の報告

⾃然 地震 1933 Inouye Win
筑波⼭に於ける加速度地震計に依る地震観
測報告

東京帝国⼤学地震研究所彙報 11(1) 東京帝国⼤学地震研究所 69-81

⾃然 地震 1933 Inouye, Win
Earth-tilts observed at Mt.Tukuba, Japan
筑波⼭に於ける傾斜變化觀側報告

東京帝国⼤学地震研究所彙報 11 ( 4 ) 東京帝国⼤学地震研究所 693-703

⾃然 動植物 1934 鶴町 猷 筑波⼭の樹⽊2
会誌 第2号
茨城博物同好会／〔編〕

茨城博物同好会

⾃然 地震 1934 Hagiwara Takahiro 筑波⼭に於ける地震動並に地鳴 東京帝国⼤学地震研究所彙報 12(2) 東京帝国⼤学地震研究所 222-233

⾃然 その他 1935 森⽥ 清,粟屋 潔
波⻑68cmの極超短波に依る筑波⼭•⼯⼤間
80kmに於ける通話試驗概況

電氣學會雜誌 55(566) 828-828

⾃然 気象
1935-
1938

中央気象台 編
筑波⼭頂（Tukubasan）：φ＝３６°１３
´N，λ＝１４０°０６´E，H＝８６８．
６m

⽇射観測成績 中央気象台 1935-1938に発⾏
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⾃然 地震 1938 井上, 宇胤,杉⼭, 友紀 筑波⼭に於ける傾斜變化觀測報告 東京帝国⼤学地震研究所彙報 16(2) 東京帝国⼤学地震研究所 366-371
⾃然 地震 1938 萩原, 尊禮 55. 筑波⼭⼭津浪調査報告 東京帝国⼤学地震研究所彙報 16(4) 東京帝国⼤学地震研究所 779-783

⾃然 気象 1939 中央気象台 編

２． 筑波⼭に於ける⼭津浪（附圖１９８
―２０５ 附表３３，３４）・筑波⼭測候
所 沖佳雄・宮川恒男・櫻井彰⼀・⼋⽉朔
⽇⼀郎 �

中央気象台彙報. 第14冊 昭和⼗三年
六⽉⼆⼗⼋⽇より七⽉五⽇に⾄る豪
⾬報

中央気象台

⾃然 地震 1939 津屋, 弘逵
31. 筑波⼭⼭津波跡の地質觀察 : 附，筑波出
斑糲岩體と花崗岩體との構造關係

東京帝国⼤学地震研究所彙報 17(2) 東京帝国⼤学地震研究所 517-524

⾃然 地震 1941 Hagiwara Takahiro 筑波⼭に於ける上地傾斜變化の觀測(其の⼆) 東京帝国⼤学地震研究所彙報 19(2) 東京帝国⼤学地震研究所 218-227
⾃然 気象 1942 中央気象台 編 筑波裏⼭溪流調査報告・筑波⼭測候所 産業気象調査報告. 第10巻 第3号 中央気象台
⾃然 気象 1943 中央気象台 編 筑波⼭ 本邦気候表. 続編 中央気象台
⾃然 気象 1952 茨城博物同好会／〔編〕 郷⼟⽂献資料,筑波⼭に関する気象⽂献⽬録 会誌 13 茨城博物同好会 1952-04

⾃然 地震 1952 横⼭ 泉 筑波⼭斑糲岩の帯磁と地磁気異常〔英⽂〕
東京⼤学地震研究所彙報 / 東京⼤学
地震研究所 編 30(1)

東京帝国⼤学地震研究所 83-91

⾃然 その他 1953 宗⽥ 克⼰ 筑波⼭麓の⼟器窯業 地理学 (7) 45-49

⾃然 その他 1953 筑波⼭超短波放送⾃動局
放送技術 / 兼六館出版株式会社 [編]
6(11) 1953-11 p.416〜421

416-421

⾃然 動植物 1954 篠原 実 筑波⼭の森林植⽣
会誌 18
茨城博物同好会／〔編〕

茨城博物同好会

⾃然 その他 1954 ⽯垣 ⼋郎 築波⼭VHF下無⼈中継局の端局装置
放送技術 / 兼六館出版株式会社 [編]
7(2)

53-59

⾃然 その他 1956 ⽊⼾ 栄次 他 筑波⼭VHF無⼈中継局の概要
沖電気時報 / 沖電気⼯業株式会社 編
23(1)

⾃然 動植物 1957 篠塚 久 筑波⼭男⼥川に於ける⼭淑⿂の⽣態 済美 第6号
茨城県⽴⽔海道第⼀⾼等
学校済美校友会⽣徒会出
版委員会

⾃然 地震 1957 宮村 摂三 筑波⼭において観測された⼩地震 地震 / ⽇本地震学会 編 9(4)
⾃然 気象 1958 郡司 助 筑波⼭麓における気温の逆転について 産業気象調査報告 / 気象庁 編 21(2)
⾃然 気象 1959 ⽔⼾地⽅気象台／編 筑波⼭測候所の部 茨城県の気候 茨城県開発課 1959-03 茨城県の気候

⾃然 地質 1959 下⽥ 信男
花コウ岩成分鉱物に関する地球化学的研究
(その1)茨城県筑波⼭付近の花コウ岩の雲⺟
の化学組成について

⽇本化學雜誌 80(2) 141-143

⾃然 地震 1962
萩原, 尊礼,岩⽥, 孝⾏,前⽥,
良弘,茅野, ⼀郎

筑波⼭で観測された1962年4⽉30⽇宮城県北
部地震の余震

東京⼤学地震研究所彙報40 ( 3 ) 東京⼤学地震研究所 625-637

⾃然 地質 1965 鶴⾒ 英策 筑波⼭・加波⼭周辺の⼭麓緩斜⾯ 地理学評論 / ⽇本地理学会 編 38(8) 526〜530

⾃然 国定公園 1966 ⽇本⾃然保護協会／編
筑波⾃然公園学術調査報告 (⽇本⾃然
保護協会調査報告 ; 第２４号)

⽇本⾃然保護協会

⾃然 動植物 1967 ⿅島⽂化研究会／編
⾃然をたずねて・福島・茨城・千葉三県に
おける主要海浜植物の分布・筑波⼭の植
物・偕楽園及び弘道館公園内の梅

⿅島⽂化 第4号〜第6号 ⿅島⽂化研究会 1967-11

⾃然 地質 1968
⼭⽥ 武雄,⾼野 武男,新⽥
義信,仙⽥ 幸造,⼭崎 興輔,
五嶋 智彦,佐藤 勢次

筑波⼭麓における成⽥層群の花粉化⽯につ
いて

地質學雜誌 74(2) 123

⾃然 地質 1968
筑波⼭南⻄の明⽯・上郷における成⽥層群
の花粉化⽯について

地球科學 22(6) 新潟花粉グループ 274-286a

⾃然 動植物 1970 茨城県 [編]
筑波⼭におけるモミの害⾍ハラアカ
マイマイに対するウィルスを⽤いた
試験防除の概要

茨城県

⾃然 動植物 1971 東京営林局 [編]
奥久慈・筑波地区 国有林野観光保健
休養開発調査報告書

東京営林局 1971-03

⾃然 動植物 1973 鈴⽊ 昌友(1931〜) 筑波のブナとシラカバと
桜川 第5号〜9号
⼟浦の⾃然を守る会／編

⼟浦の⾃然を守る会
1973-10

⾃然 国定公園 1974
オリエンタル設計事務所／
編

⽔郷筑波国定公園⽔郷地域（茨城県
域）学術調査報告書

環境調査解説研究所

⾃然 国定公園 1974 茨城県／〔編〕 付図:基本調査図8枚 公園計画図9枚
⽔郷筑波国定公園⽔郷地域(茨城県域)
学術調査並びに公園計画書

茨城県

⾃然 動植物 1975 中島 明男 筑波⼭の地⾐類
茨城⽣物 NO.3
茨城⽣物の会／編

茨城⽣物の会

⾃然 動植物 1976 望⽉ 和男
筑波⼭、霞ケ浦⿃類⽬録・野⿃のカレン
ダー他

桜川 第10号〜15号
⼟浦の⾃然を守る会／編

⼟浦の⾃然を守る会

⾃然 動植物 1977
安野 正之,⻫藤 ⼀三,中村
譲

24 筑波⼭湲流におけるブユ幼⾍駆除実験と
底⽣動物の流失過程

衞⽣動物 28(1) 13

⾃然 動植物 1977
茨城県林業試験場 作成 [茨
城県林業試験場] 1977

鶏⾜・筑波地区⼟壌図 ⽔⼾⿅⾏森林計画
区・⻤怒川森林計画区・霞ヶ浦森林計画区

(茨城県適地適⽊調査)

⾃然 動植物 1977
中村 譲,斎藤 ⼀三,安野 正
之

19 筑波⼭渓流におけるブユ幼⾍の周年変化 衞⽣動物 28(1) 11

⾃然 動植物 1978 ⼤橋 恒夫 私の筑波⼭の蝶採集記録(1970〜1976)
おけら No.47
茨城昆⾍同好会／編

茨城昆⾍同好会

⾃然 動植物 1978
中村 譲,安野 正之,斎藤 ⼀
三

11 筑波⼭渓流におけるブユ駆除実験と底⽣
動物の流出と回復

衞⽣動物 29(1) 56

⾃然 動植物 1978 ⽥崎 はるえ 筑波⼭の植物
やまくさ茨城 第5号
茨城⼭草会／編

茨城⼭草会

⾃然 気象 1979 ⼩林 守 熱映像による筑波⼭の温暖帯の測定 天気 26(3) 161-166

⾃然 ⽔質 1979 ⼩松 清次 霞ケ浦⽔系と筑波⼭系の荒廃
桜川 第16号〜18号
⼟浦の⾃然を守る会／編

⼟浦の⾃然を守る会
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⾃然 地質 1980 ⾼橋 裕平
茨城県筑波⼭のガブロ類とカコウ岩類との
関係について

地質學雜誌 86(7) 481-483

⾃然 地質 1980 松倉 公憲
筑波⼭周縁に分布する⼆,三の⼟の⼒学的性
質と地形学的意味について

地理学評論 / ⽇本地理学会 編 53(1) 54-61

⾃然 動植物 1981 安野 正之 他
筑波⼭の渓流の底⽣動物相に及ぼすフェニ
トロチオンの影響〔英⽂〕

⽇本⽣態学会誌 / ⽇本⽣態学会誌編
集委員会 編 31(3)

237-245

⾃然 動植物 1981 更科 公護／著 筑波⼭周辺の動植物の⽅⾔ 動物編 筑波書林 (ふるさと⽂庫)
⾃然 動植物 1981 更科公護 筑波⼭周辺の動植物の⽅⾔ 植物編 筑波書林 (ふるさと⽂庫)

⾃然 地質 1981 ⼋⽥ 珠郎 他
筑波⼭周辺における深成岩の⾵化について
(⾵化作⽤と層状ケイ酸鉱物の⽣成)

鉱物学雑誌 15(特別号) 202-209

⾃然 国定公園 1981 筑波⼭ ： ⽔郷筑波国定公園 筑波町 1984にも発⾏

⾃然 動植物 1982
佐藤 豊三,柿島 真,佐藤 昭
⼆

筑波⼭で採集されたアキグミ上の1さび菌,新
属か?

筑波の環境研究 6 143-146

⾃然 動植物 1982 早瀬 ⻑利,⼭根 爽⼀
茨城県筑波⼭系におけるハコネサンショウ
ウオOnychodactylus
japonicus(HOUTTUYN)の⽔中⽣活期の⽣態

⽇本⽣態学会誌 32(3) 395-403

⾃然 動植物 1982 椿 啓介,杉野 久⼦ 筑波⼭渓流にみられる⽔⽣不完全菌類 筑波の環境研究 6 109-121
⾃然 気象 1983 ⽥村 ⽵男 筑波⼭麓に⽩⽑降る(史料) 測候時報 / 気象庁 編 50(5) 395-398

⾃然 動植物 1983
柿島 真 , 勝屋 敬三 , 佐藤
昭⼆

銹菌2新種(筑波⼭産)の⽣活史について 筑波の環境研究 7 94-98

⾃然 動植物 1983 北原 正彦
15. 筑波⼭および筑波研究学園都市における
蝶類の群集構造に関する研究(⽇本鱗翅学会
第29回⼤会⼀般講演要旨)

蝶と蛾 33(3) 194

⾃然 地質 1983 加野, 律⼦
筑波⼭における地質・地形と⾵化⽣成物の
関係(卒業論⽂要旨)

お茶の⽔地理学会

⾃然 その他 1983 佐々⽊ 博 筑波⼭⾨前町の⽴地⽣態 筑波⼤学⼈⽂地理学研究 7
185-208
⼟地利⽤や産業のこと

⾃然 その他 1983 ⼩林 守 , 腰塚 昭温 筑波⼭におけるみかん園の分布と⼩気候 筑波の環境研究 7 195-202
⾃然 その他 1983 ⻘島, 朋⼦ 筑波⼭周辺地域におけるみかん園の分布 お茶の⽔地理学会
⾃然 気象 1984 林 陽性,吉野 正敏,⿃⾕ 均 低層係留気球による筑波⼭⼭頂の⾵の観測 筑波の環境研究 8 102-107
⾃然 動植物 1984 ⼩針 廣 筑波⼭における⼟壌性カニムシの年間消⻑ Edaphologia (30) 1-10

⾃然 動植物 1984 松井 安俊( ⽣物学) 筑波⼭東麓(湯袋)9⽉初旬の蛾
おけら No.53
茨城昆⾍同好会／編

茨城昆⾍同好会

⾃然 動植物 1984 湊 宏 筑波⼭のキセルガイ類 ちりぼたん 14(4) 89-91

⾃然 気象 1985 ⼩林 守,腰塚 昭温
筑波⼭南斜⾯のみかん園に及ぼす異常気象
の影響

筑波の環境研究 9 87-92

⾃然 気象 1985 俣野, 宏⼦
筑波⼭における植⽣と気候の関係について
(卒業論⽂要旨)

お茶の⽔地理学会

⾃然 地質 1985 横倉隆伸 筑波⼭東麓の浅部地質構造 地震2 38 497-511

⾃然 動植物 1987 ⼤⾕ 市右衛⾨ 筑波⼭の植物覚書き
茨城⽣物 NO.11
茨城⽣物の会／編

茨城⽣物の会

⾃然 地質 1987 笹⽥ 政克 他
筑波⼭斑れい岩と周辺の花崗岩類との関係
についての新知⾒--霞ケ浦⽤⽔筑波1号トン
ネルの地質から(短報)

地質調査所⽉報 38(4) 217-219

⾃然 地質 1987 笹⽥政克,服部仁,⾦⾕弘
筑波⼭斑れい岩と周辺の花崗岩類との関係
についての新知⾒ : 霞ヶ浦⽤⽔筑波1号トン
ネルの地質から

産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター

⾃然 地質 1987
⼩野寺 真⼀,恩⽥ 裕⼀,新藤
静夫,松本 栄次

筑波⼭周辺部に発達する緩斜⾯の⼟層構造
とその⽔貯留機能

筑波⼤学⽔理実験センター報告 11 95-104

⾃然 気象 1988 真⽊ 雅之,⼋⽊ 鶴平 降⽔量分布に及ぼす筑波⼭地の影響
国⽴防災科学技術センター研究報告 /
国⽴防災科学技術センター [編] (通号
41)

13-29

⾃然 気象 1988 鈴⽊昌友 筑波⼭の植物 ⽇本の⽣物 2 28-34
⾃然 地質 1988 荒川 洋⼆ , ⾼橋 裕平 筑波地域の花崗岩類のRb-Sr年代〔英⽂〕 岩鉱 83(6) 232-240

⾃然 地質 1988 ⻘⽊, 久美⼦
筑波⼭⼭麓における⼟壌の分布について(卒
業論⽂要旨)

お茶の⽔地理学会

⾃然 気象 1989 北林 興⼆ 他
複雑地形上の気流の解析--筑波⼭周辺気流の
統計的解析

天気 36(2) 89-95

⾃然 気象 1989 北林 興⼆ 他
複雑地形上の気流の解析--筑波⼭周辺気流の
統計的解析 (⼤気拡散特集号)

公害 / ⼯業技術院資源環境技術総合
研究所 編 24(1)

51-63

⾃然 地質 1989 永塚 鎮男,渋沢 孝雄
筑波⼭麓で⾒出された埋没古⾚⾊⼟につい
て

ペドロジスト 33(2) 100-113

⾃然 地質 1989 永塚 鎮男,渋澤 孝雄
9-9 筑波⼭麓で⾒出された埋没古⾚⾊⼟につ
いて(9.⼟壌⽣成・分類および調査)

⽇本⼟壌肥料学会講演要旨集 (35) 149

⾃然 ⽔質 1989
袴⽥ 共之,平⽥ 健正,村岡
浩爾

43 筑波⼭⽣態系の物質循環(第1報) : 河川無
機⽔質の特徴(関東⽀部講演会要旨)

⽇本⼟壌肥料学会講演要旨集 (35) 286

⾃然 気象 1990
北林 興⼆,吉⾨ 洋,近藤 裕
昭

複雑地形上の気流の解析-2-筑波⼭周辺の弱
⾵時の気流 (⼤気拡散特集号)

公害 / ⼯業技術院資源環境技術総合
研究所 編 25(1)

55-61

⾃然 動植物 1990 杉⼭ 直⼈,芳賀 和夫 筑波⼭周辺の倍脚類相
筑波⼤学菅平⾼原実験センター研究
報告 10

39-76
2013にも発⾏

⾃然 地質 1990 磯部 ⼀洋
茨城県筑波⼭・加波⼭周辺の緩斜⾯堆積物
の形成について

地質調査所⽉報 41(7) 357-371

⾃然 地質 1990
宮崎 ⼀博,笹⽥ 政克,服部
仁

320 筑波⼭塊周辺の変成深度(圧⼒)の異なる
low P/T変成岩類

⽇本地質学会学術⼤会講演要旨 97
1990-09-25 p.461

461
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発行

年
著者 論文・記事名 書籍名 出版 備考

⾃然 ⽔質 1990 朴 鍾
筑波⼭の⼭⼝川流域における浮流⼟砂の流
出量について

筑波⼤学⽔理実験センター報告 14 99-108

⾃然 その他 1990
真壁地⽅の植物 ： 筑波・⾜尾・加波⼭
を中⼼に

(企画展：第44回) 真壁町歴史⺠俗資料館

⾃然 ⽔質 1991
袴⽥ 共之,平⽥ 健正,村岡
浩爾

85 筑波⼭⽣態系の物質循環(第2報) : 河川改
修と無機⽔質の関係(関東⽀部講演会講演要
旨)

⽇本⼟壌肥料学会講演要旨集 (37) 300

⾃然 国定公園 1991 千葉県⾃然環境調査会 編
⽔郷筑波国定公園・県⽴⼤利根⾃然公園・
県⽴九⼗九⾥⾃然公園

⾃然公園⾃然環境調査報告書 千葉県環境部⾃然保護課

⾃然 気象 1992 ⾼橋俊⼆ 筑波⼭の温暖帯について
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 気象 1992 ⼭沢 弘実
筑波⼭周辺での拡散実験の解析とシミュ
レーション計算

天気 39(10) 60-613

⾃然 気象 1992 ⽥村⽵男 筑波⼭測候所
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 気象 1992 ⽥村⽵男 筑波⼭の気象
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 動植物 1992 五⽊⽥悦郎 筑波⼭の特徴ある植物
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 動植物 1992 鈴⽊成美 筑波⼭の昆⾍観察
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 動植物 1992 ⾕本丈夫 筑波⼭の植⽣
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 動植物 1992 ⼋⽥洋章・柳町裕⼀ 筑波⼭神社境内の樹⽊
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 動植物 1992 ⽯井省三 筑波⼭の⿃たちの四季
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 地質 1992 磯部⼀洋 筑波⼭の地質と⼭の成り⽴ち
つくばの⾃然誌 1 (筑波⼭)
学園都市の⾃然と親しむ会／編

ＳＴＥＰ

⾃然 地質 1992
宮崎 ⼀博,笹⽥ 政克,服部
仁

筑波⼭塊周辺の変成深度(圧⼒)の異なるLow
P/T変成岩類

地質學雜誌 98(8) 713-722

⾃然 地質 1993
松森 堅治,浜崎 忠雄,柴⽥
昇平

9-17 地形要因に基づく⼭地の⼟壌深推定法
: 筑波⼭系の事例(9. ⼟壌⽣成・分類および
調査)

⽇本⼟壌肥料学会講演要旨集 (39) 134

⾃然 動植物 1994 東条 ⼀史
筑波⼭塊におけるソウシチョウLeiothrix
luteaの増加

Japanese journal of ornithology
43(1)

39-42

⾃然 地質 1994 松⽥ 道⼦,永塚 鎮男
25 筑波⼭に分布する⼟壌の植物珪酸体組成
(関東⽀部講演会要旨)

⽇本⼟壌肥料学会講演要旨集 (40) 300

⾃然 地質 1994 ⽯⽥ 英⼦ , 永塚 鎮男
24 筑波⼭における⼟壌の⽣成と分布の研究
(関東⽀部講演会要旨)

⽇本⼟壌肥料学会講演要旨集 (40) 299

⾃然 動植物 1995 松村 雄
F103 筑波⼭近郊の⼭間農耕地域における野
⽣ハナバチ相(⾃然・環境保護・家屋害⾍)

⽇本応⽤動物昆⾍学会⼤会講演要旨
(39)

182

⾃然 動植物 1995 湯沢陽⼀ 茨城県筑波⼭塊の苔類 フロラ福島 13 23-28

⾃然 地質 1995
鈴⽊ ⼒英 , 松本 栄次 , 池
⽥ 宏 , ⼩野寺 淳 , ⽥林 明

筑波⼭周辺コース ⽇本地理学会予稿集 47 443-485

⾃然 地震 1995 ⼭⼝ 和雄 他
反射法地震探査による筑波⼭⻄⽅平野部の
浅部地下構造--茨城県下妻市における探査

地震 / ⽇本地震学会 編 48(1) 1-9

⾃然 地質 1996 ⻘⽊ 秀則,細⾕ 正夫
502 「茨城の岩⽯と鉱物I〔筑波・笠間・⼋
溝編〕」の刊⾏について(地学史・地学教育)

⽇本地質学会学術⼤会講演要旨 103 357

⾃然 動植物 1997 ⽥村 浩志
筑波⼭から⾒つかったトビムシ⽬
Hypogastruridae科Hypogastrura属の2新種

Edaphologia 59 11-16

⾃然 動植物 1998
ミュージアムパーク茨城県
⾃然博物館 1998-10

筑波⼭のブナは何をみてきたか ： 筑波
⼭・霞ケ浦の⾃然 ： 第14回企画展

ミュージアムパーク茨城県⾃然博物
館／編集

ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 1998-10

⾃然 動植物 1998 斎藤 修 資料 筑波⼭のガ類 茨城県⾃然博物館研究報告
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 編 (通号
2)

65-78

⾃然 動植物 1998 坂寄 広〔ほか〕共著
⾝近な⾃然⽣態系の教材化 筑波⼭に⽣息す
る⽣物の垂直分布調査を通して

会誌 第72号
茨城県⾼等学校教育研究会⽣物部／
編

茨城県⾼等学校教育研究
会⽣物部

⾃然 動植物 1998 菅⾕ 政司／〔ほか〕編集 筑波⼭・霞ヶ浦の維管束植物
茨城県⾃然博物館総合調査報告書 第
1次(1994-96) : 筑波⼭・霞ケ浦を中
⼼とする県南部地域の⾃然

 ミュージアムパーク茨
城県⾃然博物館

⾃然 動植物 1998 菅⾕ 政司／〔ほか〕編集 筑波⼭の昆⾍類
茨城県⾃然博物館総合調査報告書 第
1次(1994-96) : 筑波⼭・霞ケ浦を中
⼼とする県南部地域の⾃然

 ミュージアムパーク茨
城県⾃然博物館

⾃然 動植物 1998 菅⾕ 政司／〔ほか〕編集 筑波⼭の⿃類
茨城県⾃然博物館総合調査報告書 第
1次(1994-96) : 筑波⼭・霞ケ浦を中
⼼とする県南部地域の⾃然

 ミュージアムパーク茨
城県⾃然博物館

⾃然 動植物 1998 菅⾕ 政司／〔ほか〕編集 筑波⼭の⼟壌動物
茨城県⾃然博物館総合調査報告書 第
1次(1994-96) : 筑波⼭・霞ケ浦を中
⼼とする県南部地域の⾃然

 ミュージアムパーク茨
城県⾃然博物館

⾃然 動植物 1998 菅⾕ 政司／〔ほか〕編集 筑波⼭の哺乳類
茨城県⾃然博物館総合調査報告書 第
1次(1994-96) : 筑波⼭・霞ケ浦を中
⼼とする県南部地域の⾃然

 ミュージアムパーク茨
城県⾃然博物館
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著者 論文・記事名 書籍名 出版 備考

⾃然 動植物 1998 飯島 義克 筑波⼭の蝶類(続報)
会誌 第72号
茨城県⾼等学校教育研究会⽣物部／
編

茨城県⾼等学校教育研究
会⽣物部

⾃然 動植物 1998 平井 剛夫 資料 筑波⼭の甲⾍類 茨城県⾃然博物館研究報告
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 編 (通号
2)

43-63

⾃然 地質 1998
⽥切 美智雄,影⼭ みずき,⼩
池 渉

筑波地⽅峰寺⼭産球状花崗岩(天然記念物,⼩
判⽯)の産状,岩⽯組織と成因

茨城県⾃然博物館研究報告
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 編 (通号
1)

69-74, 図版3p

⾃然 地質 1998 平野 由佳,池⽥ 宏
緩斜⾯の発達とその分布から⾒た筑波⼭の
開析過程

筑波⼤学⽔理実験センター報告 / 筑
波⼤学⽔理実験センター 編  (通号
23)

61-86

⾃然 地震 1998 杉原 光彦 筑波⼭頂駅での連続重⼒測定 ⽇本地震学会講演予稿集 1998(2)

⾃然 動植物 1999 坂寄 廣
筑波⼭から採取されたツチカニムシ属の1新
種について

Edaphologia 63 81-85

⾃然 動植物 1999 ⽥村 浩志
筑波⼭から得られたトビムシ⽬Odontellidae
科Superodontella属の1新種

Edaphologia 63 1-4

⾃然 地質 1999 宮崎 ⼀博 筑波変成岩類の温度圧⼒⾒積もり 地質調査所⽉報 50(8) 515-525

⾃然 気象 2000 安達 隆史
1H1430 筑波⼭周辺における夜間弱⾵時の⼤
気拡散実験

⼤気環境学会年会講演要旨集 (41) 343

⾃然 動植物 2000 ⽔島 うらら
牧野先⽣が採集された筑波⼭の蘚類数種(展
⽰発表,第29回⽇本蘚苔類学会つくば⼤会特
集)

蘚苔類研究 7(11) 366

⾃然 地質 2000
安藤 義久 , ⾦⽊ 誠 , 天⼝
英雄 [他] , 松浦 達郎 , 鎌⽥
裕也

裏筑波流出試験地の20年間の⻑期流出解析 ⽔利科学 44(4) 36-48

⾃然 動植物 2001 杉村 康司,沖津 進
茨城県筑波⼭における林床環境と蘚苔類の
種多様性との関係(⼀般講演,<特集>第30回
⽇本蘚苔類学会⼤分⼤会)

蘚苔類研究 8(2) 57

⾃然 動植物 2001 的場 浩⼦
観察視点をもとにした筑波⼭の植物の観察
とガイドブックづくり

研究集録 第29号
茨城県⾼等学校教育研究会／編

茨城県⾼等学校教育研究
会

⾃然 地質 2001 ⼤原 隆,菅⾕ 政司
O-253 筑波⼭地東麓の上部更新統・⾒和層
から産した⾙化⽯について(22. 新⽣代古⽣
物,⼝頭発表,⼀般発表)

⽇本地質学会学術⼤会講演要旨 108 126

⾃然 国定公園 2001 佐藤 正治
梅⾬に愛でる/⽔郷筑波国定公園(グラビア・
写真・⽂)

勤労者福祉 / 全国勤労者福祉振興協
会 編 (62)

25-28

⾃然 その他 2001 吉永 秀⼀郎 百名⼭の⾃然学(25)筑波⼭
地理 46(6) (通号 548) 2001-06 p.77
〜79

⾃然 動植物 2002 杉村 康司
資料 福⽥均⽒蘚苔類コレクション(2)筑波⼭
(茨城県)で採集された蘚苔類

茨城県⾃然博物館研究報告
ミュージアムパーク茨城県⾃然博物
館 編 (5)

167-178

⾃然 動植物 2002 杉村 康司,沖津 進
筑波⼭における樹幹着⽣蘚苔類の種組成と
森林樹⽊組成との関係

蘚苔類研究 8(4) 104-112

⾃然 動植物 2002 杉村 康司,沖津 進
筑波⼭の森林の林床における蘇苔類の種多
様性と上層⽊および落葉,岩との関係

植⽣学会誌 : vegetation science
19(2)

113-124

⾃然 地質 2002 浜崎 忠雄,松森 堅治
筑波⼭系⼩桜川流域⼭地における⼟壌深の
推定法

ペドロジスト 46(1) 22-31

⾃然 ⽔質 2002
⼤嶋 美和⼦,⼩神野 ⼀⺒,岩
澤 まり⼦

つくば市における情報共有化の取り組み : 筑
波⼭を源とする湧き⽔情報のwebページに
よる提供(INFOSTAシンポジウム2002 ⼀般
発表)(<特集>INFOSTAシンポジウム2002)

情報の科学と技術 52(10) 507

⾃然 動植物 2003 ⽯神 智⽣
国有林から 筑波⼭複層林施業試験地から
(今⽉のテーマ 国有林から(保護林を中⼼に))

林業技術  (通号 730) 28-31

⾃然 動植物 2003 鈴⽊ 成美
筑波⼭及び仏頂⼭におけるアサギマダラの
周年経過

茨城⽣物 NO.23
茨城⽣物の会／編 茨城
⽣物の会

23

⾃然 その他 2003
植⽥ 宏昭,堀 正岳,野原 ⼤
輔

筑波⼭の斜⾯温暖帯観測 ⽇本地理学会発表要旨集 2003f(0) 22-22

⾃然 その他 2003
堀 正岳,植⽥ 宏昭,野原 ⼤
輔

筑波⼭における斜⾯温暖帯の季節別、地形
別の特徴

⽇本地理学会発表要旨集 2003f(0) 108-108

⾃然 気象 2004
原 智宏,⼤場 良⼆,⾜⽴ 武
司,糠塚 重裕,⼯藤 清
⼀,Anfossi D.,Castelli S. T.

P136 RAMS/HYPACTコードによる筑波⼭
を対象とした気流・拡散シミュレーション

⼤会講演予講集 427

⾃然 気象 2004
植⽥ 宏昭,出森 浩⼀郎,⼩垣
哲也

⾵⼒発電の導⼊に向けた筑波⼭六所平にお
ける⾵況調査

天気 51(12) 895-899

⾃然 動植物 2004 ⼩松 友枝 久松 正樹
⼋郷町の筑波⼭腹におけるクロコノマチョ
ウ(チョウ⽬:ジャノメチョウ科)の幼⾍の記
録

茨城県⾃然博物館研究報告 第7号(平
成15年度)

ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館

⾃然 その他 2004 松本 穂⾼
⽴体模型で筑波⼭を調べる (特集 ⾝近な地
域を調べる ; ⾝近な地域調査 私の実践報告)

地理 49(5) (通号 585)
44-45
みかん園に適切な地に
ついての⾼校授業

⾃然 気象 2005
原 智宏,⼤場 良⼆,岡林 ⼀
⽊,⼯藤 清⼀,糠塚 重裕

メソ気象モデルによる筑波⼭周辺の⾵況再
現シミュレーション

⽇本⾵⼯学会年次研究発表会・梗概
集 2005(0) 2005 p.24-24

24-24

⾃然 ⽔質 2005
⽮野 伸⼆郎,辻村 真貴,⽥瀬
則雄,植⽥ 宏昭

筑波⼭斜⾯における降⽔の⽔素・酸素安定
同位体⽐時空間分布形成プロセス

⽔⽂・⽔資源学会研究発表会要旨集
18(0) 2005 p.86-86

86-86



研究⼀覧  参考資料２

6/8 ページ

分類1 分類2
発行

年
著者 論文・記事名 書籍名 出版 備考

⾃然 その他 2005 ⽥中 ひとみ
筑波⼭から霞ヶ浦へ--茨城県県南の⾃然環境
保全

環境とカウンセラー 1(1) (通号 1)
2005-01 p.15〜17

⾃然 その他 2005
⽊崎 眞,⼤場 克⼰,鈴⽊ 俊
勝 他

NPOの広場 農村⾵景を守る筑波⼭麓七⼈の
侍

NPO⽊の建築 / ⽊の建築フォラム 編
(通号 11) 2005-04 p.1〜3

1-3

⾃然 気象 2006
上野 健⼀ , 林 陽⽣ , 辻村
真貴 , 寄崎 哲弘

P127 筑波⼭頂における⾃動気象観測の復活 ⼤会講演予講集 89 276

⾃然 気象 2006
林 陽⽣ , 上野 健⼀ , 辻村
真貴

温暖化監視のための筑波⼭⼭頂における気
象・⽔⽂環境モニタリング

⽇本農業気象学会⼤会講演要旨
2006sp(0)

42-42

⾃然 地質 2006 ⾼橋 裕平
筑波⼭及び周辺地域の地質案内(地質調査総
合センター研究資料集435)

地質ニュース / 産業技術総合研究所
地質調査総合センター 編  (通号 619)

61-64

⾃然 ⽔質 2006
延廣 ⻯彦,清⽔ 晃,壁⾕ 直
記

筑波森林⽔⽂試験地における2003年の蒸発
散量の推定

⽇本森林学会関東⽀部⼤会発表論⽂
集 57

279-281

⾃然 ⽔質 2006
壁⾕ 直記,清⽔ 晃,延廣 ⻯
彦 他

筑波森林⽔⽂試験地における拡散モデルに
よる基底流出⽔の平均滞留時間の推定

⽇本森林学会関東⽀部⼤会発表論⽂
集 57

283-285

⾃然 ⽔質 2006
⽮野 伸⼆郎,辻村 真貴,⽥瀬
則雄 他

筑波⼭斜⾯における降⽔の安定同位体⽐時
空間分布形成プロセス

⽔⽂・⽔資源学会誌 / ⽔⽂・⽔資源
学会編集出版委員会 編 19(5) (通号
97)

383-391

⾃然 ⽔質 2006
藪崎 志穂,⽥瀬 則雄,辻村
真貴,林 陽⽣

筑波⼭⼀帯における渓流⽔の⽔質および同
位体特性について

⽔⽂・⽔資源学会研究発表会要旨集
19(0)

52-52

⾃然 その他 2006
堀 正岳,植⽥ 宏昭,野原 ⼤
輔

筑波⼭⻄側斜⾯における斜⾯温暖帯の発⽣
頻度と時間変化特性

地理学評論 / ⽇本地理学会 編 79(1) 26-38

⾃然 気象 2007 川瀬 宏明
P439 筑波⼭気象観測ステーションで観測さ
れた冬の南岸低気圧の暖気移流

⼤会講演予講集 91 411

⾃然 気象 2007
⿑藤 ⿓,⽥中 智章,吉⽥ 幸
⽣,⼩熊 宏之,森野 勇,横⽥
達也,井上 元,原 煕

P403 筑波⼭近辺の気象不連続変化時におけ
る複数測器の相関と考察

⼤会講演予講集 91 375

⾃然 動植物 2007 吉武 和治郎(1943〜)
地⾐みてある記(6)-筑波⼭の地⾐植物の研究
史-

茨城⽣物 NO.27
茨城⽣物の会／編 茨城
⽣物の会

27

⾃然 動植物 2007
⼤胡 聖嗣,槙原 寛,⼩倉 信
夫

筑波⼭のヨモギから⾒出されたヨモギツブ
センチュウについて

明治⼤学農学部研究報告 56(4) 237-243

⾃然 ⽔質 2007
越川 昌美,渡邊 未来,林 誠
⼆,越川 海,村⽥ 智吉,⾼松
武次郎

筑波⼭渓流における溶存態アルミニウムの
濃度と化学形態

⽇本陸⽔学会 講演要旨集 72(0) 71-71

⾃然 ⽔質 2007
清⽔ 晃,壁⾕ 直記,延廣 ⻯
彦 他

筑波森林⽔⽂試験地の地下構造の推定 ⽇本森林学会関東森林研究 (58) 153-156

⾃然 ⽔質 2007
渡邊 未来,越川 昌美,林 誠
⼆,越川 海,村⽥ 智吉,⼭村
茂樹,⾼松 武次郎

茨城県筑波⼭における森林地の窒素飽和の
現状評価

⽇本陸⽔学会 講演要旨集 72(0) 72-72

⾃然 ⽔質 2007
籔崎 志穂,⽥瀬 則雄,辻村
真貴 他

名⽔を訪ねて(77)筑波⼭の名⽔ 地下⽔学会誌 49(2)
⽇本地下⽔学会 [編]
49(2)

153-168
図巻頭1枚

⾃然 その他 2007
岩崎 亘典,スプレイグ デイ
ビッド

筑波⼭における明治初期以降の⼟地利⽤変
化

⽇本地理学会発表要旨集 2007f(0)
14-14
樹林地、草地、荒地、
果樹園などの分布調査

⾃然 気象 2008
依⽥ 知浩 , 花房 ⿓男 , 林
陽⽣ , ⼤和 佳裕

P207 筑波⼭⼭頂における⾵の観測について ⼤会講演予講集 93 369

⾃然 気象 2008
依⽥ 知浩 , 花房 ⿓男 , 林
陽⽣ [他]

筑波⼭における⾵の観測法について
筑波⼤学陸域環境研究センター報告
(9)

35-41

⾃然 気象 2008 ⽇下 博幸 , 秋本 祐⼦
P206 スカイスポーツのための局地気象研究
: 筑波⼭フライトエリアで発⽣するアーベン
トテルミックの要因解明

⼤会講演予講集 93 368

⾃然 気象 2008
藪崎 志穂,⽥瀬 則雄,辻村
真貴 他

筑波⼭南斜⾯における降⽔の安定同位体⽐
特性

筑波⼤学陸域環境研究センター報告 /
筑波⼤学陸域環境研究センター 編
(9)

15-23

⾃然 動植物 2008
井上 ⼤成,久松 正樹,飯島
義克 他

筑波⼭および茨城県南部と⻄部の平野部に
おけるウラギンヒョウモン(チョウ⽬:タテハ
チョウ科)の採集・⽬撃記録と分布

茨城県⾃然博物館研究報告
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 編 (11)

1-5

⾃然 その他 2008 渡来 靖 筑波⼭における斜⾯温暖帯観測
地球環境研究 / ⽴正⼤学地球環境科
学部 [編] (10)

79-86

⾃然 動植物 2009
井上 ⼤成,⼭本 勝利,久松
正樹

筑波⼭塊におけるクロミドリシジミ(チョウ
⽬:シジミチョウ科)の記録

茨城県⾃然博物館研究報告 / ミュー
ジアムパーク茨城県⾃然博物館 編
(12)

17-19

⾃然 動植物 2009 栗原 孝,⼩幡 和男
筑波⼭塊南部(宝鏡⼭,朝⽇峠,雪⼊⼭,権現⼭
周辺)の維管束植物

茨城県⾃然博物館研究報告 / ミュー
ジアムパーク茨城県⾃然博物館 編
(12) 2009-11 p.73〜107

73〜107

⾃然 動植物 2009 春⽇ 清⼀ アキアカネ筑波⼭に登る 霞ケ浦研究会報 12号
霞ケ浦研究会編集委員会
／編 霞ケ浦研究会

⾃然 動植物 2009 杉村 康司,沖津 進
筑波⼭のスギ・ヒノキ⼈⼯林におけるコケ
植物,シダ植物,顕花植物の分布と微地形との
関係

植⽣学会誌 : vegetation science
26(1)

33-48

⾃然 動植物 2009 茨城県⻄部および筑波⼭周辺地域の菌類 茨城県⾃然博物館総合調査報告書
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館

⾃然 ⽔質 2009
⽔資源機構霞ヶ浦⽤⽔管理
所

管理の現場から 霞ヶ浦⽤⽔ 筑波トンネル調
査

⽔とともに 2009年(2⽉) 20-22
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⾃然 ⽔質 2009 中⼭ 浩平,⼭本 勝博
D2-02 環境教育への活⽤を⽬的とした筑波
⼭麓湧⽔群の化学的⽔質調査(セッション
D2,⽇本理科教育学会第48回関東⽀部⼤会)

⽇本理科教育学会関東⽀部⼤会研究
発表要旨集 (48)

64

⾃然 ⽔質 2009
林 誠⼆,渡邊 未来,越川 昌
美,⼭村 茂樹

筑波⼭森林域における窒素流出の時間的、
空間的変化

⽇本陸⽔学会 講演要旨集 74(0) 142-142

⾃然 その他 2009 花井 健朗
Copter's Field 3 旋⾵の荒野(ACT・20)筑波
⼭ラプソディー2007秋 ⼭頂の環境保全に貢
献する富⼠ベル&カマン

エアワールド 33(12), 49-53, 2009-12

⾃然 その他 2009 前⽥信⼆ 筑波⼭の⾃然図鑑
メイツ出版 (ネイチャー
ガイド)

2015にも発⾏

⾃然 気象 2010

植⽥ 宏昭,⼩塙 祐⼈,⼤庭
雅道,井上 知栄,池上 久通,
釜江 陽⼀,⽯井 直貴,⽵内
茜

B151 筑波⼭の東⻄南北4斜⾯における通年
観測から⾒えてきたもの(気象・気候に対す
る⼭岳の影響,専⾨分科会)

⼤会講演予講集 97 82

⾃然 気象 2010 中津留 ⾼広,林 陽⽣
P137 過去100年間の筑波⼭⼭頂(男体⼭)に
おける気温と⽔蒸気量の変動(ポスター・
セッション)

⼤会講演予講集 98 374

⾃然 気象 2010
中津留 ⾼広,林 陽⽣,上野
健⼀,植⽥ 宏昭,⽇下 博幸,
浅沼 順,辻村 真貴

B152 過去100年間における筑波⼭⼭頂の気
温と⾵の変化(気象・気候に対する⼭岳の影
響,専⾨分科会)

⼤会講演予講集 97 83

⾃然 気象 2010
北 和之,⼤⽵ 翔,仲地 正樹,
⼊江 仁⼠,中⾥ 真久

P175 太陽散乱光の可視-紫外同時分光観測
による下部対流圏オゾン量の推定 2 : 筑波⼭
頂からの予備観測(ポスター・セッション)

⼤会講演予講集 98 412

⾃然 動植物 2010 久松 正樹
茨城県筑波⼭における野⽣ハナバチの種の
多様度性と構成

環動昆 21(2) 127-134

⾃然 動植物 2010
筑波⼭ : ブナとガマと岩と : 第50回
企画展

ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 編 ミュー
ジアムパーク茨城県⾃然
博物館

⾃然 その他 2010
梅⼲野 晁 , 浅輪 貴史 , 押
尾 晴樹

航空機リモートセンシングによる筑波⼭〜
霞ヶ浦の熱画像

⽇本⾚外線学会誌 20(1) 6-7

⾃然 その他 2010
「万博の森」かいわい 筑波流萱葺き屋根74
⼾が点在 にほんの⾥100選の⼋郷(⽯岡市)

グリーン・パワー  (通号 380) 22-23

⾃然 気象 2011

植⽥ 宏昭,⼩塙 祐⼈,⼤庭
雅道,井上 知栄,釜江 陽⼀,
池上 久通,⽵内 茜,⽯井 直
貴

筑波⼭の東⻄南北4斜⾯における⾼度100m
間隔での通年観測 : 斜⾯温暖帯に着⽬して

天気 58(9) 777-784

⾃然 気象 2011 中津留 ⾼広,林 陽⽣
A166 筑波⼭(男体⼭)における過去100年間
の最⾼気温と最低気温の変動(気候システム
II,⼀般⼝頭発表)

⼤会講演予講集 100 65

⾃然 気象 2011
中津留 ⾼広,林 陽⽣,上野
健⼀,植⽥ 宏昭,辻村 真貴,
浅沼 順,⽇下 博幸

筑波⼭(男体⼭)の過去100年間における気温
の⻑期変化

天気 58(12) 1055-1061

⾃然 動植物 2011 ⾼梨 武彦

⾥⼭での無保育⼈⼯林の整備にむけた森林
⾵致施業指標の適⽤に関する考察 : 福井県⾼
浜町,茨城県筑波⼭での針葉樹⼈⼯林の調査
例

デザイン学研究 58(4) 2011-11-30
p.77-86

77-86

⾃然 動植物 2011
⼭川 稔,鵜沢 美穂⼦,⼩幡
和男

筑波⼭の植物を初めて報告したドイツ⼈招
聘教授ヘルマン・アールブルクについて

茨城県⾃然博物館研究報告
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 編 (14)

151-160

⾃然 動植物 2011 ⼤桃 定洋,久松 正樹 筑波⼭の甲⾍⽬録 茨城県⾃然博物館研究報告
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 編 (14)

33-74

⾃然 動植物 2011
茨城県⻄部および筑波⼭の維管束植物
(2006-2008)

茨城県⾃然博物館総合調査報告書

ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 ミュージ
アムパーク茨城県⾃然博
物館

⾃然 地質 2011
⾼橋 裕平,宮崎 ⼀博,⻄岡
芳晴

筑波⼭周辺の深成岩と変成岩 地質学雑誌 117(Supplement) 2011 S21-S31

⾃然 その他 2011 安藤 邦廣 さとやま建築(3)筑波⼭の懸け造り グリーン・パワー  (通号 387) 18

⾃然 その他 2011
筑波⼭麓やさとの茅葺き⺠家 ： 茨城県
⽯岡市 ： にほんの⾥100選

やさと茅葺き屋根保存会

⾃然 動植物 2012 栗原 孝,岡 利雄,成島 明 他
筑波⼭塊南部(宝篋⼭,朝⽇峠,雪⼊⼭,権現⼭
周辺)の維管束植物(第2報)

茨城県⾃然博物館研究報告
 ミュージアムパーク茨
城県⾃然博物館 編 (15)

39-103

⾃然 動植物 2012 杉村 康司,沖津 進
筑波⼭の森林内における蘚苔類の種多様性
と基物および⽣育形との関係

蘚苔類研究 10(9) 277-287

⾃然 動植物 2012
茨城県⻄部地域および筑波⼭・⿅島灘の⾮
維管束植物(2006-2008)

茨城県⾃然博物館総合調査報告書
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館

⾃然 ⽔質 2012
⾼津 ⽂⼈,渡邊 未来,林 誠
⼆,今井 章雄,中島 泰弘,尾
坂 兼⼀,三浦 真吾

筑波⼭周辺の渓流⽔中の硝酸イオンの酸
素・窒素安定同位体⽐による硝酸イオンの
⽣成・混合・消費プロセスの解析

陸⽔学雑誌 73(1) 1-16

⾃然 気象 2013 島村 哲也,居島 修
筑波⼭におけるラングレー法を使⽤した
PFR測器常数の較正試験

⾼層気象台彙報 / ⾼層気象台 編 (71) 21-26

⾃然 気象 2013 林, 陽⽣
＜学内トピックス＞新たに開設した筑波⼭
気象観測ステーション

筑波⼤学

⾃然 動植物 2013 ⼭下, 寿之,林, ⼀六
〈論⽂〉 4. 茨城県筑波におけるアカマツ林
からシラカシ林への遷移過程の解析

筑波⼤学農林技術センター
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発行

年
著者 論文・記事名 書籍名 出版 備考

⾃然 動植物 2013

渡邊 未来,三浦 真吾,渡邊
圭司,⼭村 茂樹,⾼津 ⽂⼈,
錦織 達啓,越川 昌美,⾼松
武次郎,林 誠⼆

茨城県筑波⼭における窒素飽和と森林管理
⽇本森林学会⼤会発表データベース
124(0)

215

⾃然 地質 2013
芝原 暁彦 , 住⽥ 達哉 , 加
藤 碵⼀ [他]

3D模型と砂絵で楽しむ筑波⼭のジオ : 地質
図を⽴体的に理解するための砂絵教材の開
発とイベントでの活⽤

GSJ地質ニュース = GSJ chishitsu
news 2(9)

279-281

⾃然 地質 2013
⽥切 美智雄,⽮野 徳也,⼩池
渉

筑波⼭ハンレイ岩体の層状構造と貫⼊形態 茨城県⾃然博物館研究報告 (16) 1-13

⾃然 地質 2013
⼋溝⼭地における中⽣代付加体および筑波
⼭ハンレイ岩体の地質

茨城県⾃然博物館総合調査報告書

⾃然 ⽔質 2013 平野, 由佳,池⽥, 宏
緩斜⾯の発達とその分布から⾒た筑波⼭の
解析過程

筑波⼤学⽔理実験センター
筑波⼤学⽔理実験セン
ター 2013-12-18

⾃然 動植物 2014
⼤桃 定洋,久松 正樹,中川
裕喜

筑波⼭の甲⾍⽬録・補遺(1) 茨城県⾃然博物館研究報告
ミュージアムパーク茨城
県⾃然博物館 編 (17)

25-57

⾃然 地質 2014
⼤⼋⽊ 規夫,池⽥ 宏,⽊村
克⼰ 他

筑波⼭塊を取り巻く岩屑堆積⾯とその堆積
層

公益財団法⼈深⽥地質研究所年報 =
Annual report (15)

39-68

⾃然 地質 2014 ⻑ 秋雄
概報 筑波花崗岩と旧筑波町に残る⽯造物の
帯磁率

地質調査研究報告 65(3・4) 37-43

⾃然 地質 2014 ⻑ 秋雄
筑波花こう岩と旧筑波町の歴史 : 筑波花こう
岩と⼈の営み

GSJ地質ニュース 3(6) 183-189,161-163

⾃然 ⽔質 2014
特集 霞ヶ浦⽤⽔ 管理開始から20年を経過し
て : 霞ヶ浦から筑波⼭を越え茨城県⻄南部ま
で⽔を運ぶ

⽔とともに / ⽔資源機構 監修 霞ヶ浦⽤⽔管理所 4-7

⾃然 動植物 2015 太⽥俊⼆, 武若聡, ⻲井雅敏
筑波⼭における⾃然⽣態系分野〈森林〉の
適応策

気候変動適応策のデザイン

三村信男 監修,太⽥俊⼆,
武若聡, ⻲井雅敏 編 ク
ロスメディア・マーケ
ティング 2015

⾃然 その他 2015
萩⽥, 和将,淺輪, 貴史,梅⼲
野, 晁,押尾, 晴樹

航空機多重分光画像を⽤いた筑波⼭の斜⾯
温暖帯観測

⽇本⾚外線学会第21回研究発表会 86-87

⾃然 その他 2015
萩⽥, 和将,淺輪, 貴史,梅⼲
野, 晁,押尾, 晴樹

⼆時期の航空機MSS画像を⽤いた筑波⼭の
表⾯温度分布の特徴解析

⽇本リモートセンシング学会第50回
(平成23年春季)学術講演会論⽂集

121-122

⾃然 その他 2015
淺輪, 貴史,梅⼲野, 晁,萩⽥,
和将,押尾, 晴樹

航空機 MSS 画像を⽤いた⼟浦市域と筑波⼭
における⼟地被覆と表⾯温度分布の解析

⽇本ヒートアイランド学会第6回全国
⼤会予稿集

60-61
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